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　　　寄り道の場合







「インテリビレッジって言葉は知ってるかな？」

　目の前の少女は座ざ敷しき童わらしの分際で偉そうにふんぞり返っている。音楽が恋しいのか、また人のスマホ勝手に使ってるし。真っ赤な浴衣ゆかたが似合う黒髪の美人だからって調子に乗っているのかもしれん。そもそも童と呼ぶにはグラマラス過ぎるし、何な故ぜ座敷童なのに散策好きなのだ。ある意味最悪の組み合わせじゃねえか。駄だ菓が子し屋へのお散歩で我が家を滅ぼす気かね妖よう怪かいさん。

「知ってるよ住んでんだから。田舎いなかの高級ブランド化だろ。三ツ星ホテルや有名百貨店が提唱して広告代理店が喧けん伝でん。おかげで国土の三分の一が再開発され、第一次産業は様変わりした」

　俺は面倒臭くさそうに答えた。……頼むから、溶ける前にこの棒アイスを食わせてくれ。

「和歌山の林業、秋田の稲作、山口の漁業。全国の田舎が形を変えたんだ。ここもその一つ。過か疎そ化防止のＩターン狙ねらいってのは建前。こんな馬ば鹿か高い土地誰が住むんだよ。実際にゃ安い輸入作物に勝てねえから住み分けしようってだけ。高価、安全、上質が売り文句だ」

「一億人の都市部人口集中も過疎じゃなくて田舎に入れないのが原因って言われているしね。エコと健康ブームが重なって今やこの納骨村も海外別荘地以上のトロフィーよ」

「特に牛肉や果物がスゲーよな。ブドウが一房三万円だぜ。当然、泥棒もおめめキラキラだ。だから見た目はド田舎でも最新セキュリティ網を張り巡らせ、よそから来る花粉にブランド遺伝子がレイプされないようにイオン防御装置も敷ふ設せつしてる。蜜みつ蜂ばち用ネットだけじゃ不安な訳だ」

「土、風、水、草、虫、魚。その辺にある全部に値札があるね。そこらの川の水が一リットル三〇〇円よ。走っている軽トラは電気自動車。あぜ道にはひまわりみたいに向きを変えるソーラーパネルがズラリ。農耕や漁獲の生産管理にＡＩ機器も導入。買い物弱者問題には徹底した光通信網とネット通販で対処する。田園風景と最新鋭のテクノロジーが融合したコラボ地域ね」

「……おかげで村にはコンビニ一軒ないのが難点だがな。寂さびれた駅舎も時代遅れの駄菓子屋もかき氷固めたみたいなこの棒アイスも希少なブランド品って訳だ」

「ついでに、私みたいなのもね」
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「熱中症なりかけで炭酸お供そなえしてもらっている最中に何故ドヤ顔なんだ夏バテ妖怪」

　その内、学校の小さなプールとかに大量の座敷童が集まって、七しち人にん岬みさきとか別種の妖怪にクラスチェンジするのではと心配してる。この全体的にアバウトな連中ならやりかねない。

「山姥やまんばや一つ目小僧ならともかく、座敷童は別に絶滅危き惧ぐ種じゃねえ。方々の田舎で公園の鳩はとみたいに優遇された結果、全国的にインフレ気味でダブついてる。マンション借りたら前の住人の電子レンジがありましたって頻ひん度どで家にくっついてんじゃねえの？」

「あらまあ価値の分かってない人。最終的に高価な国産オカルトの輸出も視野に入れられているって話もあるのに」

「夜中に人様の布団を奪っていく以外に何もしない妖よう怪かいなんて誰が欲しがるんだ……？」

「ふっ。これでも座ざ敷しき童わらしは『月刊らぶりー妖怪』の人気投票ベスト一〇〇で一位の人気者よ」

「そんなグラビア雑誌が!?　そ、そもそも一〇〇種もエントリー集められたのか……？」

「電子書籍の可能性って無限よね」

「また人のスマホで勝手に買ったな！　こんなアバズレが堂々の一位とか信じらんねえ！」

「……、ほほう。いやあ、意外にいる所にはいるもんだよ。特に全国各地の田舎いなか、インテリビレッジは各地を行き交う国産オカルトの給水ポイントとしても機能しているみたいだからね」

「？」

「例えばの話よ。さっきから君の背中に赤ん坊の格かつ好こうをしたミステリアスジジィが張りついているんだけど……。これはもしや超メジャーなあの妖怪かな？」
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　人間の居住空間というより時代劇のセットじゃねえかと思われても仕方がねえ、かやぶき屋根のデカいお屋敷。その玄関の戸を開けると、何とか職業フリーターが許されそうな年齢の青年系泥棒さんと目が合った。

「え、ちょ、ば……!?」

　思わず心臓が跳はね上がり、傘かさ立てに突っ込んであった京都土産みやげの木刀を引っこ抜くと、

「どーなってんだ我が家のホームセキュリティはー!!」

　ビビり半分の心臓を押さえつける目的もあって、必要以上に大声で叫さけぶ。割と本気モードで木刀を振り上げると、泥棒さんの方も体の硬直を解いて動き出した。逃走の構え。ばたばたばたばたーっ!!　と大きな足音を立て、開きっ放しの縁側から無む駄だに広い庭へと飛び出していく。

　庭石に躓つまずいて盛大にひっくり返った泥棒さんは、背負ったリュックの中から人ん家の財布やら熊の置物やらをばら撒まいている。拾うかどうか迷ったようだが、結局逃走を優先させたようだ。

　ようやく騒さわぎに気づいたのか、全体的にこぢんまりとした婆ばあちゃんが縁側へやってきた。線香臭くさいので仏間の掃除でもしていたのだろうか。

「なんね忍しのぶ。野の良ら猫ねこでも入り込んだかね」

「泥棒だよ泥棒。ったく我が家のセンサーはどうなってんのさ」

「すまんねえ。婆ちゃん、風通しを良くするために窓を開けていたから、スイッチが切れとったんじゃよ……」

「いや、婆ちゃんが悪いってんじゃないよ。ついでにセンサーってのは警備会社の事を言っているんでもない」

「インテリビレッジの農産物はブランド品ばかりだからねえ。泥棒さんも多いんじゃろう。ブドウが一房三万円って話を聞くと婆ちゃんもおったまげるよ」

「いやあのね。裏手の施設で父ちゃん達が作ってる純米大だい吟ぎん醸じようだって、コップ一杯で五万円はくだらないんだよ？」

　泥棒さんは戦利品を庭にばら撒いたようだが、念のため、婆ちゃんには家の中の物がなくなってないかチェックしてもらう事にする。最近の泥棒さんは屋根のソーラーパネルとかまで盗とっていくから面倒臭せえ。

　俺はと言うと、京都土産みやげを傘かさ立てに突っ込み直し、一応スマホで警察に通報。でも、まぁ、駄だ目めだろうなあ。村の交番は警官が超少ない上、昼間はヘッドフォンで音楽を聞いてるせいで一一〇番のオペレーターからの呼び出しに応じず、夜は居眠りのオンパレードという大変ガッツのある方だ。しかも頑張ったところで、本物の武装窃盗団など相手にできる訳ない。そもそも警察の実力を信じているなら自腹切って警備会社と契約なんてしないのである。

『一応』の手順を終えると、俺は板張りの廊下を歩いて屋敷の奥へと進んでいく。

　年季以外に一切の取り柄えがないようなかやぶき家屋だが、いくつかの利点だってある。

　その内の一つ。

　この屋敷には、本物の座ざ敷しき童わらしがついているんだ。

「……ったく、そもそもこうならねえように家を守るのが座敷童の仕事なんじゃねえのか……」

　ブツブツ言いながら、目的の部屋の前まで辿たどり着く。

　目の前の襖ふすまをノックもせずに（いや襖をノックするもんかも知らんが）勢い良く開け放ち、俺は腹の底から声を張り上げる。

「オイこら座敷童!!　サボってねえで仕事しろッッッ!!」

　が、当の本人がいねえ。

　もぬけの殻になった部屋を眺ながめ、それから行き先を変更。ここにいないとなれば、後はあそこぐらいしかねえ。外出している可能性も（座敷童のくせに）あるにはあるが、この真夏の真っ昼間、ド炎天下となると話は変わってくる。あの面倒臭くさがりが出歩くのは朝早くか夕暮れ時だ。

　全ての座敷童がそうなのかは知らねえが、我が家についている者には分かりやすい特徴がある。その特徴を鑑かんがみれば、出現率が一、二を争う場所も分かってくる。

　つまり、俺の部屋だ。

「……ったく、あのインドア妖よう怪かいめ」

　今度こそノックも掛け声も必要ない。自分の部屋の襖の引き手を掴つかむと、そのまま勢い良く横へスライドさせる。

「怠たい慢まんだぞ座敷童。泥棒見逃して何やってやがる!?」

　すると、人様の部屋へ勝手に入り込んでいた座敷童がこちらをチラリと見る。赤い浴衣ゆかたの似合う黒髪の美人。童わらしと呼ぶにはグラマラス過ぎる体型の妖怪は、




　３Ｄムービー用の特殊なゴーグルをつけ。

　ワイヤレスのコントローラを握り、大画面の中のキャラクターを操作していた。




　一いつ瞬しゆん。

　ほんの一瞬。

　妖よう怪かいの実像なんてこんなもんだと知りつつも、それでも体が硬直するのが分かる。脳のう裏りを占しめるのはただ一語。衝動の赴おもむくままに、俺はただ口を開いてこう叫さけぶ。

「イメージ!!　妖怪としてのイメージとか!!　この国は伝統芸能と一いつ緒しよに妖怪さんの文化まで失いつつあるのか!?」

「……どうせその妖怪のイメージだって、漫画やアニメから引っ張ってきたものじゃないの？　そもそも妖怪は時代時代の背景に溶け込むものだし。『古き良き』妖怪は『古き良き』時代には最新トレンドだったものに過ぎない。形を変えずに維持する理由は特にないね」

「でもさー座ざ敷しき童わらしって言ったらさー住んでる家に幸運をもたらすとか泥棒さんを追い出すとかさー」

「嫌いやよそんなの!!」

　と、グラマラス座敷童はゴーグルを外し、テレビゲームにポーズをかけると、あぐらをかいた格かつ好こうのままこちらへ体を向け直した。

　浴衣ゆかたの裾すそが盛大にめくれて太ふと股ももの白さが眼球に突き刺さるが、相手に気にしている様子はない。

「座敷童なんかにバトル担当とか押しつけないで頂ちよう戴だい！　こう言っては何だけど、妖怪対妖怪はおろか、下へ手たすりゃ人間相手だって陰おん陽みよう師じクラスなら余裕で負ける自信があるね!!」

「……この二一世紀にそんな職業が残ってるかどうかも定かじゃないし、オンミョーマスターの盗ぬすっ人となんてラノベな野郎ならもっとファンタジーな方法で盗みを働くとは思いませんかねクソ妖怪」

「そもそも、座敷童らしい事をやったら、それはそれで思いっきり怒ってなかったかしら？」

「それはもしや、夜中に何の前触れもなく人様の布団に潜もぐり込んできたりまたがってきたりするアレか」

　座敷童の種族全体としての特徴らしいのだが……こいつの見た目が一〇歳前後の典型的座敷童ならともかく、驚異のバスト九〇センチ超えでそれをやられた時の思春期ボーイの反応たるや想像を絶するものなのだ。正直、ラッキーなどと思う余裕は微み塵じんもなく、跳はね上がった心臓が内側から肋ろつ骨こつをへし折るかと思うほどの衝撃が走り抜けてしまうものなのである。

　ダイナマイトバディ座敷童側はそういう『意識』が全くないらしく、けろりとした顔でさっさと話題を変えちまう。

「それより、『サナトリウム』へ行ったんだよね。途中には駄だ菓が子し屋があったはずよ。私の見立てではアイスぐらいは買ってから帰ってきたと踏ふんでいるんだけど、その程度の甲か斐い性しようはあると信じて良いのよね？」

「うっせーな。あれ、ない……。そうか玄関だ木刀掴つかんだから」

　座敷童にご馳ち走そうするためでなく、せっかく買ってきたアイスを無む駄だに溶かしてしまうのが耐えられなかったため、一度玄関へ引き返す。棒アイス一〇本ワンセットの箱はやはり放り出されていた。泥棒対策として、とっさに木刀を掴つかむために手放していたようだ。

　座ざ敷しき童わらしのいる部屋へ戻ってくると、彼女は早速ソーダ味の棒アイスを箱から取り出した。ありがとうもいただきますもねえ。ただし、

「んー……！　エアコンも悪くないけど、体の中から冷やすのも捨てがたいね」

「こういう時の笑え顔がおは童わらしなんだよな」

　皮肉を言っても構わず無視される。屋敷と一いつ緒しよに年季の入った妖よう怪かいにとっては人間のガキのたわ言なんぞどうでも良いのかもしれねえな。

「『サナトリウム』と言えば、惑まど歌かが面倒臭くさい事言ってなかった？」

「……あいつは全体的に面倒臭いけど、今日の面倒臭いのは別件だよ」

「本当に面倒臭い事だったら私は今から全力で耳を塞ふさぐね」

「聞け。無理矢理でも巻き込んでやる」




　　　　２




　そもそも俺が夏休みの炎天下にお出かけしていたのは、惑歌という知り合いを見舞うため、『サナトリウム』という施設へ足を運んでいたからだ。

　とは言っても、別に惑歌は重病人じゃねえ。

　単なるクラスメイトの一人である。

『サナトリウム』という古い語感からも分かるだろう。これも我が家のかやぶき屋根と同じで、インテリビレッジ全体に蔓まん延えんしている『雰ふん囲い気き作り』の一つ。結核や精神病の治療など、実際の医療機関とは全く関連はねぇ。古き良き、をブランドイメージにまで昇しよう華かさせているインテリビレッジにとっては、『サナトリウム』というのは一つのアトラクション施設みてえなもんだ。

　……何でまた、どこも悪くないのにわざわざ高い金を払って『体験入院』したがるのか、金持ち連中の気が知れねえが、世の中じゃダイエットのための自衛隊体験ツアーなんてのも流は行やっているらしいし、物珍しい健康法というのも商売のタネになるという事なんだろう。

　当然ながら物好き相手の娯ご楽らく商売という事で、値段は馬ば鹿か高い。

　クラスメイトの惑歌ちゃんたら家の財力はもちろん、自分自身もデイトレードなどでがっぽり稼ぐスーパーＪＫなのだった。

　勝手に思い描えがいたイメージを優先しているのか、あっちこっちに脱走防止の細工がある妙みように物々しい待合室で、薄い手術衣の少女はこれ以上の健康体はありませんといった快活な笑えみで言う。

「おっすー。外の様子はどうだった」
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「途中のバス停で季節外れの雪女に出会ったぐらいで後は平和なもんだよ。っつかそうそう簡単に面白イベントなんて遭遇できるもんか」

「学生の夏休みだぜ？」

「こんな療養施設に自ら引き篭こもってる健康優良児に言われる筋合いはねえよ」

　言えてる、と惑まど歌かは呟つぶやいた。

　俺がここにいる理由は簡単で、俺がクラス委員だからだ。平たく言えば、惑歌は問題児なのである。親とは上う手まく行ってねえし、学校で楽しみも見つからねえ。明確な虐ぎやく待たいやいじめが発生している訳じゃねえが、それでも確実な『遊離』を感じさせる状況だった。

　夏休みだっつーのに座右の銘めいが事なかれな担任教師から『ちょっとあの子の様子見てきてそれも定期的に』と言い渡されるのにはそれなりの理由がある訳だ。

「宿題やってんのか？」

「やってない子が言っても迫力はないね」

「否定はせんがね、会話の取っ掛かりだし。探さねえと続けられねえんだよな。ぶっちゃけ四ヶ月ぐらい『面倒』見てるけど、未だに惑歌の好きな食べ物も知らねえぐらいだし」

「話す事がないなら、お金の稼ぎ方でも教えようか？」

「それだよな。お前、全部一人で片づけるだけの財力持ってっから誰にも頼らねえ。だから歩み寄る必要を感じねえ。特に原因もねえのに『遊離』してんのってその辺じゃねえの？」

「と言われてもねえ。みんなと仲良くするためにとりあえず駅のゴミ箱に三〇〇億ほど放り捨ててみる？　それとも、実は全く困っていないのに『コミュニケーション』で死ぬほど面倒臭くさい雑用を押しつけてみる？　ちょっとそこの君、五〇億預けるから倍に増やしてきて、とか。まー真っ当な神経の高校生なら精神病院に担かつぎ込まれるね」

「だよねー」

　適当に受け流した。

　残念ながら俺の役目は惑まど歌かの話し相手であって、根本的に彼女の抱かかえている問題をまるっと解決する事じゃねえ。そこまでやってられるか。クラス委員に時給は発生しないのだ。

「そういや、さっきからスーツの連中があっちこっち歩いてるけど、あれ何？　お前また何かのサービス雇ったの？」

「私じゃないよ。まだお世話になるほど生きてないし」

「？」

「遺産相続エージェント」

　惑歌は細い人差し指を軽く振って、

「この『サナトリウム』が、実際の機能より雰ふん囲い気き作りを重視しているのは知ってるよね。やってくるのは私みたいな健康マニアか、薄汚れた都市部でくたびれるほど荒稼ぎして人生の最後だけでもキレイな大自然の中で安らかに逝いきたいってご老人ぐらいかな」

「……なんとかエージェントってのは？」

「さあね。事情は色々あるんじゃない。例えば、家族に遺産を渡したくないとか。妻より愛人に渡したいとか。息子には一円も渡したくないけど孫には全額託したいとか」

　何とも言えない顔になっているであろう俺を真正面から覗のぞき込み、悪戯いたずら好きのような瞳ひとみで惑歌は続ける。

　金の話になると活いき活きする女だな。

「そもそもご家族の元を離れて『サナトリウム』へやってくるような『事情』は全員にある訳だしね。遺産相続エージェントみたいなビジネスが横行するのも無理はないって事」

「オカネモチは大変だね……」

　思わず呟つぶやく。インテリビレッジに住んでいる時点で俺も含まれるかもしれねえが、実際にもらっている小遣いが人並なのでそんな実感はとても湧わかん。

「これでも随ずい分ぶんマシな方だと思うけどね」

　惑歌はニヤリと笑って、

「少し前なんて、特定の病室に入った者は必ず死ぬなんて話が持ち上がってさ。とある富豪のおじいちゃんを『それはそれは熱心に』放り込もうとしていたご家族なんかもいたぐらいだよ」

「……マジで？」

「まじまじ。妖よう怪かい絡がらみの『パッケージ』かなともちょっと思ったんだけど、どうも何も出てこなかったって事は違うみたいだね。あるいは、アセンブルが完了しなかっただけかもしれないけど」

　嫌いやな単語が出てきた。

　思わずげんなりしながら、俺はこう答える。

「きな臭くさい話なら、クラス委員のポジションに見合う範囲で頼むぜ……」

「何言っているんだ。君が面白い話を持ってこなかった以上、こうなったら君の悲劇で笑うしかないじゃないの。だからついでに教えてあげるね」

「みゃーみゃー!!　聞っこえなーい!!」

「……さっき道中で季節外れの雪女に遭ったって言ってたけど。多分それ、相当ヤバいね。しかしまあ、妖よう怪かいっていうのはテレビのスピリチュアル特番とかの取材陣がやってくるとみんな隠れちゃうくせに、何でまた一番まずい時に一番ヤバいタイミングになるとひょっこり顔を出すんだろうね」

「俺に聞かれても!?」

「なんか妖怪だけにしか分からない匂においでもあるのかね。君の実家でお酒作っているのとなんか関係あったりする？」

「オヤジはあの座ざ敷しき童わらしを唯一ぶるぶるさせる恐怖の大王扱いだし、叔お父じさんは逆におちょくられまくる事で有名だぞ」

「でも遭遇率の高さはやっぱり共通なんだよね？　今回の雪女みたいな、遭わなくても良いっていうかここで遭ったら絶対にまずいヤツと」

　楽しそうに楽しそうに。

　まるで俺のげんなりと反比例するかのように、惑まど歌かは顔を輝かせながらこう付け足した。

「きな臭さで言ったら、さっきの話なんて残り香が程度のもんだよ。そっちの雪女に比べたらね。とはいっても、もう遭っちゃった以上は私が何言ったところで君はもう巻き込まれていると思うけどね」
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　そして寝転がった赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしは畳の上に置いてあったノートパソコンをパカリと開き、動画共有サイトへアクセスを始めた。

「ハイハイきな臭い方向へ転がって命を狙ねらわれる羽目になったんだね。じゃー私にはもう出番ないや。ふっ、ふおおおおおお!!　パンダ動画ァァああああああああ!!」

「薄情にもほどがある!!」

「だから私に妖怪バトルとか期待されてもねえ。キホン童わらしだよ？　七しち人にん岬みさきとか百ひやつ鬼き夜や行こうみたいに『出会っただけで呪のろいをばら撒まかれて皆殺し』とかいうトンデモバトル機能はないのよ？」

「だからって、もっと、こう、協力の仕方にも色々あんだろーが！　つかそのゲーム機もパソコンも俺のだからね！　妖怪にプロバイダ契約とかできねえんだから俺が死んだら動画共有サイトもお預けになるぞ!!」

「ちえー」

　本当にその部分のみ不満といった調子で、アダルティ座ざ敷しき童わらしはモコモコ動くパンダ動画から顔をこっちに向ける。

「妖よう怪かい相手に交渉術とか。随ずい分ぶんとスレた子に育ってしまって残念よ。昔はあんなに素直で瞳ひとみもキラキラしていたのに」

「……色々行き詰まると年季でごまかそうとする癖くせやめようぜ」

「毎日お風呂に入れてあげていた頃や、プールの更衣室で着替えを手伝ってあげていた頃が一番可愛かわいらしかったかな」

「だからやめようぜ!!　年季関係で人間に勝ち目はねえんだからさ!!」

「迷子になるのが怖いのか、小さな手で終始私の水着を掴つかんでぐいぐい引っ張られたのは流石さすがにまいったかな。悪意がないのも考えものね」

「きゃあああああああああああああああああ!!」

　精神を内側からガッツンガッツン削り取る攻撃に、俺は思わず絶ぜつ叫きようする。

　何しろ爺じいちゃんが生まれる前からこのグラマラスボディのままなのだ。今になって思い出すと絵え面づらが結構キワどかったりするんだよっ!!

「でー何だっけ？　本当に命を狙ねらわれているんだったかしら？」

「残念な事に」

「何でまた？」

　座敷童は寝転がり、乱れた裾すそから真っ白な足をさらけ出しながら、そんな質問をしてくる。

「大都会ならともかく、妖怪と遭遇なんてインテリビレッジに住んでいれば珍しくないでしょ。まして忍しのぶの人生なら。前に遠出して海水浴に行った時も人魚にラブレターもらっていたよね」

「……その後、海の底まで引きずり込まれそうになったがな」

「そもそも雪女相手に取り殺されるような真ま似ねしたの？　結婚した挙句、昔雪女に見逃してもらった事を言っちゃったとか」

「いやね」

　俺は首をぶんぶんと横に振って、

「そうじゃなくてね」
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　流石さすがに惑まど歌かにそこまで言われた直後なら、警戒だってするってもんだ。

『サナトリウム』から帰る道すがら、バス代ケチって下りの山道をてくてくと歩く。木々が生おい茂しげって影になるせいか、この辺りにはひまわりみたいに角度を変えるソーラーパネルなどは立っていない。代わりに道路脇わきには細い水路が走っていて、一リットル三〇〇円の天然水を利用した小規模水力発電の水車がいくつも並べられている。これにしたって、大量の落ち葉で水路が詰まらないように、形状や幅などは流体力学的に徹底して計算されたものなんだろう。

　で。

　警戒していようが何だろうが、曲がりくねった山道が一本道である以上は途中の急カーブの近くにあるバス停に差し掛かるのは当然であり、行きの時に見かけた雪女が同じように佇たたずんでいたら帰りも遭遇してしまうのは自明の理なのだった!!

「……俺ホンモノの馬ば鹿かだ……」

「また会いましたね、うふふ……。これって運命なのかしら。どうです、私とちょっと結婚してみます……？」

　見た目は一三歳前後。真っ白な、死に装束と間違いかねない色彩の着物に薄い青の長い髪。『意図的に古臭くさくした』バス停のベンチはペキペキと奇怪なラップ音を発していた。凍りついているのか、プラスチックの材質に変化があるのか。

「……雪ん子じゃなくて？」

「雪女です。美人妖よう怪かいの代表格である雪女。死ぬほど美しいこの私を雪遊びマニアのガキんちょと一いつ緒しよにしないでください。そして結婚しましょう」

「全体的に、どっかの巨乳座ざ敷しき童わらしと取り替えっこするべきスタイルの雪女だなこのぺったんこめ」

　言いながらも、俺は頭の片隅で警告ランプが点くのを自覚する。故ゆえに、おしゃべりしていてもどこか相手を懐ふところから遠ざける温度差が生じる。

　雪女って言ったら致命誘発体じゃねえか。

　うちの座敷童と違って、『種族の特徴として人を殺しかねない要因を備えた』妖怪。座敷童が夜中に人様の布団に潜もぐり込んだりまたがったりしてくるのと同じく、雪女は『そういうもんだから』という理由で人を死なせかねない妖怪だ。

　率直に言って、無責任な飼い主に捨てられる獰どう猛もうペットよりは危険な相手だぜ。

　頭の中で、いくつかの『条件』を整理する。

　雪女の話は、妖怪譚たんというより絵本とか昔話レベルで聞いた事がある人も多いんじゃねえか。実際、俺もその程度の知識しかねえけど。

　冬の雪山で遭難した男達の内、雪女は老いた者を殺す。若い者は見逃してもらうが、誰にもこの事を話してはならないと約束させられる。のちに男はある女性と結婚し、ついうっかり雪女との事を話してしまうが、実はその女性というのが雪女で……という流れだ。

　ストレートに話を追うと、雪女は気まぐれに見えるが、もしも、最初から若い男と結婚するつもりだったとすると、相当周到に思える。話の中には明暗いくつもの約束が登場し、例えば、化けた女が現れる前に若い男が他の女と結婚してしまったら、雪女は牙きばをむいていたかもしれない。

　昔話に教訓が含まれるとすれば、雪女が冬山の恐ろしさを象徴する存在で、結婚の約束は適切な登山知識じゃねえかって説もある。正しい知識があれば山は荘そう厳ごんな景色を楽しませてくれるが、おろそかにすると牙きばをむかれるぞ、と。

　だが、今はそんな都会育ちで生の妖よう怪かいを見た事がない学者さんが提唱する講釈を垂れている場合じゃねえ。

　問題なのは、冬山の恐ろしさを象徴するような存在が、俺の目の前でのんびりベンチに座っている事だ。当然、『条件』次第では即座に牙をむかれかねない位置で。

　ここが危険域。

　うっかり地雷を踏ふんでしまわないようにするためには、そもそも約束を交わさねえ事が重要かな。『目撃したら死ぬ』ような連中と比べれば、まだマシな方とも言える。

「……つーか、何で真夏の炎天下に雪女な訳？」

「教えてあげたら結婚を約束してくださいます？」

「しないしない。つーか早いよ。まだ見た事言わないの段階ですらねえし」

　ていうかこいつの『結婚』は多分攻撃するためのトリガーってだけだろうし。一定の条件が揃そろった人間にはとりあえず『結婚』と言い出して、承しよう諾だくした者を片っ端から約束で雁がん字じ搦がらめめにして凍死させる。そんなの真ま面じ目めに取り合ってられん。結婚軽過ぎ。なんかふわふわしてる。

　すると、ちびっこ雪女は恨うらみがましい目つきになって、

「……ここで約束してくれないと死なせます……」

「げっ!?　二段構えか!?」

　無茶ぶりを約束しないと殺されて、約束したらしたで雁字搦めにされて殺される？　ほとんど最悪レベルの特性じゃねえか!!

「み、未成年ですので……」

「……それは人間ルールでしょう。妖怪ルールに従えば口約束でオーケーです。さあ今すぐ結婚を。結婚なう」

「人間側が良いな!!　ていうか本場の雪原に放り出されたら一日もたない!!」

「では日本国憲法で結婚可能年齢になったら即座に結婚するという方向で」

「残念！　そもそも日本国憲法では人間と妖怪の結婚は認められていないから永遠に無理だ！」

　何となく慣習で人間っぽい扱いを受けている妖怪だけど、実際には法的根拠は何もないからね。携帯電話の契約すらできねえんだし。

　すると雪女は首を小さく傾かしげた後に、

「……つまり何かしらの理由で日本国憲法が改憲された場合にはその限りではない、と。ふふふふふふふ」

　げっ。まずいな。すぐに法律変わるとは思えねえけど、五〇年後ぐらいにある日突然『約束破ったな』と迫せまられんのも怖い。こいつら一〇〇〇年経っても余裕で見た目は変わらないそうだし、可能性としてない話じゃねえし。

「名前も知らないヤツと結婚の相談はできねえな」

「58902385Ra4号です」

　やべっ、こいつマジだ。今時誰も使わねえ国家登録で名乗りやがった!?

「で、でも弱点の一つも教えてくれないヤツと結婚の相談はできねえな」

「苦手なものはセミとコンクリートダムです」

「喰くらえみんみんボンバー!!」

「にゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

[image: ]

　とっさに近くの木にとまっていたセミを投げつけると、雪女はバス停のベンチから転がり落ちて走り去ってしまった。顔は良く見えなかったが泣きべそかいていたような……？

　んー。

　馬ば鹿かで助かった。

　今の流れは妖よう怪かいっちゅーか悪魔の退治方法なんだけどね。

　ともあれ、一つも約束をしないで済んだのは何よりだ。

「……でも雪女がセミ苦手なんて話あったっけか。種族じゃなくて個体の弱点か……？」

　首を傾かしげながらも、俺はひとまず山道を下る事にする。

　惑まど歌かのヤツに警告されていた当初の危機も去った訳だし、油断していたと言えば否定はできねえ。

　だがこれは、警戒を続けていたとして回避できただろうか。




　直後。

　いきなり見知らぬ誰かから、猟りよう銃じゆうで胸を撃うち抜かれた。
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　真っ赤な浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしは、寝っ転がって艶つややかな黒髪を畳の上に広げながら、つまらなさげな表情でこう呟つぶやいた。

「はいダウトー。ホントに撃ち抜かれていたらここまで帰ってこられていないよね」

「いや大おお袈げ裟さに言ったのは認めるよ。流石さすがに心臓ぶち抜かれた訳じゃねえ」

「見た目によらず勉強はできる子なんだから、馬ば鹿かな言い回しはしないように」

　おかげでついたあだ名はインテリヤクザですけどね。

　というか、

「馬鹿だ何だとグータラ妖よう怪かいに言われる筋合いはねえ。そういうアンタだって言葉の端はし々ばしから妖怪らしさが消えてんぞ。文明開化前から生きていたっつー年季と含がん蓄ちくに富んだお言葉をいただけませんかねネットライブの配信時期を毎日チェックするとかじゃなくて！」

「ほほう。妖怪の出現頻ひん度どに関かかわるＸの乱数幅について議論してみる？」

「二一世紀の難題十指を持ち出しやがって……!!　つーかそれ妖怪自身のアンタにとって有利過ぎねえか!?」

「妖怪だから妖怪の事は何でも分かると？　甘いねえ。じゃあ忍しのぶは、人間の男女がいつどこでどうやって決まるか、その遺伝的発現乱数幅について正しい解答を導き出せるかな」

「ぬう……」

「分からないものは分からないものよ。ただ生きているだけではね。そして学者でもない私や忍しのぶは、自分が生まれた理由、ここにある訳なんて知らなくたって生きていける」

　座敷童はうっすらと笑いながら言う。

「年季や含蓄にだってそれほど高尚な価値はない。それが難しく聞こえるのは、現代語との間に齟そ齬ごがあるから理解するのに時間がかかるというだけ。何しろ含蓄というのは本来いつでもそこにあるものに過ぎないんだから。同じ言葉を現代語で語ればただのあるあるネタになる。それを無理に堅苦しく語る事に何の価値があると思う？」

　もー。

　ここらで白旗挙げとかないと話が先に進まない雰ふん囲い気きだぞ。

「……話を元に戻して良いっすか？」

「もうちょっと脱線したい気分かな」

「この座ざ敷しき童わらしメンドクセエ!!」

「そうね。そうそう。座敷童という呼称に異議を申し立てておこうかな。せっかく個体の名称をつけているのに誰にも使われないのも微び妙みようだし。いつまでも減らない名刺の束を抱かかえている気分になるの」

　会社勤めなんてした事もないくせに分かったような口を利かないように。

「数字何なん桁けたでしたっけ？」

「国が決めた書類上の数列じゃないの。私には縁ゆかりという個体の名前があるのをお忘れかな？」

「……あったっけ？　まぁ覚えてなくても座敷童で通じるし」

「私の右と左に別の座敷童が立った時はどうするの」

「グータラ座敷童、もしくはインドア妖よう怪かいで話は通じる」

「……、」

　真っ赤な浴衣ゆかたの似合う黒髪の座敷童は笑えんだままわずかに黙だまると、




　唐とう突とつに、人様の右の乳首をきゅっと摘つまみ上げてきた。




「きゃっ、きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　びくびくびくびくーっ!!　と全身に震えが走る。

　な、なん……未知の扉が開きかかってる、だと!?

「……人の名前ってやっぱり重要よね？」

「ちょう、待っ……あひゃねるびるびょうる捻ひねらないでー!!」

「よね？」

「おっふ、おっふ!!　その通りでございます縁サマ!!」

　よろしい、と良く分からない許可をもらって肉体の突起からようやく指を離してもらう。俺はぜーぜーはーはーと荒い息を吐はきながら、

「も、もう、もういいかげっ、いい加減に、本題に戻っても良いですか……？」

「まだ脱線……」

「良いですよね!!　戻っちゃうぜ!!　バックバック!!」

　これ以上この座敷童に主導権を握られたらどこへ進んでいくか予測がつかねえ!!　俺はこう見えてチョイＳ希望なんだ！　真のなんたらは表ひよう裏り一体だなんて領域まで極めるつもりはねえし、こうなったらここは強引にでも軌き道どうを修正するしかねえんだ!!

「は、はぁ……そんでどこまで話したっけ？」

「右と左では感度が」

「違う!!　そうだ猟りよう銃じゆう！　猟銃で撃うたれたんだ!!」

　猟銃で胸を撃たれたのはダウト。

　ただし、

「でも発砲されたのは事実なんだよ」

「誰に？　雪女に？」

「見知らぬ誰かっつったろ。人間。人間だよ撃ってきたの。わざわざ猟銃を使うとか小こ賢さかしい事考えんのって人間だろ。明らかに刑法を意識してる」

「まーねえ。ブドウが一房三万円のインテリビレッジじゃ、カラスや猪いのししなんかに対する害がい獣じゆう駆く除じよなんて日常茶飯事だし。確かに、猟銃の銃声なんか村中に響いたって誰も危険な事件だなんて思わないよね」

　これだから田舎いなか怖い。

　普通銃声が鳴り響いた時点で事件だろうが。ここは普通がちょっとおかしい。銃持ってウロウロしてる人間を見ても誰も驚かねえとか、この村は本当に日本か。

「で、結局何だったの。バラバラ死体でも埋うめに来た中国マフィアを目撃したとか？」

「連中はこんな整備された自然に埋めようとはしねえだろ」

「じゃあどこのどなたが？」

　座ざ敷しき童わらしに尋たずねられ、俺は一度大きく息を吐はいた。

　それから答える。

「遺産相続エージェント」
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　猟銃の発砲音が炸さく裂れつした直後、俺もやっぱり『どこかで害獣駆除でもしているのかな』と思った。耳がつんざくほどの爆音、つまり『近い』のだが、そもそもここは山の中だ。猟師が仕事をしていてもおかしくはねえ。

　違和感を覚えた理由は銃じゆう声せい以外にある。

　一つ目。

　真後ろ、山道の上り方向から電気自動車が走ってきた事。それ自体はエコと健康ブームの権ごん化げであるインテリビレッジでは珍しくもねえが、視覚障害者向けに『わざと鳴らしている』エンジンＳＥの機能をカットし、無音で迫せまってくるのは流石さすがに異常だ。

　二つ目。

　その電気自動車の後部座席の窓が開き、身を乗り出したスーツの男が猟銃を構えていた事。害がい獣じゆう駆く除じよを行う猟師が車から撃うつなんて話は聞いた試しがねえし、害獣駆除に従事する人間はスーツなんて着ねえ。山歩き用の格かつ好こうに、上からオレンジなど派手な色のベストを羽織るのは必須だ。何な故ぜなら、同業者から熊か何かと勘違いされて撃たれる危険があるからである。

　三つ目。

　銃声と共に、俺の間近にあったバス停のベンチの一部が粉々に散った。

　間違って人のいる方に飛んでっちゃいました、じゃあない。

　明らかに俺を狙ねらうために撃ってやがる!?

「……ッッッ!?」

　誰が？

　何故？

　自分で発した疑問に自分で答える前に体を動かす事ができたのは、もちろん理由がある。

　猟りよう銃じゆうの破壊力がどの程度のものか、正しくイメージできなかったからだ。たとえ目の前でベンチを砕くだかれても、それが自分の肉に突き刺さった場合にどれぐらいの痛みが炸さく裂れつするかなんて想像もできねえ。

　なまじ、これがナイフや金属バットなら、明確に痛みをイメージできる分、足がすくんで何もできなかっただろう。

　威力の高過ぎる猟銃より、無音で迫せまりくる電気自動車の方に威圧感を覚えたほどだ。そして道路にいるのは危険だと思い、急カーブを描えがく山道のガードレールの向こう側に目をやり、五メートルほどの崖がけに心臓を鷲わし掴づかみにされたほどだ。

　危険が大き過ぎる事が、逆に突破口に繋つながる。

　高い所から飛び降りるとか、猟銃の銃口から明確に逃れるとか。

　そういう事は頭になく、ただ『向かってくる自動車を避さける』意識でガードレールの先へ身を乗り出す。

　飛ぶ、という感覚はやはりなかった。

　勝手にバランスは崩れ、覚悟を決める暇もなく傾斜七〇度の土の崖を転がり落ちる。

「がァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　視界が回る。

　全身に鈍にぶい痛みがめり込んでくる。

　呼吸が止まる。

　皮ひ膚ふという皮膚がじくじくと沁しみる。

　転げ落ち、背の低い茂しげみの枝をバキバキと折り、草葉の潰つぶれる青臭くさい匂においと、赤黒い鉄の匂いが混じり合う。どこかが折れたという感じじゃねえが、とにかく力が入らねえ。呼吸がおかしい。罰ゲームでもらったボディブローを思い出す。やり過ぎた。猟銃も電気自動車も全部忘れて後悔するほどの痛みと苦しみが襲いかかってきやがる。

　現実を思い出させてくれたのは、頭上から炸さく裂れつする爆音。

　二連式の猟りよう銃じゆうが奏でる発砲音だ。

　つーか崖がけから落ちたぐらいじゃ許してくれねえってか!?　こっちはただの高校生だ。あんな大おお仰ぎような準備を進めて狙ねらわれるような心当たりなんてある訳ねえぞ!!

「ち、くしょう……!!」

　とにかく遮しや蔽へい物ぶつを探して走るしかねえ!!　……と、痛む体を引きずり、慌あわててガサゴソ下草をかき分け木々の間を抜ける形で動き始めてから気づいた。本当に相手がこっちをじっくり狙って撃うってきたら当たっているはずだ。今のはこっちを見失った襲撃者が、俺の反応を窺うかがうため適当に撃っただけだ!?

　まんまと引っかかっちまった。

　物音で完璧にこっちの位置はバレたはずだ。

　全身から血の気が引くのが分かるが、今から取り消す事もできねえ。とにかく足で安全を確保するしかねえみてえだ!!

　スーツの襲撃者もあの高さから飛ぶのには躊ちゆう躇ちよするだろう。しかしいずれ覚悟を決める。それまでの間に少しでも距離を稼ぐしかねえ。

　普通に考えれば、猟銃相手に走って逃げても助からねえと思うだろう。だが諦あきらめるのは早い。連中が使っているのは安やす田だ銃じゆう砲ほう店の三二式で使っているのは散弾。隣のじーちゃんが使ってんのと同じだ。ライフル弾タイプに比べれば射程はかなり短い。その上、周囲は高級なヒノキの木々が生い茂しげっている。距離を稼げば稼ぐほど、間に挟はさまる遮蔽物の密度は増してくれる。四〇から五〇メートル辺りが最大殺傷範囲だ。一〇〇メートルも離れれば、仮に当たったとしても致命傷にはならずに済む。

　実際には、違うのかもしれねえ。

　ド素人しろうとの高校生が見当違いの事を考えているだけかもしれねえ。

　だが間違いだろうが何だろうが、楽観論は足がすくむのを防止してくれる。

　木々の間を駆かけ抜け、下草を踏ふみ潰つぶしながら、俺は最低限の機能しか期待されていない、カメラのレンズさえぶっ壊れている携帯電話を取り出す（スマホもあるけど、大抵座ざ敷しき童わらしにスラれて音楽プレーヤー代わりにされている）。山の中であってもアンテナが三本立つのがインテリビレッジの良いところか。一いつ瞬しゆん、これで居場所を探知されるのでは、という懸け念ねんも頭をよぎったが、どのみち襲撃者側から目視で確認できる距離しかねえから意味はねえ。

　ただし、掛ける相手は一一〇番じゃない。救援なんて絶対間に合わない。そもそも通報してから真っ先に動くのは村にある小さな交番だろう。この時間、いるのはおじいちゃんが一人だけ。彼がそんなに優れたエリートソルジャーなら、高級フルーツを作っている業者は武装警備員なんて自腹で雇ったりはしないのだ。

　構わず電話を掛けた。

　運動部所属も顔負けの快活な声で、クラスメイトは通話に出る。

『どしたー？　忘れ物とか？』

「惑まど歌かさん。ちょいと質問したいんですけどね！」

『夏休みの宿題ならやってないよ』

　ドパァン!!!!!!　という、間近の落雷にも似た銃声が炸さく裂れつする。どこかで木の皮がはがされる鈍にぶい音も続く。根拠ゼロの楽観論が的まとを射ていたと信じて俺はさらに前へと走る。信じるしかねえ。根拠ねえけど。恐怖が実感として追いついてきたら動けなくなる。だからとにかく生き残るために都合の良い事ばかり考える。逃げる。半ばやけくそ気味に、叫さけぶように会話を続ける。

「雪女に遭ったってのが危ないとか言ってたけどさー!!」

『うんうん』

「遺産相続エージェントってのがヤバ過ぎな事も知ってたんじゃねえだろうな!?」

『すごーい。忍しのぶクンもうそこまで辿たどり着いちゃったんだー』

「ぶっ殺すぞこの野郎!!　何で先にそれ教えなかった!?」

　どこかから水の流れる音が聞こえてきて、思わず顔をしかめる。川があるという事は、木々の遮しや蔽へいが途切れる。狙ねらい撃うちにされるリスクが増す。だが足を止めるのも無理。危険と知りつつ直進を続けるしかねえ。

　そんな現状を知ってか知らずか、惑歌は極めてあっけらかんとした声で、

『えーだってー。面白い話を期待しているのに、先にそんなの教えちゃったら丸ごと台無しっていうかさー』

「……!!」

　生き残るための勇気をありがとう☆

　何があってもあいつ一発ぶん殴なぐる!!

『遺産相続エージェントってのはね、法的な順番を無視して依頼人の希望通りに遺産の譲じよう渡とを成功させるっていうのが売り文句のビジネスなの。ちょいとアクティブな弁護士集団って感じかな。この辺は「サナトリウム」でも話したよね』

「まっとうなビジネスなら猟りよう銃じゆう持ち出したりはしねえよな！　どうせブラックな部分があるんだろ!?」

『問題なのは遺産の移動方法にあってね。法的順番を無視して譲渡するなんて、普通は無理なの。だから依頼人から息子を飛び越えて直接孫へ、とは渡さない。裁判所に止められるのが分かっているから』

　木々が切れた。

　思わず足を止めると、眼前に小川と河原がある。幅は合わせて三〇メートルほど。しかしゴツゴツした石や水の中では普段のペースは出せねえはずだ。もたもたしている間に追いつかれれば狙ねらい撃うちされちまう。

『依頼人は資産を一度遺産相続エージェントへ譲じよう渡とするのね。遺産相続ではなく、資産贈与の形で。そこからさらに別人へ贈与する分には「会社から特定の人物へ」だから、孫にだって愛人にだって好きなように割り振れる。贈与税が二回もかかるから取り分は減るけど、遺産相続エージェントが預かった時点で「資産運用」しちゃえば失った分は取り戻せる』

「惑まど歌かの大好きなデイトレードとか？」

『インテリビレッジ関連なら、高級作物の先物取引とかもありかな』

　ガサゴソという草木をかき分ける音が徐々に近づいてくる。

　躊ちゆう躇ちよしている暇はねえ。

　危険を承知で開けた河原へと突っ込んでいく。

「それできちんと成功してりゃ、猟りよう銃じゆうなんか持ち出す必要もねえよな。となると、その『資産運用』ってのに失敗して、本来渡すべき資産を削り取っちまったってのか？」

『いいや、そもそも連中は預かった資産を目的の人物へ渡すつもりがないの。正式に譲渡された資産を、そのまま自分の物にしてしまう』

「ただの詐さ欺ぎ集団じゃねえか!!」

『その通り。そして動かす額は一回の事件で数億から数十億に達する。不都合があったら、人間一人が消えてもおかしくない大金よね』

　丸まった石が敷き詰められた河原を走り、小川へ足を突っ込む。予想より流れが速い。足を取られねえように気をつけながら、ひたすらに前へ進む。

　来るな。

　来るな。

　来るな。

　ここを渡り切る前に猟銃持った悪徳弁護士集団が木々から顔を覗のぞかせたら、そのまま背中を撃うち抜かれるのはほぼ確実だ。

「連中に人を殺しかねない理由があるのは分かった。でも、何で俺なんだ!?　連中の不正の証拠を掴つかんだとか致命的な場面に出くわした訳じゃねえぞ!!」

　あの『サナトリウム』で遺産相続エージェントの連中が行き来しているのは見たが、あの時何かまずいものでもあったのか？　いいや、思いつかねえ。猟銃使って排除して死体もどこかに隠しましょうだなんて、そこまでやられるような何かを見たとはとても考えられねえ。

「待てよ。待て!!」

『なーに？』

「それがどう繋つながっているんだ？」

　ごぼごぼと靴に入り込んでくる水が気持ち悪い。こんなものに一リットル三〇〇円の値をつけている都会の連中が信じられねえ。それでもとにかく進む。小川を渡り切り、丸く削り取られた石の上を走る。

「アンタ雪女がヤバいとかって言ってたよな？　それがこの遺産相続エージェントの連中とどう繋がっているってんだ!?」

『だから、そういう事』

「っ!?」

　背後、清流を隔へだてた向こうの茂しげみがガサリと音を立てる。

　ほぼ同時に、俺は河原を通り抜けて森の木々の隙すき間まへと飛び込む。

　耳というより腹に響く銃じゆう声せいと共に、周囲の野鳥が一斉に飛び立つ。

　間一髪だった。

　だが次がある訳でもない。

　川越えでやはりペースを落とし過ぎた。何とか茂みの中に隠れる事はできたが、距離が近い。遮しや蔽へいになる木々の密度が低過ぎる。

　鉛弾が、届く。

　しかし勝算は掴つかんだ。

　県や街の境を思い浮かべてもらえば分かりやすい。昔っから、川というのは土地を区切るラインとして使われる事が多い。

　それがたとえ個人所有の土地であったとしても。

　そして。

　ブドウ一房三万円の超高級農地インテリビレッジでは、そうした作物を守るためのセキュリティ網には事欠かねえ。

　片手を上げるだけで良かった。

　赤外線センサーに引っかかった直後、それは起きた。




　行く手を阻はばむように、横一線に持ち上がる。

　高圧電流を流したワイヤー製の防犯ネット。




　おそらく害がい獣じゆうと窃せつ盗とうの双方を防止するためのものだろう。獣けものならそのまま突っ込んで丸焼き、人間なら危機を抱いだいて後ずさる。

　その『人間』を逃がさないようにするためか、俺の後方……河原に向かう方でも高圧電流ネットの壁が持ち上がった。これで俺はネットの壁に挟はさまれた状態になる。

　周囲に設置されたスピーカーに、ブツッというノイズと共に電源が入る。

　おそらく一定時間『丸焼き』がなかった場合は、相手を人間と判断して自動音声を流す仕組みになってんだろう。

『これより先は田た中なか農園が保有するみかん園になります。許可なき者の立ち入りは禁止されています。警備の者が至急派遣されますが、到着前に高圧電流の被害に遭われた場合、田中農園に一切の責任を負う義務は生じません。繰り返します……』

　茂しげみをかき分ける音が聞こえた。

　猟りよう銃じゆうを持ったスーツの男が顔を覗のぞかせる。

　しかし彼もアナウンスは耳にしている。遠からず無関係な警備の人間と鉢はち合あわせになる事は分かっているはずだ。ここで仕留める事ができても死体を回収、痕こん跡せきを処理するだけの時間がなければ犯行を完了させられねえ。

　睨にらみ合ったのは数秒間だった。

　やがて、スーツの男は猟りよう銃じゆうの銃口をこちらに向けながら、ゆっくりと後ろに下がる。それから舌打ちすると、彼は一気に逃走の構えに入った。

　高圧電流のネットに挟はさまれたせいか、携帯電話の通話は切れていた。

　誰もいなくなった山の中で救助を待ちながら、俺は小さく呟つぶやく。

「……『パッケージ』か」
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　全体的にこぢんまりとした婆ばあちゃんが持ってきてくれたお萩はぎを口いっぱいに頬ほお張ばりながら、真っ赤な浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしは言う。

「ふぉおふぁなふぁかふぇへっつふぁたふぉようう」

「どこまで腹ペコキャラなんだテメェ。あと人の話は真ま面じ目めに聞くように」

「どうして人は詐さ欺ぎになんて引っかかるのかね」

　まるで妖よう怪かいは絶対に引っかからないみたいな調子で座敷童は言って、次のお萩を口に運ぶ。寝転がったまま食べるな行儀悪りいな。

「自分のお金を一いつ時ときでも完全に他人の手に委ゆだねるだなんて、ちょっと考えてみれば危ないのは丸分かりなのに。あげたお金はやっぱり返してって言えないのよ」

「理想的な詐欺の手口ってのは、絶対に誰にも怪しまれない精密な方法じゃない。たとえ怪しいって分かっていても、多少のリスクは負うべきだと思ってしまうような奇き麗れいごとなんだよ。その輝いている部分が冷静な判断力を曇くもらせる」

「賢く勝ち組になりませんかとか？」

「選ばれたあなただけに教えますとか」

　俺の言葉に、座敷童は妙みように妖よう艶えんな笑えみを浮かべ、

「その判断力を曇くもらせる魅力的な要因っていうのが、自分の家族へ順当に遺産を渡したくないという思いだとはね」

　それに関しちゃ確かに後味が悪いが、何で俺が人間の悪意代表みたいな感じで皮肉げな視線にさらされなくちゃならねえんだ。

「ただ、ここまでなら単なる詐さ欺ぎ師集団だ」

「『サナトリウム』の惑まど歌かがスラスラ説明していたって事は、手口の方も、もうバレかかっているって感じだったしね。後は証拠を固める段階といったところかな」

「だが、気になるのが惑歌の言っていた雪女だ。そいつを目撃された事が、今回の猟りよう銃じゆう襲撃にまで発展したって事は、遺産相続エージェントの連中にとってその雪女が重要なファクターになっていると推測できる。となると……」

「『パッケージ』の疑惑が出てきたという訳ね」
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　田た中なか農園の主人と名乗る中年のオッサンに、電気駆く動どうの軽トラで麓ふもとの駄だ菓が子し屋まで送ってもらうと、俺はそこから携帯電話でもう一度『サナトリウム』の惑歌へ電話を掛けた。

『あっはー。いきなり通話切れたから死んだかと思ったゾ♪』

「キャラがブレまくるほど喜んでもらえて何より。後で尻しりを叩たたくから覚悟せよ」

『忍しのぶクンもキャラブレてない？　んで用事はまだあるの？』

「遺産相続エージェント」

　俺は早口で言う。

「雪女と絡からめて連想してたって事は、『サナトリウム』でも何かあったんだろ。話せよ」

『んー？　明確に噛かんでたって証拠はないんだけどね』

　惑歌はあっさりと答える。

『前に、ある病室に入った利用客は絶対に死ぬって話をしたじゃない？』

「まあ」

『あれ、実際にどの病室が該当するのか、実は特定されていなかったのよね。厳密には、いくつかの説があってどれが正しいか分からない状態だった』

「でも、そんなウワサが立つって事は、それなりに妙みような現象が起きてはいたんだろ。それも、雪女絡みかと思うような何かが」

『ええ。真夏の「サナトリウム」で、おじいちゃんおばあちゃんが凍傷になったってぐらいだけど』

「……ありえるのか、そんなの？」

『エコを完全無視した設定温度のエアコンと、寝たきりって環境が組み合わされば。涼風を直接、何時間も肌の一ヵ所に浴びせ続けるとそんな感じになるかもね。ただ、立て続けに四回五回って繰り返されたのは確かに異常だった。「サナトリウム」なんて言ってもアトラクションっていうか、サービス業だからさ。そういう事態が続くとブランドイメージに響くって、職員の人達も焦あせってたみたいだよ』

「でも、ウワサは沈静化した」

『原因は特定された訳じゃなかったんだけどね。仮に悪意のある人災だとすれば、仕掛けていた側がパッタリやめちゃったっていうのが正しいのかしら』

「そっちも遺産相続エージェントが？」

『凍傷騒さわぎが起きていた頃にはすでに出入りしていたけど、明確な繋つながりまでは見えていないわ。ただ、凍傷になったご老人達はいずれも莫ばく大だいな財産を持っていた。連中からすれば、美お味いしい標的だったのは確かね』

「……質問なんだが、凍傷騒ぎが起きていた頃から遺産相続エージェントが出入りしていたって事は、その時から詐さ欺ぎの被害に遭っていた利用客はいたのか？」

『鋭するどいね』

　電話の向こうで惑まど歌かは笑っているようだった。

『当時の被害はゼロ。美味しいカモには接触していたようだったけど、そこまで簡単に巻き上げる事はできなかったみたい。……ただし、凍傷騒ぎが収まった辺りから、ポツポツと詐欺に実りが現れ始めた。ま、被害者から直接聞いた訳じゃないけど』

　やっぱり、と思わず呟つぶやく。

　となると、可能性は一つだ。

「最初の凍傷騒ぎは、『パッケージ』の試用テストだな。そこで威力や条件の幅を調整した上で、本チャンの詐欺事件で運用を始めた」

『「パッケージ」……』

「妖怪の持つ特性や条件を、人間が構築した犯罪システムに組み込んで悪用する。毎度おなじみ霊れい障しよう事件の典型例ってヤツさ」

　いくらでもお金を引き出せるキャッシュカード。何人殺したって絶対に犯人が見つかる事のない包丁。

　普通に考えればまず実現不可能な『夢のアイテム』だが、それも普通なんて範はん疇ちゆうに収まらない連中の力を上手に組み込む事さえできれば手が届く。

『アイテム』として表に出ているのは一部分。

　実際には、妖よう怪かいや犯罪組織といった、もっともっと大きな歯車がいくつも噛かみ合って成立する莫大な完全犯罪施設……それが『パッケージ』。

　昔話に出てくる打ち出の小こ槌づちやら、有名なオペラで語られる悪魔の力を借りて作られた銃弾みたいなものが、振り込め詐欺のマニュアルみたいに『形のないアイテム』として組み直されたものと考えればイメージしやすいだろうか。

　面倒臭くさいのは、当の組み込まれている妖よう怪かいにその自覚はなく、犯罪行為に加担している事も人様に迷惑をかけている事も知らないってところだが。

　雪女の特性と言えば……見逃した事を喋しやべったら殺す、その後他の女に化けて結婚を迫せまるの二段構え。『約束の強要』なんて、いかにも詐さ欺ぎグループが欲しがりそうな特性だ。おまけに『喋ったら殺す』から、告訴の妨害まで備えている。

　問題なのは、雪女の約束は『結婚』を軸に置いている事。

　この『結婚』の部分を自由に付け替える事ができるようになれば、どんな理り不ふ尽じんな金銭契約だって結ばせる事ができる。

「……どうやって『約束』させた……？」

　俺は呻うめくように言う。

「おそらく凍傷騒さわぎが起きていた頃は、その『約束』ってのに失敗してたんだ。あるいは『約束』を拒こばまれたか。当時はストレートに雪女を『サナトリウム』の中へ招いていたかもしれない。でも、凍傷騒ぎがパッタリ収まった時点で、遺産相続エージェントは別の方法を思いついている」

『何か引っかかる事は思い出せないか、とか質問しようとしてる？』

「おおうエスパー！」

『ところが残念、そんなの何にも思いつかないのです！』

「この野郎……!!」

　携帯電話を握り潰つぶしそうになるが、俺にしたって『何を探してほしい』と明確に注文を出せるほどのビジョンはねえ。指示を出せない人間が惑まど歌かに成果だけを期待するのも間違っているか。

　仕方がねえ。

「……これからもう一度『サナトリウム』に戻ろうと思う。一般来場ってまだ間に合うか？」

『いやいや忍しのぶクン猟りよう銃じゆうで狙ねらい撃うちされてなかったっけ？』

「だから短期決戦で終わらせてえの。暗い夜道に入るたびにあんなので狙われ続けたらたまったもんじゃねえ」

『そういう事なら。まー時間の方は問題ないと思うよ。何かあれば常連さんの私が口添えするし。ひとまず次からはバス使った方が良いね。各停じゃなくて、ちょっとお高い直行便。それなら山道で止まる必要はないからリスクは減るはず。まぁ、襲撃の可能性を完全に消せるわけじゃないけどさ』

「そうする。つーかお前の方は大丈夫なのか？」

『「サナトリウム」自体は富豪が集まる施設だからね。セキュリティはしっかりしてる。そもそも、ここが危ないようなら、君は帰る前に襲われているね』

「嫌いやな証明してくれてありがとう」

　携帯電話を切る。

　老人相手の詐さ欺ぎグループどころじゃねえ。いよいよきな臭くさくなってきた事態に、俺はゲンナリしながら自分が下りてきた山の方を見返した。

　さて。

　死地へ逆戻りだ。
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『パッケージ』には大きな問題点が一つある。

「ぼんぼぼんぼんぼぼぼぼんボンサーイ」

「飽きるな座ざ敷しき童わらし!!　話はまだ終わっていない!!」

　人の話を聞き流し、鼻歌混じりで青白い光を発する紫外線ライトの位置を調整したり、透明な鉢はち植うえに満たされた水溶液にスポイトで栄養剤を注いだりする座敷童。盆栽自体は浴衣ゆかたの妖よう怪かいに似合わなくもないが……何でこう全体的にＳＦ臭を漂わせたがるんだ!?

　ちなみにこの趣味があるせいか、この座敷童はグータラのくせにうちの爺じいちゃんからえらく可愛かわいがられている。

「いやあ、聞けば聞くほど私の出番はなさそうだなと思ってね。あれね、もういっそネットの知恵袋とかに書き込んだ方が良いんじゃない？」

「あれ、訳知り顔で答えを書き込んでくるヤツがいまいち信用できねえんだよな……」

　そして話を脱線させるな。

　潤うるんだ子犬の瞳ひとみで見上げるぞこの野郎。

「……ど、どうしたの忍しのぶ。蛇へびが獲物を狙ねらうような目をして。ついに思春期の性欲が暴走寸前だとか？」

「もう良いです、はい。とにかく話を元に戻してくださいます？」

「ふーむ。雪女の約束を利用した遺産譲じよう渡と関連の『パッケージ』ねえ」

　真っ赤な浴衣の座敷童は一通りＳＦ盆栽の手入れを終えると、ようやくこちらに向き直る。

「事が『パッケージ』にまで発展しちゃうと、やっぱり遺産相続エージェントの最終目的はアレなのかな」

「そこそこの疑惑をぶつけられても行方ゆくえを晦くらまさねえで『サナトリウム』の出入りを続けているって事は、ありえるかもな」

「『パッケージ』の輸出……」

　そう。

　妖怪の特性や条件を人間が構築する犯罪計画に組み込んだ『パッケージ』は、確立したプランや方法論そのものを『商品』として売り出す事ができる。振り込め詐さ欺ぎがパターン化されて全国にばら撒まかれたのと同じだ。

　当然、拡散すれば社会が歪ゆがむ。

　事は『サナトリウム』の中だけでは済まなくなる。

　世界でたった一つしかない打ち出の小こ槌づちとは違う。『パッケージ』は妖よう怪かいの力を借りているものの、あくまでも人間の手で作られているのだ。完成品を求める心、製造に必要な技術と材料、それらが揃そろえば誰だって用意できる。してしまう。

「遺産相続エージェントはすでに何組かの富豪から大金を巻き上げているらしいからな。儲もうけは出てる。身分を変えたり行方ゆくえを晦くらませたりするために、もっと大きな犯罪組織に『パッケージ』を売り込む算段なのかもしれねえな」

　そもそも、凍傷騒さわぎが起きていた頃、遺産相続エージェントは詐さ欺ぎに失敗しかかってそのリスクまで露ろ呈ていしている。状況は彼らの計画通りとは評価できねえだろう。ひょっとしたら、遺産相続サービスの最優先目標はすでに『大金を巻き上げる事』から『安全に逃走する事』へシフトしている可能性すらある。

「売り込んだ『パッケージ』がその後に不具合を起こしたら、大きな犯罪組織から命を狙ねらわれかねない。だからリスクは承知で『サナトリウム』に残り、細心の注意を払ってデバッグを続けているといったところかな」

「あるいは、そもそも『パッケージ』をアセンブルするのが目的で、大きな犯罪組織にせっつかれて『サナトリウム』へやってきた可能性も否定はできねえが……まぁ低いな。ただのテストプレイなら本物の富豪を狙う必要はねえし」

「ふうん。となると、『サナトリウム』の詐欺事件と雪女の関連に気づく可能性がある忍しのぶを、遺産相続エージェントは全力で消しに来たって訳なのね。『パッケージ』完成前に横よこ槍やりを入れられて骨子を歪ゆがめられるのも避けたいだろうし」

「そーゆー事」

「……ますますきな臭くさくなってきたね。大きな犯罪組織とか。夜の埠ふ頭とうで銃撃戦とかあってもおかしくない空気になってきたよ」

「でしょでしょ」

「しかも致命誘発体の雪女が絡からんでいるとか。お金を巻き上げられずに済んだお客さんが凍死しかかったって事は、作為的に失敗すれば雪女を攻撃的に扱う事さえできる可能性がある訳よね。組織、銃器、超常の組み合わせ。地方警察の警官程度で何とかなる相手なのかしら」

「だからご相談しているのですよグータラ座ざ敷しき童わらし。いやーまったく何であのタイミングで雪女なんかに出会うかね俺は」

「そんな大バトルが待っているならやっぱり私の出番じゃないなあ。ぼんぼぼんぼぼぼぼぼんボンサーイ」

「だから飽きるな!!」




　　　　10




　電気駆く動どうのバスを使って『サナトリウム』に戻ってきた。

　建物の中で詐さ欺ぎの準備に大忙しなスーツの男達はギョッとしたような顔になったが、ここで猟りよう銃じゆうを持ち出せば流石さすがに富豪達が直接雇っている武装警備員達が安全確保のため一斉に動くと判断したのだろう。ぶるぶると小刻みに震えていたが、横を通り過ぎる俺に手を出す事はできねえ。

「惑まど歌か」

「ほいさー」

　良く見るとあちこち物々しい待合室で再びクラスメイトと合流する。

「雪女を利用した『パッケージ』の詳しよう細さいを暴あばくって言っても、具体的にどこを調べる訳？　言っておくけど聞き取り調査とかは難しいと思うよ。『サナトリウム』って偏屈な富豪が集まるホテルみたいなもんだから。ご近所付き合いなんて概念もない。私の口添えは職員さんにしか通用しないからそのつもりで」

「多分そっちはいらねえよ」

　俺はパタパタと手を振って、

「今回の『パッケージ』のキモは、そのものずばり『約束』に集約してる。見逃した事を喋しやべったら殺す、その後他の女に化けて結婚を迫せまる。この二段構えの応用で資産を譲じよう渡とさせる訳だな」

　ここで言う『結婚』は、もちろんお役所仕事で婚姻届をあれこれする事じゃない。雪女が攻撃のトリガーに使う、口約束の『結婚』。つまり重要なのは『結婚』ではなく、それを約束させる事にある。だから本来は中心に来るはずの『結婚』を別のものに挿すげ替える事もできる訳だ。

「理想的じゃない？　まず詐欺集団の事を誰かに話したらアウトって予防線を張った上で、無茶苦茶な取引を迫る。当然断ったらペナルティ。上う手まく雪女の特性や条件をスライドさせられれば、決して表面化されない巨額詐欺事件のモデルケースになるわ」

「だったら大量の死人が出ると思わねえのか？」

　俺まゆは眉をひそめて言う。

「『絶対確実に遺産をコントロールしますのでどうぞよろしく』『何も怪しい事はありませんからさあ全額どうぞ』……こう言われて頷うなずくヤツがいたら相当の馬ば鹿かだ。普通の神経してたらまず怪しむ。現に、初期の遺産相続エージェントは失敗していたみてえだし」

「でも、約束を拒こばんだら死ぬんでしょ？　だったら」

「だったら拒んで死んじゃうヤツが出るのが普通だ。雪女が組み込まれている事を本当に信じられねえ人達がな」

　あ、と惑歌が声を上げた。

　思い当たる節ふしがあるんだろう。

「例の凍傷騒さわぎだよ。おそらく最初は雪女をダイレクトに使うか、エージェントの連中が『直接』老人に取引を持ちかけたんだろう。そして失敗し……危あやうくペナルティで老人を死なせかけた。あの時点である程度、雪女の特性や条件をいじっていたから死人までは出なかったようだが、それでも威力が強過ぎたんだ」

「だから遺産相続エージェントは方法を改めた」

「そもそも疑問を抱いだかせねえ方法で『約束』させる。引っかかりさえ感じさせなければ、凶悪なペナルティで老人を死なせずに済む。最初の入り口だけが問題なんだ。雪女の『約束』の中に取り込めれば、後は自由に料理できる」

「そんな方法あるの？」

　惑まど歌かは懐疑的だ。

「遺産相続エージェントの話術自体はそれほどレベルの高いものじゃない。雪女を組み込んでも凍傷騒ぎを起こして失敗しかけたぐらいよ。そもそもの話ベタが何を底上げしたところで、結局ボロが出るのは同じなんじゃない？」

「だろうな。だからそもそも話さねえ。ターゲットの老人だって、そんな『約束』がある事すら知らねえんだ」

「……？」

「前に遭遇した『パッケージ』じゃ、こんなやり方があったよ」

　俺は一度短く区切ってから、

「フリーソフトの利用規約にこっそり紛れ込ませる形で『約束』させるパターンさ。誰も読まねえ、でも同意しないとソフトを利用できねえ。そういう長文の中にこっそりとな」

「まさか……」

「ここにもあるんだろ」

　俺はあちこちを見回し、

「『サナトリウム』の利用規約。惑歌だって目を通した覚えはないんじゃねえか？　そこに細こま々ごまとした条文を追加できるとしたら、得体のしれねえ妖よう怪かいと『約束』させたがっている連中にとっては都合が良過ぎるぜ」







　利用規約の原本は『サナトリウム』正面のカウンターに置いてあるらしい。利用客ならともかく職員には顔が利くらしい惑歌の応援を受けて、俺はその電話帳みたいに分厚い利用規約の原本に目を通す。




　甲こうは乙おつの管理する施設の利用に際し、内部へ持ち込んだ物品を常に乙へ開示・説明する義務が生じる。




　甲こうが乙おつの管理する施設を利用する間、乙は甲の所有物の保護に全力を尽つくすが、これは努力目標であって義務は発生しない。よって、乙の管理する施設の利用中に甲の所有物が紛失・破損したとしても、乙に補償義務は生じない。




　甲は乙の管理する施設を利用する場合、乙の管理する備品を適切に取り扱う義務が発生する。甲がこの義務を怠おこたり、乙の備品を破損させた場合、甲はその全額を補償する必要がある。




「……何でこう、利用規約とか契約書ってヤツは堅苦しい言葉でまとめたがるのかね」

「流し読みさせるためでしょ。ほら、こことか汚ねー。利用客のお財布がなくなっても施設は責任は取らないって書いているのに、施設の備品を壊した時は例外なく利用客が全額弁償だって」

「ただ、雪女絡がらみのワードが付け加えられている痕こん跡せきはないな」

　乙の管理する施設の利用中に甲の所有物が紛失・破損したとしても、乙に補償義務は生じない……という辺りはクサいと言えばクサいのだが、この一文だけで雪女がターゲットの財産を巻き上げるには言葉が足りない。

「読み違えちゃったかな？」

「いや……」

　俺は少し考えてから、

「仮にフロントにあるこの原本を丸ごと改変されていたとしたら、『サナトリウム』にいる全員が雪女の詐さ欺ぎに引っかかっているはずだ。当然、惑まど歌かも。でもそんな荒稼ぎをされたって話は聞かねえ」

「だから『サナトリウム』の利用規約説は空振りだったって事じゃないの？」

「利用規約はフロント以外にも置いてあるはずだ。『サナトリウム』とは名ばかりで、実際には変わり者が集まるホテルとして機能しているんだとすればな」

　そう。

　凍傷騒さわぎが起きた時、遺産相続エージェントは犯行を続行しねえで、方法を組み替えようとしたはずだ。騒ぎが必要以上に大きくなる事は望んでいねえって思惑が窺うかがえる。たとえ荒稼ぎできるとしても、『サナトリウム』全体を巻き込むような騒そう動どうになれば流石さすがに警察が怪しむ可能性が大きくなる。まして、凍傷騒ぎを起こした直後で、成功の見込みも計算できなかったはずだ。最悪の場合、『サナトリウム』中の人間がまとめて凍死しかねない状況に、さしもの詐欺集団も尻しり込みしたのかもしれねえ。

　だから遺産相続エージェントは、『厳密に区切った被害』を生み出す努力をした。

『サナトリウム』を利用する、特定のターゲットだけを追い詰める『約束』。

　的まとを絞しぼって契約させる『利用規約』。

「サナトリウムの部屋に、施設案内の冊子とかはなかったか？　ルームサービスやインターネット回線の利用方法なんかとまとめてある本だ。そういうファイルがあれば、おそらく利用規約のコピーも一いつ緒しよに挟はさまっているはずだ」

「言われてみれば……」

「そして、そういう簡易型の利用規約には、いちいちサインを書いたりハンコを押したりする項目は存在しねえ。部屋に入った時点で、自動的に同意したものとみなすのが大半だぜ」







　惑まど歌かの病室に入ってみると、小さなテーブルの上に分厚いクリアファイルが置いてあった。予想通り、施設案内とワンセットになった簡易版の利用規約だ。

「全ての部屋にこのクリアファイルが置いてあるとすれば、特定のターゲットのクリアファイルだけ、別物と交換している可能性があるな」

「他の利用客が宿泊している部屋を調べるのは無理よ」

「最近、不自然に退去した空き部屋とかは？　見逃した事を喋しやべったら殺す。その後他の女に化けて結婚を迫せまる。雪女が提示するのはこの二段構えだが、黙だまって立ち去る事までは制限してねえはずだ」

「空き部屋ぐらいなら、職員に頼み込んで調べる許可をもらえるかもね」

　通りがかった女性職員に空き部屋の鍵かぎを開けてもらい（つーか、どんだけ強権振りかざしているんだこのクラスメイトは）、中へ踏ふみ込む。

「部屋に入った時点で俺達も『約束の迷路』にはまった可能性がある。気をつけろよ」

「まぁ気をつけるけど。でも相手は雪女でしょ？　あたくしこれでも女でしてよ」

「攻撃のトリガーに『結婚』ってワードを使っているだけだし、その辺かなり曖あい昧まいになってんじゃねえのか？」

「かもね。でもそれを考こう慮りよしたとしても、部屋の利用規約って施設の管理者と宿泊契約を結んだ人の間で適用されるのよね。私達関係ないんじゃないかしら」

　そうであってほしいのは一いつ緒しよだが、何分、詐さ欺ぎ集団が好き勝手に内容を付け足しているかもしれねえんだ。常識が通じない可能性は十分ある。

　クリアファイルを手に取り、中を調べる。

　フロントにあったものと同様、意図的に眠たくなるように設計された風に見える文章がしばらく続くが、その所々に違和感があった。

　フォントなどを統一しているため分かりにくいが、フロントでは見なかった条文がちりばめられている。

「甲こうと乙おつの他に、丙へいっていうのがある」

「これが雪女？」

「遺産相続エージェントかもしれねえけど」

　ただでさえ『分かりにくいフォーマット』で書かれている文章に偽装する形で、さらに人を騙だますのが仕事の詐さ欺ぎグループが付け足した条文だ。頭の中がこんがらがりそうになるが、何とか文章の内容を組み直してイメージしていく。




　甲は乙の管理する施設の利用に際し、甲は丙との関係性を常に尊重しなければならない。




　丙は甲との結びつきを、金銭譲じよう渡との関係性の変更と捉とらえる。




　甲の喪そう失しつは社会性の喪失を意味するものとし、丙は一切の制裁を金銭的行為によって執行しなければならない。




　丙は立場上法的根拠を持つ金銭契約を結ぶ事はできないため、執行の代理は遺産相続エージェントが行うものとする。




「出てきた出てきた。結びつきっていうのは結婚かな。確かに人と人が結婚すれば、遺産の相続優先順位に変更は生じるものだけど……」

「喪失うんぬんの所で、雪女のペナルティとしての『死』が『金銭を失う事による社会的な死』に置き換えられてるな」

「で、妖怪が携帯電話の契約すらできない身の上であるのを利用して、巻き上げたお金は遺産相続エージェントへ回されるようにバイパスが作られている、と」

　話を要約するとこうだ。

　この改変クリアファイルが置かれた部屋を利用する客は、その時点で『雪女と自動的に結婚した』事になる。資産はターゲットと雪女が共同運用する事になり、平たく言えば全額巻き上げられる。

　また、この話を拒こばんだり、他の誰かに相談しようとすると、やはり『社会的な死を招くほどの金銭的罰則』を受ける事になる。

　いずれのパターンにしても大量の金銭が雪女に回され、しかし預金通帳を作る事もできねえ雪女に代わって、その資産は遺産相続エージェントが管理するようになっている。

　こうして最終的には詐欺グループにだけ全ての金が集まる仕組みが出来上がる。

　利用規約のクリアファイルさえあれば『約束』は成立するため、雪女の力は借りつつも、彼女がこの場にいる必要すらねえ。

　現行バージョンの『パッケージ』を、果たして当の雪女は理解しているんだろうか？

「ありゃ？　成功しても失敗してもターゲットは遺産を失うって事になるの？　だったら捨て身で訴えるヤツが出てくるかもしれないじゃない」

「ペナルティは『金銭的罰則』ってだけで、金額までは提示されてねえ。成功したら資産が丸ごと失われて、罰則の場合はさらにマイナスの借金を背負わされるって事かもな」

　それこそ、大きな犯罪組織の関かかわる闇やみ金きんか何かと繋つながっていて、『社会的な死』と表現されるほどの額を。

　人間にとっては、冬山で凍え死ぬより恐ろしい事態だ。

「ともあれ、これで決まりだな」

「でも、丙へいが雪女って明確な根拠はあるの？」

「おそらく」

　俺は分厚いクリアファイルのあるページの一文を人差し指で差す。

　そこにはこうあった。




　丙は夏を苦手とし、同季節の象徴であるセミを嫌うものとする。
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「んっ？　そろそろ予約録画を入れておかないと。深夜ロードショーで地獄のクロノグラフやるというんじゃ見逃せないよね」

「自分の部屋でやって!!　俺は俺で海外ドラマ撮るんだからチューナー占有するんじゃねえ!!」

「……それにしても、雪女の『パッケージ』解明してしまったね。このままでは私の出番なんてないと思うんだけど」

「何だかんだ言って、実は役に立ちたかったのか……？」

　個人としては果てしなく面倒だが、種族としての座ざ敷しき童わらしが家人を手伝いたがっているのかもしれん。だとしたら理性がツンで本能がデレなのか？

　そんな風に思っていたのだが、

「だったら何のために私今までこんな無む駄だ話に付き合わされてきたのやら。これだけの時間があれば主人公のレベルを七から八は上げられたはずよね」

「そんなこったろうと思ったぜインドア妖よう怪かい。真ま面じ目めに話聞かねえと、ゲーム機全部惑まど歌かん家ちに預けて遊ばせないようにするぞこの野郎」

　全力ですがりつかれて泣きべそまでかかれた。

　水や酸素並に娯楽を必要とする妖よう怪かいだな。

「でも、『パッケージ』の輸出を皮切りに大きな犯罪組織から逃亡の手引きをしてもらいたがっている遺産相続エージェントは、その手口を暴あばこうとする忍しのぶを放っておくのかな」

「そこなのさ」

　俺は身を乗り出して、

「結局、一番の問題はそこなんだよな」

「妖怪よりも欲深い人間の方が恐ろしいというのは皮肉ね」

「六ろく部ぶ殺しだって夜よ泣なき石だって悪役は欲に溺おぼれた人間だしな。むしろ妖怪とか怪異って、そうしたろくでもねえ話にオチをつけるための調整役として出てくるもんじゃね？」

「昔話みたいに因果が奇き麗れいにまとまれば世の中はもう少し暮らしやすいはずなんだけどね」

　座ざ敷しき童わらしは退屈そうな調子で言い、

「となると、いよいよ遺産相続エージェントが動き出した訳かな」

「そうそう」

　背筋に震えが走る。

　いちいち怯おびえても事態は変わらないとは思いつつも、やはり感情というのは論理で制御できるものじゃねえ。

　そうした理り不ふ尽じんな恐怖の最たるものが座敷童や雪女のような妖怪だろうが。

　俺が今ぶち当たっているのは、その恐怖すら利益に結びつけようとする人間の欲や業だ。

「ピンチ。超ピンチよ」

「ボキャブラリーが足りないのは残念ねイマドキ高校生」
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　嫌いやな予感はしていたんだ。

　それが具体的にどんなものか根拠が掴つかめず、また予感を感じつつも何も対抗策を練られなかった時点で、何の意味もねえ主張ではあるが。ゆっくりとした速度のベルトコンベアで焼却炉に運ばれていくようなものだ。なまじいきなりやられねえ分、余計な不快感だけを追加で味わっているような気がする。

　クリアファイルについて調べていた空き部屋から出たところで、隣に立つ惑まど歌かが眉まゆをひそめて違和感の原因を口に出した。

「……遺産相続エージェントがいなくなっているね」

「マジか？」

　状況は進む。

　癌がんと同じく、痛みが表面化した時にはすでに手遅れだという速度で。

　通路の向こうから、小走りで女性職員のお姉さんが近づいてくる。

「小こ手て蜜みつさん、小手蜜さん」

「ほいさー。なになに？」

　苗みよう字じで呼ばれ、小手蜜惑まど歌かが女性職員の方を見る。

「お連れの方に関係あるかもしれませんので」

「何かあったん？」

「ここと麓ふもとを繋つなぐ路線バスがパンクしたみたいで、ダイヤに遅れが出るそうです」

　げっ。

　そうくるか。

「いかがいたしましょう？　距離を考えれば徒歩でも日没前に十分麓へ辿たどり着けますけど、何か予定があるようでしたら職員の車を回しますが……」

「待った、待った。ちょっと考えさせてもらえます？」

　丁重に、しかし女性職員の会話を打ち切ってから、俺は惑歌の手を引っ張ってちょっと距離を取る。内ない緒しよ話開始。

「……ぜってー遺産相続エージェントだろ。帰り道の山中で何としても猟りよう銃じゆう暴発事故を起こすつもりだぜ。だから面倒なバスを先に潰つぶしやがった」

「素直にご好意に甘えてみては？」

「職員さんまで撃うたれちまうよ。向こうはかなり強引な方法にシフトしてる。惑歌、ここに出入りしていた遺産相続エージェントって全部で何人ぐらいいた？」

「んー？　正確に覚えてないけど、一〇人から二〇人ぐらいかな？」

「じゃあその全員が猟銃で武装していて、一斉に取り囲まれる危険性があるって考えた方が良い。山道は一本道だ。道路に割れたガラスでもばら撒まかれて車の動きを止められたら後は鉄くずごとスクラップにされるのがオチだぜ」

「……ヘリでも呼んじゃう？」

　流石さすがは大富豪サマ。考える事のスケールが違う。

　だが俺は首を横に振った。

「連中がかき集めた猟銃の中に、ライフル弾タイプのものが混じっていたらアウトだな。民間ヘリぐらいならガラスやプレートを撃ち抜かれる」

　インテリビレッジはいろんな恩恵があるが、不便な事がねえ訳じゃねえ。

　例えば、警官の数が極端に少ない事とか。

　所しよ轄かつの警察署なんてまずありえねえ。村にあるのはたった一ヵ所の交番だけ。しかも、日中はヘッドフォンと音楽プレイヤーのおかげで連絡に応じず、日没後はもっぱら居眠りという程度の規模だ。ブドウが一房三万円で、泥棒さんがおめめキラキラでやってくるにしては杜ず撰さんな態勢。よって、インテリビレッジでは国の警察より、自前で雇った武装警備員に治安の安定を任せている感が強い（しかし実際には、その武装警備員が犯罪を行う事もあるのだが）。

　惑まど歌かもその辺の事情は知っているので、

「何なら『サナトリウム』に籠ろう城じようしちゃった方が安全かもよ？　遺産相続エージェントは山で罠わなを張ってる。って事は、戦力的に、『サナトリウム』を守る武装警備員全体を相手にしたくないって考えてる訳でしょ」

　その申し出はありがたい。

　ありがたくはあるんだが、

「あのまま放っておかれていたら私も雪女の『パッケージ』に狙ねらわれていたかもしれないんだし、その辺は融通利かせるよ。『サナトリウム』は富豪が集まってる。その各おの々おのが身を守るために別口の武装警備員を雇ってる。戦力かき集めれば、遺産相続エージェントも手を出せないだろうし」

「うーん……。それはちょっと厳しいんじゃねえかな」

　首をひねって言う。

「惑歌の雇ったグループならともかく、他の富豪さんが雇ってる武装警備員はまず良い顔をしないぜ。俺が籠城する事で猟りよう銃じゆう持った犯罪グループが突撃してくるリスクが生じるんだったら、迷わず俺だけ『サナトリウム』から摘つまみ出そうとするはずだ」

　連中も依頼人の身の安全を守るのが仕事だから、その辺で容よう赦しやはしねえだろ。

　そして惑歌個人が雇った武装警備員と、その他の富豪全員が雇った武装警備員では、数が違う。いがみ合ったらまず押し切られる。下へ手たすると、そのまま出るか、袋ふくろ叩だたきにされてから出るかの二択を迫せまられるかもしれねえ。

「じゃあ私の武装警備員を何人かつけていく？」

「そんな契約外の行動に応じてくれるかねあのサラリーマン達が。よしんば協力してくれたとして、相手の数も一〇人から二〇人。その全員が猟銃で武装しているとすれば、楽観できる戦力じゃねえ。何とか山を下りる事はできるかもしんねえけど、その間に何人もの人達が血の海に沈むなんて展開はごめんだぜ」

　単純な正義感や道義的な問題じゃねえ。

　依頼人の無茶ぶりで同僚が死んだとなっては、今度は武装警備員の方に袋叩きにされかねねえ。彼らは国家公務員でも市民の味方でもねえんだ。理り不ふ尽じんな状況に投げ込まれたら、理不尽な方法でやり返す可能性だって否定できねえだろ。

「じゃあどうするの？　前に襲われた時だってほうほうのていで逃げ回るのがやっとだったんでしょ」

「……ええはい。正直負け犬です。たった一人の猟銃野郎相手に転げ回っておりましたよ。無理無理。ラノベじゃねえんだ。機転を利かせて反撃とか絶対無理。生きてるだけでギネスだよ」

「遠い目してないで。今度はそれが一〇人とか二〇人とか一斉に襲ってくるのよね？　木々の間を走り回るだけで何とかできる状況じゃないってば」

『サナトリウム』にはいられねえ。

　山の中へ入れば猟りよう銃じゆうを持った一〇から二〇人の詐さ欺ぎグループが襲撃してくる。

　何とかして無事に山を下りる必要があるが、状況の絶望度は一対一一でサッカーをやるようなもんだ。どう考えたって取り囲まれる。小手先の作戦や技術でどうにかできる状況じゃねえ。

　そもそも無事に山を下りたとして、それで安全な夏休みに帰れんのか？

　何度も繰り返すが、連中が持っているのは猟銃だ。

　この先一生襲撃に怯おびえて引き篭こもってるなんて勘弁願いてえし、連中の情報収集能力によっては自宅襲撃だってありえる。あんな物ぶつ騒そうなもん構えた連中に土足で踏ふみ込まれたら、何が待っているかなど明白過ぎる。

　生き残る。

　無事に帰る。

　その条件は、単に遺産相続エージェントの連中に見つからねえように山を下りる事じゃねえ。

「……だったら、徹底的にやるしかねえか」

「忍しのぶクン？」

「惑まど歌か。職員はともかく、『サナトリウム』の宿泊客にまではわがまま聞かせる事はできねえって言ってたよな？」

「え、ええ。というか同格だしね。ホテルみたいなものだからご近所付き合いもない。ノックしたってまず相手は出てこないわ」

「それで良い」

　俺は惑歌の手から、簡易版の利用規約が収まったクリアファイルを取り上げ、

「職員さんにわがままを言ってくれねえか。料金は払えねえけど、このクリアファイルの置かれていた空き部屋に俺が泊まっている事にしてくれねえかって」

「ちょーっと難しいかなー」

「やってくれねえと猟銃持った強盗団が襲ってくるって付け加えても？」

「頑張ってみまーす」

　惑歌は適当に了承し、

「でも、完全な空き部屋だと条件悪いかもよ。私の部屋にもう一人放り込むって『設定』にしておいた方が幾分簡単そうだけど」

「いや、惑歌の部屋じゃ駄だ目めだ。状況を打開するためには、きっちり渦中に飛び込まねえとな」

「どゆこと？」

「あと、惑歌って株とかやってんだから、ビジネス関係で必要な道具は一通り揃そろえているよな。パソコンだけで本当に何でもできるって訳じゃねえだろ。そのアナログ関連もちょっと貸してほしいんだけど」

「具体的に何を」

「判子を一つ」







　夜遅い訳でもない。

　あらゆる自然が死に絶えている訳でもない。

　むせ返るような夏の熱気。草木の放つ濃密な緑の匂におい。空を覆う木々の隙すき間まから洩もれる直射日光は、健康的とも表現できる強さだった。ざわざわという風で枝が擦こすれる音をかき消すように、セミの甲かん高だかい鳴き声が何重にも重なって鼓こ膜まくを叩たたく。

　それだけなら、ガキの絵日記にでも出てきそうな、思い出話に最適の光景。

　インテリビレッジが演出する、アトラクションとしての田舎いなかの風景。

　だが、抱かかえる事情が違うだけで、こうも殺さつ伐ばつとした世界に切り替わるものか。自殺者が崖がけへ向かう心境ってのは、こういうものなのかもしれねえ。目の前に広がる絶景に、心を動かす余裕もねえ。画像をただ画像としてしか認識できねえ。

　集中しているようで、神経を尖とがらせているようで。

　しかし実際には、平時よりも取得する情報量が明らかに減っている状態。

　一歩一歩が重い。

　魂たましいという見えねえモノが削られていく感覚。

　正しい地図を持っていても、疑念によって道を迷いかねねえ精神状態だ。まして自分の持っている地図が、必ずしも正しいかどうかも分かってねえんだ。今抱いだいている危機感に従うべきか、かえって自滅するから無視するべきか、自滅すると尻しり込ごみした結果危機を見逃してしまうのか、ぐるぐるぐるぐると選択のループを繰り返させる。その繰り返しが、いつしか判断基準そのものをあやふやにさせ、複雑な行動を取れねえロボット人間へと作り変えられていくようだった。

　自分でも何を考えているのか分からねえ。

　整理できねえ。

　本心から思っている事なのか、自分に酔う事で恐怖を紛まぎらわせようとしているのかも判断できなくなってくる。

　この山のどこかに、猟りよう銃じゆうを構えた一〇から二〇もの人間が息を潜ひそめている。

　たまたまその一人と出くわしただけで命の危機。反撃なんて夢のまた夢。即座に回れ右して逃げ出したところで、生き残れる確率は一〇％もねえだろ。まして戦うか逃げるか、いちいち迷っていたら棒立ちのところを撃うたれるのがオチだ。

　仮にその場はやり過ごせたとしても、遺産相続エージェントが連絡を取り合えば簡単に追い込まれて取り囲まれる。そうなったら絶対に助からない。山は広いと言っても、人が通れる場所、通りやすいルートは限られている。一〇から二〇人も戦力がいれば、その全てを封じたってお釣りは出る。

　いつ来る？

　どこから来る？

　どうにもならねえ事とはいえ、『サナトリウム』を出てきた事に今さらながら猛もう烈れつな後悔が襲いかかる。今からでも良い。武装警備員達に袋ふくろ叩だたきにされても良い。とにかく安全な建物の中へ避難するべきじゃねえかと、未練がましく来た道を振り返ったところで、




　猟りよう銃じゆうの襲撃が来た。

　大自然を揺ゆるがすような、巨大な悲鳴が炸さく裂れつした。







　その時。

　遺産相続エージェントの一人、花はな園ぞのは胃袋に猛もう烈れつなプレッシャーを感じていた。山間の曲がりくねった道を見張るように、茂しげみの中で身を潜ひそめる花園の両手には、二連式の猟銃が握られている。真夏の熱気がスーツの内側を汗でグショグショに濡ぬらし、顔も霧吹きを当てたようになっていた。自分の荒い息がうるさい。頬ほほに当たる茂みの葉がいちいち集中力を削そぐ。全体的に、眩め暈まいがするほどの恐怖と後悔に見舞われていた。

　標的の高校生はもう見えている。

　猟銃のストックを肩に押し当て、ガッチリと揺ゆれを止める。しかし体そのものが震えていた。

　あの少年が怖いのではない。

　人を撃うつという状況に恐怖しているのである。

　楽して儲もうける、が遺産相続エージェントに集まった男達の共通目的だった。

　なのに、気がつけばこんな所まで転がり落ちている。

　殺人とか常じよう軌きを逸いつしている。

　明らかに抱かかえるリスクが許容量を超えている。ニュースで観るたびに、強盗殺人とかもっと頭を使えよと考えていた。最初から人が死ぬと分かっていれば絶対にこんな犯罪計画なんか参加しなかった。素直に携帯電話片手に振り込め詐さ欺ぎでもやっていた方がまだマシだ。

　勝手に双すご六ろくの駒を進められる感覚。

　だが撃たなければ道を踏ふみ外すのはこっちだ。

　リーダー格の城しろ中なかが猟銃を用意したのは、体てい良く俺達を動かすためでは、と花園は考えている。ナイフや金属バットだったら絶対に躊躇ためらっている。人差し指を動かすだけ、という意識が、生肉を突き刺したり叩き潰つぶしたりする禁きん忌きから意識を遠ざけるのに機能している。

　あのガキが横よこ槍やりを入れなければスマートに事が終わっていたはずだったのだ。

　命を奪うのはやり過ぎかもしれない。

　かと言って、お咎とがめなしで両手を振って人生を満まん喫きつだなんて、それはそれで間違っている。

　指一本だ。

　人差し指を動かすだけだ。

　あのガキだって、それをされるぐらいの事はやっているだろう。

　勝手に当たれ。後は知らない。

　それで死んだらあのガキのせいだろう。

　深呼吸を一度。

　花はな園ぞのは猟りよう銃じゆうの引き金に人差し指をかけ、ほとんど映画の見よう見まねで照準を覗のぞき込む。

　必要なのは勢いだ。

　そのまま、人差し指にグッと力を込める。

　しかし銃じゆう声せいは炸さく裂れつしない。

　発射の衝撃でストックが肩を叩たたく事もないし、そもそも鉛弾は発射されていない。

「？」

[image: ]

　人差し指が動いていないのか。緊張で筋肉が硬直しているのか。

　そう思って照準から目を離し、人差し指を眺ながめた花園は、そこで奇怪なものを目撃した。




　自分の人差し指が変色し、黒ずんでいた。

　そもそも第二関節から先が乾いた紙粘ねん土どのように崩れ落ち、地面に転がっていた。




「ぎゃ」

　冬山の登山経験者で、凶事に巻き込まれた事のある人間なら、似たようなものを目撃した事もあるかもしれない。

　つまり、重度の凍傷。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃ!?　ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!!」

　しかし花園はそこまで人生経験が豊富な訳ではない。

　意味不明な現象と、ようやく実感を伴ともなってやってきた激痛に、とっさに右腕を大きく振り回す。ビキリ、と乾いた亀き裂れつの音が続く。すっぽ抜けるように、掌てのひらの半分が、三本の指を伴ったまま宙へ投げ出された。

　何だ!?

　何が起きている!?

　ガサリと大きく茂しげみが揺ゆれる音が響いた。近くに隠れていた仲間が、自分に変わって高校生を銃じゆう撃げきしようとしているのか、それとも自分を助けに来てくれたのか。そう考えた花園だったが、答えは違った。見知った室むろ川かわが、ただ激痛と恐怖でのた打ち回っていただけだった。顔の左半分の色彩がおかしい。赤紫に変色し、耳が片方なくなっている。

　やっとの銃じゆう声せいが、山の中に炸さく裂れつする。

　だが高校生の少年を狙ねらったものではない。暴発だった。暴発していた。茂しげみの中から道路へ転がり出た林はやし田だの右腕が砕くだけ、壊れた鉄くずに巻き込まれている。火薬の爆発力か、凍傷の影響か。どちらで腕を失ったかは知らないが。

　花はな園ぞのだけじゃない。

　山中で同じ事が起こっているようだった。

　完全にパニックに陥おちいる花園は、そこで高校生が一冊のクリアファイルを手にしている事にようやく気づいた。

　分厚い漫画雑誌は防弾ジャケットの代わりにできる、なんて話を古い刑事ドラマで見かける事があるが、そういう目的で用意したものではないのは明らかだ。

　花園達は、そのクリアファイルに見覚えがあった。

『パッケージ』の詐さ欺ぎで雪女の特性や条件を利用するため、ターゲットの部屋ですり替えておいたはずの改変バージョンの利用規約だ。

「本気で妖よう怪かい操あやつるつもりなら、その核を手放すのは間違いだったんじゃねえか？」

　開く。

　条件を整え直したはずのページを。

　そこには花はな園ぞの達も知らない、汚い手書きの文字でいくつかの項目が付け足されている。




　丙へいは陣じん内ない忍しのぶの身の安全を保障するものとする。上記の条項を守るため、丙は持てる力を全て使う義務が発生する。




　丙がその力を行使するにあたって、先制攻撃も可能であるものとする。陣内忍の身の安全に悪影響を与えるであろう因子の攻撃意思を確認次第、その全てを丙の力で排除するものとする。この条項の執行に際し、周囲の同意を得る必要はない。




　そして付け加えられた文章の横には、白黒だけでびっしりと細かい文字が並ぶページを彩いろどるように、小さな赤い色彩が添えられていた。

　朱肉の赤を蓄たくわえた判子の跡。

　より正確には、訂正印。

　契約内容を書き換えた事を提示し、それを相手へ了承させるための印。

「が……」

　撃うとうとしたからやられた。

　撃とうという意思を持つ者は全てやられる。

　分かりやす過ぎるぐらい分かりやすい条件の追加。しかしそれはあまりにも絶対的だ。たとえ何十人何百人と戦力を集めたところで、ただあの高校生を狙ねらおうとするだけで全ての戦力が無力化されてしまう。

（『パッケージ』を……俺達のアセンブルを、乗っ取りやがった!?）

　そして冬が訪れる。

　自然の厳格さ、極寒の拒絶を象徴するその妖よう怪かいが、緑の中へと現れる。

　地獄の入り口が。

　開く。

　高校生は閉じたクリアファイルの背で自分の肩を叩たたきながら、周囲の連中に声を放った。

「……テメェらが用意した致命誘発体だ。どれだけヤバいかは身に染みているはずだよな？　こっちも無む駄だな被害は拡大したくねえんだが」

『何してんだ馬ば鹿か！　花園、林はやし田だ!!　こういう時のためのセーフティは用意していただろうが!!』

　取り落とした携帯電話から、リーダー格の城しろ中なかの声が飛んでくる。

『セミだよセミ!!　虫かご持ってこい！　あのバケモンさえ取り除きゃガキの口封じはすぐに終わるんだ!!』

　茂しげみの中から、城中が飛び出していった。

　その手には、子供用の小さな虫かごが掴つかまれている。普通に考えればふざけているとしか思えない『武器』。だが花はな園ぞの達が自らアセンブルした状況の中では、ほとんど絶対と言える効力を発揮する最大限のお守りであるはずだった。

　なのに、

「ぎっ？」

　凍る。

　虫かごそのものが白く曇くもり、亀き裂れつが入り、中にいた数匹のセミごと、虫かごを持つ城しろ中なかの両手をまとめて冷気が包み込む。

　重度の凍傷が肌の色を変えさせ、ぐずぐずに肉質を歪ゆがめ、爪つめの位置が明確にずれる。

　発せられた激痛に城中が五本指を強く握り締めようとした直後、その五本がまとめて外れた。

「びゃっ、びゃ!?　とっ、取れっ、何だこれ、取れてっ、くっつかねええええ!?」

　激痛というより、あるはずのものが切り離される不条理に脅おびえる城中に、高校生はもう一度クリアファイルを開いてあるページを見せつける。

　そこにはこうあった。
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　消されていた。

　花園達が用意した、唯一のセーフティが。

　これでは組み込んだ雪女を止められない。

　誰にも止められない!!

「当然っちゃ当然だろ。アンタらが用意した改変利用規約をそのまま使ってたら、俺の財産まで巻き上げられちまう。自分好みに再アセンブルする前に、まずは余計な条文を丸ごと削り取る。これって常識だよな？」

　高校生はクリアファイルを閉じ、それで自分の肩を叩たたきながら、ニヤリと笑ってこう言った。

「……さて。ここで全員体の出っ張った所を片っ端から削そぎ落とすか、素直に身を退ひくか。好きな方を選んでもらおうじゃねえか」




　　　　13




　座ざ敷しき童わらしは眉まゆをひそめて言う。

「あら。回想シーンの途中で視点が変わっているんだけど、これってバグかな？」

「バグじゃねえよ。両手を挙げた殺人未遂犯どもから情報集めたの」

「それにしても、一件落着でめでたしめでたしになってしまったじゃない。わざわざ相談するような事ってあるの？」

「大有りだバカモン。つーか一番ヤベエのが放ったらかしじゃねえか。雪女」

「簡易版の利用規約を改造しっ放しなの？　それじゃあ今後一生雪女のオートガードを受けながら人生送っていくという訳？」

「それに関しちゃ『変更された条項は、変更後三時間で全ての効力を失う』って書き込んであるから問題ねえ。ただな」

　俺は頭をぼりぼりかいて、

「そもそも利用規約を使って特性や条件をいじくるまでもなく、あの雪女はどうもデフォで俺をターゲットに識別しているっぽいんだよな。バス停んトコで結婚を迫せまられたのって俺を取り殺すためだろうし。ありゃ早い内に対処しねえと『質問攻めで袋ふくろ小路こうじ』に追い込まれるかもしれねえ」

「モテモテ男子は辛つらいねえ」

「……雪女の結婚の約束はアレだろ。手っ取り早くターゲット殺すための方便に決まってる。二段飛ばしで手順を短縮しているっぽいけど。魔法の呪じゆ文もんみてえな扱いだっての」

「ほほう。妖よう怪かいには人並の恋愛感情など存在しないと？」

「そもそも人間じゃねえもん」

　と、そこへ全体的にこぢんまりとした婆ばあちゃんが部屋を訪ねてきた。泥棒さんが何か盗んでいないかチェックしてもらっていたが、何分この屋敷も広さだけはそれなりだ。どうも途中でお萩はぎなどをこしらえていたような気がしねえでもねえが、まぁ時間はかかるだろう。

「忍しのぶ。あのね、さっきの泥棒さんの話なんだがね」

「何かなくなっていた物はあった？」

「いいや、逆だよ。変なんだ。物が増えているんだよ」

「……は？」

　ほらこれ、と婆ちゃんは一冊のクリアファイルを手渡してくる。

　そう。

　事件後、バイク便で『サナトリウム』に返したはずの分厚いクリアファイルを。

「ヤベえ……」

　俺は思わず呟つぶやいた。

　あの泥棒。

　いや、そもそも泥棒なんかじゃねえ!!　遺産相続エージェントの中で、逃げ切ってた馬ば鹿かがいたのか!?　最後の最後で面倒臭くせえ報復してきやがって!!

　クリアファイルの利用規約は、あるページに折り目がつけられていた。

　そこにはボールペンと訂正印で、一文だけ条項が追加されている。




　丙へいは持ち主の所に帰る。




　ピシィ!!　と、家屋に亀裂が走るような音が耳に響く。凍結。凍りつく音。何かが。とんでもないものが来訪した事による、周辺環境の変化。それは純粋に俺の背筋を寒気で震わせる。

　何の比ひ喩ゆ表現でもねえ、心理的効果でもねえ。

　物理的に、室温が低下している。

「……しましょ……」

　真後ろからの声。

　か細い少女の声。

「……結婚しましょう……？」

　やっ、やば。ヤバヤバヤバヤバヤバ!!!!!!

　猟りよう銃じゆう持った二〇人を難なく蹴け散ちらすような本物の妖よう怪かいだ。今はもう遺産相続エージェントが用意したセミの弱点も消されてる。こんな状態でまともにやり合って勝てるはずがねえ!!　明暗合わせて次々と約束を追加されて出口を塞ふさがれまくったら、いずれどこかでボロが出る。俺は昔話の住人になるつもりはねえぞ!!

「そ、そうだ！　座ざ敷しき童わらしサマ!!　ここは家屋と家人を守るモノホンの妖怪さんとしてついにその力を発揮する時です的な場面になったのですよ……って、いねぇー!!　ハッキリサッパリ消えてやがるぅー!!」

　いつの間にか忽こつ然ぜんと消えている真っ赤な浴衣ゆかたのグータラ妖怪。

　婆ばあちゃんが頼りになるとは思えねえし、こうなったら自分で何とかするしかねえ。幸い、雪女の特性・条件に横よこ槍やりを入れるためのクリアファイルは手元にある。こいつを使う。




　丙は持ち主の所に帰る。




　この文章を二重線で消す？　いや駄だ目めだ。すでに雪女はここにいる。そして元々俺の命を狙ねらっているっぽかった。イレギュラーな条件を消して『元の状態に戻して』も、そのまま通常通り俺を取り殺しに来るに決まってる。

　やるなら削除じゃねえ。追加だ。

『持ち主とはこのクリアファイルを陣じん内ない家へ届けに来た者の事である』とか何とか付け足して、雪女の矛ほこ先さきをよそに向けるしかねえ!!　撃うち漏もらしも叩たたき潰つぶせて一石二鳥だし!!　惑まど歌かから借りてた訂正印はまだポケットの中にあるな。後は……!!

「ぼっ、ぼぼぼっぼーるぺっ、ボールペン!!　どこだどこだどこだくそっ!!」

　室温が急激に下がる。冷凍庫とまではいかないが、確実に冷蔵庫に匹敵する冷気に包まれる。座敷童が置いてきぼりにしたＳＦ盆栽の葉がみるみる変色していく。時間がない。勉強机にあったペン立てへ必死に手を伸ばし、

「わ」

　そこで、指先が円筒形のペン立てに強く当たる。

　ふらり、とペン立てが傾く。

「わ」

　そして筆記用具がまとめて畳の上にばら撒まかれる。すんでのところで、手が届くはずだったボールペンがその外へと逃げていく。

「わァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　　　　14（3rd person）




　三六計逃げるに如しかず。身の丈に合わない問題からは素直に逃げるのが長生きするコツね。というか、最初の最初の最初っから私に変な特殊能力とか期待されても困ると言い続けてきたはずなんだけど。

　まったく、ただの座ざ敷しき童わらしが致命誘発体になんて勝てる訳がないじゃない。

　究極の最強スキルでも隠し持っている座敷界の女王とでも思っていたのかね？

「おう座敷童。麦茶でも飲んでくかー？」

　二〇メートル以上はある長い縁側で詰つめ将しよう棋ぎをしていたご老人に誘われ、私は冷たい飲み物の入ったコップを頂ちよう戴だいする。このご老人は碁ごや将棋などのボードゲームを嗜たしなむようだけど、コンピュータで再現されたものは苦手なようね。正直、ちょっと理解に苦しむ。詰将棋にしたって、相手側の動きをＡＩに任せた方が簡単だし、駒こまを並べる手間も省はぶけるはずなのに。このご老人は昔ながらという単語を気に入っているみたい。妖よう怪かいすら日々変化を求めているのに難儀な事よね。

　まぁ個人の趣味や嗜し好こうに文句をつけるつもりもないけど。

　それが人間であれ、妖怪であれ。

「……ただでさえ、パッと見の第一印象で好感触だったっぽい状況で、さらに『パッケージ』に組み込まれた身の上から解放してもらったっていうんだから、本気になっても何ら不思議ではないけど」

「さっきから何言ってやがるんだ？」

「うふふ。恋って命いのち懸がけよね」

「？」







　　　第二章　内うち幕まく隼はやぶさの場合
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　率直に言おうか。

　俺はあんまり田舎いなかってものが好きじゃない。だから進学を機にさっさと都会で一人暮らしを始めたし、警視庁に入庁したのだってそこらへんが大きく関かかわってる。残念な事にノンキャリアだったけどね。インテリビレッジの束そく縛ばくから逃れるため、古ふる臭くさい分ぶん家け制度を利用して、未婚のくせに戸籍までいじった訳だ。ただ、たとえ健康に悪かろうが何だろうが、都会で生きて都会で死にたかったのである。

　何というか、妖よう怪かいが苦手なもので。

　大昔の江戸がどうだったかは知らないが、今じゃ妖怪はアスファルトやコンクリートだらけの都会には出てこない。例外は、景観を徹底的に整える奈良や京都ぐらいかな。そんな事もあって、東京というのは憧あこがれの象徴だった。

　ところがどっこい、東京にだって田舎はある。

　しち面倒臭くさい事件が起これば、そこに向かわなくちゃならない事もある。

「……これで三人目、と」

　座ざ礁しよう島。小お笠がさ原わら諸島のすぐ近くにあり、ギリギリのところで世界遺産の範囲内に指定されなかった孤島。だからこそ豊富な資源を商業利用しようとする多くの企業から出資を取りつける事ができるようになった、都内でも屈指のインテリビレッジである。

　一見ドキュメント番組にでも使えそうな青い海が広がっているが、等間隔でブイのようなものが浮かんでいる。太陽光と潮力で自家発電を行い、潮の流れ、海水内の酸素やプランクトンの量などを常時観察している訳だ。

　近頃の漁師さんは防水・防塩仕様のタブレット端末を人差し指でスイスイ動かしながら魚を獲るらしい。

　俺がいるのは寂さびれた『ように見せている』小さな漁港の埠ふ頭とう。コンクリートで固められた桟さん橋ばしに、一ひと抱かかえほどのドラム缶が置かれている。

　ドラム缶の外側は濡ぬれており、元々は海を漂っていた事が窺うかがえる。

　地元の漁師と一いつ緒しよに引き揚げ作業を手伝ったのだろう。紺色の制服をびしょびしょに濡らした警官が、困惑した調子で報告を続ける。

「最初はこちらで対応しようとしたのですが、一週間で三人となってしまうと……。正直、手に負える規模を超えています。それで、ご迷惑を承知で本庁の方にお任せする次第になった訳ですが」

「良いけどね。仕事だし。それにしても……愉ゆ快かいな死体じゃないなあ」

「そんなものがあるんですか……？」

「ないけどね。だがこいつはメーターが振り切れてる。ただ殺すんじゃない。殺すところで終わりなんじゃない。その先を考えてる。単純な死を超えた恐怖を被害者に与え、単純な死を超えた恐怖を目撃者に与えようとする意図があるね」

　まぁ、ブルーシートを被せる手間が省はぶけたところだけは感謝しようかね。

　そんな事を考えながらドラム缶の中身を上から覗のぞき込む。

　絶命した成人男性が一人前。

　死後二日から三日ってところかな。今まで海を漂っていたためか、ウジだのハエだのにたかられていない分、まだしもまともな造形をしているとは思う。

　ただまぁ、善良な東京都民って感じでもなさそうだなあ。

　首回りの太さは尋じん常じようじゃないし、顔つきも超コワモテ。挙げ句にシャツの首元からチラリと見えているのは刺青いれずみかね。ま、最近は洋モノのタトゥーに対する敷居も大分低くなったもんだけど、こいつはどうも『本職』って感じの匂においがするね。

　両手足は切断され、ドラム缶の内側にはべったりとした血がこびりついている。

「前の二人と同じです」

　制服警官は言う。

「切断面には鉈なたのような鈍にぶい刃で強引に切断したらしき痕あとが。あと、切断面のすぐ近くを針金で強引に縛しばり上げて、出血を可能な限り抑えようとする意図を感じられます」

「となると死因も？」

「詳くわしくは監察医にお任せしますが……出血多量ではなさそうです。水分不足による多臓器不全……つまり、餓が死しである可能性が濃厚かと」

　ちえ。

　沖縄辺りの海賊系マフィアが使う手そのものじゃないか。『流る刑けい』だっけ。両手足ぶち切った上で、樽たるやドラム缶に詰めて船から海へ流す。哀あわれ犠牲者はひっくり返って溺でき死しするか、直射日光で数日かけて干からびるかの二に択たくを辿たどるという。ウワサによると、海鳥についばまれるっていう三番目の末路もあるみたいだが、救いがないのはどれも一いつ緒しよだ。

「面倒臭くさそうだなあ」

「ですねえ」

　一課の仕事かどうかも分からんもん。ホントに海賊系マフィアが絡からんでるとしたら、下へ手たすりゃ組織犯罪対策部や公安の出番じゃないのか？　つまらない縄なわ張ばり争いやって出世が近づくって話はあんまり聞かないし、やっぱり散々な仕事になりそうだ。

「念のため確認するけど、日本人なんだよね。海賊と組んでる外国人じゃなくて」

「おそらく。人相はちょっと見分けのつきにくいグズグズ加減ですけど。少なくとも前歯のインプラントは日本の方式みたいですね。いくら潮が早くても、外海から流れてきたなら中身はミイラになっているでしょうし」

「刺青いれずみもあるみたいだし、やっぱり大きな犯罪組織絡みかねえ」

「生前に無理矢理入れたか、死後に入れた可能性も否定はできませんが」

「だろうね。でも刺青っていうのも傷の一種だからさ。監察医が調べれば分かるもんだよ」

　他ひ人と事ごとっぽくて冷たいと思われるかもしれないが、これが俺のスタンスなんだから仕方がない。正直に言って、俺は死人そのものに興味はない。事件が起きれば犯人を捕まえたいという気持ちはもちろん生まれるが、それは被害者の遺族や、次の犯行を止めるためという意味合いが大きい。つまり、まだ生きている人間のためじゃないと働く意欲が湧わかないのだ。

　まあ。

　今回のこれは犯行が続く可能性がある訳だから、やる気はあるんだよ、やる気は。

「さて、と」

　それと、面倒事がもう一つ。

　俺は物ぶつ騒そうなドラム缶から、視線を桟さん橋ばしの上へと移す。

「おい推理マニア」

「あによ」

　少女の返事が飛んでくる。ただし音源の位置が低い。桟橋にビーチチェアを置いて、水着姿で寝っ転がった人間が返事をしたら大体それぐらいかな、といった高さから声が聞こえる。

　いいや。

　比ひ喩ゆ表現じゃない。

　ホントに黄色いセパレートの水着をまとった胸の薄い女子中学生が日光浴をしている。
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「何でここにいんの？」

「失礼だね。刑事さん達の方が後から来たの。私は元々夏休みを満まん喫きつしているだけなんですけどー？」

「そうじゃないよ馬ば鹿かじゃないの!!　ここ！　テープの！　内側だってーの!!　一般人は立入禁止!!」

「そんなの良いからちょっと悩殺されてくださいます？」

「蛇へびの脱皮みたいな気持ちの悪い動きしてないで、ちょっと離れて、どいてどいて」

　ビーチチェアごと持ち上げて、艶えん美びとかいうガキを黄色いテープの外へ運び出す。というか、今まで何で誰もこいつを摘つまみ出さなかったのだ？

「いえその、あまりに堂々と佇たたずんでいたものですから」

「道祖神みたいな雰ふん囲い気き出てるけど、こいつ中学生。ただの女子中学生だからね」

　こいつは俺とは逆に、死人の方に興味が向いている人間だ。事件が起こらないと他人に関かかわろうとしない。なので率直に言って不ふ謹きん慎しん。しかしそれが有り余る利益を持ち込んでくるんだから、社会のバランスってのは良くできている。

　まあ、縄なわ張ばり意識の強いキャリア様はとことん嫌っているようだけどね。

　さっさとビーチチェアの移動を終えて現場に戻ろうとしたところで、スーツの襟えりを艶えん美びの細い手で掴つかまれる。

　彼女は小声で俺に耳打ちしてきた。

「……まさかと思うけど、馬ば鹿か正直に海賊系マフィアの仕業なんて思ってないよね？」

「あん？」

「お仕事終わったら、後で話してあげるよん」

　超テキトーにネタ振りしてきたよ。

　セパレートのボトムの側面に引っ掛けてある革かわの手帳……風のカバーをつけたスマートフォンを取り出し、ビーチチェアに寝そべったまま人差し指で画面をスイスイ操作する推理マニア。もうこちらに対する興味は完全になくなったらしい。

　猟りよう奇き事件の死体のすぐ傍そばでのんびり日光浴。一課の刑事相手に中学生が会話の主導権を握りっ放し。何でこう、こんなにも簡単に常識の枠を壊せるのだ。こいつの頭は少々おかしいが、その部分だけは正直に羨うらやましい。とはいえ、とてもじゃないが艶美と同じ道を進みたいとは思わないが。

　どん詰まりのノンキャリア組だからって、奇き麗れいサッパリ捨てられるほど未練がない訳じゃない。

　脱サラしてラーメン屋始めましたみたいな度胸はないのだ。

　あるいは、そのせいでどんどん袋ふくろ小路こうじに迷い込んでいるのかもしれないけどね。

　黄色いテープの内側に戻ると、制服警官が尋たずねてきた。

「どーします？」

「どーしましょーかね」

　ここでバラされてドラム缶に詰められたっていうなら島の全域をローラーすれば済む話なんだろうが、流れ着いているだけだからなあ。

　鑑識が指紋や毛髪を採取するような『現場』がある訳でもない。

　被害者が島の外の住人である場合、その辺引っくり返したって氏名さえ出てこない。

　もちろん島の方も調べはするけど、正直、何かが出てくる保障はあんまりない。やらなきゃいけないけど成果は期待できないっていうのは、すんごくやる気を削そぐものだ。

　連続殺人事件という事で、それなりに大きな捜査本部がぶち上げられたにも拘かかわらず、島にやってきたのは俺を含め、刑事、鑑識、その他諸もろ々もろ全部合わせて二〇人ぐらいしかいないのはそのためだ。近くの島々、行き来する船せん舶ぱくの記録の調査、インテリビレッジとしての座ざ礁しよう島に関係する本土の企業……『真の犯行現場』が曖あい昧まいな故ゆえに捜査の対象を広げなければならなくなった結果、一ヵ所一ヵ所の担当人員が減ってしまったという訳である。

「じゃあ定番通り、第一発見者とドラム缶引き揚げに協力してくれた島民への聴取を取って……」

「それぐらいなら私にもできます。もっと、こう、本土からやってきた捜査一課らしい事をずばばーっと」

　何を表現したいのかいまいち掴つかみにくいジェスチャーを交えて制服警官は言う。意外に無茶ぶりする人だね。もしかして、まだ刑事ドラマとかに憧あこがれているクチかな。現実には、たとえ一課の刑事だって独断専行でずばばーっとやったら犯人の返り討ちに遭う。警察の力って組織の力だからね。あと独断専行はその組織ってヤツからも弾はじかれるので要注意。

　そういうのはそこの推理マニアか。

　あるいは、艶えん美びの姉にでも期待するんだね。

　とはいえ、捜査一課としてやらなきゃいけない事があるのは確かだ。

「じゃあ旅館取っちゃおうか」

「は？」

「宿泊先の確保。団体様だから意外と大変なのよ？」




　　　　２




　一泊五万円と説明したら電話口で課長に怒ど鳴なり散らされた。しかしインテリビレッジの高級旅館といったらその程度が相場だろうし、それ以外だと天下の警視庁サマが路上で雑ざ魚こ寝ねする事になりますけどメンツ的に大丈夫ですか、と反論したら咆ほう哮こうじみた罵ば声せいと共に許可を取りつけられた。多分理事官や係長が間にいたらこう簡単にはいかなかっただろうな。

　ちなみに俺の交渉術に公務員一同が喝かつ采さいを浴びせたのは言うまでもない。

　税金って使う側に回るとありがたみが見えなくなるよね。

　ところで、

「……何でここにいんのかなクソ推理マニア」

「だから夏休みを満喫している最中だってば。刑事さんが後から来たの。ついでに島の宿泊施設ってこの旅館しかないし」

　ちえ。

　警察で旅館を丸ごと接収する訳にもいかないし、これについては仕方ないか。同僚と事件について話し合う時は、声を小さくしなければならないかもしれない。

　ほとんど苦し紛まぎれに俺は文句を続ける。

「というか、その英国紳士風のパイプは何なんだ？　警官の目の前で良い度胸だな未成年」

「のんのん、これはただのミントだよ刑事さん。少し推理してみれば分かる事だね。エコと健康をブランド化っていうよりほとんど神格化しているインテリビレッジの連中の前でスパスパ吸って灰をその辺に捨てたりしたら、本気でタコ殴なぐりされかねないよ」

　言いながらも、艶えん美びはミントのパイプを細長いケースにしまって水着の端に引っ掛ける。基本的に彼女のセパレートの水着には小物をしまうポケットがないので、手帳風のスマホも虫眼鏡めがねもみんな水着のボトムの端に引っ掛けてある（財布がないのは電子マネーばっかり使っているからだろう）。……しかし、あんなにジャラジャラぶら下げたら、小物の重さで水着はずり落ちたりしないのだろうか？

「その辺のアクシデントは起きないように計算しているよ。……いやまあ、期待しているならさりげなく仕掛けてあげても良いけど」

「むおっ!?　げほごほ!!」

　心を読まれた、だと!?

「女の子は見た目以上に見た目のために労力を割さいている生き物なのさ。『甘い匂においのする女の子』を維持するために毎日どれだけ面倒臭くさい事しているか教えてあげようか？　全身残らず計算ずくでしてよ」

　あまり楽しい方向に話が進んでいない。

　全力で話を逸そらすため、とりあえず艶えん美びのアイテムに矛ほこ先さきを向けてみる。

「……その虫眼鏡めがねって何か使う場面あるのか？」

「雰ふん囲い気き作りだよ。サバゲーでスモークグレネード風の空き缶をぶら下げるのと同じ。役には立たないけど気持ちが引き締まるっていうの？　そりゃあ、電子顕微鏡が片手持ちのサイズになれば、大抵の事件はその場で解決できるんだけどさ」

「推理マニアなら、科学捜査の発展に嘆なげくもんだと思っていたけど？」

「事件解決の最短コースとして思考能力を採用しているだけだよ。簡単に解決できるならそれに越した事はないね。犯人のギャンブルに毎回付き合う義理もないし」

　艶美は散歩に誘うぐらいの気軽さで、

「まあいいや。話したい事もあったし、そこまで付き合ってもらえる？」

「勤務中」

「目撃者の聞き取り調査なんて地元の警官に任せてて結果待ちのくせに。そもそももう三人も死んでるんだし、今さら初動捜査の速度なんて気にしている段階でもないでしょ」

　サラリと言うなよな。

　その通りなんですけどね。

　それだけの人数を猟りよう奇き的に仕上げてしまうような犯人がどこかにいる訳だ。となると次の犯行を止めるためにも気合を入れなくてはならない訳だが、死体が増えれば増えるほど遊び道具が増える艶美はテンションが上がっているようだ。

　艶美と二人で旅館を出て、ちょっとした竹林に入る。全体的に丘のように盛り上がった地形の遊歩道を歩きながら、隣を歩く女子中学生は手帳風のカバーをかけたスマホを取り出しつつ、こんな風に切り出してきた。

「さて毎度私に協力を仰あおいでいる可愛かわいい刑事さん。今日はどのような質問をしてくれるのかね」

「残念だが今回のは関係なさそうだがね」

　そして推理小説の無能な刑事のように、単に答えが分からなくなって泣きついていた訳でもない。

　世の中には、答えが分かっていても解く事が許されない問題というのがあるのだ。

「今回の件は外交上の都合なんかで捜査続行不能なんて袋ふくろ小路こうじに迷う事もなさそうだし。だから『国際的な圧力によって警察の捜査が暗あん礁しように乗り上げたところで、たまたま居合わせた一般人が誰かさんの意に反して勝手に事件を現行犯で解決してしまった』なんて状況をセッティングする必要もない」

「どこかの誰かが海賊系マフィアの犯行を装って殺人を続けている、ややこしい状況なのに？」

「……装って？」

「だって、やる理由がない」

　艶美は人差し指を軽く振って、

「一連の被害者の特徴は？　今日見つかった三人目はまだ情報が集まっていないだろうから、過去の二人だけで良いわ」

「成人男性。健康体。日本人。島とは関係ない本土出身者。両手足を切断されてドラム缶に詰めた上で海に流されていた」

「もう一つ」

　推理マニアは遮さえぎるように言った。

　彼女はスマートフォンの画面を操作し、何かしらの調査資料を呼び出しながら、

「被害者は透明なビニール袋の中に、ブランド米の種子を保管していた」

「……プラントハンター」

「インテリビレッジじゃブドウが一房三万円。そのブランド遺伝子を盗むため、村の中に入り込もうとする輩やからは珍しくない」

「被害者達はプラントハンターで、入手した種子を海賊系マフィアに売ろうとしていた。そこでの交渉が決裂して粛しゆく清せいされたとか……？」

「もしもーし。だったら海賊系マフィアは種子を没収してから流すんじゃないかな？　両手足ぶち切って針金で止血するだけの時間をかけているなら、一通りボディチェックぐらいすると思うけど」

　そもそもね、と艶えん美びは付け足して、

「沖縄系のグループがブランド米を入手したがる理由もないんだよね」

「何で？　インテリビレッジ産だぞ」

「本土のお米が美お味いしいのは本土の調理方法に合っているからよ。向こうの郷土料理には、向こうの土地で作られた食材が一番合うの。主要な取引先の中国、台たい湾わん系の日本食ブームも去ってるし、危険な橋を渡るほどの需要があるとは思えない。果物とかそのまま食べる系だったら話は変わってくるけどね。防腐剤を避けるため、わざわざ空輸してでも食べたがる人も多いみたいだし」

「それだけで海賊系マフィアの可能性を完全に排除しろとでも？」

「私は警察への強制力なんて持ってないって。だから一通り全部調べて徒労に明け暮れると良いわ」

　くそ、やなヤツ。

「……仮に海賊系マフィアを除外したとして、残る可能性は何がある？」

「断定はできないんだけどね。疑問はある」

「？」

「今回の舞台、座ざ礁しよう島の主要産業は何でしょう？　はい内うち幕まく君」

「真しん珠じゆとかきの養よう殖しよく。天然モノより養殖の方が値が上がるっていうのは皮肉かね」

「養殖じゃなくて栽培漁業ね。完全に枠で囲って育てるんじゃなくて、孵う化かさせた稚ち魚ぎよを海に放し飼いにするの。それもかなり高度なスマートシステムを使っている。単純に稚ち魚ぎよを育てて獲るだけじゃなくて、大量の稚魚を放って食物連れん鎖さの土台に干渉し、もっと珍しくて高い魚がいっぱいやってくるように仕向けているの。どういう稚魚をどういう量放つとどういう魚が増えたり減ったりするのか、その予測を完全にプログラムで実行できる訳ね」

　どこまで調べているのか、艶えん美びはスマホを操あやつりながらすらすらと言う。

「漁業ベースに、内陸ではドラゴンフルーツやマンゴーなんかを育てているね。地球温暖化を逆手に取って南国系のフルーツで荒稼ぎしてる」

「それが疑問ってヤツとどう繋つながる？」

「だからさ」

　艶美はニヤリと笑ってこう言った。

「プラントハンターが所持していたブランド米の種子っていうのは、一体どこから盗んできたものなんだろうね？」
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　竹林の散策からの帰り道で、怪奇現象に出くわした。

「ぐっ!?」

　いきなり背中にのしかかる重圧。

　漬つけ物もの石を三つ四つも背負わされているかのような重さ。

　腰の調子がおかしくなるほどの重みに呻うめくと同時、首の後ろからほっそりとした両腕が表へ回されるのが分かる。しっとりっていうかなんか湿ってる。

　いやあ！

　インテリビレッジ名物妖よう怪かいタイムがやってきたあ!!

「何だこれ!?　子泣きジジィか!!　なんかぬるっとする!?」

「うーん。見た感じ濡ぬれ女みたいだけど」

「何そのエッチそうな名前の妖怪!?」

「え？　気に入った男を川底に引きずり込む妖怪だけど？　子持ちタイプじゃないから血を吸うかも」

「ぎゃああああああああああああああああああああああ!?」

　思いっきり致命誘発体っぽいぞ!?　つまりこれは何だ。今まさに妖怪に取り殺されそうになっている最中って事じゃないのか!!

　何の前触れもないこの危機的状況。

　これだから田舎いなかっていうのは嫌いなんだ!!

「刑事さんは背負わされているから見えないと思うんだけど」

「な、何だよ」

「見た目は二は〇た歳ちぐらいのギャルだよギャル。濡ぬれ女としてはレアな外観だよね。女の顔をしたデカい蛇へびとかじゃないだけラッキーと思うようになれれば刑事さんも妖よう怪かいフリーク！」

「なりたくない……!!　というか地元にこんなのがわんさかいるから都会に出てきたっていうのに!!」

　さっきから無言だし！

　馴なれ馴れしい座ざ敷しき童わらしとかもそれはそれで嫌いやだけど、終始無言も怖いんだよ!!

「ようは川に近づかず、自力で陸地を突っ走れば良いんじゃない？」

「この俺には何の得にもならない無む駄だな全力タイム。俺が一体何したって言うんだ!!」

「……ていうか警察って基本的にそういうお仕事だよね？」

　とてもじゃないけどこんなのを背負ったまま旅館まで帰れるとは思えない。

　絶対に途中で潰つぶれる。川まで引きずられる。

　何とかする方法はないか、と考えた俺は、そこで携帯電話を取り出す。一見辺へん鄙ぴに見えるが、実際には徹底した通信網が整備されているのはインテリビレッジの利点の一つだ。

「もしもし。ちょっと車回してもらえる!?」

「汚ねえ!!　自力で勝とうよ!!」
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　竹林に車がやってきた時点で、いきなり人様の背中に張りついた濡れ女は俺から遠ざかった。どうやら勝ち目のない戦いからは速すみやかに退くタイプらしい。警察官として薄着びちょびちょのおねーちゃん（よくよく観察してみるとイロイロ透けてる）が竹林の奥へふらふら去っていくのは見過ごせないが、あれは人間ではなく妖怪、それも致命誘発体だ。保護するどころか、下へ手たに関かかわろうとすればこっちの命が危ない。ノンキャリアの刑事なんて端役が主人公みたいな真ま似ねをしようとするとあっさり永眠させられるので注意が必要だ。

　この日、主立った収穫は何もなかった。

　日が暮れるまでお仕事をして、日が暮れたら旅館に帰る。

　警視庁捜査一課と言ったって、刑事ドラマみたいに六〇分で事件を解決できる訳じゃない。『被害者が一人で終わり』じゃない以上、解決は急務ではあるのだが、それでもやっぱり『警察は何でもできる』訳ではないのだ。

「風が吹いてきたなあ」

　一いつ緒しよに座ざ礁しよう島へやってきた、鑑識の輪わ島じまさんがそんな事を言う。今は大広間に集まって夕飯をかき込んでいる最中だが、刑事の俺以上に輪島さんは暇なんだろう。何しろ『現場』も『証拠品』も出てこないのでやる事がない。

「台風が近づいているってよ。ほら、いくつかあるヤツの一つ。遺体は早い内にヘリで運んでおいて正解だった」

「うえっ、マジですか？」

　暴風圏は最大風速三〇メートル。座ざ礁しよう島は直撃コースらしいので、船はおろかヘリや飛行機も使い物にならなくなる可能性が高いとの事だ。

「どのみち、仕事で二週間は島から離れられん。その間に台風は行っちまうだろう」

「それでも圧迫感ありますよ。交通機関が使い物にならなくなるとか」

「二時間モノのサスペンスドラマの影響かね？」

「生活物資とか食糧とかですよ」

　思わずため息をつく。

　インテリビレッジだからそれなりに整備されているはずだが、水道や電気なんかは大丈夫だろうか。

「いざとなれば、傘かさ地蔵でも期待するしかねえな」

「あの話は妖よう怪かいじゃないでしょ。あとこの辺には濡ぬれ女ぐらいしかいないみたいですよ」

「何その心こころ躍おどる名前の妖怪？　地元の漁師と世間話していたが、その時は舟ふな幽ゆう霊れいってのが出てきたよ」

「へえ。漁業中心のインテリビレッジなら、そっちの方がマッチしてそうですね」

「都会育ちにゃ新鮮だよな、妖怪なんてよ」

「羨うらやましい事です」

　こっちはその環境が欲しくて地元を飛び出してきたんだけどね。何事も上う手まくはいかない。白しろ飯めしを口の中に放り込みながらのやり取りだが、職業柄、メシに合わない話にも話題は飛ぶ。

　例えば、

「こいつは個人的感想だが、連続殺人じゃねえかもしれねえな」

「輪わ島じまさんも？」

「ドラム缶で流れ着いた遺体は三つ。だが流れ着いた時期がバラバラだったからって、その順番で海に流したとは限らん。生きたまま流してるから死亡推定時刻もあてにならんし」

「船、あるいは別の島から一斉に流したものが、あの順番で流れ着いたと？」

「この辺はいくつもの海流がぶつかる複雑な場所だしね。でもまあ、となると疑問がある」

「まとめて流されたのが、本当に三人前で全部なのか、ですね」

「ホントはもっと多いのかもしれねえな。別の島に流れ着いた……って話は聞かねえが、ひっくり返って海に沈んだ可能性までは否定できん。あるいはまだ漂っているとか。さっきも言った通り、流れは複雑だしな」

「プラントハンターらしいって話も出ています」

「あったな。ブランド作物の種子を所持していたって件だろ。三人目もそうだった」

　けど……と言いかけたところで、旅館の女将おかみさんがこちらへ近づいてきた。日本酒を勧すすめられたがそちらは丁重に断り、代わりに白しろ飯めしのおかわりをお願いする。

「ここらへんはお米も特産品を使っているんですか？」

「いえ。そちらに関しては秋田と提携しておりますので。餅もちは餅屋と言いますか、日本米は島の亜熱帯な環境には適さないと聞いております……」

　どうも、と会え釈しやくして茶ちや碗わんを受け取り、女将さんが別のグループの方へ歩いていくのを見送ってから、俺は輪わ島じまさんに小声で話しかける。

「……という事らしいです。被害者が所持していたブランド米の種子は、どこから来て、どこへ運ぶ予定のものだったんでしょうね」

「島では米は作っていない。島の中で盗まれて、外へ持ち出された訳じゃあなさそうだ。じゃあ逆に、外から持ち込んで島の中で栽培を始めようとした？」

「でも、元々ここの環境は日本米に適していないんでしょう？　だから独自のブランド米も発展しなかった。たとえ優れた種子を入手しても、栽培できないんじゃ意味がありません」

「内から外も、外から内も可能性は低い。となると……」

「そういう事でしょうね」
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　食事を終えると大広間から寝室へ移り、一課の課長へ電話で連絡を入れる。……こんな事しなくても理事官や管理官から情報は課長に回ってるはずだが、どうも課長には現場からの情報を直接集めたがる癖くせがあるらしい。互いの情報を交換したが、やはり一日二日で有益な情報が集まるなんて事はなかったようだ。

　他の島、他の船に怪しげなものは見つかっていない。

　ドラム缶がどこから流れてきたのかも不明。

　課長との電話を終えると、ついでに甥おいの忍しのぶとも連絡を取る事にした。当然こちらは仕事抜き。理由は台風の話を聞いたからだった。いくつかある台風の一つが、思いっきり列島でパレードしているらしい。向こうはもう台風の洗礼を受けているはずだ。

『がは、げほ……叔お父じさん？　何かあったのかよ』

　甥の声がおかしい。電波の受信状況が悪いせいだけじゃない。

「風か邪ぜでも引いているのか？」

『ま、まぁ、最近知り合った雪女がハッスルし過ぎたせいで……待って、良いって!!　気にしてねえから氷枕とか全力で作ろうとすんじゃねえ！　いや違っ……馬ば鹿か!!　布団の中に入って直接冷やせって意味じゃないから!!』

　ドタバタという物音が電話の向こうから聞こえてくる。

「相変わらずお前は妖よう怪かいに好かれるタチみたいだな」

『叔お父じさんが嫌われ体質なんじゃねえの？』

「妖怪とか駄だ目めなんだよ。連中には法律は通用しない。実際、『パッケージ』で犯罪が起きたって、それで捕まるのは人間の犯罪者だけだ。妖怪を裁く法なんかない。人が死んだって落石注意と同じ扱いさ。捜査もクソもないんだ。死人よりも生者のために働く俺としちゃ厄やつ介かい極まりないね。法的見地で考えれば……」

『……あの叔父さん。傍かたわらでニヤニヤしている座ざ敷しき童わらしが、思春期の頃の叔父さんが私のうなじを見る目が尋じん常じようじゃなかったから避けていたって話をしているんだが』

「わーわー!!」

　あんのインドア妖怪！　またその場の思いつきだけでモノを言いやがって!!　だから地元にいるの嫌いやだったんだよ!!

「風か邪ぜで大変そうだが、トップニュースがそこ止まりって事は、それほど大変な事は起きてなさそうだな。台風でかやぶき屋根が丸ごと吹き飛んだとか」

『三匹の子豚じゃねえんだからさ、大丈夫だよ。インテリビレッジが古臭くさく見えているのは、そう演出しているだけなんだし。そもそも昔ながらの家の方が、耐久力は高いって話もあるぐらいなんだ。何百年も経っているって事は、それだけ頑丈って訳だ。鉄筋コンクリートのマンションじゃ逆に無理だろそんなの』

「そりゃそうだな。聞きたかったのはそれだけだよ」

　まぁ古い日本家屋が丈夫なのは、屋根や壁を簡単に補修できるようにできているからなんだけど。一日で屋根を丸ごと張り替えられるぐらいだからな。鉄筋コンクリートだとそんな事ができないから、劣れつ化かしていくままに任せるしかなくなる。

『叔父さんこそ気をつけなよ。田舎を出れば妖怪に遭わなくて済むなんて言っていたけどさ。世の中の危険な事はそれだけじゃねえんだから』

「今そいつに巻き込まれているよ。仕事だからな。確かにこれなら、濡ぬれ女とか舟ふな幽ゆう霊れいを相手にしている方が楽しそうだ」

『船を沈める妖怪ね。陸育ちだからピンと来ねえけど、それってタンカーとかでもひしゃくで沈めちまうのか？』

「連中に常識なんて通じるかよ。沈めるって言ったら沈める。豪ごう華か客船だろうが空母だろうがな。妖怪の捻ねじ曲げぶりはお前の方が詳くわしいんじゃないか」

　オヤジさん達にもよろしく、と言って電話を切る。

　怖いのは人間。

　甥おいの忍が言っていた事ぐらい分かっている。

　だが、その怖い人間は一体どこにいる？
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　二日目。窓を叩たたく土ど砂しや降りの雨音で目が覚めた。天気は最悪で、ちょっとした自転車ぐらいなら空でも飛びそうな暴風が吹き荒れている。

　正直、身の安全のために引き篭こもっていたいが、警察官だって社会人だ。雲行きごときで仕事を休んでいられない。

　ノンキャリアだしな！

　とっとと警部辺りまで上り詰めて、嫌いやな仕事を押しつける事ができるポジションに就きたい。

　制度的にはどうあれ、実際には警部ぐらいが限界、という辺りでまたげんなりするのだが。

「……昨日の内にもっと片づけておけば良かった」

　ぼやいても仕方がない。

　正直、島に来た初日なんて『捜査のための基盤』を作っておしまいだった。今日からは島の全景を確認し、住人達から必要な情報を集めていかなくてはならない。

　傘かさを差してどうにかなる天候ではなかったので、旅館の人が使っているレインコートを借りて外へ出る。だがこれはこれですんごく蒸し暑い。雨の流入は防げても、自分の汗の逃げ場がなくなってスーツをびしょ濡ぬれにしそうだった。

　他の刑事達は集落に向かって聞き取り調査をしているだろうが、俺はちょっと気になる事があって、島の外周をぐるりと回る事にした。

　座ざ礁しよう島は小さな島だ。南東に標高二〇〇メートルもない小さな山があり、逆に北西の方はなだらかな土地が続いている。集落はそちらにあった。

　自生している植物は竹が多い。農園に広がっているドラゴンフルーツやマンゴーなどと明確なコントラストを作っており、率直に言って不気味だった。ここにあるのは緑かもしれないが、間違っても『自然』じゃない。人間の利害が景観を塗り潰つぶしている。おそらくこの島独特の『自然』があったはずなのに、それが漠然とした『南の島』というステレオタイプに呑のまれている。

「やっほー。どうした刑事さん。果物ドロボー？」

「ここで何してる推理マニア」

　そして何な故ぜこんな土砂降りの嵐の中で水着なのだ？

「いやいや、この湿気ムンムンの南国ムードの中でレインコート着ている刑事さんの方が信じられないよ。何それ、ダイエット中なの？」

　また心を読まれた!?

「この風の中じゃ傘かさなんて五秒で壊れるし、レインコートなんて論外。ならいっそ水着で外に出た方が効率的じゃない？　環境に合ってるよ」

　相変わらず水着のボトムの端には手帳風のスマホや虫眼鏡めがねなどがぶら下げられている。……この雨の中でもスマホは大丈夫なように加工してあるのか？

「で、そもそも水着で山道を散策する理由は？」

「馬ば鹿か正直に集落の住人へ聞き込みをやらないって事は、そっちも考えているのは同じじゃない？」

「ボケッと突っ立っていても時間の無む駄だだ。話すにしても歩きながらだぞ」

「良いですとも」

　防風対策としてネットで果実を包んである農園の横を、二人で並んで歩く。

「島は一通り見て回った？」

「まだだ」

「山の方には洞どう窟くつがあったよ。流石さすがに中までは調べてないけど」

「賢明だね」

　洞窟と聞いて都会の人間は探検を連想するかもしれないが、田舎いなかの人間はまずやらない。ムカデや蜘く蛛もなんかの虫がウジャウジャいるし、崩落、酸欠、火山性ガスのリスクさえあるのだ。観光地の整備された鍾しよう乳にゆう洞どうならともかく、『漠ばく然ぜんとある小さな入口』の探検なんて、ドブ川にぽっかりと空いたトンネル状の下水溝を逆流するより危険な行為だ。

「宿泊施設は私達が使っている旅館ぐらい。集落の方には簡素な駄だ菓が子し屋と理容店、後は居酒屋が何軒かあったかな。お金を使える場所はその程度しかないね」

「典型的なインテリビレッジだな。わざと過か疎そを装っている。ノスタルジックな映画撮影にぴったりだ」

「でも見て」

　艶えん美びは屈かがみ込み、泥の中に半分埋まっていた物を摘つまみ上げる。

　煙草たばこの空き箱だ。

「だとすると、ちょっとおかしい」

「これだけで断定するのは難しいが、まぁ、尋たずねてみる必要はあるだろうな」

　俺は息を吐はき、それから周囲をぐるりと見回す。

　自説の論拠を高めるためには、この暴風雨の中をくまなく歩き回る必要がありそうだ。
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　昼過ぎになって、ようやく調査に一息ついた。

　鑑識の輪わ島じまさんは仕事ができて喜んでいたが、こっちもバトンタッチで休きゆう憩けいとはいかない。必要な情報を集めたら、今度は人にそれをぶつけてみるしかない。

　聞き込み調査。

　この暴風雨の中一件一件回っていくのは酷こくだが、やはり仕事だ。こればっかりは楽ができるとは思えない。

　これから全く同じ質問を何十人にもやっていく訳だが、どうせなら最初の一発目は一番偉そうな人にぶつけてみる事にした。

　できるだけ防ごうとは思うのだが、やっぱり順番が後の方になると、口裏を合わせられるリスクが増す。怪しいヤツにはさっさと突撃してしまうのが一番だ。

「漁協の会長さんって言えば、やっぱりそれなりの『モノ』を持っているでしょうね。しかも高級食材の宝庫であるインテリビレッジともなれば」

　という訳で、俺が最初に訪たずねたのは漁協の会長さん宅だった。

　名前は黒くろ川かわ櫂かいさん。

　インテリビレッジの家屋は『昔ながら』が売りのはずだが、漁村の場合はそれほどの派手さはない。板張りの壁に、瓦かわらの屋根。甥おいの話じゃないが、これだけ見ると三匹の子豚の失敗作みたいに見えなくもない。

　しかしまあ、屋根にソーラーパネルがくっついているのは、大体どこのインテリビレッジも一いつ緒しよなのかね。エコだ何だともてやはされているが、ブームのおかげで半導体の値段が不必要に高こう騰とうしている事を考えると、ＣＭみたいな笑え顔がおで単純に喜んでもいられないと思うのだが。

　こちらとしては軒のき先さきで話を済ませるつもりだったが、台風のせいで雨が屋内へ吹き込むらしい。俺は黒川さんの勧すすめで玄関に足を踏ふみ入れる。

「いやいや、実際にそんな『モノ』があれば、もうちょっと家を広くしていますって」

　見た目は気の良い初老のおっさん。

　腰はやや曲がりつつあるが、刑事の俺が悲鳴を上げそうな大荷物でも軽々と持ち運びしそうな雰ふん囲い気きがある。平たく言えば、ゲンコツの痛そうな人だ。

　ドラム缶発見時の人の流れと、通報までの動きを適当に質問する。相手が『お決まりの質問の確認か』と気を緩ゆるめたところで、一気に核心へ突き刺す。

「黒川さん。ここの主要産業はカキや真しん珠じゆの養よう殖しよくだって聞きましたけど」

「栽培漁業ですよ。天然モノの質ってのはどうやったって一定のラインを超えませんからねえ。それ以上の異常に高い質を求めるなら、やっぱり人の手を加えた方が手っ取り早い。もちろん、土台になる優れた自然環境は必須ですが」

「でも、それだけじゃないでしょ」

　あっさりと言い、切り込む。

「世界遺産の小お笠がさ原わら諸島のギリギリ範囲外。でも、辺りの海にいる生き物にそれほどの変化はない。つまり、世界遺産の中では密漁に当たる保護動物でも、ここでなら自由に水揚げできるって寸法です。……食材としてより、稀き少しようなペットとしての取引が主流かな？」

　この座ざ礁しよう島自体、世界遺産級の豊富な自然の利用を目もく論ろむ多くの企業から出資を受けている。しかしそれはあくまでも生態調査で、キャッチアンドリリースが基本。地元民以外で採取が必要な場合は厳密な区分に従う必要がある。無む尽じん蔵ぞうに漁船を満杯にして良いって訳じゃない。

「刑事さん。今日はそちらの話のために私を訪ねてきたんですか。だとすればとんだ無む駄だ骨だ。仮にそんな事があったとしても、主立ったのは度胸の足りない密漁集団でしょ。正規の漁協が手を出すようなビジネスじゃない」

　スラスラと言葉が返ってくるが、それが逆に怖い。

　あらぬ疑いをかけられた人間っていうのは、普通はもっと動どう揺ようするものなんだけどな。

「まぁそうだったとして、この島には元々ガラの悪い連中が関かかわる基盤みたいなものがあった」

「私達とどう関係が？」

「あるでしょう。ドラム缶に入った死体が流れ着いたんですから。おまけに死体はブランド米の種子を所持していた」

「座礁島じゃ米なんて作ってませんよ」

「でしょうね。中から外へ洩もれる事はない。逆に、外から中へ持ち込んだって栽培には適さない」

「だったら何だって言うんですか？」

「ここは中継地点だった」

　俺は淀よどみなく、それが最も相手にプレッシャーを与える手段だと自覚した上で言葉を続ける。お見通しですって雰ふん囲い気きが重要だ。

「Ａ地点からＢ地点への。別にブランド米だけじゃない。ここは多分、いろんなものが流通している。直線で結んじゃ困るような商品がね。大きな犯罪組織が関わっているんでしょうかね。流通の過程でトラブルが起こり、そしてどこかの誰かが『制裁』を受けた。そんなところじゃないですか？」

「その話が本当なら、本丸はこの島の外って事になるのでは？」

「その『制裁』が、誰に向けたものであるかによって変わります」

　多分って言ったのはまずかったかな？

　お見通しですバリヤーに抜け穴を作ってしまったかもしれない。

「誰かに向けたものがたまたまこの島に辿たどり着いたのならともかく、あのドラム缶を島の住人に見せるためだとしたら、島民はやっぱり無関係とは言えない」

「そりゃまあ、普通に考えればそう思いますよねえ。劇場型も良いトコですし」

「生きた人間をドラム缶に詰めて海に流すってやり方もそうですが、ブランド米の種子にメッセージ性を感じます。簡単なボディチェックで見つかるようなヒントを、手足を切断して止血するほど手間をかける犯人が見逃すとは思えません。だったら話は簡単だ。あれは、特定の誰かに見せるためにわざと残しておいた情報です」

「ところが違うんですよ」

　黒くろ川かわさんは滑すべり込むように言う。

　会社勤めなら同僚の反感を買って会議を進めそうなタイプだな。

「島の周りに不審な船が行き来するのは見ますがね、中まで入ってくる事はありません。まして、私達と接触するなどと」

「証明する事は？」

「そちらだってできないでしょう？」

「それがそうでもないと言ったら？」

　俺がものの流れでサラッと言うと、黒川さんの頬ほほがわずかに引きつった。

「島のあちこちに煙草たばこの箱が落ちていましたよ。それに缶のチューハイに、ブランデーのボトルなんかも。どれも島の中では売っていない銘柄です。波に乗って流れてきたとか言うのはなしにしましょう。島のど真ん中からでも普通に見つかっています」

「馬ば鹿かな……。そんな事で？　刑事さんもインテリビレッジの事情は知っているでしょう」

　一時停止しかかった黒川さんは、しかし調子を取り戻す。

「雰ふん囲い気き作りの一環として、わざと寂さびれた景色を演出しているんです。生活必需品や嗜し好こう品の大半は徹底した通信網とネット通販でまかなっています。島の外から流入した商品で集落は溢あふれ返っている。そんなのじゃ言いがかりにもなりません」

「それで良いんですか？」

「はい？」

「もっとしっかりした反論をしたければ時間を与えますけど、今のが最終意見って事で良いんですかと言っているんです」

　いやいや、何を言ったところでとどめは刺すし、面倒臭くさいからインテリな反論なんてさせないけどね。

「……黒川さん。大量生産される商品っていうのは、同一商品でも製造工場や時期によって微び妙みような違いというものがあるんです。切手マニアなんかはインクの濃さなどで鼻息荒げたりしますけどね。そうしたものを調べれば分かりますよ。それがネット通販で買ったものかどうかなんて」

「……、」

「そもそもネット通販っていうのがもう足跡を残している。購入履歴が残ってしまっています。あなた達のパソコンの方じゃなくて、取引先のサーバーの方にね。たとえ同じ商品、同じ銘めい柄がらであっても、実際にあなた達が購入した物か否いなかは判別できます。だから確認を取ったんですよ。今のが最終意見って事で良いんですかって」

　海外から見知らぬ人が大量に行き来する観光地ならともかく、こんな人の出入りが制限される離島じゃ情報量だって多くない。そして警察の組織力を舐なめるな。全島民のここ一年間の購入履歴調査なんて数日で終わる。

　俺がインテリビレッジが嫌いな理由はこういう所にもあるんだよ。

　スマートとか何とか奇き麗れいごとを並べちゃいるけど、その影で何の情報を盗まれているか分かったもんじゃない。

「刑事さん。これから調べるって事は、我々とは関係のない可能性も残っているって事だ。だったら私からも言わせてもらいますよ。それが最終意見で良いのかって。仮にやっぱり言いがかりだった場合、あなたは冤えん罪ざい刑事だと私は面白おかしく騒さわぎ立てるかもしれない」

「まぁ確証はありませんがね。でも、推測は当たっていると思いますよ」

　凄すごんだようだが、脅おどしになってないぞ黒くろ川かわさん。

　生あい憎にくと、俺だってインテリビレッジ出身だ。ルールについては都会人より詳くわしい。

「……何よりも環境と品質を重視するアンタ達は、土の上に煙草たばこを捨てるなんて事しないでしょ？　それがたとえ、実際に作物に影響を及ぼすかどうかなんて二の次で。だって、インテリビレッジってそういう雰ふん囲い気き作りでブランド力を保持しているんだから」

　これについては、黒川さんも否定できなかったらしい。

　そりゃそうだ。環境汚染なんて気にしませんとか言ったら、収入源に直接関かかわる。

「黒川さん。俺の仕事はあくまでも殺人事件の犯人を暴あばく事です。死人にさえ興味はない。遺族への心情配はい慮りよまたは次の犯行を止める事しか考えていません」

　さて、相手がボロを出してくれるようにプレッシャーを一つ。

「ただ、そのために掘り下げが必要なら、底が見えるまで丸ごと抉えぐり取りますので、そのつもりで。こちらもプロですからね。もっとグロテスクなものが出てきてしまうかもしれませんが、覚悟は決めています」

　ふう、という小さな空気の流れがあった。

　黒川さんが静かに息を吐はいたのだ。

「まあ、止める権限なんてないのは承知でお願いしたいんですが。『お帰りになっていただく』予定はありませんかね」

「治安維持機関の人間相手に脅きよう迫はくの真ま似ね事はしない方が良い。そちらにそのつもりがなくても、そう定義されればこちらは行動に移る事ができるんですから」

「いえいえ、こちらも馬ば鹿かではありません。リスクを承知した上で語りかけているのですよ。そもそも相手を想わなければ踏ふみ込む必要も感じませんし」

　黒川さんは特に凄むでもなく、ゆっくりと枕元で絵本を聞かせるように言う。

「刑事さん。何か勘違いをされているかもしれませんが、私達は別によそからやってくる方を嫌っている訳ではありませんよ。本当にそうなら、そもそも島に旅館など建てたりはしません。外部からの支援がなくとも完全に自活していけるよう、インテリビレッジの形そのものを組み替えている事でしょう」

　よそからやってくる方。

　それはストレートに俺の事を差しているのか。あるいは、大きな犯罪組織の方？

　これまでとは何か違う、まるで車のギヤを切り替えたような物言いに、俺はわずかに回答へ慎しん重ちようさを求めようとする。

「……どのみち、台風が過ぎるまでは帰るに帰れないでしょう？」

「ですよね」

　直後だった。

　黒くろ川かわさんは、これまでとは明らかに異なる表情を浮かべた。

　風船が萎しぼむように。

　憎ぞう悪おや嫌けん悪お、敵意といったものとは別枠で。

　本当に残念がるような顔でこう言ったのだ。

「では、そういう事で」

「？」

　その後、同じ質問を島の有力者や、その有力者と繋つながっているであろう人物達に片っ端からぶつけてみた。

　反応は似たようなものか。

　座ざ礁しよう島に何が隠れているかは知らないが、それが判明する日は近い。

　そして、見えない構造さえ把は握あくできれば、殺人事件の絵え面づらも分かりやすくなるはずだ。

　有り体ていに言えば、勝っている。

　解決への糸口を掴つかみ、主導権を完全に握っていると思っていた。




　甘かった。

　俺はまだ、インテリビレッジってものを正しく理解していなかった。
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　夕飯時になっても、まだ暴風雨は収まっていなかった。

　二、三日は続くかもしれない。

　そして困った事が起きていた。

「……繋つながらないな」

　甥おいの忍しのぶに電話したかったのだが、携帯電話の電波が悪い。台風の影響なのだろうか？　同僚の刑事達は大広間に集まって食事を取るようだが、俺は行き先を変更し、少しでも電波の入りの良さそうな場所を探してみる。

「刑事さん何やってるの？」

「うるさい推理マニア。携帯電話が繋つながらないんだよ」

「刑事さんも？　キャリアどこ？」

「ＪＢＰ。って事はお前もか？」

　推理マニアが使っているのはグレープフォンと呼ばれる海外製のスマホだが、そちらも繋がらなくなっているらしい。

　どうも通信会社の都合ではなく、本当に天候が影響を及ぼしているのかもしれない。しばらく試したが、やはり電話は繋がらなかった。

　艶えん美びは人の服を引っ張り、

「ちょうど良かった。お話しましょ」

「俺は飯めしを食うよ。っていうかここどこだ？」

「一階の廊下。ケータイの画面見ながら歩くから迷子になるんだよ」

「ありゃ、そんなトコまで来ていたのか」

　階段を下りた覚えはないんだがな……と天井を見上げた時だった。




　ズドン!!!!!!　と。

　真上から、猟りよう銃じゆうの銃じゆう声せいのような爆音が炸さく裂れつした。




　意味が分からなかった。

　そして理解が追いつかない間にも、状況だけは進んでしまう。

　ドン!!　バン!!　ズドンボンバンドドン!!　と。一〇発、二〇発、まだまだ続く。爆発音に耳の方が慣れてくるぐらい。バタバタという足音や叫さけび声のようなものも混じっているが、やはり銃声の方がそれらを塗り潰つぶすように大きく、具体的な数や方向までは把握できない。

「ヤバいよ……」

　推理マニアの艶美が、硬直した俺の服を引っ張る。

「もう始まってる!!　刑事さん達に嗅かぎ回られると困る連中が、先手を打ったんだ!!」

「……警察関係者が、犯罪者に撃うたれているっていうのか？　ここは日本だぞ」

「インテリビレッジみたいな田舎いなかじゃ、猟銃の銃声が聞こえても誰も驚かないって話ぐらいは聞いた事あるでしょ!?」

「ふらっとやってきた一人旅の観光客を消すのとは違うんだ！　警察だぞ。それも二〇人も一気に消えてみろ!!　機動隊はおろか自衛隊まで動きかねない事態に発展する。そんな馬ば鹿かげた事を……!!」

　言いかけた俺は、嫌いやなものを見た。

　天井に、染みができている。雨あま漏もりとは違う。もっと赤黒い染み。

　この旅館の構造がどのようなものかは知らない。

　しかし一体どれぐらいの液体をばら撒まけば、階下の天井に染みを作るのだろうか？

　何かが起きている。

　同僚の刑事達も、鑑識の輪わ島じまさんもその中に呑のみ込まれた。




「ここにもいるぞ!!」




　どこかの誰かが放った叫さけび声に、心臓が縮ちぢみ上がる。

　実際の声の主を確認している暇もなかった。

　俺と推理マニアの艶えん美びは、窓を割って外へ飛び出す。

　夜の暗くら闇やみ、暴風雨のその中へと。

　いよいよインテリビレッジ座ざ礁しよう島の本性が顔を覗のぞかせる。
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　島の大きさは限られている。

　集落にはもちろん行けない。農園や果樹園も、一見自然なように見えて、実は様々なカメラやセンサーに守られている。山には洞どう窟くつがあるらしいとの事だったが、そっちはそっちで天然のトラップに引っかかって自滅しそうだ。

　よって、消去法的に商品価値ゼロの、自生している竹林へと飛び込んでいく。

　率直に言って、安全地帯にいる感覚は全くなかった。時間稼ぎ。くまなく島内を調べられればいずれ見つかるだろうし、そもそもこの暴風雨の中に体をさらしているだけでもどんどん体温を奪われていくのが分かる。

　推理マニアはスマートフォンの画面に目をやったが、すぐに舌打ちした。やはり今も通信障害の真っ最中か。このタイミングでは、とても偶発的とは思えないが。

「刑事さん。拳けん銃じゆうは持ってきてる？」

「長期間島を離れられないから一応は。実弾は五発だけだ。連中が島にある猟りよう銃じゆうをかき集めるだけかき集めていたらおしまいだな」

「……襲われた警察関係者から、拳銃を奪っているかもしれないしね」

　殺されたと言わなかったのは俺に対する配はい慮りよだろうか。しかし俺はもう同僚達のために動こうとは思えなかった。彼らが生者の側に立っているとは考えられない。

　冷たいかもしれないが、それより率直に聞きたい事がある。

「あいつら、何でこんな玉ぎよく砕さい的な方法に出てきたんだ。警官を二〇人も殺したら、自分で自分の人生にピリオドを打つようなものじゃないか」

「そうでもないかもしれない」

「？」

「この竹林だったよね。濡ぬれ女が出てきたのって」

「それがどうかしたのか？」

「港の方じゃ舟ふな幽ゆう霊れいの話が出ていた。共通点があるのは分かる？」

「……ないだろ。海の妖よう怪かいと川の妖怪だぞ」

　俺が即答すると、推理マニアは額ひたいに手を当てるという『それっぽい』仕草をしてから、

「舟幽霊は特定の手順を踏ふまないと船を沈める怖い妖怪で、濡れ女は特定の条件が揃そろった人間を川に引きずり込む妖怪よ」

「致命誘発体って事か？」

「どっちも人を行方不明にさせる妖怪って事」

　推理マニアの言葉に、俺は息を呑のんだ。

　まさか、

「私はこの座ざ礁しよう島に大きな犯罪組織が絡からんでいるって思って色々調べていた。平たく言えば、『パッケージ』のアセンブルを行うための実験場じゃないかってね」

「そのための、濡れ女や舟幽霊だっていうのか？」

「いえ。おそらくメインは舟幽霊。濡れ女で始めて失敗したから舟幽霊にチェンジしたのか、舟幽霊が軌き道どうに乗ったから別パターンを作ろうとしたのかは知らないけど」

「何で断言できる」

「座礁島って名前で分かるでしょ。ここは元々海難事故が多かった。で、いつからかこんな話が混じるようになった。実は事故のいくつかは偽装で、書類上死んで人生をやり直すためのプランがあるって」

　なるほど、と俺は呻うめく。

　通常、行方ゆくえ不明者を法的に死亡させるには、何年もの失しつ踪そう期間が必要になる。だが海難事故は例外だ。事故発生から数ヶ月で、行方不明者を法的に死亡させる事ができる。

　借金などの理由によって、手っ取り早く死んだ事にしたい連中にとっては好都合だ。

「じゃあ座礁島のサイドビジネスっていうのは、人生に失敗した連中の身分を消すための偽造書類サービスだったって事か？」

　だとすれば、確かに大きな犯罪組織が絡んできそうだが、

「……そんな次元じゃなかった」

「なに？」

「インテリビレッジを甘く見ていた。座礁島はそんなものじゃなかった。私も半信半疑だったけど、今の襲撃ではっきりした。あいつらの作っていた『パッケージ』はもっとシンプルなものだったんだよ」

　だったら何だ。

　これ以上の暗くら闇やみがあるのか。

　そう思う俺に、推理マニアの艶えん美びはこう答えた。

「……座ざ礁しよう島で作られていた『パッケージ』は、おそらく単純に人を消すもの」

　何が言いたいのか分かってきた。

　背筋に寒いものを感じる俺に、とどめを刺すように艶美は続ける。

「海に捨てた人間だろうが山に捨てた人間だろうが、何でも良い。とにかく捨てた人間が絶対に見つからないようにする『パッケージ』」

　それこそ、大きな犯罪組織が喉のどから手が出るほど欲しがっている機能だ。

　映画やドラマでは良くある定番スポットだが、警察関係者の俺だって実在するかどうかは分からない。ただ、そんな埋めたり沈めたりした死体が絶対に見つからない島なんてものが本当にあるとしたら、利用価値が高過ぎる。

「って事は、やっぱり島中の人間が大きな犯罪組織に関かかわっているって訳か……！」

「関わっていたかもしれない、っていうのが正しいけどね」

「何な故ぜ過去形で言い直す？」

「そっちこそ、現在進行形で話す根拠は？」

　推理マニアは土ど砂しや降りの雨の中、俺の顔を見上げた。

「大きな犯罪組織の影がちらついているけど、私は具体的にそれがどこの組織かまでは掴つかんでいない。刑事さんだって同じじゃない？」

「ま、まぁ……」

「だったらこうは考えられない？　刑事さん達が二〇人ぐらい一気に消えちゃったのと同じように、大きな犯罪組織もすでに消されているって可能性も」

　馬ば鹿かな……と俺は呻うめいた。

　ありえない。

　流石さすがにスケールが大きくなり過ぎる。

　あらゆる犯罪行為を認めない俺達警察が、何でその塊みたいな連中を粉ふん砕さいできないのか。その理由は単純だ。それだけ『大きな犯罪組織』が巨大で救いようがないからである。

　末端を潰つぶしてもすぐに補充され、それでいて潰された分はきっちり報復と制裁で帳ちよう尻じりを合わせてくる。

　一見、無む秩ちつ序じよな暴力の塊なようでいて、その実、定規できちんと測ったような利害を管理する者。

　治安維持の総本山、警察庁が本気になっても逆に火傷やけどを負わされるような連中だ。その職業的な暴力に、ただの素人しろうとの島民達で太た刀ち打ちできるはずがない。

「大きな犯罪組織って、具体的な構成人数分かってんのか？」

「単独なら数百人。グループ全体だと万単位ってところかな。実際、島民に消されたのがどの程度の規模だったのかまでは分からないけど」

「最低でも数百人だぞ。それだけの人数が押し寄せたら、流石さすがに島の人間だって単純な数で押されるだろ！」

「一気に来ればね。でも、一つの船に数十人が乗って島へやってきて、その全員が消される。不審に思った次の数十人が……っていう風に繰り返していれば話は変わる」

　推理マニアはとんでもない事を言う。

「そもそも、大きな犯罪組織は『何な故ぜ、島へ行った人間が帰ってこないのか』を正しく理解していないはず。『パッケージ』の力が働いているからね。人員が欠けているのを見て、それを補充しようぐらいの意識しか働いていないかもしれない。何の警戒もしていない相手なら大した労力じゃない」

　少女は豪雨でずぶ濡ぬれになった体を気味悪そうに自分で抱き締めながら、細い声で言う。

「事件の核は大きな犯罪組織なんかじゃない。多分、この座ざ礁しよう島そのものにある」

「どの段階から？　人を消したり、熱帯魚の捕獲をしたり、ブランド米の種子とかプラントハンターの中継をしたり。そういった事件のメリットは大きな犯罪組織があって成立するもんじゃないのか？　座礁島単体じゃビジネスを構築できないはずだぞ」

「……私も大きな犯罪組織をメインに調べていたから座礁島の住人については手薄なんだけどね。でも、刑事さんが今言ったのは多分違うと思う。そういった分かりやすい利益に繋つながる犯罪は、多分大きな犯罪組織が座礁島に目をつけてから行われたものなんだよ。座礁島がおかしくなったのは、おそらくもっともっと前の時点からなんだ」

「？」

「そもそもさ。もしも座礁島の人達が殺人事件の痕こん跡せきを完全に消す『パッケージ』を持っていたとしたら、今まで待っている必要はないんだ」

　推理マニアは呟つぶやくように言う。

　土ど砂しや降りの雨に遮さえぎられて聞き取りにくいが、それがかえって不気味さを増す。

「邪じや魔まな刑事さん達が島に上陸した瞬しゆん間かんにやっちゃえば良い。港で猟りよう銃じゆう構えてズラッと並んでお出迎えしたって問題ない。にも拘かかわらず、彼らは今日まで待った。捜査活動に脅きよう威いを抱いだいて口封じに出たんじゃない。警視庁ご一行の殲滅は、もっと別のトリガーで始まったものなんだと思う」

「別の、トリガー……？」

「座礁島っていう小さな社会の中では、法に匹敵する何か。それこそ近代法が成立する前からずっと続いてきたような慣習とか、風土とか、そういうものかな」

　……。

　何だ？

　推理マニアの言い分には何かが引っかかる。彼女の推理を穴埋めするヒントを、俺はどこかで得ているような気がするのだ。

　どこだ？

　どこだった？

「……黒くろ川かわの野郎だ」

「連中のリーダー格？」

「家を訪ねた時、あれこれ問答した後に『お帰りいただく予定はありませんか』って。ないって答えたら『では、そういう事で』とか良く分かんない事をブツブツ言ってた。あれがトリガーだったんじゃないのか？」

「お帰りいただく……」

「深い意味があると思うか？」

「いいや、言葉通りなんだと思うよ。今の内に帰っておけば事を荒立てる必要はないっていう、そのまんまの意味。でも、だったらやっぱり港から上陸した時点で皆殺しにできたはず……。『島の中で一定期間泳がせておく事』に意味があるのかな？」

「どういう事だ？　連中が事件にどう関かかわっているかは不明だが、少なくとも引っかき回してほしいとは思わないだろう」

　何の罪もない一般市民だって、ドアのチャイムを鳴らして警察手帳を見せたら嫌いやな顔をするのが大半だ。誰だって面倒事には進んで巻き込まれたいとは思わない。それが普通の反応だ。

「本当に？」

　しかし推理マニアの考えは違うようだった。

「あくまでここ最近の殺人事件を無視して、何百年って歴史のある座ざ礁しよう島全体の話をするけどさ」

「？」

「人口も少ない。資源も乏とぼしい。時間の流れから隔絶した小さな世界。……座礁島の人達がその『時代に取り残されていく感覚』を嫌っていたのだとしたら、どうやって巻き返しを図ろうとする？」

「そりゃ、どうにかして進んだ文化を取り入れようと……」

　……あれ？

　何か俺は今、重要な事を口走ろうとしていないか？

「つまりそういう事。座礁島が文明の速度を早送りするためには、外から人を招くのが手っ取り早い。種たね子が島しまに鉄砲が伝来したみたいにね。……おまけに島の名前を読んでみてよ。昔っからそういう不意のお客さんが流れ着いてきていたらしい事は丸分かりじゃない」

「つまり、俺やお前は島の住人にとってはネギを背負ったカモだって訳なのか？」

「善悪を問わなければ、大きな犯罪組織も」

　付け足すように推理マニアは言う。

　しかしだな、

「それは座ざ礁しよう島の連中が『ゆったりした時間の流れを許さず、近代化についていこうとする』って仮定の元でしか通用しないだろ。『時代の流れ関係なしでゆったり生きていきたい』って思っていたら大前提が成立しない」

「それはないね」

「何で？」

「だったらインテリビレッジなんて『外』のやり方を取り入れないよ」

　……なるほど。

　そう言えば、黒くろ川かわのヤツも外の人間が嫌いなら旅館は建てないとか言っていたっけ。

「外からやってくる人間をもてなして技術情報を手に入れてきたであろう座礁島だけど、それで全部丸く収まった訳じゃない。鉄砲が刀の社会を駆く逐ちくしたように、新しい技術が島の秩ちつ序じよを乱してきた事もあると思う。そうした場合の対策として」

「黒川の言っていた、『お帰りいただく』……？」

「元々は物ぶつ騒そうな意味じゃなかったのかもね。政治参加を認めず、短期間の滞在しか認めない。それで外からやってきた人が立ち去ってくれれば島の秩序は壊れないから問題なし。ただし、頑かたくなに拒んで島の有力者になろうとする者に対しては……」

「殺してから船に乗せても構わない、か」

　座礁島の秩序を乱す。

　長く居座って命令系統を破壊しかねない力を発揮する。

　思い当たる節があり過ぎて、思わず奥歯を噛かんだ。

　ありえる。

　俺達警察機関にしても、大きな犯罪組織にしても。

　その理屈で座礁島の人達が動いているのだとすれば、どちらの組織も『お帰りいただく』格かつ好こうの的まとだ。

「さながら、六ろく部ぶ殺しの亞あ種しゆってトコか……？」

　でも、その仮説で進めるとすると。

　気になる事が一つある。

「あのドラム缶は何なんだ？」

　俺は疑問を発する。

「座礁島の連中が『パッケージ』を使って事件や死体を消したがっているなら、あんな事件で大おお騒さわぎを起こしたがるものか？」

「三人目が見つかったから、事件が大きくなり過ぎて手に負えなくなった……って地元の制服警官が言っていたのは嘘うそでしょうね。多分、彼も殺す側の人間だろうし」

　さりげなく付け足された一言にさえ、眩暈めまいを感じそうになる。

　だが本題はもっと恐ろしい。

「……ひょっとすると、あれは襲撃に巻き込まれた大きな犯罪組織の人間が発したＳＯＳだったのかもしれない」

「つまり、自分達であれをやったっていうのか？」

「『パッケージ』の弱点に直結しているか、あるいは事件の規模が大きくなれば『パッケージ』でも隠し切れないと考えたのかは不明だけどね」

　今からやっぱり帰ると言っても、座ざ礁しよう島の連中はもう止まらないだろう。

　推理マニアが告げた通り、トリガーを引いた後なのだから。

　すでに何百人と殺しているであろう座礁島の人間にとって、今さら警察関係者二〇人程度はどうって事はない。そもそも、彼らは猟りよう銃じゆうで人を撃うつ行為に罪悪感を抱いだいているかどうかも怪しい。お泊まりになられるようなので布団を用意させていただきます、といった感覚で殺しに来ているかもしれない。

　彼らは止まらない。

　黙だまっていても追い詰められるのがオチだ。

「……でも、事件が表面化して俺達警察がやってきたって事は、まだ舟ふな幽ゆう霊れいの『パッケージ』は完全じゃない。どこかに穴がある」

「そうだね。……ただし、刑事さん達が初めて座礁島へやってきた警察関係者じゃない可能性もあるんだけど」

　大きな犯罪組織と同じく、警察もすでに何度かこの島にやってきて、そのたびに皆殺しにされて……を繰り返している可能性もある訳か。……周りの島の署がどうなっているか、早急に確認する必要がありそうだ。

　想像するだけで恐ろしい絵え面づらだが、現実から逃避しても活路は見み出いだせない。

「……俺達から連絡がなければ、三日もすればヘリが飛んでくるはずだ」

「でも、舟幽霊の『パッケージ』が機能している間は、任意の人物は消えた事になるし、外の人達は危機感を持ってくれない。誰かが偶然やってきても、無警戒のまま撃たれるはずだよ」

「だったら『パッケージ』を何とかするしかない」

　俺は最大の問題へ目を向ける。

　くそ。

　組織の力を最大限に使う一介の警察官に、主人公みたいな真ま似ねを期待するんじゃない。

　ただ、俺は死人よりも生者のために動く人間だ。そしてインテリビレッジ座礁島の住人が全員クロだという救いようがない状況であっても、なお助けるべき生者が存在する事を俺は知ってしまっている。

　推理マニアの艶えん美び。

　常識の破は綻たんした憎にくたらしいガキだが、これでも保護対象とすべき一般人だ。

　それならやはり、柄にもない事をやるしかない。

「舟ふな幽ゆう霊れいの『パッケージ』が完成したら、多分俺達に勝ち目はない。逆に言えば、『パッケージ』さえ何とかできれば、俺達は当たり前の支援を受けて生き残る事ができるかもしれない」
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　暗くら闇やみを引き裂くように、強烈なライトの光が複数躍おどる。

　当然ながら、俺達は懐中電灯なんて持っていない。あれは島民達が握っているものだ。土ど砂しや降りの暴風雨の中、俺と推理マニアの二人はひたすら息を潜ひそめて相手が去るのを待つ。

　頭上でざわざわと蠢うごめく竹林が気味悪い。

　逃げ道のない闇が胸を締めつける。

　下着の中までずぶ濡ぬれで、肌に張りつく冷たい布の感触が余計に不快感を煽あおる。

　向こうはまだこちらを発見していないようだが、あの強烈なライトの光は威圧感十分だった。光の円の中に入ったら死ぬ。その明確な事実が、人間としての運動機能を容よう赦しやなく縛しばりつける。

　しかし艶えん美びは俺の服を掴つかみ、小声で言ってきた。

「逃げよう」

「今ここで動くのか……？　逆に見つかるぞっ」

「この真っ暗闇じゃ動きを見られる事はないよ。それに台風の雨風で草葉を踏ふむ音も届かない。……ライトの中に入ったらおしまいよ。少しずつでも移動しないと」

　必要なのは、物理的な距離を取る事じゃない。

　光にさえ照らされなければ、たとえ背中合わせになっていても生き残れる。そういう意味での安全地帯。竹林は全体的に山側へ傾斜がついているが、その地面にはそれ以外にも細かい凹おう凸とつがある。俺達はその小さな窪くぼみの中へ身を潜める。

　何であっても構わない。

　とにかく考える時間が欲しい。

　島は縦横共に一〇キロもない小さなものだ。そして住民の数は……四〇〇人か、五〇〇人か。その内の何割が『実動部隊』かは知らないが、連中が本気になって虱しらみ潰つぶしの捜索を続ければ、いずれ必ず発見される。

　それまでに打開策を見つけなくてはならない。

　具体的には、座ざ礁しよう島から抜け出すための方法を。

「……幸いここはハワイやグアムじゃない。小さな漁船の一いつ隻せきでも拝借できれば、本土……までは届かないかもしれないが、空港のある大きな島まで行く事ぐらいできるはずだ」

「舟幽霊の『パッケージ』の線が濃厚なのに？　それこそアウェーに飛び込むようなものだよ」

「舟幽霊か……」

　俺の専門は人が人を殺す犯罪だ。正直、刑法の範はん疇ちゆうから外れた連中には詳くわしくない。妖よう怪かい関連なら甥おいの忍しのぶの方がまだ博識かもしれないぐらいだ。

　そんなド素人しろうとの範囲で分かるレベルの知識はと言えば……、

「船を沈める妖怪で良いんだよな。漁師が船に乗って海に出ると……どうやって現れるんだっけ？」

「実は結構曖あい昧まい。いつの間にか水面に細い手が出てるっていうのが定説だけど、『どこから』か明確に説明している文献は少ないね」

「海の上ならどこでも狙ねらわれるって感じか」

　妖怪、それも致命誘発体なんて基本的にはどいつもこいつもチート揃ぞろいだ。

「……で、どうされると殺されるんだったか。普通のひしゃくをあげると沈められる？」

「それだとステップを一つ飛ばしているね。ひしゃくはお守りでしょ。舟ふな幽ゆう霊れいに遭うと殺されるから、回避するためにひしゃくを渡すの」

「何もしなくても沈められる……？」

「実はこれも明確な方法はあまりクローズアップされていないね。水面に手がいっぱいって話だし、直接船を掴つかんで引っくり返されるんじゃないかなって想像しているけど」

　頭上を懐中電灯の強烈な光がよぎった。

　心臓に痛みを感じるほどの緊張が走るが、地面の凹おう凸とつのおかげで俺達のいる場所は影になっているようだ。

「……つまり舟幽霊ってのは出会ったら問答無用で人間を殺す致命誘発体。その上、唯一の回避手段である『お守り』も、方法を間違えれば死に直結する二段構えになってるって訳か？」

「正解は底の抜けたひしゃくを渡す事」

　艶えん美びは呟つぶやいて、

「妖怪、それも致命誘発体なんてまともな方法で倒したり、行動を阻そ害がいする事は不可能。できるのはせいぜい、殺しの手順を空回りさせて難を逃れるぐらいって事なのかな」

　ただ、妙みような事はある。

　座ざ礁しよう島の連中が開発していた『パッケージ』は、都合の悪い死体を完全に隠す構造だったはずだ。

　そう、完全に。

「死体を海に捨てたって、それで犯罪の証拠が全部なくなる訳じゃないぞ。今じゃ死体が見つからなくたって殺人事件は成立する。そこで事件が起きたと客観的に理解できる状況が揃っていれば裁判はできるんだ」

　例えば現場に残された大量の血けつ痕こんとか。

　人間を丸ごと焼いたらしき、体表片のついたドラム缶が見つかるとか。

　証拠一つで事件が成立する以上、舟幽霊だけでは『パッケージ』として不完全だ。

　何な故ぜなら、

「……仮にここで俺達が猟りよう銃じゆうで撃うたれたら、少なくとも血けつ痕こんや肉片は飛び散る。その全部を完璧に回収なんてできる訳がない。『殺人事件を隠す』機能が成立しているとは思えないぞ」

「江戸時代の妖よう怪かいとは違うんだよ」

　推理マニアは小さく息を吐はいてから、

「『パッケージ』として現代の犯罪に対応している以上、舟ふな幽ゆう霊れいだってひしゃくで船を沈めるだけの存在に留とどまっているとは思えない。……おそらく記号はバラバラに分解されて、座ざ礁しよう島の連中にとって使いやすいようなものや条件に組み込まれている」

「そういや、甥おいの忍しのぶがこの前ぶつかったってのも、雪女の約束を施設の利用規約に対応させていたっけか」

「お姉ちゃんなら、こういうのにもっと詳くわしそうなんだけどな」

「……あの女の方こそ妖怪じみてんだろうが」

　公安が『怖くてマークできない』と言うほどの女の話をここで持ち出すんじゃない。今ここにいない力を思い浮かべている事自体、すでに思考が停止しかけている兆候だ。

「現代アレンジされた舟幽霊に、手に手に猟銃を持ったイカれた島民達」

　言いながら、俺は懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出す。

　チャチな支給品。実際の殺傷力より威い嚇かく効果を考えての装備。シリンダーは六発入りだが、実際に装そう填てんされているのはたった五発。

　それでも、こちらの手にある最後の武器。

　撃うつ撃たない以前に、これを手に取るという行為自体が常識的なノンキャリアの警察官の神経をジリジリと炙あぶってくる。

「……何にせよ、連中の漁船を奪わない事には脱出できない」

「漁港なんて、座礁島の人達にとっては本拠地みたいなものなんじゃない？　そもそも」

「この暴風雨の中で船を出して大丈夫なのかっていうんだろ。正直、かなりヤバいとは思う。だがこのイカれた島にいるよりはマシじゃないのか」

　その時だった。

　ふと、会話が途切れた。

　原因は、足元にある柔らかい感触。続いて漂ってきた、鉄の匂においとも少し違う、鼻に突き刺さるような酸っぱい刺激臭。

　目線を下げようという行為に、強烈な拒否感情が生まれる。

　何か思い違いをしていたような感覚。

　美う味まい美味いと絶賛しながら食べていたものの正体を知ってしまった時のような。

「……ちょ……」

　推理マニアは何かを言いかけて、そして止まった。
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　呑のまれた。

　俺は直感でそう思う。一足先に、すぐ隣の艶えん美びが何かに呑まれた。それは数秒後の自分だ。すでに呑まれたか、これから呑まれるか。俺と推理マニアの違いはそこしかない。

　そして、俺は目線を下げる。

　自分が踏ふんづけたものの正体を探ってしまう。

　発見した。




　死体。

　それも一人前なんてケチな事は言わない。

　徹底的に腐乱し、色を変え、グズグズに形を失った人間の死体が。

　何人分かも分からないほど敷き詰められている。




　状況を無視して、思わず叫さけび声を上げかけた。ずぶずぶの泥のようなものから足を引っこ抜き、すぐにその行為が無む駄だだと知る。足の踏み場もなかった。水を吸った段ボールを踏み抜くような感触でその単純な事実を思い知らされる。

　死し屍し累るい々るいだった。

　今まで見えなかったのが不思議なぐらいだった。

　あるいは。

　見えないようにされていたのか。

　自分達が殺される側……つまりこのグズグズの側に片足を突っ込んだから、見えるものが見えるようになってきたのか。

「舟ふな幽ゆう霊れいは、船を沈めて乗組員を殺すって言うけど、実はこれも曖あい昧まいなんだ……」

　流石さすがの推理マニアも、顔色を青ざめさせながら何か呟つぶやいている。

「正確には『船の上』から、『行方ゆくえ不明』になるの。いつまで経っても発見される事はないから、沈められた、死んだって結論が推測されるんだけどね」

　死体は隠していた訳ではなかった。

　見えないようにされていた。

　島の上から。

　座ざ礁しよう島の上から。

　いいや。

　推理マニアの言が正しいなら、

「……ここが、船？」

　呆ぼう然ぜんとしながら、俺は必死に唇くちびるを動かす。思考を停止させるな、と頭では分かっていても、思考が現在進行形で千切れていくのが自覚できる。

「座礁島そのものを、ヤツらは舟幽霊の船に対応させていたっていうのか!?」

　船の上から人を消す妖よう怪かい。

　これを座礁島に対応させれば、確かに島で起こるあらゆる殺人を、ほぼ自動的に消去する事ができる。

　そう。

　そうだ。

「舟幽霊は大量の手。俺達に向かってくる島民達そのものじゃないか！　しかも舟幽霊はひしゃくを使って人を殺す。素手でやるんじゃない。人間の作った道具を使って殺すって事は……」

「まずい……彼らの猟りよう銃じゆう!!」

　嫌いやな符号が結びつく。

　複数の懐中電灯の光がこちらに向けられる。

　あれだけの暴風雨の中、ざしざしと草葉を踏ふむ足音が明確に聞こえる。

　逃げ出そうとして、その足が止まる。

　囲まれている。

　暗い海の中、ちっぽけな漁船を取り囲む大量の手のように。

　座礁島という船の上にいる以上、やはり舟幽霊そのものに対応する彼らを出し抜く事はできないのか。

　俺はとっさに、手にしていた拳けん銃じゆうを操作する。

　そこまでが限界だった。




　直後に、猟りよう銃じゆうの太い銃じゆう声せいが炸さく裂れつした。




　　　　11（3rd person）




　銃声と、肩に返る大きな反動。

　猟銃の散弾を太ふと股ももに受けた刑事は、足を払われたようにずぶ濡ぬれの地面を転がった。緑だか灰色だかに変色した腐乱死体の上へ倒れ込んだ男が絶ぜつ叫きようする。

　漁協の長としてインテリビレッジ座ざ礁しよう島の島民を束ねる黒くろ川かわは、別に手加減をした訳ではなかった。刑事が拳銃をいじっているのを見て、とっさに引き金を引いたのだ。急所を的確に狙ねらうより、とにかくどこでも良いから当てやすい場所へ当てようとしたのだ。

　実際、それは功を奏し、刑事の手から拳銃は離れている。鳥類用のショットシェルだったためか、この距離でも四し肢しが千切れる事はなかった。

　黒川を中心に、一五人ほどのグループが竹林に集まっていた。

「田た崎さきと井いの上うえのグループにも連絡しなさい。これ以上散らばる必要もありません」

　黒川が指示を出し、若者達が無線機に向けて声をかける。

　携帯電話などの一般的なネットワーク網は、黒川達自身がスイッチを切ってしまっていた。

　ひゅーひゅーという息が漏もれている。

　撃うたれた刑事のものだろう。

　傍かたわらにいた少女の方は無傷だが、隣の刑事が撃たれた事でショック状態に陥おちいっているようだ。もっとも、飛びかかってこようものなら猟銃で押し返すだけだが。

　無線機で仲間と連絡を取り合っていた若者が、黒川へ指示を求める。

「これからどうします？」

「念のため、他にも仲間がいないかどうか『確認』を取りましょう。まぁ、いたとしても島から出られるとは思えませんが、『お帰りいただく』人の数は正確に把握しておかなければ」

　黒川は軽く周囲を見回してから、

「事情を聞くのは一人で十分です。片方は弱っているようですし、『詳くわしく』話を聞くだけの体力はもうないでしょう。必要な方だけ持って帰ります」

　果たして、どちらに救いがあっただろうか。

　腐乱死体に埋うもれながら、ここで数十発の弾丸を撃ち込まれて絶命するか。

　得体のしれない場所へさらわれ、島民達の満足のいく答えを吐はき出すまで生きたまま体を切り刻まれるか。

「……、……」

　這はいつくばったままの刑事の右腕が、動く。

　黒くろ川かわは迷わず引き金を引いた。

　手首と肘ひじの間に散弾が突き刺さり、血ち飛沫しぶきが舞う。

「ぎゃあああっ!!　ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!」

　叫さけび、のたうちながらも、さらに刑事はずぶずぶの肉の上を這って拳けん銃じゆうへ向かった。流石さすがに黒川も眉まゆをひそめる。普通、ここまでやれば両手を挙げる。たとえ目の前に死が迫せまっていても、明確な痛みを与えればその場限りの服従でしのごうとするのが人間だ。

　何かある。

　相手の動きは鈍にぶい。足を撃うった以上、もう猟りよう銃じゆうの銃口からは逃れられない。今度こそ頭なり胸なりの急所を確実に狙ねらえる状況だ。

　刑事の手が、拳銃に届く。

　だが這いつくばった状態から構えようとする刑事より、すでに猟銃を構えている黒川の方が早く動けるはずだ。

　仕留める。

　黒川が猟銃の引き金に指をかけた、その時だった。

　奇き妙みような事が起きた。

　刑事は拳銃を撃つために行動しなかった。その鉄の塊を、黒川に向けて弱々しく投げてきたのだ。

　同時に、黒川は無言で猟銃を発砲した。

　莫ばく大だいな炸さく裂れつ音と共に、刑事の顔面へ大量の散弾が襲いかかった。

「……なん、だったんだ……？」

　衝撃で転がり、今度こそ動かなくなった刑事を見ながら、黒川は息を吐はく。何かを狙ねらっていたようだが、不発に終わったのだろうか。

　ともあれ、刑事は死んだ。

　残る少女を連れて帰ろうと周囲の仲間達へ指示を出そうとしたところで、黒川は気づいた。

　おかしい。

　妙みようだ。

　何かが足りない。

　彼は、自分が腕を掴つかんでいる少女へ目をやる。

　そう、

「……何な故ぜ、喚わめき散らさないんですか？」

　黒川は尋たずねる。

「さっきはあの刑事の足を撃っただけでショック状態になっていた。今度は顔面。状況は決定的です。にも拘かかわらず、何な故ぜあなたは前より落ち着いているんです!?」

　あまりの衝撃に感情が消えているのではない。

　こちらを見上げる少女の顔には、明らかな余裕が戻っていた。

　それが不気味で、それが不安を煽あおる。

　少女の青ざめた唇くちびるが、開く。

「間に合ったからよ」

　何が、とさらに質問する事はできなかった。




　もぞり、と。

　腐乱死体の山の中から、撃うち殺したはずの刑事が起き上がったからだ。




　一いつ瞬しゆん。

　黒くろ川かわの感情が、途方もない純白に埋うめ尽つくされかけた。理解が追いつかない。顔を完全に潰つぶしたはずの男が起き上がるとか尋じん常じようではない。いいや、そもそも刑事の顔には傷一つない。弾たまが外れたとか、そういう話ではない。あの時、確実に黒川の放った弾丸は刑事の顔面を捉とらえていたはずなのだ。なのに……。

「……危なかったぜ」

　刑事は自分のスーツにこびりつく嫌いやな色に顔をしかめながら、吐はき捨てるように言う。

「単に自分の手から離れるだけじゃ駄だ目めだからな。明確に、自分の意思で離さないと効果を発揮してくれない」

「な、何を……。何を言っているんですか!?」

「だから、舟ふな幽ゆう霊れいの話だよ」

　刑事はそう答えた。

　しかし質問していながら、黒川は答えを求めていなかった。ただその余裕が、ただその笑えみが恐ろしくて、とっさに猟りよう銃じゆうの引き金を引いていた。

　おかしい。

　機関部に弾丸は残っているはずなのに、引き金を引いても弾が出ない。

「座ざ礁しよう島を船に、島民を舟幽霊に、猟銃をひしゃくに対応させているんだろ？　確かにこれだけお膳ぜん立てされた状況なら、まともにやり合ったって勝てるはずがない。何しろ、大きな犯罪組織や警察機関の集団さえあっさり食い潰つぶすほどだって話だしさ」

「撃て撃て!!　何をしているんです、そいつにしゃべらせるな!!」

　黒川は周囲の仲間達に向けて声を張り上げたが、芳かんばしい返事は返ってこなかった。黒川はその理由を推測できる。おそらく他の連中の猟銃にも変化が生じているのだ。

　弾が出ない。

　あまりにも簡単過ぎる変化が。

「でも、それなら突破口は見えている」

　それを語らせる事が状況を決定づけるとでも考えているような黒くろ川かわの絶ぜつ叫きようを無視して、刑事は続ける。

「舟ふな幽ゆう霊れいには底の抜けたひしゃくを渡せば助かるって話があるんだからな。確か、座ざ礁しよう島の場合は猟りよう銃じゆうがひしゃくの代わりをしているんだろ？　だったら、こういうものを使えば『お守り』になる訳だ!!」

　刑事がスーツのポケットの中から取り出したのは、真しん鍮ちゆうでできた銃弾の薬やつ莢きようだった。

　都合五発。

　黒川の知る由よしもないが、リボルバーの中に入っていた全弾である。

「空っぽになった拳けん銃じゆう。役目をなさないひしゃく。こいつを舟幽霊に渡せば船員は助かるって話だったよなあ!!」

　だから島民達の猟銃は機能しなくなった。

　黒川は『ひしゃく』を捨てる。

　道具が使えないなら構わない。もっと原始的な力でケリをつけると言わんばかりに、二ヵ所も撃うたれた刑事へ掴つかみかかろうとする。

　だができない。

　まるで透明な壁に弾はじかれるように、黒川の体が途中で大きく仰のけ反り、ぐずぐずに腐った地面へ投げ出される。

「駄だ目めだよ」

　少女がポツリと呟つぶやいた。

「最初から素手で船を沈める段階ならともかく、すでに私達は『底の抜けたひしゃくを渡す』段階に入っている。正しい答えで『お守り』を渡した場合、船員は『命が助かる』ってされているんだから、危害を加える力のあるなしに拘かかわらず私達が殺される事はありえない。……元々素手でも船を沈める力があるのに、『底の抜けたひしゃく』を渡された途端にその事を忘れてしまうのが舟幽霊なんだからさ」

　刑事達にとっての賭かけは、『自分の意思で拳銃を黒川達へ渡せるか』というラインだったのだ。

　そして彼らはそれに勝った。

　こうなってしまっては、舟幽霊は島民達にとって足あし枷かせにしかならない。

　しかしそう分かっていても、島民達に『パッケージ』を切り離す事はできない。

　そもそも、妖よう怪かいは道具ではない。

『パッケージ』として組み込まれているものの、それは妖怪の力を作為的に空回りさせているだけで、舟幽霊そのものが島民へ服従している訳ではないのだ。

　座礁島の連中は今まで自分達の都合の良い位置へ舟幽霊を置いておく事で利益を貪むさぼろうとしていたが、刑事達はさらに新しい位置へ自分達を置いた。

　チェスで有利な盤面を作っていたところへ、たった一手で逆転されてしまったようなもの。だからといって怒いかり狂って盤を叩たたき割る事など許されない。

　刑事は少女に肩を貸してもらいながら、ポツリと呟つぶやく。

「……脱出するか」

「そうだね」

「手て錠じようの数には限りがあるし、手錠以外のロープとか使って良いものか分からん。ただし次来るときは『パッケージ』対策に令状つきだ。機動隊もついてくるかもしれん。そうそう、途中で漁船かっぱらっていくけど、こんな腐乱死体だらけの島に残るよりはマシだよな」

　止められない。

　止められない。

　止められない。

　黒くろ川かわが号令一つかければ四〇〇から五〇〇人もの人間で袋ふくろ叩だたきにできるはずなのに、たった二人の人間を止める事ができない。

　そして。

　彼らを帰してしまえば、これまでの悪事の全てが露ろ見けんし、破滅を迎える羽目になる。

『お帰りいただく』事を願っていた、と口先で語っていたはずなのに。




　　　　12（3rd person）




　こうして部外者は去っていった。

　残された黒川達にはやるべき事がある。ここで捕まる訳にはいかない。どう考えたって救いはない。島全体に敷き詰めるほど人を殺し過ぎた彼らは、刑法で裁かれればまず間違いなく命を落とす。死刑は免まぬがれない。

　そうなると、自衛のための手段は限られる。

　間もなく座ざ礁しよう島には大量の人間が押し寄せてくる。

　未だかつてないほど島の秩ちつ序じよを破壊する。押し流す。そう予想できる。座礁島という社会全体が、いや集落そのものが消滅しかねないほどの大きなうねりが。

　だとすれば。

　黒くろ川かわ達としては、やはり『お帰りいただく』しかない。

　今度こそ。

　全力で。

「ぱっ、『パッケージ』を！　舟ふな幽ゆう霊れいの『パッケージ』のアセンブルを再確認するんです!!　もっと強化できるように!!」

　黒くろ川かわは島民達へ指示を飛ばす。

「大きな犯罪組織だろうが警察組織だろうが、私達を攻撃するためにはこの島に乗り込んでくる必要がある。だったら島に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かんに残さず食ってしまえば良い。何百人でも、何千人でも!!　これまで通りに、邪じや魔まをする者は全員残らず食い潰つぶす!!　それしか座ざ礁しよう島が生き残る術すべはありません!!」

　実際には、インテリビレッジの生活物資の大半は充実した通信網とネット通販によってまかなわれているため、本土が座礁島を潰す気であれば、いつでも外から締め上げる事はできるはずだ。しかし目先の脅きよう威いで頭がいっぱいになっている黒川達に、そこまで先の事を考える余裕などない。

　そして。

　目先の脅威の、さらに手前の地点に恐るべきモノが待ち構えている可能性も。




「よお」




　女の声だった。

　詳細は不明。顔の形すらも判別できない。

　理由は簡単で、あまりにも近過ぎるためだ。ほとんど鼻と鼻がぶつかりそうな位置に、ぼやける視界で『女』がいる事が、かろうじて分かる。

　いつの間に黒川の前に立っていたのか、想像する事もできなかった。

　そして気づいた時には静せい寂じやくがあった。

　今の今まで、辺りには黒川の側近達が周りを走り回っていたはずなのに。舟ふな幽ゆう霊れいの『パッケージ』の再調整を行うために、島中へ指示を飛ばしていたはずなのに。その全てが消え去っていた。耳が痛くなるほどの耳鳴りだけが響き渡る。

　少し首を横に振れば、何がどうなったかは理解できるはずだ。

　だができない。

　無理だ。

　不可能だ。

　わずかでもこの女から目を離せば、チラリとでも視界の外へ追いやれば、次の瞬間にどんな恐ろしい事が起こるか分かったものではない。だからこそ黒川は、金かな縛しばりにでも遭ったかのように、首はおろか眼球一つ動かす事もままならない。

「ちょーっと派手にやり過ぎたんじゃない？　まったく、刑法で何とかなるレベルの事件なら、刑法の範囲内のペナルティで済んだのにね。アンタはその先に踏み込んだ。だから当然、ペナルティだって刑法で決められた、その外側にまではみ出してしまう」

「な、なんだ……？」

　黒くろ川かわは、急速に喉のどの奥が渇かわいていくのが分かった。

「警察、じゃない……。だったら、大きな犯……」

「そんなもんと一いつ緒しよにするんじゃあないよ」

　決して大きな声でも、極端に甲かん高だかい声色でもない。しっとりと、滑なめらかに入り込んでくる言葉。にも拘かかわらず、女の言葉には黒川を一いつ瞬しゆんで黙だまらせるほどの何かがあった。

「そして私が誰かなんてホントにどうでも良い事なんだけど……貴重な質問タイムをそいつで無む駄だ遣いしたいんだったら構わないかな」

　女は細い人差し指を立て、

「ヒントその一。私はアンタみたいなのが増ぞう殖しよくすると困る側の人間。だけど私は、別に妖よう怪かいの力を全否定する訳でもない」

　中指を立て、

「ヒントその二。妖怪の中には、出会っただけで死ぬなんていう物ぶつ騒そうなものもある」

　薬指を立て、




「ヒントその三。百ひやつ鬼き夜や行こうって知ってるかな？」




　一週間後。台風の過ぎ去った座ざ礁しよう島に、機動隊を伴ともなった警視庁の面々が上陸した。そこでおびただしい量の腐乱死体を発見してしまうのだが、不思議と加害者達を見つける事はできなかった。

　逃走の可能性も考こう慮りよされたが、港に漁船は残されたまま。

　そして。

　詳しよう細さいな身元確認だけで数ヶ月はかかるであろう数の死体と遭遇してしまったが故ゆえに、捜査員達にも分からない事があった。

　そう。

　大量に発見された死体の中に、島民の腐肉も紛まぎれていた可能性である。
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　百ひやつ鬼き夜や行こう。

　座ざ礁しよう島ではそう名乗った私だが、実はそこに所属している訳じゃあない。面倒な組織構造について語るのは好きじゃないし、そもそも殺しの相手にどう誤解されようが知った事じゃない。

「ご苦労様です」

　凛りんとした声が飛んでくる。

　古臭くさい香こうの匂においが漂う茶室の奥に、着物を着た女が一人。こう聞くと老害によって硬直し、完全に時代から取り残された組織でも連想しそうなものだけど、着物を着ているのは一〇歳前後の少女なんだよね。

　お飾りの少女。

　血統主義の欠点、その象徴。

　先代がとっととくたばったおかげで、こんな脱皮したてのカニより柔らかそうなガキンチョがトップになってしまった訳ね。率直に言って、百鬼夜行を取り巻く情勢は不穏な方向への変化が著いちじるしい。近い内に本格的な激突が起こるとも、内部の反乱分子が結集しつつあるとも噂うわさされているぐらいよ。

　しかし、そんな中でも少女の顔色は変わらない。

　この歳としで顔芸を覚えざるを得ない状況に放り込まれるだなんて、逆に不ふ憫びんの一言ね。

「報ほう酬しゆうは既定の通りに」

「ほいよ」

「受領の確認をなさったら、次の依頼をさせていただいてもよろしいですか」

「三日程度のバカンスと、満足の行く報酬さえ得られれば」

　仕事なんてどれもこれもクソよ。底辺で均一化されている。だから金さえもらえるならどんな仕事だってやる。それが私の流儀になってる。

　このお嬢じようちゃんの依頼は比較的『甘さ』が残っているから嫌いじゃないけど。

　そもそも、これだけのＶＩＰが仲介人も挟はさまずに直接顔を合わせようとする事自体、プロの人間から言わせてもらえば自殺行為としか思えない。それとも、止めてくれるような忠義に篤あつい側近がいない事を憐あわれむべきかも。

「内容は？」

「こちらに」

　少女が書類の入った封筒を滑すべらせた。突っ立ったままの私は畳の上を走る封筒を足で踏ふみ、蹴けり上げる。中身を改めると、数枚の写真と印のついた地図が出てきた。

「白しら木き戸ど市？」

「信州の奥地にある地方都市です。合がつ併ぺいによって名前は消えましたが、かつては姥うば捨すて村むらという地名のあった場所ですね。もっとも、そちらの家屋についても元とつけるべきでしょうが」

「地図にはダムしかないからね」

「そのダムが廃棄される事になったのです」

　少女はしっとりとした調子で付け加える。

「そもそも、インテリビレッジではなく地方都市として地域を発展させようとした勢力によって建設されたダムです。当然、限界集落は水の中に没していました。ところが先日、有力者の構造が崩れたおかげで該がい当とう地ちの政治にも影響が生じたようです」

「……で、わざわざダムを一つ取り潰つぶして、沈んでいた村を復元しようって？」

「インテリビレッジ推進派の動きが活発化しています。それ自体に干渉するつもりはありませんが、復元の過程で水の底から『陽ひの下に出てはいけないモノ』が出てくる懸け念ねんがあります」

「妖よう怪かい絡がらみの？」

「百ひやつ鬼き夜や行こうが関かかわるようなレベルの、です」

　となると公安辺りが探さぐりを入れて返り討ちに遭ったかな？　連中はプライドが高いから、百鬼夜行へ協力を求めるまでに最低でも四、五人は死んでると見たね。

　適当に考えている私をよそに、少女の方が勝手に深刻そうなムードを作っている。

「詳しよう細さいを確認し、必要ならば排除を」

「必要経費を請求しても？」

「構いません」

　少女の声がわずかに硬くなる。

　ここで言う必要経費とは、金の話じゃない。事件の核心に迫せまるために無関係な人間を巻き込んでも構わないか、という話よ。

　元々痕こん跡せきを残すような雑な仕事はしないつもりだけど、それでも保障ってのがあるかないかは心理的な負担が大きく変わってくる。

　となると、もう一つ確認すべき事があるんだけど。

「偵察と破壊を依頼された訳だけど……偵察の時点で必要経費は請求できるのかな？　だとすると、空振り調査のためだけで請求する可能性も出てくるんだけど」

「……外部に依頼をしている時点で、覚悟は決めています」

「結構」

　やっぱ可愛かわいらしい反応だね。

　負担をかけるのは分かっていても、ついついやってしまう。

　書類の入った封筒を投げ返し、私は少女に背を向けた。

「資料は必要ないのですか」

「もう頭に入っているよ」

　茶室を出る。

　前時代的。古臭くさい内装。異様な静せい寂じやく。一言で言えば、妖よう怪かいなんかが好みそうな雰ふん囲い気き。そうした中を歩き、建物の外へ出る。

　そこは座ざ敷しき童わらしでも住んでいそうな日本家屋じゃない。

　どこぞのステルス爆撃機をほうふつとさせる、くの字の形をした巨大な全ぜん翼よく機。完全な個人所有としては最大級であるこの大型旅客機があの子の移動拠点という訳ね。

　さらに第四・五世代と第五世代の護衛戦闘機を八機、その整備のための機材を積んだ大型輸送機二機、空中給油機一機をはべらせているというのだから恐れ入る。全翼機の上にはデッカイお皿みたいなアンテナがあり、空中警戒管制機と同等の機能が備わっているほどで、ちょっとした飛行隊の域なんて突破してしまっている。兵装を積み替えればそのまま爆撃任務に就けそうだ。

「のろのろ飛ぶ全翼機に合わせて長期間雲の上にいるから、戦闘機にはキッチンやトイレが追加されているって話を聞くけど本当なのかな？」

　……表向きは、退たい役えきしたパイロットを教官として集めた航空学校の一部門が航空軍需各社の最新機の性能試験を手伝っている、なんて名目だったけど、とんでもないごり押しだよね。国家の機密の塊である戦闘機を、整備機材付きで、同盟勢力関係なしに世界中の空港で離着陸させるなんて尋じん常じようじゃない。つまり、百ひやつ鬼き夜や行こうは先進国の文句を一ひと睨にらみで黙だまらせるほどの『信頼』と『暴力』を備えているって事の証明にもなるんだけど。

　ただし、

「悲ひ惨さんだねえ」

　硬質なタラップを降り、湾岸国際空港の滑走路へ足を踏ふみ出しながら、私は思わず呟つぶやく。

「こんな所に金をかけるだなんて、一ヵ所に留とどまる事が危険な身の上を象徴してるようなもんじゃない」
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　全国どこにでもありそうな、一面が針しん葉よう樹じゆに覆われた山々。おそらく毎年春には杉花粉大量発生装置として皆々様から憎ぞう悪おの視線を受けているであろうそのド田舎いなかに、私は偽名で借りたレンタカーで乗りつける。

　宿泊先は寂さびれたペンション。

　目立たないようにするための工作ではあるんだけど、自ら進んでダサい車やベッドを選び続けるのはなかなか堪こたえるわ。殺し屋やスパイの普段着プライベートが『映画に憧あこがれる一般人が夢見るような』派手派手になるのはこういうカムフラの反動なんじゃないかな。

　客室に入ると、カメラや盗聴器の有無を一通り調べてから小さなバッグをベッドへ放り投げる。ケースを開け、化粧道具を取り出し、さらに小さな隠しスペースから取り出した非金属製の部品を繋つなぎ合わせていく。

　出来上がったのは、掌てのひらに収まるサイズの小さな拳けん銃じゆうに、その三倍はありそうなサプレッサー。率直に言って、本体の小型化を完全に無視した組み合わせなのは自覚してる。

　目線の下から、子供のような声が飛んでくる。

「これはまたおかしな装備ですね」

「現実はハリウッド映画のようにはいかないのよ。銃口にサプレッサーつけただけで完全に銃じゆう声せいが消える事なんて珍しい。消音性に凝り始めると口径はここまで小さくなるって訳」

「そんなの必要なんですかね？」

「知るかよ。それを調べるための作業なんでしょ。一〇〇％の安全が保障されないなら備えるべきね。そんな環境に恵まれた試しはないけど」

　もっとも、日本って場所・条件でこいつに頼るような場面に出くわしたら、その時点でもう八割負けているんだけどさ。

　これが必要にならない環境を整えてから戦うのが重要なのだよ。

「問題の白しら木き戸ど市……いや姥うば捨すて村むら跡地までは五キロほどです。色々きな臭くさそうなので気をつけてくださいよ」

「……つーか」

　私はサプレッサー付きの小型拳銃をブーツに隠す。騙だまし絵みたいなもので、見た目と実際の空間には落差がある。今の格かつ好こうは馬ば鹿かな観光客っぽくタンクトップにホットパンツなんて露ろ出しゆつの多いものだから、武器を隠す場所も限られてくるのだ。

　でもって、私は目線を下げた。

　さっきから聞こえる声の、音源の位置が低い。

　子供のような、どころじゃない。床にべったり頬ほほを押しつけでもしないと、こんな位置から声を出すのは不可能じゃないかな。

「アンタ一体何なんだ？」
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「何って、すねこすりですよ。すねこすり。妖よう怪かい、分かりません？」

「小さい犬に見える」

「小さい犬に見える妖怪なんです」

　そりゃ分かってるんだけど、百ひやつ鬼き夜や行こうのお嬢じようちゃんは何でこんなもんを同行させた？　早速私の足首にまとわりついてくる犬型妖怪に胡う散さん臭そうな視線を投げ、私は質問を続ける。

「何ができる妖よう怪かいなの？」

「フリーとはいえ、エージェントらしからぬ台詞せりふですな。すねこすりは旅人のすねに頬ほほを擦こすりつけるんです。こう、すりすり」

「それで？」

「それだけですが」

「旅人の精気を奪って行き倒れにさせるとか、気がつくと方位の感覚を狂わされているとか、そういうスキルは？」

「世の中全ての妖怪が有用でカッチョイイ能力持ちだなんて思わない事ですな」

　そして私はブチ切れた。

「何だこいつめー!!　ムチャクチャ可愛かわいらしいじゃないかぁー!!」

「ひいい!?　ま、待ってください!!　抱き上げないで!?　すねに擦こすりつけるからすねこすりなのです！　頬ほおずりされたら別の妖怪になる!!」

「分かった分かった。妖怪パ○ズリにしてあげよう」

「頬で妥だ協きようさせてください！　私にも尊厳があります!!　そんな名で呼ばれるようになったら自害も検討しますからね!!」

　全身の毛を逆立てて抗議する犬型妖怪をひとしきり愛めでると、私は子犬の毛だらけになった髪やタンクトップを軽く整え、

「さて、リフレッシュも終わったところで姥うば捨すて村むらの跡地とやらに出かけてみるか」

「……ふ、ふふ。ほんの数分で本物の妖よう怪かいをここまで弱らせるだなんて。やはり百ひやつ鬼き夜や行こうと取引するだけのお方ではある……」

　そんな訳で、ダサいペンションを出てダサいレンタカーでダサい跡地へ向かう。

　曲がりくねった細い山道に、斜面を覆っているのは植林らしき杉の木々。やかましいセミの鳴き声と得体のしれない野鳥の求愛コールが重なり、退屈な田舎いなかの雰ふん囲い気きに包まれていく。

「あれみたいですね。例のダム……跡地？」

「村も跡地だしダムも跡地だから面倒臭くさいね」

　山道の途中にある、タイヤにチェーンを取りつけるための小さなスペースに車を停め、遠方から様子を確認してみる。

　山から山へまたぐように巨大なコンクリートの構造物がある。ダムだ。ただし蓄たくわえられているはずの膨ぼう大だいな水はすでにない。空っぽになった貯水湖の底に、いくつかの腐りかけた日本家屋が顔を覗のぞかせている。

「……本気であれを復元するつもり？　土台も大黒柱もぶよぶよになってるじゃん。屋根も壁もないし」

「かやぶき屋根に土壁だったとしたら、水に沈んでいる間に分解されても不思議じゃないでしょう」

　水を抜いてから時間が経っていないのか、地面は全体的にドロドロとしている。黒っぽい泥だ。流石さすがにダムの底に沈む前から路面は舗装されていたんでしょうけど、今ではどこが土の地面でどこが道路なのかも分からなかった。完全に泥に覆われている。

　そうした廃墟とも遺跡とも言い難い構造物の周囲に、何台もの自動車が停まっていた。遠巻きに建設重機、さらに内側に家庭用の４ドア。

　双眼鏡を取り出して、車の持ち主の顔を確認する。

「……図面と睨にらめっこしているのは学者さんかな。あそこまで行くと、村の復興っていうより古墳の調査みたいに見えるね」

「何で、あそこまでして村の復元をしようとするんでしょうね。当時の住民さん達が帰ってきている様子もないのに」

「インテリビレッジってのは合理性じゃないよ。田舎いなか信仰とでも言うべきか、大自然宗派とでも言うべきか。科学的な数値以上の価値を見み出いだそうとする連中の手で組み上げられる」

「？」

「『昔はこんなじゃなかった』『昔に戻れば全部丸く収まる』……そういう思想の塊って訳さ。別に田舎だからって問題がない訳じゃないし、昔って呼ばれた時代にも犯罪や社会問題はあったはずなのにね。都合の悪い事は全部忘れる機能がついてる」

「でも、彼らの狙ねらいってそれだけなんですかね？　だったら百鬼夜行にお呼びがかかる事はないはずですけど」

「それをこれから調べるんでしょ」

「致命誘発体みたいなヤバい妖よう怪かいが絡からんでいたらどうします？」

「ミイラにしてオークションに出品するよ。鬼とか人魚って馬ば鹿か高く売れるって話でしょ。何で人間ってのは妖怪を薬にしたがるのかね」

「……エージェントまじ怖い……」

　すねこすりがガタガタ震えているが、いちいちそっちに気を配っている暇はない。いや本音を言うとスリスリゴロゴロしたいんだけどさ。ひとまず日が沈む前に、行動の取っ掛かりだけでも見つけておかなくては。

「とはいえ、百ひやつ鬼き夜や行こうが動くって事は、相手は単なる『パッケージ』程度の規模じゃなさそうだし」

「地道な調査とかします？　彼らの行動範囲を調べて、飲食店に居座れば世間話から情報を取得できます。かなりランダムなものになりますけど」

「ここまで店がないと、逆に仕出しの弁当と民宿の二択じゃないかな。それよりもっと手っ取り早い方法がある」

「な、何ですか。その不敵な笑えみは？」

「安定した状況を引っかき回すのよ」
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　夜になっても姥うば捨すて村むら跡地の復元調査作業は続く。

　しかし流石さすがに夜通しという訳ではないらしい。深夜一一時を過ぎた辺りで、演劇に使うような巨大なライトの光が消されていった。測量やボーリング用の重機を操あやつっていた作業員達が、撤収のための準備を進めていた。

　そうした建設作業員達のものとは違う、学者が使うためのプレハブ小屋は別に用意されていた。

　そちらに人が入ったのを確認してから、私は小屋の扉に張りつく。

　哀しい事に鍵かぎの内部構造はディスクが五枚だけだった。

　その辺のガキでも一五秒で開けられるよ。

「な、何ですかあなたは？　一体どこから……？」

　学者さんらしき初老の男が驚いたような声を発するが、それを聞いた私は思わず笑えみをこぼしてしまった。一般人から見れば、そのニヤニヤ笑いはさぞ不気味に見えた事でしょうね。

　そう、一般人なら。

「学者さんだっけ？　建築学じゃないね。民俗学？」

「あの……」

「違うか。民俗学の学者さんは、右手の親指の関節にタコなんて作らない。そいつは銃じゆうを撃うち過ぎたヤツにできるもんだしさ」

「以前はカンボジアやコロンビアで遺跡の調査をしていましたから、護身用に銃を持っていた事もありますが」

「積極的に撃たないとそんなタコはできないよ。五〇〇〇発から六〇〇〇発ぐらいね」

　そもそも、と私は人差し指を立て、

「未だにガンオイルの匂においが染み出ているってのは、現役さんって事なんじゃあないの？　残念だけど消臭剤じゃ消えないよ」

「……、」

「……、」

　私と学者さんの言葉が止まる。

　沈ちん黙もく。

　ただし音もなく変化は訪れる。

　初老の男から困惑しつつの笑えみが、完全に消えた直後だった。




　何かが起きた。




　ダサいレンタカーを停めてある場所まで戻ってくると、車内に残してきたすねこすりが話しかけてきた。何やら慌あわてている。どうやらカーナビの画面を使ってニュース番組を観ていたらしい。

「ちょ、見ましたっ、これ、ちょ、見ま」

「仕事疲れたー。子犬たん癒いやしておくれー」

「ぎゃあああああああああああああ!?　私を妖よう怪かいまたこすりにしないでください！　それよりニュースっ、ニュース!!」

「うあー？」

「シートを思いっきり倒して寝る態勢に入らないで！　姥うば捨すて村むらの復元調査に関かかわっていた学者さんが自殺って言っていますよ!!　首吊つりらしいですけど!!」

「だねだね。だから疲れてんのよー」

「……、あの」

「何よ」

「何で学者さんが自殺するとあなたが疲れるんでしょう？」

「何でだと思う？」

　沈黙があった。すねこすりはガタガタと震えている。

「学者さんの名前は松まつ海かい博ひろし。当然ながら偽名だね」

「じゃあ、ここまで大々的に報道された以上、すぐに警察やマスコミも本当の名前を調べ上げるかもしれませんね」

「電子カルテがクラウド化されている時代だから難しいだろうねえ。歯、指紋、血液。照合用データの書き換えなんて簡単にできる世の中になっちゃったのよ？」

　私は適当にあくびしながら、

「松海博ってのは個人が考えた偽名じゃなくて、ヤバい事をやる連中がとりあえず名乗る、使い捨ての名前の一つなんだよね。ただ、使う組織の傾向はある。多分、才さい子し佳か人じん辺りじゃないかな。なんかやってる事にインテリ臭しゆうが漂ってるし」

「才子佳人、ですか？」

「人間も妖よう怪かいも問わず、ありとあらゆる技術を使って究極の美人を作り出そうって集団だね。行動原理は原始的な欲望に根差した単純なものだけど、それ故ゆえに方向性は強い。当然、タブーなんて気にする連中じゃない」

「美的感覚なんて、時代や地域によって変わるんじゃないですかね？」

「だから、そういったブレをも許さない、徹底的な美を作るのが目的なの。実際に成功しているかどうかは不明。美人は作れなかったから、研究過程で生まれた技術を利用したサイドビジネスで糊こ口こうを凌しのいでいるとも、美人の組み立ては完成し、全ての構成員は彼女に傅かしずいているとも言われている」

　べったりとした欲望が根底にあるためかあんまり良い印象はない連中だね。まぁ、無味無む臭しゆうな正義感ばっかり振りかざす連中ってのも、それはそれで十分に恐ろしいけど。

「組織の構成人数は少ない方だけど、腕は確かな連中だって評判だよ。だから周辺の巨大組織が吸収しようと躍やつ起きになってる。おかげで勢力構造が複雑で、容易に手を出す事はできないって訳。おそらく作為的に危険な構図を作っているね。巨大組織を点数稼ぎに誘う事で、面倒な汚れ仕事を押しつけたりしているし」

　私はカーナビのリモコンを掴つかむと、辛しん気き臭くさいニュース番組からさっさと国民的深夜バラエティにチャンネルを変えながら、

「さて。姥うば捨すて村むらを取り巻く環境で何が進められているかはどうあれ、その計画の中心人物の一人がいなくなった。どこかの誰かさんは修正のためにどう動いてくれるかな？」

「し、しんじっ、信じらんない!!　それだけのために!?　どっちが悪党か分かったもんじゃねえ!!」

「少なくとも私は正義の側じゃないなあ。それは妹と刑事さんの役割だし」

　松海博さんが持っていた携帯電話から、いくつかの電話番号とメールアドレスを入手している。それを基に、私は次の行動のための準備を進めていく。当然ながら非合法。胸を張れないタイプの作業になる。

「し、『死し出での竜たつ姫ひめ』って異い名みようはたとえ話じゃなかったんだ……」

「そりゃ私じゃなくて式神の名前ね。宝の持ち腐れだけど」

　私はあくび混じりでこう呟つぶやく。

　これから電話とメールの盗聴調査なんて面倒臭くさいなーもー。まあ死体発見から三時間で何も出てこないようなら粘ねばっても無む駄だだけど。だから時間になったらダサいペンションに帰って寝ますけど。

「さ・て。手っ取り早くボロを出してもらえると助かるにゃ」

「ぼ、ボロが出なかったらどうするんです？」

「ボロが出るまで続けるけど？」
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　そして翌日。

「……や、やっべー。予想以上だわ。こりゃ死ぬかもしれない」

「自分からケンカを売っておいてそれなんですか!?　それなんですね!!」

　人様のふくらはぎにまとわりつく犬型妖よう怪かいを無視して、私はレンタカーのボンネットに腰を下ろす。

　右手にあるのは携帯電話。

　ダサいペンションから少し離れた山道に車を停め、そこから通話している訳。

　相手はもちろん、百ひやつ鬼き夜や行こうのお嬢じようちゃんだ。

『才さい子し佳か人じんの線が濃厚、と。増援が必要ですか？』

「背中刺されるからいらない。敵さんがホントに才子佳人なら、規模から考えて時間経つとじわじわ包囲されそうだし、短期決戦で問題の核だけ潰つぶすしかなさそうだね。この六時間が勝負」

『目星はついているのですか』

「一応ね。才子佳人が関かかわってるってなら、単なる『パッケージ』量産体制の確立、なんてちんけなものじゃ済まないでしょ。やっぱりダムを潰して水没した廃村を引きずり上げたのは相応の理由があるみたいね。二ヶ月後に向けて、ヤバい連中が動いてる。そりゃ確かに私みたいなのにお呼びがかかる訳だ」

『どうしても不可能なら、撤退していただいても構いません。人命を優先してください』

「だから逃げたら追い詰められちゃうの。活路は才子佳人の中心部にしかない。だからやらせてもらうよこの六時間で。どうせやられるなら刺し違えるぐらいの覚悟がないとねえ」

　なおも心配するお嬢ちゃんが余計な事を口走らない内に、私はさっさと携帯電話の通話を切る。

　すねこすりが私の両足の間から疑ぎ心しん暗あん鬼きな瞳ひとみを向けてくる。

「昨日はあれだけ強がっていたのに……。でも、ホントにどうしようもないなら身を隠した方が良いのでは？　いくら姥うば捨すて村むら跡地で進行している事態の真実を掴つかんだとしても、あなたが殺されてしまっては元も子もありませんよ」

「あのね、真実なんて掴んでいる訳ないでしょ」

「……、」

　すねこすりが沈ちん黙もくしてしまった。

　いやいや、そんなうるうるな瞳ひとみで見上げないでおくれよ。惚ほれちゃいそう。

「そんなの知ってたらわざわざお嬢じようちゃんに出し惜おしみしないよ。昨日の夜に才さい子し佳か人じんの電話とメールの盗聴やったでしょ。大した情報は手に入らなかったけど、クズデータの中に入っていた、私にはサッパリ意味の分からない単語を適当に並べ立ててお嬢ちゃんに話していただけよ」

　唖あ然ぜんとするすねこすりに、私は携帯電話を軽く振って、

「ダミーのＳＩＭに差し替えているくせに、乱数処理プログラムも挟はさんでいない半端なセキュリティのケータイ。何でこんなの使ってお話したと思ってるの？　跡地でコソコソしてる才子佳人に盗聴させるために決まってんでしょ」

「な、なん、こいつ、よりにもよって、百ひやつ鬼き夜や行こうの祝はふり様まで道具に……!!」

「お嬢ちゃんはこの程度じゃ怒らないよ。お嬢ちゃんの権威を笠に着ようとする連中が騒さわぐだけさ」

「で、でも、だって、そんなに上う手まくいくんですか？　今の会話だけピンポイントで向こうに聞かせて、なおかつこっちの素性は隠したままにするなんて」

「才子佳人は別に私だけを正確に狙ねらっている訳じゃないよ。というか、容疑者の絞しぼり込みなんてできてないと思う」

　私は呆あきれたように息を吐はいて、

「ここは大都会でも整備されたインテリビレッジでもない。ド田舎いなかのケータイ基地なんて、デカいアンテナ塔を一つ立てて広域をカバーするものなの。だからその一点に装置やプログラムを貼りつけるだけで、付近一帯の通信を全て把握できるようになる」

「……昨日、彼らの計画を主導する一人が、不自然な自殺を遂げたから、向こうもありとあらゆる通信を傍ぼう受じゆして集中的に情報を取得しようとしていると……？」

「そゆこと」

「でも、だったら連中の手元にあるデータは膨ぼう大だいになりますよね。あなた達の通話のデータが埋うもれてしまう事はないんですか」

「ないね。百鬼夜行の移動拠点と直結した通話なのよ。ちょっと裏稼業に身を置く人間なら、一一桁の電話番号を見ただけで重要度が分かる。絶対に才子佳人は喰くらいついてくるよ」

　さて、と私は呟つぶやいてダサいレンタカーのボンネットから降りる。

「……六時間。私は勝手にタイムリミットを区切った。特に根拠もないのに勝手に設定した。才さい子し佳か人じんが手っ取り早く引っかかって、『大事な物』の警備を強化してもらえるとガイド代わりになって便利なんだけど」
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　予想通り敵さんは動いてくれた。ただ意外だったのは、才子佳人の『秘密』はダムや姥うば捨すて村むら跡地ではなかった事かな。召集をかけられた作業服の男達は、山岳地帯から少し離れた所にある地方都市へと向かっていった。

　白しら木き戸ど市だったかな。

　車で後を尾つけてみているが……何というか、まぁ、ありふれてるね。

　典型的な失敗例。

　上っ面つらだけを近代的な都市に整えようとしているが、人と金の流れが圧倒的に弱い。結果として、街が街としてあるべき機能を維持できなくなっている。デカい幹線道路沿いのビルから企業が撤退して無人になってるとか、もう末期でしょ。かと言って地元の商店街が賑にきわっているような様子もないし。

　圧倒的に不便なくせに、排ガスやら何やら、公害は一通り揃そろっているって言うんだから救えない。これで郊外の大型ショッピングセンターが一つ潰つぶれたら、みんな揃って買い物難民決定なんじゃない？

「元々この辺りはインテリビレッジ……『田舎いなか』を嫌って都市化を進めようとしていたんだっけ」

　それが追いつかなくなったから、大自然をアピールする方向へシフトしようとした。

　しかし上う手まく行くのかな。

　自然環境ってのは貯金と一いつ緒しよ。黒字である内は多少の増減は気に留めなくても構わないが、一度赤字に転じると回復させるのは死ぬほど難しい。ま、ここの住民もそれが分かっているから、市の外れにある『自然の残っていそうな場所』を集中的に再開発しようとしているのかもしれないけど。ただ見積もりが甘いよ。楽観論でものを計算している。インテリビレッジっていうのは、実際の数字を超越しているもの。自然は美しい、田舎は奇き麗れいだっていうブランドイメージが先行してレア価値を押し上げている。一度都市化して『環境イメージの汚染された』土地をインテリビレッジ化させるのは相当骨が折れるはずだと思うんだけどね。

「ダムの底から引っ張り上げた過去の村を復元するっていうのは、大きなイベントを用意して広告効果を底上げする狙ねらいでもあるのかな」

　どうでも良いけど。

　私の仕事は、その裏にあるものを明るみに出す事なんだし。

　関係ない事を色々考えるのは、退屈だからかな。寂さびしいのかもしれない。何しろここにはプリティーなすねこすりがいないんだもん。だもんだもーん。あの犬型妖よう怪かいが言うには、近代的な都市圏は苦手との事だった。お嬢じようちゃんのあの全ぜん翼よく機は内部が整えられているから平気なのかもしれないけど、姥うば捨すて村むら跡地に来るまでに大きな街にも寄っていたはずなのに。あの妖怪、バッグの中でじっと我が慢まんしていたのかもしれない。

　愛ういヤツめ。

　ダサいペンションに帰ったらブラシを使って死ぬほど愛めでてあげよう。

　そんな事を考えていると、助手席に置いたバッグの中から電子音が聞こえてきた。携帯電話のものだ。ただしわざと盗聴させたものとは違う。高度な乱数処理プログラムを導入した衛星携帯電話だ。地上のアンテナ基地を経由しないので、そもそも才さい子し佳か人じんの方式では信号を捉とらえる事もできない。

　交通ルールを無視して衛星携帯電話を取り出すと、画面に目をやって顔をしかめる。

「……政府専用機密番号、か」

　という名前であるものの、実際に日本国政府の各省庁はこんなものを使っていない。そういう名前のシステムを、国家から独立した組織が勝手に組み上げているだけ。『こっちの分野』において、本来の政府がやらなきゃいけない事をやっているんだから名乗ったって良いとは思うけど。

　つまり、百ひやつ鬼き夜や行こうだ。

「もひもひ」

『……敵性分子を罠わなにかけるため、私をダシに使いましたね？』

「あれー？　なんか番号が変わっているんですけど」

『あの状態のままではまずいでしょう。事情が分かれば私だって必要な対策を講じます。こちらの電話であれば敵性分子に聞かれる恐れはありません』

　必要な対策ね。

　護衛の黒服お兄ちゃんの服を掴つかんでうるうる上目遣いでもやったかな。こういうのは自覚症状がないのが一番効果的なんだよね。意識的にやった瞬しゆん間かんに効果が死ぬ。

「で、お嬢ちゃんは何の用かなー？　今、その面倒臭くさい連中の後を尾つけ回している最中なんですけど」

『お嬢ちゃんではなく祝はふりです。それと、私を巻き込む分には構いませんが、最低限の手順は踏ふんでいただけないでしょうか。これではますますあなたの立場が悪くなるばかりです』

　……うん。自覚症状がない天然さんはこれだから破壊力が恐ろしい。

　調子狂うから純粋な心配なんて勘弁してもらいたいんだけどねえ。特に汚れ仕事の最中は『優しいノイズ』は避けたい。プロが命を落とす一番の理由だし。

『敵性分子を尾行しているという話でしたが』

「そうそう。おっ、着いたみたい。トランクルームみたいだね。……まぁ、そういう風に偽装しているだけで、実際には全部才さい子し佳か人じんの施設なんだろうけど」

『とらんくるーむ、ですか？』

「倉庫よ倉庫。古風なお嬢じようちゃんには土蔵って呼ばないとピンと来ないかな？」

『……、』

　あ、ムッとしてる。天然さんたらこれだか（ｒｙ。

　元々は駐車場か何かだったのかな。一面がひび割れたアスファルト。その上に、ワンボックスカー程度のサイズの簡易組み立て倉庫をずらっと並べた施設だ。

　しかし学生向けのワンルームが並ぶ大都会ならともかく、寂さびれたベッドタウンで庭付き一戸建ての多い白しら木き戸ど市でこんなトランクルームが繁はん盛じようする訳ない。明らかなダミー施設ね。

　敷地内に数台のセダンが停まっていた。

　どうやら私が尾行した連中の他にも、方々から人員が集められたらしい。全部で二〇人ぐらいかな。作業服が多い。猟りよう銃じゆう満載のド田舎いなかと違って銃声が鳴ったら事態を処理できなくなるせいか、あからさまに銃を携帯しているヤツはいなかった。

　ただ、無音に近いサプレッサー付きの小口径銃とか、ビジネスバッグに収まるサイズの小型クロスボウなんかを持っている可能性は低くない。

　少なくとも、刃物だけなんていう甘い連中じゃあないね。

　この現代で飛び道具を持たないヤツはただの馬ば鹿かよ。

『これからどうするのですか？』

「そりゃもちろん、せっかく才子佳人の秘密基地を見つけたんだから内部を調べさせてもらうよ」

『しかしあなたが張った罠わなによって、敵性分子は集合しているのでしょう？』

「そうだねえ」

『言うまでもない事ですが、数の差は圧倒的です。よほどの策がないと切り崩せないと思うのですが』

「何とかしなくちゃいけないねえ」
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　真正面からトランクルームの敷地へ接近して、一ひと悶もん着ちやく起こして、調査用のツールを取り出すためにもう一度車の所へ戻ってくる。デリケートなもの持ったまま暴れる訳にはいかないから面倒臭くさいんだよね。

　と、車内に放ったらかしにしておいた衛星携帯電話から、律りち儀ぎにお嬢じようちゃんの声が飛んでくる。

『何が起きたのですか？』

「いやあ、夏場の食中毒は怖いよね。こんな衛生的じゃない場所にむさ苦しい男達が集まってジャンクフードかっこんでいるんじゃ仕方ないかもしれないけど」

『……。スタンガンでも持ち出したのですか？』

「馬ば鹿かね。そんなの使ったら火傷やけどとかでバレちゃうよ。紐ひもやワイヤーも露ろ骨こつな痕こん跡せきが残る。上手にやるならゴムの幅広ベルトがオススメね」

『それだけで実現可能とは思えません。少々、超常に頼り過ぎてはいませんか』

「侵食されるようには設計してないから、その辺の心配はしなくて良いのよお嬢じようちゃん」

　そして気絶した人間にはイロイロできるのだ。

　食中毒に見せかけるような何かとかね。

　衛星携帯電話とツール一式の詰まったバッグを掴つかんで車から出ると、トランクルームの敷地へ入っていく。ずらっと並ぶ小型の倉庫の内から適当に一つを選ぶと、鍵かぎ穴あなに向かう。

「流石さすがに鍵はまともなものに付け替えているか」

『開けられるのですか？』

「開かなきゃ薬品で溶かしちゃうよ」

　幸い、強酸の出番はなかった。ありふれた工具で鍵穴内部のピンを押す。

　ドアを開けると、異い臭しゆうが立ち込めた。

「……何だろうね。柔道部以上剣道部以下って感じかな？」

『仰おつしやる意味が分かりません』

「だろうね」

　適当に言いながら、私は狭せまいトランクルームの中へ目を走らせる。

　スチール製の簡易組み立て棚がいくつかある。その上に、透明なビニール袋で覆われた『塊』が置いてある。サイズは大体、枕より小さいぐらい？　色は全体的に茶色がかっていた。所々が黒ずんでいる。古い日本家屋の大黒柱みたいな色合いだった。

　さて、これは一体何なんだ。

「干物に見えるね」

『お魚ですか？』

「猫ねこ又またに見える」

　冗談で言っているのではない。

　餓が死しして皮ひ膚ふに骨が浮かび上がった動物の死し骸がいを、さらに乾かしたようなミイラ。猫のように見えるが、尾の部分は不自然に二本もあった。

「妖よう怪かいの体のパーツは色んな薬になるんだっけ？　現代医学では得られないような効果を発揮する薬に」

『しかし、妖怪というものがそう簡単に絶命するものなのですか？』

「現に死んでるね」

　私はビニールの上からカラカラに干からびたミイラを軽くつついて、

「才さい子し佳か人じんは妖よう怪かいを『パッケージ』に組み込むんじゃなくて、妖怪そのものをバラして切り売りするビジネスを開拓しようとしているのかな」

『だとすれば進展です。敵性分子が姥うば捨すて村むら跡地で暗あん躍やくしているのは、素材となる妖怪を効率的に入手するためのものかもしれませ……』

「お嬢じようちゃんよ」

　言いかけた百ひやつ鬼き夜や行こうのトップ様を遮さえぎるように言葉を被せる。

「私はこの世で何が嫌いって、分かり切っている事実をもったいぶるのが大嫌いよ。何な故ぜならそいつは往々にして必要のない悲劇を生み出すから。……そもそもお嬢ちゃんは何かを知っているから私みたいな外部の人間に依頼をしたんでしょ？」
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『何を……』

「姥捨村跡地が猫ねこ又またの生産地だって？　だったらどうしたって言うのよ。猫又の生息域は広い。わざわざダムの水を抜いて確保するほどのものじゃない」

　私はビニールの上から、特に猫又の尾の繋つなぎ目に注目する。

　そう、繋ぎ目。

「猫の死し骸がいの尾を増やす方法なんて簡単でしょ。別の猫から取ってきたものを縫いつければ良い。少なくとも、一つ目小僧を作るのよりはずっと簡単よね。こんなの大昔なら珍しくないビジネスよ。妖よう怪かいの薬の偽造業。……お嬢じようちゃんはどこまで掴つかんでいたのかな？」

　系統的には類感ってヤツかな。猫ねこ又まただけじゃないみたい。ミイラになっているからちょっと種族が分かりにくいけど、よくよく観察してみると私も知ってる妖怪に見えるように、形を整えられているものが何種類かある。当然、外見だけじゃなくて『中』も組み直してあるんだろうけど。腐りやすい内臓を留とどめたままミイラにするのは大変だろうなぁ。

　この手の妖怪を素材に使った霊的薬品って、根底にカニバリズムがありそうでいまいち好きになれないんだよね。

　優れた生き物を食べて優れた体を手に入れる。長ちよう寿じゆの生き物を食べて長寿を得る。特殊な力を持つ生き物を食べて特殊な力を覚かく醒せいさせる。考え方は極めてシンプルなんだけど、それって美人になりたいから美人を食べましょうっていうのと少しも変わってない。

　世の中はそんなに甘くないよ。

　魚を食べたからって海の中で生きていける訳じゃないんだからさ。

　人間と同じように泣いたり笑ったりするすねこすりみたいなのを、そういう考えで食べてしまおうって連中の的外まとれっぷりと、その的外れな考えを正々堂々と貫こうとする行動力には少々ゾッとする。

　ま、そういう連中に対処するのは私じゃなくて正規の百ひやつ鬼き夜や行こうのはずだけどね。

『……姥うば捨すて村むらがダムに沈む前は、そうしたビジネスの拠点として機能していた、らしいという報告だけです』

　百鬼夜行の祝はふりちゃんは、やや淀よどむような調子で答える。

『竜の鱗うろこ、猫又のミイラ、鬼の角……全国で裏取引されている霊的薬品の売買に深く関かかわっていたとか。姥捨村自体の産業基盤と金の流れに明らかな差異がある事から、疑惑はほぼ確定だったようなのですが』

「村がダムに沈められたのは？」

『百鬼夜行ではありません。ですが、そうした活動を好ましくないと思う勢力があったのは事実でしょう』

「高い金払ってニセモンの薬を渡されたらね。まして、そうした薬を欲しがる連中は自分の命に貪欲だ。恨うらみは実際の金銭的損失以上に膨ふくれ上がるかな」

『……果たして、そうなのでしょうか』

「んん？」

『姥捨村で製造されたと思おぼしき霊的薬品の服用報告はいくつか上がっています。大半は効果なしとの事でしたが、一部では妖怪絡がらみの霊的病状に効き目があったという報告も上がっているのです』

「プラシーボ効果ではなくて？」

『妖よう怪かいからの攻撃がそんなに甘いものではないのは、あなたも実地で理解しているのでは？』

　……だろうね。

　思い込みで妖怪の攻撃を凌しのげるなら、そもそも百ひやつ鬼き夜や行こうなんて組織も必要ないだろうし。

『もしかすると、逆なのかもしれません』

「霊的薬品を使った連中のほとんどは『自分は妖怪の被害に遭っている』と思い込んでいただけ。だから霊的薬品を呑のんでも効果はなかった、と？」

『効き目があったという少数の報告をした者だけが、本物の霊的病状を患わずらっていた。そもそも妖怪絡がらみの霊的病状がそれほど多く発生するとも思えませんし』

「その辺の成金風ふ情ぜいに、真偽を確かめる術すべなんかない」

　高価な美術品の取引で騙だまされるようなものかな。あるいは、下へ手たくそな予言や占いに振り回される連中か。

　偏見かもしれないけど、成金ってのはどうもその辺を『自分にとって都合の良いように』事実を修正したがる癖くせがあるように思える。

　単にツキがなかっただけとか、金を稼ぐ過程で人から恨うらみを買った事実を忘れているとか、そういうもんを得体のしれない妖怪のせいって事にしたがっても不思議じゃない。

　自分に対しては神経質なのに、他人に対しては図太いからねえ。

　成金って。

　ま、だからと言って古くからの金持ちに慈悲深い騎士道精神なんてものを期待するほど夢を見ている訳でもないけど。

「……ただ、繋つなぎ目のあるこのミイラがモノホンの猫ねこ又またには到底思えないんだけどねえ」

『そちらの方が問題です。明らかに偽物。複数の動物を組み合わせたただの干物に、妖怪の部品と同等の霊的薬品効果を付加させる、何かしらの技術が存在する。だとすると、敵性分子の脅きよう威いは単なる「パッケージ」製造業者の域を越えます』

「霊的薬品を実戦投入してくる可能性があるって事？」

　具体的な効果までは知らないが、摂理や法則を直接曲げるようなものだったら最悪だ。例えば周囲一帯にばら撒まくだけで、あらゆる弾丸が自動的に自分を避よけてくれるとか、指を鳴らすだけで標的の脳を破壊するフィールドを作るとかね。

　商品……つまりミイラが複数ある場合、その種類だけ様々な効果を操あやつる事もできるようになる訳だし。

「だとすりゃお嬢じようちゃんトコの五本指……何だっけ？　病魔使うヤツより厄やつ介かいかもしれないね。カードゲームみたいに大量の札を操る陰おん陽みよう師じって感じ？」

　ま、実際の陰陽師はそんな札一枚で何でもかんでもできた訳じゃないんだけど。方違えとか、結構地味だよ、あいつらのやってた事って。

　でも、そういう地味さ退屈さを見せないのが権威を保つポイント。『何でもできます』って雰ふん囲い気きを作るっていうかさ。そこらへんをごまかしきれなくなってきたから衰退しちゃったんだよね、あの商売。

　ところが、この霊的薬品……のエミュレーターとでも呼ぶべきかな？　とにかくこいつには、そういった『素人しろうとさんの思い描えがく便利なイメージ』を実現するほどのでたらめな力が宿っているかもしれないのだ。

　……脅きよう威いのレベルで言ったら、現実のシビアな戦闘にアメコミのスーパーヒーローが乱入してくるようなものかな。

『単品の効力の高さだけで考えれば五本指の方が上でしょうが、霊的薬品に加工したものは完全な道具。そこに才能や資質は関係ありません。オカルトに物量を持ち込める、というのはとてつもない価値が見み出いだせるでしょう』

　何より、と少女は付け足し、

『実際の妖よう怪かいを使うとコストが高過ぎますし、そもそも妖怪を効率良く殺害する方法を探す事すら困難です。基本的に人の手で妖怪を殺すのは不可能ですから。ですが、動物の死し骸がいの組み合わせだけで全く同じ効果が得られるなら、コスト的にも技術的にもハードルは大きく下がります』

　……それは確かに。

　剣けんや銃じゆうの感覚で、完全に副作用なしで霊的病状を自在に操あやつれるなんていう風になったら、まさしく地獄的だ。さらにそれだけの力を才さい子し佳か人じんが組織的に扱ってくる危険性まで考えると、今の形けい骸がい化した百ひやつ鬼き夜や行こうじゃ危あやういかもしれない。

　お嬢じようちゃんの護衛だって、普通の鉛弾に頼っているような連中だし。組織を大きくするためとはいえ、本来の役目から離れて人間の敵を作り過ぎなんだよね、百鬼夜行。

　霊的薬品の攻撃的使用を前提とした大規模な超常部隊。

　そんなもの相手に、今の百鬼夜行で太た刀ち打うちできるのかな？

「……しかし、そこまでスゴい事考える連中って割には、これまでボコッてきた才子佳人の兵隊にそれほど強烈な個性は感じられなかったんだけど」

『敵性分子の計画は試用段階で、まだ量産体制までは整っていないのかもしれません』

「仮定の話じゃ戦略の根拠にはできないね」

　出し惜おしみしている大規模な戦力があるかもしれないし、そもそも私達の予測が間違っているのかもしれない。

　まぁ、才子佳人の『計画』がまだ途中段階だっていうのは概おおむね賛成だけどね。すでに完了しているとしたら、姥うば捨すて村むら跡地でコソコソ作業を行う理由がない。おそらく、姥捨村にあったノウハウを掘り返すのに手間取っているはずだ。

　ここにあるのは、半端な、断片的資料を基に作り出した試用バージョンって感じかな。

「何にしても、これまでの調子でやろうとすると痛い目を見そうだね」

『今までがふざけ過ぎなのです』

「真ま面じ目めな顔してやるようなお仕事じゃないんだもん」

『それがふざけていると言っているのです』
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　猫ねこ又またのミイラ（？）については触れなかった。どんな効果が付加されているか分からないので、下へ手たに持ち帰って呪のろわれるのはごめんなのだ。手持ちの調査ツールで何かできるような域も越えていたし。

　ただ何もしないで帰るのも何なので、霊的薬品の試用バージョンを収めてあったトランクルームはとりあえず燃やしておいた。

　才さい子し佳か人じんの車は何台か停めてあったので、ガソリンには事欠かなかったし。

　ダサいペンションに帰ってくると、例によってすねこすりが話しかけてくる。

「あ、あ、あのう。白しら木き戸ど市で大きな火事があったってニュースが流れているんですが」

「うん疲れた」

「……今回も疲れちゃったんですか……」

「ちょー疲れたー」

　怯おびえる犬型妖よう怪かいを掴つかんで洗面器風呂に入れてやると、ささくれ立った気分も少しすっきりしてきた。

「あれ？　何な故ぜ私はお風呂に入れられたのでしょう……？」

　首を傾かしげるすねこすりを無視して、私はベッドに飛び込む。

　趣味だよ趣味。

「そろそろクライマックスだねえ」

　才子佳人の倉庫も燃やしたし。売り物にならない試用バージョンをあれだけ残していたのは、おそらく霊的薬品……のエミュレーターの開発資料にしようとしていたためだ。陶芸職人が失敗作を叩たたき割るのと同じ。あれは癇かん癪しやく起こして暴れているんじゃなくて、熱の通り方を調べるために作品を割って断面を観察する必要があるって事なのだよ。

　一流の作り手は、成功作だけを量産するんじゃない。

　製作の過程でどうしても生まれてしまう失敗作をいかに有用に扱えるかどうかで、成長の伸びが大きく変わる。

　トランクルーム全体に収められていた霊的薬品……動物の死し骸がいを組み合わせたミイラの数は、およそ四〇〇から五〇〇ってところ。

　その失敗作を薄く切り取って顕微鏡で観察したり、試薬で反応を確かめながら、理想的な霊的薬品を作るにはどういう手法を取れば良いのか、微調整を積み重ねていこうとしていたんだと思う。

　それがボーボー燃やされたっていうんだから、才さい子し佳か人じんも心穏やかではいられないはず。

　必ずどこかでボロを出す。

　具体的なミイラの加工場と、金銭的なバックアップを行っている金づるだけは見つけておかないとね。とても事件解決なんて言えない。

「でも、大丈夫なんですかね」

「何がよ」

「相手を怒らせてボロを出させるやり方って、それだけ禍か恨こんを生み出してしまうって事なんじゃあ……？　作戦を進めるごとに、あなたの身がどんどん危険にさらされるような気がするんですが」

「抱っこして良い？」

「何な故ぜですか唐とう突とつに!!」

「本気で可愛かわいらしいから。しかし結論を言わせてもらえば、それはとっくに通過している問題よ」

「通過ですか？」

「対立構造生んで潰つぶし合いをしている時点で、穏おん便びんに仲良くなんてできるはずないの。恨うらまれる恨まれないなんて問題は、依頼を受けるか受けないかの段階で悩むもの。依頼を受けて敵対行動を取るって段階になったらもうグジグジ考えるようなものじゃないね」

「それでやっていけるんですか」

「できているから今まで生き残ってる」

　私は適当に呟つぶやく。

　というか、こっちが何を思ったって対立している人間が躊ちゆう躇ちよする訳がない。決闘状を叩たたきつけてこれからあなたの顔を思いっきり殴なぐりますと宣言してから怒られるのが怖いと怯おびえるのは、何か間違っているのだ。

「禍恨を引きずらない一番手っ取り早い方法は、完かん膚ぷなきまで相手を叩き潰つぶす事。一度やると決めたらためらわない。ブレーキを踏ふんだ分だけリスクが増す。幅跳びや高跳びと同じで、踏み込みが大事なのよん」

「それが『死し出での竜たつ姫ひめ』の鉄則って事ですか？」

「そりゃ私じゃなくて式神の名前ね」

　とりあえずそこんところを訂正しておきながら、

「あと、そいつを現場に持ち込む事があるようならもうおしまいよ。一〇割負けてる」

「？」
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　終わりは結構あっさりやってきた。

　トランクルーム放火から一二時間後。ひとまず電話やメールの盗聴で調査を続けていた私の耳に、簡素なニュースが届く。

　すねこすりが眺ながめていたテレビからだ。

　ローカル局だからか、事件の規模の大きさからか、それまでの番組を中断していきなり臨時の生放送が始まった。

　内容は白しら木き戸ど市近郊の山中から、七人分の遺体の一部分が発見されたという事。野の良ら犬が掘り返しているのを近隣住民が発見して通報したらしい。一部分というのはもちろん分解されていたからだ。

　今は遺体の運び出しの最中で、司法解剖はこれからのようだが、どうも関節などの解剖学的な都合を無視して、一度鈍どん器きで骨を砕くだいてから包丁などの鋭えい利りな刃物で切り取った可能性が濃厚らしい。……当然、刑事はこんな早い段階で詳細をしゃべらないだろうから、マスコミの誰かが現場封鎖用のブルーシートの隙すき間まから撮って分析したかな？　最近の超望遠は進歩したからね。『現場の人員』を制服警官が整理するだけじゃどうにもならんのだよ。

「雑な仕事だねえ」

「え？　え？　どういう事です？」

「才さい子し佳か人じんのメールの文面の中に、違約金を払うか逃走ルートを探すか協議するものがいくつもある。具体的なルートが見つかる前にパッタリやり取りが消えてる。バラバラ死体の材料は、おそらく霊的薬品……つーか動物のミイラを作ってた実質的な研究者グループだろうね」

　もちろん、死んだふり作戦のためにダミーの死体を用意した可能性も考こう慮りよしなくちゃいけないけど……多分ないね。そういう工作こそ、秘密の作戦会議が必要なものだし。

「でも、一体誰が……あっ、まさかまたあなたが!?」

「私ずっとここにいたっしょ。多分才子佳人のスポンサーじゃないかな。骨を砕いて切り取りやすくするとか、動物の中も外も正確に切り貼りしてミイラを作っていた才子佳人っぽくないから組織内の仲間割れって感じじゃなさそうだし。戦力の毛色がまるで違うよ」

「スポンサーって、霊的薬品の？」

「商品作っているのにお客さんがいないなんてありえないでしょ。多分、結構な額の前金を払ってる。でもってトランクルームが灰になったものだから、予定の期間に予定の開発を完了できる見込みがなくなった……とスポンサーに判断された」

「で、お金が戻ってこないと分かったから、怒ったスポンサーが……？」

「あるいは、落ち目の組織に引きずられないように、きちんとトカゲのしっぽを切ったか」

　思わず笑いが込み上げる。

　都合が良過ぎて、逆に罠わなかと疑ってしまう状況だ。

「何にしても雑だねえ。総合評価が雑。野の良ら犬が掘り返したって！　そもそも白しら木き戸ど市に埋うめているとかさ、明らかに慣れてない。骨までみっちり砕くだいてお魚用の肉団子製造、牛の骨まで土に還かえす生ごみの業務用好気性細菌分解設備、斎さい場じようなど人間大の肉や骨を焼いても怪しまれない施設の利用。死体の捨て方知っている連中なら、現場近くに埋めるとかありえないのにね」

「っていうかこれも間接的原因はあなたにあるんじゃ!?」

「元から全員叩たたき潰つぶすつもりだったんですけど？」

「こ、これからどうするんです？」

「依頼通りに。一応才さい子し佳か人じんの残党の行方ゆくえも調査もするけど、多分どっか別の場所に埋まっているんでしょうね。他にスポンサーの方も調べて排除。これだけ杜ず撰さんな仕事をしているなら、いくつかの痕こん跡せきは残っているだろうし、追うのは難しくない」

　警察無線を傍ぼう受じゆしてみると、早くもいくつかの物的証拠が現場から出てきているらしい。死体を切断するのに使われたと思おぼしき刃物の販売ルートの調査、タイヤのわだちから車種やメーカーの調査、そうしたヒントがボロボロ出てきている。

「スポンサーさんも相当焦あせっているだろうね。これぐらいは傍受しているだろうし」

「何してるんです？」

「そのスポンサーさんとアクセスしたいなーと思ってね」

「連絡先なんて分からないでしょう」

「でもスポンサーさんは才子佳人を皆殺しにした上、加工を施ほどこして山に捨てた。衣服や持ち物も一通り没収しているはず。製造業者が持っていた携帯電話やパソコンに片っ端からメールを送りつければコンタクトが取れるかもね」

　電子機器自体は捨てていても、サーバーに残されている被害者が使っていたアドレスなどを監視している可能性はある。殺しそびれたヤツが残っていないか確認するために。

　だからそれを利用させてもらう。

　もちろんこちらのアドレスが辿たどられないように小細工を施した上でやるけど。

　私と『誰かさん』は、死んだ才子佳人のアドレスにメールを送って情報のやり取りを行う訳だ。互いにそこからは踏ふみ込めない。

　向こうからすれば、こっちが個人なのか組織なのかも分かっていないはず。可能な限り情報を隠し、せいぜい疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってもらうとしましょう。

「連絡を取ってどうするんですか」

「デコイの依頼で売り込むのよ。警察の手が届きそうになっているけど、私の手で何とか処理できそうです。さてどうしますよって」

「……疑われませんかね？」

「疑われるよ。それが狙ねらいだし。相手は私が罠わなを張っていると思い込み、返り討ちにしようとする。私はさらにその上を行って一いち網もう打だ尽じんにする。それで事件終了」

「で、でも、罠だとバレた時点で相手は逃げてしまうのでは？　そもそも相手は今、逃げて逃げて逃げまくって安心を得ようとしているはずです。危険な賭かけには出ないと思いますけど」

「いいや」

　私は即答した。

「才さい子し佳か人じんに何が起こっていたかはスポンサーさんも知ってる。特にミイラの放火のくだりはね。そいつが才子佳人からスポンサーさんの方へ喰くらいついてきたんだ。安心を求める連中なら、絶対に放置できない。私を殺して安心を得ようとするはずね」

　才子佳人のアドレスへ片っ端からメールを送る。

　正体不明の誰かさんから返信があったのは三〇分後。

　まー悩んだ方だね。

　ただし具体的な戦略を考えるほどの時間じゃない。ただパニクッて、これが罠かどうか、罠だったらどうするかを悩み抜いていただけ。せいぜい、怪しまれない内に返事をしなきゃ、後の事は待ち合わせまでの時間で考えなきゃ、その程度の余裕しか残っていない。

「こりゃ楽勝だね。すねこすりはどうする？」

「行きません。絶対嫌いやです」

「言うと思った」

　犬型妖よう怪かいの首根っこを笑え顔がおで掴つかみ、私はダサいペンションを出る。
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　待ち合わせは姥うば捨すて村むら跡地。

　正確には今までそれを水没させていた、ダムの跡地だ。

　水力発電用タービンなど、金になる部品は一通り取り外されているものの、山から山へ大きく塞ふさぐような巨大コンクリート構造物はそのまま残されている。地方の財政は火の車だから、一〇年単位でわざわざ解体作業を行うつもりはないのかな。少なくとも『国策なんだから国が責任を持って』なんて言っている内は絶対になくならないでしょ。

　内部は巨大な迷路。

　元から『決められた場所に決められた設備を詰め込む』事だけを追求しているため、通路は設備の隙すき間まを縫うように曲がりくねっているし、対テロ構造などを考えて、さらに不必要なまでに見取り図は複雑化している。

　おまけに、コンクリートの塊であるダムに窓なんてない。

　廃棄されて電気も通っていない以上、中は年中無休で真っ暗くら闇やみ。

　とはいえ、ここで懐中電灯を持ち出すのは愚ぐの骨こつ頂ちよう。自分の位置を知らせる光源なんて持ち出せば集中砲ほう火かを浴びるのがオチね。

　夜目に頼る、なんて戦国時代の忍者みたいな真ま似ねをするのもごめん被こうむる。

　ここは素直にテクノロジーに頼るのがベターである。暗視装置。いちいち説明するまでもない一品だけど、別にネットオークションで馬ば鹿か高い値段を張らなくたって手に入る。

　今時のデジカメやビデオカメラにだって光量補正機能ぐらいついている。機材のファームウェアをいじる知識があれば、光量の増幅域を書き換えて暗視装置に似た機能をつけられる。液晶画面は光を放つのでバックライトを潰つぶし、ファインダーから直接覗のぞく必要があったりする訳だけど……少なくとも、小細工を施ほどこすぐらいの価値はある。

　一万五〇〇〇円の特価品を首から下げた私の足元では、すねこすりがビクビクしている。

「あ、あの、私はどうすれば？」

「協力して」

「戦う力なんてありませんよ！　致命誘発体とかじゃないんですからね！」

「妖よう怪かいは並の方法じゃ死なないんでしょ。いざとなったら鉛弾の盾になって」

「全体的に救いがない!!」

　そんな事を言い合いながら、私達はダムの中を歩く。

　しばらく進むと、嫌いやな違和感があった。

　音？　いや空気の流れか。厳密には呼吸だね。どっかの誰かが暗くら闇やみの向こうで息を潜ひそめている。しかしいきなり奇襲を仕掛けてくるって訳でもなさそう。

「……撃うっても当たらない位置をキープしているって事ぐらいは理解しているみたいね」

　機材の陰に隠れているからね。

　私の声に応じてか、前方から強烈な光が照らされる。……軍用のＬＥＤライトか。照明器具というよりほとんど目め潰つぶし機械といったタイプ。おかげで光の向こうにいる人影の詳しよう細さいはちっとも分からない。

　まぁ知る必要もないけど。

　私の仕事は真犯人の名前を華か麗れいに言い当てる事ではなくて、今現在起きている事態を迅じん速そくに終息させる事だ。そのために名前が必要なら徹底的に調べ上げるが、その必要がない事も多い。元凶となる人物を始末すれば問題が解決するからだ。

　暗闇の向こう、ライトの持ち手が言う。

「お前を知っているぞ」

「私はアンタの名前も知らない」

「百ひやつ鬼き夜や行こうの『死し出での竜たつ姫ひめ』だ。間違いない」

「そりゃ私じゃなくて式神の名前ね」

　あと百鬼夜行じゃないし。ここんとこ、お嬢じようちゃんに肩入れしているのは認めるけどさ。自信満々に間違えないように。

　とはいえ、今度は私の番かな。

「随ずい分ぶんと派手にやったみたいだね」

「……正直、失敗した」

　スポンサーさんは苦いものを混ぜながら言う。

　呼吸がおかしいな。こいつ……派手に出血したか？

「早まった。もう少し待ってみるべきだった。敵に回した形で成果を確認するとはな。協力関係を続けていれば、あれは我々の手に収まるはずだったのに」

「霊的薬品のエミュレーター……切り貼りした動物のミイラが？」

「成功の道筋ができていなければ、私達もあそこまで消しよう耗もうさせられる事はなかった」

　ふうん。

　当たり前の火力と、霊的薬品の激突か。試用段階で数を揃そろえられなかったのが、このスポンサーさんにとっての救いだったのかな。

　いや、そもそもオチは自滅だったのかも。

　摂理や法則を直接曲げて戦域を支配する霊的薬品が戦場に持ち込まれていたら、兵隊の数なんて関係ない。おそらく試用段階の霊的薬品はスペック通りに機能しなかった。そうでもないとこいつらが生き残れる道理がない。

「死体の処分が杜ず撰さんだったのも？」

「手間をかけるだけの労力も時間もなかった。見つかったのがあれだけで済んだのはむしろ幸運だ」

「おかげで私も仕事にありつける訳ね。警察の捜査をかく乱させるか、海外への逃亡の手引きか、身元を完全に作り変えるか。ま、お好きなコースを選んでよ」

「どうせ罠わなだろう」

「罠と知ってて飛び込んできてくれたんだ」

「ここで逃すと、逆にこちらから接触の機会を設もうけなくてはならなくなる。だからここで速すみやかに殺させてもらうよ」

　ザザッ!!　という小さなノイズ音が聞こえる。

　無線で合図か。

「こんな分厚いダムの中じゃ、電波なんて届かないんじゃない？」

「そんな馬ば鹿かな話があるか」

「届いていたとして、応じる人間がいないんじゃ仕方がない」

　バン、と私は近くの壁を適当に叩たたいた。

　より正確には、作業員のために壁際へ並べられている、縦長のロッカー群だ。それは軽い衝撃を受けて簡単に開く。何か重たいものがゴトリと転がり出る。

　誰かの喉のどが干上がる音を聞いたような錯覚がした。

　……黒幕さんよりすねこすりの方が驚いている気がするんだけど、ここに踏ふみ込む前、不自然にお散歩してくるなんて言った時点で気づこうね。

　さて、畳み掛けるとしますか。

「これが切り札だっていうなら、そりゃ才さい子し佳か人じんと相討ちになるわ。裏道を歩くにしては、圧倒的に弱過ぎる」

「まさか……」

「死体がこれ一個だとは思わないように。つーかね、誰がこのダムに来るのは初めてなんて言った？　普通、待ち合わせを指定されたら事前に地じ均ならししておくものでしょ。まぁ、それが何時間前からやるものなのかは個人によってまちまちですけど？」

「くく。文句は言いっこなしか」

「そっちも事前に兵隊隠しておいた訳だしね」

「だがおかげで手間が省はぶけたよ。お前は、私がこれから部下に命じようとしていた事を事前に済ませておいてくれた訳だ」

「？」

「『死し出での竜たつ姫ひめ』。その実力を確かめるために死んでくれと命じるつもりだったのだ」

「……そりゃ悪趣味な。あとそれ、私じゃなくて式神の名前ね」

「ここまでの手際。悲鳴も銃声もなし。いくら何でも刃物やロープだけで済ませたという話でもあるまい。そこには明確な超常が関かかわっている。お前を『死出の竜姫』と呼ばせるほどの何かが」

「だからそれは式神の……まぁ良いか。結論は？」

「お前は銃じゆうに頼る人間じゃない。事が起きれば、真っ先に超常に頼る人間だ」

「ま、私が銃を握ったら、その時点で八割負けているからね」

「だろうさ。お前の操あやつる超常は、『死出の竜姫』は、明らかに銃器よりも強い。にも拘かかわらず銃器に頼るようになったという事は、もっと便利な『死出の竜姫』が使えない状況に陥おちいった事を意味するのだろうから。そして、それが分かっただけでも僥ぎよう倖こうだ」

「何が？　私の力の詳細を何一つ掴つかんでいないのに？」

「掴む必要はない。お前が、『死出の竜姫』という超常を使っている事さえ分かれば私の勝ちなんだよ」

　リィン、という鈴のような硬い音が聞こえた。

　ＬＥＤライトの強烈な光のせいで相手が見えないが、何か道具を取り出したのか？

「言っただろう。私達は才子佳人を粉ふん砕さいした。あいつらは、エミュレーターの製造をある程度実現していたと」

「……霊的薬品でも使う気かな。なら事前に撒まいておけば良かったのに。効果の発揮が始まる前に仕留められるって思わなかった？」

「違うね」

　人影は笑っているようだった。

「今でこそ研究が進み、動物の死し骸がいを切り貼りしたエミュレーターでも有効な効力を得られるようになった。だが霊的薬品製造の初期段階では一体どんな事が行われていたと思う？」

「……テメェ……」

「実際に妖よう怪かいをバラバラにして、その効果がどれほどかを試す事さ。本物を知らなければ模造品は作れない訳だしな。つまり、分かるかね？　つまり、姥うば捨すて村むらの連中は霊的薬品の他に、つまり、つまりだ。とある有用な技術を確立していた」

　とっさに足元のすねこすりを、かかとを使って真後ろへ蹴け飛とばす。

　直後だった。




「つまり、妖怪を完全確実に殺害する技術さ」




　ドン!!!!!!　という太たい鼓こを思い切り叩たたくような轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　それだけだった。

　やはり、懐中電灯の強烈な光のせいで、具体的に何が起こったのかは理解できなかった。

　だが、私のホットパンツのポケット辺りから嫌いやな感触が伝わってくる。中身を取り出して、舌打ちした。木札で作った人形が粉々になっている。

　こいつ……。

「媒ばい体たいを破壊したのではない。『死し出での竜たつ姫ひめ』の破損が媒体の方にまで伝でん播ぱしたに過ぎない。つまり、お前は『死出の竜姫』を扱う事はできない。お前を特別にしている力は完全に失われた」

「……、」

「それにしても、竜りゆう宮ぐう城じようの乙おと姫ひめをここまで歪ゆがめるか。『心地良く海底へ沈める者』の一点に特化し、主に溺でき死しの形で襲わせる。木札は浦うら島しまかな？　それを使って悪意なき姫を好みの場所で釣つり上げるという訳だ」

　どうやら本当に式神は破損したようだ。そうでなかったとしても、呼び出すための媒体を失ったのならどのみち同じ事。餌えさもなしに魚は釣れない。魚は水面から出てきてくれない。戦場に『死出の竜姫』を誘い出すのは不可能だ。

　ちくしょう。

　ここに来て、ここに来てここに来てここに来て!!

　死ぬほど面倒臭くさい問題を持ち出してくるなんて!!

「そろそろ良いかね」

　こちらの切り札を完全に奪ったという確信があるせいか、人影は無造作に通路を歩いて接近してくる。私が遮しや蔽へい物にしている機材を回り込んでくる。

「お前はただの人間に戻った。ありふれた弾丸で死にたまえ」




　銃じゆう声せいの炸さく裂れつに、躊ちゆう躇ちよはなかった。
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　私は『死し出での竜たつ姫ひめ』と呼ばれる事が多い。

　式神の名前だっていうのに、何度訂正してもなかなか直らない。

　力の象徴だし、派手派手な異い名みようだから人の口から口へ伝わりやすいのは認めるけどね。

　私の名。体を示す記号。

　失っては困るもの。私という存在を明確に支えるもの。この裏街道で、生きていくために必要な力を与えてくれるもの。その骨こつ子し。

　ただし、




「……痛ったいな」




「ッ!?」

　突然聞こえた私の声に、スポンサーさんはさぞかし驚いたようだ。何か勘違いしたままだし、勘違いしたままとどめを刺してやっても良いんだけど、それはやめた。もっと恐怖を与える。『死出の竜姫』を潰つぶされたお礼だ。面倒臭くさい仕事を増やされれば誰だってイライラする。

「いやいや、鉛弾を喰くらった痛みじゃない。真横に思いっきり飛んだ時に、足にちょっと無理をかけた痛み。やっぱり準備運動って大事だね。痛感。まさしく痛感したよ」

「な、んだ……？」

「駄だ目め駄目。一度失敗した攻撃なんて、何度やっても同じ事。この距離で乱射したって当たるものじゃない」

「何だそれは!!　『死出の竜姫』は、お前を特別にしている力は確かに奪ったぞ!!」

　立て続けに銃声が炸裂する。

　だがそれだけだ。

　当たらない。当たる訳がない。この程度の修しゆ羅ら場ばもくぐれないで、裏街道なんて歩けるはずがない。百ひやつ鬼き夜や行こうから単独で仕事の依頼を受けられるはずがない。

　出会ったら死ぬ。

　それがこの私だよ。ホントに分かってるの？

「どうな、っている……？　『死し出での竜たつ姫ひめ』は、まだ健在なのか……!?」

　リィンという鈴のような硬い音が聞こえる。例の対妖よう怪かい用の武器か。だが私としては首を横に振らざるを得ない。この局面でまだ『死出の竜姫』に怯おびえているようなら、根本的な所から間違えている。あとそれ、無む暗やみやたらに乱射されるとすねこすりが危ないんだよ。

「違うね。『死出の竜姫』は残念ながら破損した。だから私がキレている」

「だったら!!　だったらお前はどうして……!?」

「式神は確かに有用ね。私の力の源みなもとになっている。だが扱い方が大きくズレてる。式神を操あやつって怪奇現象を引き起こそうとか、そういう目的であれを組み上げた訳じゃない」

　分かるかな？　と私は確認を取る。

　ライトの向こうで、人影が首を横に振ったような気がした。

「……そもそも百ひやつ鬼き夜や行こうは人の手で妖怪は制御できないという定説を覆くつがえすための組織。そこから依頼を受けている私も、思想的に彼らと踏ふみ違えない範囲の活動を行っている。平たく言えば、妖怪の恐怖を克こく服ふくするために活動しているのが私達よ」

「だから、だから!!　だからお前は『死出の竜姫』という力を得たのだろう!!」

「克服の方法はそれだけじゃない」

　私は右手の五本指を、握って開く。

「人の手でぶん殴なぐる。ぶん殴るだけで妖怪を倒すにはどのようなスペックが必要かを考える。人間としての体を徹底的に改造し、開発し、一から組み直す。それもまた、克服の方法でしょ？」
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　おや。常識の外に真実がこぼれ過ぎたせいで、何秒かスポンサーさんの思考が停止したかな。だがそんな事はどうでも良い。私は私の憂うさ晴らしを続行する。

「お前がさっき破損させた『死出の竜姫』は、モデルケースとして用意した。これを倒せるようになれば大抵の事態に対処できるだろうっていう、仮想敵のモデルケース。この『死出の竜姫』を参考にして、『死出の竜姫』を体一つで倒せるように徹底して自己を改造したのがこの私。ほら、たかが鉛弾で死ぬような人間じゃないのはお分かりでしょ？」

　だから私が銃じゆうに頼るようになったら八割負け、『死出の竜姫』を直接頼るようになったら一〇割負けると踏ふんで間違いない。何しろ、自分より明らかに弱い超常を振るうって事は、その時点で私自身のコンディションが絶望的になっているって教えているようなものなんだから。

「狂ってる……」

　人影は、ポツリと呟つぶやいた。

　どうやって、とか方法論に言及するのではなく、何な故ぜそうしたのかという動機の部分に喰くらいついてきた。

　これが最後の抵抗だっていうなら、ちょいとちっぽけ過ぎないかな。

「狂ってる!!　お前は確実に狂ってる!!　妖よう怪かいを克こく服ふくするために、妖怪以上の体を持つ？　それは、そんなものは、何の克服にもなってない！　お前自身が妖怪以上の怪物に切り替わっているってだけじゃあないか!!　闇やみのサイズが一回り大きくなっているだけだろう!!」

「だよ。人間だって立派な怪物。知らなかった？」

　首をコキコキ鳴らし、ちっぽけなライト片手に闇へと踏ふみ込んだ馬ば鹿か者に、私はゆっくりと近づいていく。

　スポンサーさんは今さら気づいたように後ろへ下がろうとしたが、もう遅い。

「……さて、と。私は『死し出での竜たつ姫ひめ』より強い。そういう風に設計したんだから絶対に強い。この化け物ちゃん相手に、アンタは一体何をどうしてくれますよ？」

　ここはもう闇の中。

　片足突っ込むどころじゃない。完全に呑のみ込まれているんだよ。
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「ご苦労様です」

　最さい新しん鋭えいの全ぜん翼よく機き型の旅客機内とは思えないほど、しっとりした雰ふん囲い気きに包まれた茶室。そんな中に、和服を着た一〇歳前後の少女の声が滑なめらかに流れていく。

「『スポンサー』の携帯電話やコンピュータから才さい子し佳か人じんの構成データが出てきました。全員が死亡しているのも確認済みと部下から報告を受けています。……解決までの過程に多大な疑問が残るものの、当初の目的は達せられました。結果によって過程を不問に付すものとします」

「そりゃどうも」

　もらえるものがもらえれば誰にでも頭を下げる私だけど、今回はちょっと高くついたなー。

　何しろ『死出の竜姫』がほぼ全壊だし。

　それにしてもねえ。事件解決に絶対必要な被害だっていうなら呑み込めたけど、あんなポッと出の野郎のご乱心で破損したっていうのが許せない。『まだ裏に誰かいるかも』なんて思って話しかけないで、とっとと皆殺しにしていれば良かった。

「受領を確認したら、次の依頼のご相談をさせていただいても？」

「ちょっと長いお休みが欲しいかな。形の崩れた『死出の竜姫』をどうにかして直したいし」

「あれは設計段階に必要な仮想敵なのでは？　すでに組み上げられたあなたに必要なものとは思えませんが」

「定期的なメンテナンスのためにも、骨こつ子しってのはキープしておきたいの。感覚だけでやるといつの間にかねじ曲がっている事も多いし」

「ならば構いません。火急の用でもありませんので。期限は二週間。それ以上かかるようであれば、依頼は他の方へ回させていただきます」

「ついでにすねこすり貸してくれない？」

「そちらも仮想敵なのですか？」

　百ひやつ鬼き夜や行こうのトップ様が小さく首を傾かしげた。……できる事ならこのお嬢じようちゃんも借りていきたいんだけどね。休暇は楽しいに越した事はないんだし。

「ところで」

　退出しようとした私に、お嬢ちゃんが改めて声をかけてくる。

「霊的薬品の製造業者……を処分したスポンサーでしたか。彼が持っていた、対妖よう怪かい用の武器についての情報が省はぶかれているのですが」

「ダムの中で暴れまくったからね。戦闘の過程で壊れた」

「……、」

　あらゆる妖怪を一撃で殺害する武器。

　致命誘発体の中でも特に危険なものと戦い続ける百鬼夜行にとっては、本来であれば喉のどから手が出るほど欲しいであろう一品。

　だが、

「そうですか。それなら結構です」

「あっさり退ひいたね」

「そちらこそ、あっさり壊しましたね」

　ちえ、お見通しか。というか、ダムの水を抜いて村の復元作業をする中で問題になっていた、『陽ひの下に出てはいけないモノ』ってそっちの事だよね？

　可愛かわいい可愛い天然ちゃんと思っていたけど、やっぱり成長していくのか。

　お姉さんはちょっと哀かなしい。

　私はそんな事を考えながら、今度こそ茶室から退出する。




　だって、ねえ。

　すねこすりみたいなのを含めてあらゆる妖怪を根絶するのが私達の目的じゃないし。

　下へ手たに保管しようとすると、根絶派の勢力と無用な争奪戦をする羽目になるもんね。
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　終わっていた。

　根本的に、絶対的なラインで。救いという文字がねえ。そもそも、これまでの流れでこの人が死にそうな予兆なんて一つもなかっただろ!!

「う、う……」

　吐はき気が込み上げる。眩暈めまいが生じるのは、極端に赤い色彩のためか。

　それでも前方に目は釘くぎづけになる。離せねえ。鉄が錆さびたような濃密な臭しゆう気きが、死体と同じ空間に自分がいる、繋つながりを持っちまっている事を嫌いやでも自覚させてきやがる。

　前方。

　雑ぞう巾きんのように捻ねじれた首。頭部の消えた女性の体。今も勢い良く鮮血を溢あふれ出させているその人物に、心当たりがあった。顔を潰つぶしたり溶かしたりした死体は本人とは限らない、なんて定説があるが、今回ばかりは当てはまらねえ。心当たりがあり過ぎる。

　奇き麗れいにマニキュアを施ほどこした一〇本指にも。

　滑なめらかな曲線を描えがく背中のラインにも。

　ゾッとするほど頭の中の記憶や思い出と合がつ致ちする。してしまう。力なく……いや、電極を差したカエルの足のように、出血に応じてピクピクと痙けい攣れんするその女性が、重なり合わさる。

　カラカラに渇かわいた俺の喉のどの奥から、声が絞しぼり出される。

「菱ひし神がみ……舞まい、さん……？」

　名前を呼んだのは、返事が欲しかったからかもしれねえ。

　口もねえのに、頭もねえのに。

　思わずその場にへたり込もうとして、自分の足元にまで噴き出した赤い色彩が届いている事に、今さらながら気づく。汚れる、と思った俺の足が何とか力を入れ直す。そして気づく。汚れる。死体から出たものだから。あれはもう菱神舞とは違うものだから。

　自覚、してしまった。

　直後に、麻ま痺ひしていた恐怖が一気に襲いかかってくる。

「お、あ、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　殺される。

　こんな所にいたら殺されちまう。そもそもこんなレベルの人間があっさり首を失うほどの事態だ。一高校生にどうにかできるとはとても思えねえ!!

　両手を振り回し、とにかく現場から飛び出す。

　自分でも何を叫さけんでいるか分からねえ。何でも良い。外へ。とにかく建物の外へ。俺は長い通路を走り続ける。

　しかし途中でその足が止まる。

　もつれる。

　ずらっと並ぶドアの一つ。半開きになったその向こうに、真っ赤な色彩が飛び散っていた。ちくしょう、ふざけやがって、ちくしょう!!　あれは叔お父じさんじゃねえか！　刑事だろ、国家権力の象徴だろ！　何で、何で両足をぶち切られた上、首を割れた窓枠に引っ掛けられているんだ!?

　自分と同じ血を引く親戚なら、あそこまで破損していても泣き叫さけんで駆かけ寄るのが正しいだろうか。しかし明確な恐怖を自覚した俺はもう駄だ目めだ。近づけない。あれは異常だ。両足からの出血で死んでいるんじゃねえ。窓枠に首を引っ掛けて窒ちつ息そくさせている。本来なら足にちょっと力を加えるだけで逃れられる罠わなを張って、徐々に苦しめて殺そうという思おも惑わくがありありと伝わってくる。

　推理好きの少女は厨ちゆう房ぼうのガス台の上に放り投げられていたし、惑まど歌かのヤツなんてマグロを釣つるための巨大な釣り針を使ってシャンデリアみてえに天井で揺ゆれていた。全体的に救いがない。犯人がどうのこうの言っている場合じゃねえ。形のある個人を追いかけて事態を収拾させるっていうビジョンが見えねえ。このホテル全体が、巨大な悪意や怨おん念ねんみたいな、見えない力で覆われているような風にしか感じられねえ。

　死ぬ。

　明確に死ぬ。

　荒い息が止まらねえ。具体的な策が練れねえ。次は自分。というか、もう俺しか残ってねえ。だったら一体誰がこれをやったんだ？　これから逃れる術すべなんてあるのかよ。そもそも。そもそもだ。




　何で？

　何でこんな事になっちまったんだ？




　　　　２（陣じん内ない 忍しのぶ）




　年季ぐらいしか取り柄えのねえかやぶき屋根の日本家屋。その縁側で棒アイスを食べている俺に、全体的にこぢんまりとした婆ばあちゃんが話しかけてきた。

「忍しのぶ、忍やー」

「何だよ婆ばあちゃん」

「野の良ら猫ねこだよ。ここで休んでいく分には構わないんだけどね。庭先でトイレ癖ぐせをつけられると困るんだよ。婆ちゃんが追い払おうとしても全然駄だ目めでね。忍、何とかしてくれんかね」

「……婆ちゃん。あれ、猫じゃなくて猫ねこ又まただよ。しっぽが二本ある。致命誘発体なんだから気をつけないと」

　猫の妖よう怪かいは主君の仇かたきを討ったりする話もあるからそれほど嫌いになれねえが、あれは美談だからなあ。思いっきり人を殺す力があるから注意しねえと。

　ビーチサンダルを履いて広い庭に出ると、カブトムシ満載の木陰で丸まっている猫又に恐る恐る近づいていく。

「猫又さん。ここで何してやがるよ？」

「見て分からんのかい。真夏の炎天下は堪こたえるんだよ。年中エアコンだらけの人間にゃ分からんだろうがね」

「部屋で涼ませてやっても良いが、庭をトイレにしないでくれ」

「レディがそんな事するはずないだろ。だが、そうだね。あたしは今、気分がささくれ立っている。水風呂に入れてくれるなら気分もリフレッシュして、人に危害を加える心配もなくなると思うんだがね」

「猫なのにお風呂好きなの？」

「あたしゃ猫又だよ」

　という訳で、とりあえず猫又を両手で抱かかえて風呂場へ直行。

「ボロ屋のくせに風呂場はハイテクなんだね」

「いつ文化財指定されるか分からねえから、早いトコ改築しちまおうって爺じいちゃんが張り切ったんだよ。おかげで水回りと冷暖房だけ妙みように進んでいるんだ」

　蛇じや口ぐちをひねって洗面器に水を注ぐが、ここで猫又さんからダメ出しが入った。

「ただ水を注ぐんじゃ冷た過ぎるよ。少し温水も混ぜておくれよ」

「贅ぜい沢たくな野郎だな」

「温水は入れ過ぎるんじゃないよ。ぬるま湯じゃ駄だ目めだ。あくまでサッパリしたいんだからね」

　はいはいもー、と適当に答えながら猫又を洗面器に入れてやる。しかし文句ばかり言う割には気持ち良さそうだな。喉のどがメチャクチャごろごろ鳴ってるぞ。

　その時だった。

　風呂場の戸の隙すき間まから、ぺったんこな雪女がこちらを観察している事に気づいた。温度管理の厳しい醸じよう造ぞう関連の設備には絶対近づかない、と父ちゃんに誓う事で居候いそうろうの権利をゲットしていたのだ（ちなみに母ちゃんは基本的に妖怪好き）。

「……ずるいです……」

「何がよ」

「……そんなポッと出の妖よう怪かいといきなり一いつ緒しよにお風呂に入るだなんて……。数々の手順を踏ふんで地盤を固めている私にはそんなチャンスは一向に訪れないのに……」

「やきもちかい。見苦しい上に見当違いだね」

「はぁ!?　いや、これ、当てはまるの？　ねえ、だって猫ねこだぜ!!」

「あたしゃ猫ねこ又まただよ。そいつと同じ致命誘発体ね」

　そういう同一カテゴリで扱えるとは到底思えねえんですけど!!　そして何な故ぜ着物の帯に手を掛けているのかな雪女ちゃん！　張り合う相手が明らかに間違っている!!　お前は洗面器に尻しりでもはめ込むつもりなのか!?

　そして他人の不幸の匂においを嗅かぎつけたのか、グラマラスな座ざ敷しき童わらしがやってきた。そのニヤニヤ笑いから何を願っているかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。つくづくこいつは座敷童としてどうなんだと思わなくもねえが、今はそれどころじゃねえ。

「ちょっと座敷童！　そこの雪女を羽交い絞じめにしろ！」

「ずるいずるーい☆」

「何でテメェまで浴衣ゆかたの帯に手を掛けてんだよ!!　一発ネタのために裸を持ち出すんじゃねえ！　ナイスバディだと笑いにならねえし!!」

[image: ]




　　　　３（菱ひし神がみ 舞まい）




　田舎いなかも田舎で妖よう怪かいとか面倒臭くさいけど、都会も都会で文句なしとは言えないんだよね。こんなに人が多くて、人が住みやすいように土地を徹底的に改造しているはずなのに、何で排ガスだの化学物質だの体に悪いもので溢あふれ返っているのよ。自分で自分の寿じゆ命みようを削けずって楽しんでいるようにしか思えない。

　チェーン展開されている喫茶店に私が入ると、奥の方の席でシケた面つら構がまえの刑事さんが片手を上げた。あれで仕事中って言うんだから公務員はやっぱり気楽だね。

　……ま、猟りよう銃じゆうでバンバン撃うたれたらしい傷がまだ痛むのか、どこかぎこちないけど。

　でも『私達』の基準で言えばそんなもの怪け我がの内にも入らないし、国民の税金で負傷手当が出るって言うんだからやーっぱり気楽って言葉が似合うんじゃない？

「なに飲んでるの？」

「何でも良いだろ。というか、お前、何だその格かつ好こう。タンクトップにホットパンツって……歳としとか考えないのか。なんていうかすごく馬ば鹿かっぽいぞ。一芸入試でうっかり合格しちゃった後に講義についていけなくなって行き場を失った大学生みたい」

「ホントに馬鹿が着ているなら救いはないけど、馬鹿じゃなければ良い迷彩になるものなの」

「そうかい。で、話ってのは？　早く終わらせよう」

「何よーちょっと苦労話ぐらい聞いておくれよー。ここんとこ面倒臭い連中に睨にらまれてて面白くないし。おっ、そーだ。アンタからも言ってやってくれない？」

「お前の場合は自業自得だ。お前みたいなのを逮捕できない俺にも問題はあるが。警察って制度も穴があり過ぎだよな。で、睨まれてるってのは？　公安とかか？」

「ＭＩ６でしょー、ＣＩＡでしょー、あとユーロセキュアフォース」

「明らかに日本警察の力が及ぶ範はん疇ちゆうじゃない!!　一体何しやがったんだ!!　あっ、待っ、いや……!!」

「聞きたい？　聞きたーい？　いやー欧おう州しゆうでサキュバスの使役式が確立されたなんて言うからちょっと覗のぞき見してきたんだけどさー。何が使し役えき式だよ馬鹿野郎って出来だったのよー。むしろサキュバスの方が接続している高官達を操あやつっ」

「やめろ!!　頼むからやめてくれっ！　俺は聞いてはいけない話を聞いた哀あわれな被害者になるつもりはないんだ!!」

　何だよもー。

　ここからが面白いところなのにね。

「どうしてお前達姉妹は常識の枠を簡単に壊したがるんだ……」

「おや？　私はともかく妹の方はまともじゃない？」

「……不可解な殺人事件の現場にことごとく出現するような未成年のどの辺が？　おかげで生活安全部からお小こ言ごとが殺到中。子供に変なもん見せないで、自力で事件を解決しろってな。……どこをどう話が回っているのか、機動隊とかからもクレームが来るんだぞ」

「もうさっさと結婚しちゃえば良いのに」

「前後の文脈を考えないか!?　そもそも日本の法律分かってんのかお前！」

「そうそう、その妹からなんだけどね」

「だから文脈を……」

「今から一週間ほど有給休暇を取れだって」

「何でだよ!?　隅から隅まで展開が理解できないんですが！」

　まーそうだろうね。今回ばかりは流石さすがに無茶ぶり過ぎるから、あの妹は私を使って伝言を残しているんだろうし。

「ここにチケットがある。私のと、アンタのと、妹の。全部で三枚。インテリビレッジ風化村のホテルの無料宿泊券ね。今からアンタはそこに向かう。分かったかな？」

「……多くは語らんが、無視した場合はどうなる？」

「ちょっとこの濡ぬれタオルで気を失ってもらって、私の持ってる旅行鞄かばんに詰め込まれる羽目になるかな。その場合は有給休暇にならないから、アンタの机はなくなるかもね」
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　風呂場で一ひと悶もん着ちやくあった後。

　ほうほうのていで自室に戻ってみると、冷房をガンガンに効かせた部屋の中に何な故ぜか布団が敷いてあって、座ざ敷しき童わらしが寝転がっていた。

「……何してやがる？」

「ずるいと思わない？」

　座敷童は完全に平熱といった顔でこちらを見る。

「忍しのぶは先日風か邪ぜを引いた。それはそれは丁寧に看病してもらっていたね。主にこの私に。ずるい。とてもずるい。忍が優遇された分だけ私も優遇されなければ不公平とは思わない？」

「……でもお前、なんか嬉き々きとして濡れタオルとか絞しぼってなかったっけ？　だからご好意に甘えていたんだけど」

「普段はひねくれているけど、病気になると忍は素直になるのよね。気分が弱って幼児退行するっていうか。そんな忍なら悪くないの。いっそ年中風邪であって欲しいぐらいには。ふふ、ふふふふふ」

　……まさかと思うけど、家人に幸福を招くはずのこいつが年中グータラしているのって、俺を弱らせようとしているからじゃねえよな？

「でも、それとこれとは話が別。ここは公平を期すため、借りを返してもらわないと。ぶっちゃけ看病してもらいたーい」

「……俺の食ってたお粥かゆとかが根拠もなく美う味まそうなもんだと勝手に評価してやがるな。つーか、並の方法じゃ死なねえ妖よう怪かいなんてそもそも風か邪ぜとか引かねえだろ」

「その点はぬかりなしよ。さっき無意味に服を脱いだり水風呂に入ったりしたし」

「えっ!?　まさか伏線のつもりだったのかあれ!!」

　とりあえずごっこ遊びに付き合うため、水を張った洗面器とタオルを持ってくる。すると布団の中の座ざ敷しき童わらしはこんな事を言ってきた。

「バニラアイス食べたい」

「チョー元気ですね」

「ふーふーしなさい」

「根本的に間違えている」

　頑かたくなに寝転がっている座ざ敷しき童わらしの背中を支えて上半身を起こしてやったり、スプーンですくった乳製品を口に運んでやったりする。

　暇だし夏休みの宿題も終わってるから別に良いんだけどさ、また雪女辺りが変な目でこっち見てきたりしねえだろうな。

　何な故ぜかテレビのチャンネルを教育番組に合わせながら、座敷童は言う。

「あと三〇分で飽きそうね」

「だと思った」

「でも忍しのぶが看病したがっているようだから、丸一日付き合ってあげても良いけど」

「ツンデレの用法も間違ってる」

　と、カメラのレンズすらぶっ壊れているボロボロの携帯電話が鳴った。

　座敷童がわずかにムッとしたようだが、どう考えたって電話が優先だ。

　電話の相手は、クラスメイトで『サナトリウム』に住んでいる変人美少女惑まど歌かさんだ。

『忍クン、今からホテル行こう』

「どうした惑歌。倫理が崩壊しているぞ」

『あはははは。残念だけど団体ご一行様だよ。宿泊のチケット余っているから一いつ緒しよにどうかねってだけ』

　……いやそんなの関係なしにビッグイベントだと思うんだが、やっぱり崩壊してんのか？　学生の夏休みというキーワードを少々甘く見ているのかもしれんぞこの小娘。

　あとそもそもなんだが、俺と惑歌ってそこまで仲良かったっけ？？？

「行き先は？　海？　山？」

『遠いトコ』

「乗った。親はこれから説得してみよう。だから具体的な待ち合わせの場所と時間を言え」

　必要事項をメモに取り、ひとまず通話を切る。親の説得……はなかなかに難易度が高そうだが、やってみるだけの価値はある。何しろ学生の夏休みなのだ。こちとら必要以上にパワーが出ちゃうよ。

　と、布団の中の座ざ敷しき童わらしが何か言いたそうな目でこちらを見上げていた。

「ずるい」

「何がだ」

「忍しのぶはもっと平等という言葉を学ぶべき。そんな訳で私も飛び入り参加したいんだけど」

「宿泊チケットは一枚しかないんじゃねえかなー？　ブルジョワさんな惑まど歌かの野郎が持ってくるようなもんだから、普通に追加しようとすると馬ば鹿か高くなるだろうし」

「何となく慣習で人間と似たような扱いは受けている妖よう怪かいだけど、実際には法的根拠は特にない、というのはご存知？」

「話が見えねえ」

「ペット扱いで押し切れば宿泊料を払う必要はないという事よ」

　……それで……哀かなしくは、ねえのか……？

　激しくツッコミを入れたいところだが、つまりそこまでこの座敷童は退屈しているのだろう。そもそも水風呂も看病のくだりもかなり強引だった。明らかに刺激を欲している。

　うーむ。座敷童が家を捨てると良くない事が起こるらしいし。本格的に飽きてフラッと旅に出ちまう前に、ガス抜きしておいた方が良いのかもしれねえ。




　　　　５（小こ手て蜜みつ惑まど歌か）




　私って生き物は、人間は生まれた時から生まれてきた理由を持っているとか、ノストラダムスだのマヤだのアステカだのの予言みたいに地球規模の運命が全部決まっているとか、そういう大きな流れみたいなものは全く信じていない。

　しかし小さなツキや瞬しゆん間かん瞬間の運みたいなものは信じている。というか、十何年も生きてきてそいつを感じられない人間はその時点ですでに何かに負けている。おそらく一生浮上する事はないだろうね。

　日本円だけで三〇〇億ほど抱かかえている惑歌さんが言っているんだから間違いない。

　そんでもって、そういう小さなツキや瞬間瞬間の運っていうのは、自分の力ではどうにもならない事も多い。思春期のガキっていうのは、才能とか努力とか発想とか逆転の一手とか、とにかく勝敗の行方ゆくえは自分自身の選択によって全部決まると思い込みがちだけど、これも間違い。人間は生きているだけで別の誰かと関かかわり合っている。それは決して美談でも何でもなく、むしろマイナスに働く事が多いぐらいには。

　人の気持ちが分かる人間になりましょうというのは何も奇き麗れいごとじゃなくて、確実な勝利を掴つかむための唯一の秘策だ。敵を知り己おのれを知れば何とやらって言葉はあるが、正しくは、敵だろうが味方だろうが赤の他人だろうが、全ての意見、総意の流れってヤツを掴んでおけっていう方が正しい。

　赤の他人ってのは、本人も気づかないほどに人様の勝敗へ影響を与えるもんだからね。

　そんな訳で。

　人様の足を引っ張ったり、嫉しつ妬としたり、妙みような逆さか恨うらみや被害妄もう想そうで暴れ回ったりする連中が圧倒的に多い中に紛まぎれている、無む邪じや気きな善性ってヤツを私は殊ことの外大切に扱う傾向があるのだ。

「……ふふふ。ふふふふふ。問題児というのを舐なめては駄だ目めだよ委員長クン。そっちにとっては三ケタ単位のアドレスの一つに過ぎなくても、こっちにとっては一ケタ単位の超重要人物の仲間入りを果たしているんだからね。ふふふふふふふふ」

『惑まど歌かぁ。天才だから許される変態になりつつあるから要注意だよ』

　おっと。

　電話の向こうの艶えん美びがドン引きしているぜ。

　こいつもこいつで、都会から引っ越した後も続いている数少ない『無邪気な善性』ってヤツなんだよね。

「で、旅行っていうのは風化村だっけ？　インテリビレッジ」

『そうそう。酪農中心って話だから、おそらくだだっ広いよ。そして動物との触れ合い的イベントが満載だね』

「牛とか馬とか、フィットネスクラブの体重管理プログラムより厳密に数値制御されていそうね」

　……まぁ、そんなのどかな牧ぼつ歌か的ビジョン（インテリビレッジの住人にとって、のどかという単語にはデジタルな数値も含まれるのだ）はさておいて、この推理マニアがここまで喰くらいついているっていうのがちょっと不安なんだけどね。残念ながら、こいつの興味のベクトルが人の死に集中している事を私は知っている。

　あくまでもそこにあるのが『無邪気な善性』だもんだから、敬遠するほどじゃないんだけど。

「艶美。事前に尋たずねておきたいんだけど、インテリビレッジ風化村っていうのは江戸時代から伝えられている壮そう絶ぜつ昔話とかはないんだよね？」

『余ったチケット大丈夫だった？』

「一定周期で謎なぞの連続殺人犯が出現したり、旅館の女将おかみが美しき未亡人だったり、ＯＬが三人ぐらい揃そろって温泉に浸つかったりはしていないんだよね？」

『私は心配だったのだよ。転入先で惑歌がきちんと友達あるいはそれ以上を作れているのかなーって』




　　　　６（陣じん内ない 忍しのぶ）




　そして旅行当日。

　インテリビレッジの多過ぎる欠点の一つに、外部とを結ぶ公共交通機関の少なさというものがある。なので旅行者は自然と同じような時間に同じような駅へと集まってくる。

　通勤ラッシュとは無縁の鉄道……と言うとさぞかしブルジョワジーな乗り物を想像する人もいるかもしれねえが、その実態はローカルの単線。運転本数は上下線合わせて一日五本というクレイジーっぷりを発はつ揮きしている。……逆に採算の取りようがねえと思うんだがね。

　で。

　一足先に無人駅（別にロボットとかが運行管理している訳じゃない）のベンチに腰掛けていた、白いワンピースにお上品な帽子を被った儚はかなさ一五〇％増の健康優良児惑まど歌かちゃんは、俺と、その隣にいる座ざ敷しき童わらしを見て目を丸くした。

「招かれざる巨乳ちゃんがいる」

「ペットです。宿泊費を支払わないためなら、鈴のついた首輪ぐらいは許容する所存よ」

「……忍しのぶクン。いつの間にそんな気合の入った変態的趣味を……？」

「矛先をこっちに向けんな。覚悟を決めた変態はこいつだけだ」

　うーん。でも数十万が浮くって言うなら俺も首輪ぐらいは決意するかな？

「言っちゃなんだがこれでも常識の枠が崩壊するのを極力防ぐために努力したんだぜ。昨日の夜なんか雪女だの猫ねこ又まただののずるいずるいコールを収めるのに一苦労したんだから」

　流石さすがに家付きの致命誘発体をインテリビレッジの外へ連れ出すのは難しいから我が慢まんしてもらったんだが。野の良ら（？）が勝手に行き来するのとはちょっと事情が違うのだよ。それにしてもあの猫又、まさかあのままうちに居着くつもりじゃねえだろうな。

　一方の惑歌はベンチに座ったまま首を傾かしげ、

「（……うーん。座敷童そのものに罪はないんだけど、登場人物リストにないイレギュラーなキャラとか、もういかにも艶えん美びが好きそうなシチュエーションに近づいていっている感じだね。ホントに大丈夫なのかなあ、この旅行？）」

「おい惑歌。そろそろ電車が来るんじゃねえか。これ逃すと次は夜になっちまうぞ」

「そうだね。悩んだって仕方がないか。ボソッ（……たとえ艶美好みの連続殺人事件が起きたとしたって、身内さえ巻き込まれなければそれで良いんだし）」

　惑歌は勝手に何かを納得すると、切符券売機の方へ向かっていく。この駅も流石にＩＣカードには対応しているが、俺も惑歌もカードは持っていなかった。率直に言って、欲しい物は全てネット通販で手に入る。村の外へ頻ひん繁ぱんに出る必要性を感じねえんだ。

『外部から花粉や雑菌を持ち込まないように気をつけましょう！』と書かれた立て看板の横を通って、俺も切符券売機の前に立つ。

　隣の座ざ敷しき童わらしが首を傾かしげていた。

「子供用はあるけどペット用が見当たらないね」

「……そのネタ引っ張り続けると、後で飛行機の貨物室に詰め込まれるかもしれねえぞ」




　　　　７（内うち幕まく 隼はやぶさ）




　まったく、一介の警察官が一週間もまとめて有給を取るとか尋じん常じようじゃない。挙げ句、奇怪な殺人事件の現場にことごとく出現する少女や、警察レベルの域を超えた事件を『勝手に』解決してしまう女と一いつ緒しよに旅行に出かけるとか、もう治安維持機関に所属する一員として最低限持つべき職業倫りん理りが崩壊しているとしか思えない。

「来たね来たね。インテリビレッジ風化村。思った通りの大草原だー」

　人様に旅行鞄かばんを押しつけた推理マニアが、両手を挙げて大きな声で言う。小さな地方空港を出た俺達を待っていたのは、日本では珍しい地平線に、距離感を失わせるほどの一面の緑色。天然の植物は一つとしてなく、その全てが牧草という有り様だ。

　姉の方である舞まいも、素知らぬ顔で俺に旅行鞄を押しつけながら、

「乳製品のＣＭの半分がここで撮影されているって話だからね。絵的に映えるようには設定してあるでしょ」

　この地方空港自体は、大草原のど真ん中にポツンとある施設だが、まだインテリビレッジの中じゃない。さらに信号ゼロの道路を二〇～三〇キロほど進むと、ようやく俺達が泊まるホテルが待っているという訳だ。

　風化村は酪農中心のインテリビレッジだから、騒そう音おん対策にも敏感らしい。

　夏でも涼しい場所なのだが、艶えん美びの格かつ好こうはセパレートの水着にミニスカート、後はパーカー……と、浜辺かクラブが似合いそうなものだった。姉の方がタンクトップにホットパンツなので、血ち筋すじがそうさせているのかとも思ったが、

「……いや、姉の影響以前に、こいつもこいつでおかしいんだ」

「「なんか失礼な事考えてないか？」」

　姉妹両方に睨にらまれたので、俺は冷や汗混じりで目を逸そらす。

　艶美は空を指差しながら、

「アドバルーンみたいなのがたくさん浮かんでる」

「カメラでしょ。牧草や水分の管理が主かな。何しろ敷地が広いからね。オモチャの飛行機みたいなＵＡＶでも同じ役割を持たせられるけど、あれは値段が高いし風に弱いしバッテリーの持続時間は短いしで、万能とはいかない」

「風船は安価だけど小回りが利かない。まず大おお雑ざつ把ぱに監視して、異変を察知したらＵＡＶが飛んでくるかもな」

　ただ俺が気になっているのはそこじゃない。

「で、何なんだ？」

「何が？」

「何でわざわざ強引に有給取らせて俺をここまで連れてきた？　姉妹の片割れに関かかわるだけでもヤバいのに、ワンセット揃そろっているとかまともじゃない。何を隠している？」

「えー町内会の福引でー」

「推理マニアの場合むしろそういう方が超怖い。不自然なお膳ぜん立だてで始まる旅行とかもういかにもだろ。目的は一体何だ」

「今日だけで子供を三、四人は仕込もうね？」

「シャケでも無理だよ」




　　　　８（陣じん内ない 忍しのぶ）




　五時間だよ五時間。

　飛行機使って大幅にショートカットしているとはいえ、移動時間が尋じん常じようじゃねえ。飛行機そのものの物珍しさ成分があったから何とか乗り切れたものの、未成年の学生に耐えられる限度は超えていやがるぞ。

　そんな訳で俺達は午後になってホテルへ到着。

　全体的に色彩は赤い。主成分が煉れん瓦がだからかもしれねえ。建物の高さは三階建てぐらいしかなかった。シルエットはＴ字。中央に円筒形の建物があり、そこから直方体の建物が伸びている。多分直方体部分……学校の校舎みてえな所が俺達の泊まる客室なんだろうと思う。

「インテリビレッジと言っても色々あるんだね」

　ペット志望の座ざ敷しき童わらしが建物を見上げながら呟つぶやいた。

　ま、うちのかやぶき屋根とは明らかに趣おもむきが違うからな。インテリビレッジっていうのは、西暦何年の景色を忠実に精密に再現するっていうんじゃなくて、もっと曖あい昧まいな、その土地の人達が思い描えがく『田舎いなかってこういうもんだよね』っていう原風景みたいなものを現実世界に引っ張り出してくる作業なんだと思う。だから地方によって切り取られる年代なんかは大きく変わる。

「牛肉やら牛乳やらが並べられるようになったのって明治らへんだろうし、その辺りをフォーマットにしているのかもしれねえな」

　もっとも、このホテルが『忠実な明治時代のあれこれ』とは思わねえが。前述の通り、あくまでも『曖昧に思い描く田舎のイメージ』の方が重要なのだ。

　率直に言って、そっちの方がブランドイメージは強きよう烈れつだしな。

　適当な感想を漏もらす俺達に、惑まど歌かが話しかけてきた。

「早く入っちゃおうよ」

「そうだな」

「それがペットで通るかどうかもちょっと興味があるし」

「俺はチョー不安だ」

　だって通らなかったらどうするんだ？　ホテルの他は一面の牧草地と地平線だぞ。併設している建物は電気自動車専用のセルフスタンドと公衆電話ぐらいしかねえし。ホテル周辺の牧草地は四つの牧場主に管理されていて、放牧している動物とも触れ合えるっていうのが売りらしいが、酪農施設自体は二〇～三〇キロは離れているって話だぞ。牧場の人がこっちにいるのは昼間だけで、夜になったらホテル以外の一切から人の気配が消える事間違いなしだ。

　酪農関連のインテリビレッジなら、サラブレッド生産用の血統開発機関やら、伝染病対策としてブランド肉の遺伝情報を保管する保冷施設なんかは必ずあるはずだが、どうやらそれらは太陽光発電施設と一いつ緒しよに、牧草地の『外周』に並べられているようだった。

「……ま、そうなったら残念ながら野宿だろうな」

「忍しのぶも一週間なんて大変ね」

「ちょ、待っ!?　いつの間に宿泊チケットをスリやがった!!」

　座ざ敷しき童わらしの含み笑いの中に、野宿が嫌いやなら死ぬほど努力しろ、という無言の圧力を受ける。頼むから家人の幸福を願ってはくれんだろうかこのクソ妖よう怪かいさんよ!!

　ホテルの入り口は、建物の円筒形の部分だった。Ｔ字で言うと、上から交差する部分に突っ込む形である。外側は赤い煉れん瓦がが基調だったが、内装は白が多い。壁も天井も。床だけが絨じゆう毯たんで鮮やかに染められている。

　決して広くはないロビーの奥にカウンターがある。背後の壁にはホテル一階部分の簡単な見取り図が掛けてあった。カウンターには黒系のスラックスにワイシャツ、ベストで身を固めた従業員さんが佇たたずんでいる。俺にとっての第一チェックポイント。ここを越えない事には旅行どころじゃなくなるから、是ぜ非ひとも持てる力の全てを使って、より具体的に言うと大金持ち惑まど歌かさんの援護射撃を受けたい所存なんだが、

「おー、惑歌じゃーん。そっち今着いたの？」

「ありゃ。やっぱ艶えん美びの方が早かったか」

　げっ!?　いきなり離脱しやがった!!　というか、やっとブラのお世話になる事ができましたって感じのあの女の子は一体誰だ!?

「あら？　向こうのラウンジにいるのはすねこすりかな？」

「お前まで離脱しようとしてんじゃねえ!!　運命共同体で言うなら、俺はむしろ引きずられる側だからね！　お前がメインなの!!」




　　　　９（内うち幕まく 隼はやぶさ）




　ロビーのカウンターで、忍しのぶのヤツが両手を振り回して従業員と何か交渉している。あいつもまた見ない内にエキセントリックになっちゃって。やっぱりこの旅行は全体的に何かが崩壊しかけているのかもしれないが、今重要なのはそっちじゃない。

　何で。

　ここに。

　俺が一番苦手な座ざ敷しき童わらしがいるんだっっっ!?

「へえ。ふらふらしてる座敷童なんて珍しいね。しかも大人でも視認できるだなんて。近くに寄ったら金運上がるかな」

　舞まいの野郎が気楽な事を言っているが、あれはそんな甘いもんじゃない。

　座敷童は家人に幸福をもたらすと同時に、子供らしい悪戯いたずらをする妖よう怪かいだって話だが、俺の知る限りあの座敷童は悪戯のレベルが群を抜いている。俺の思春期の半分はあいつに崩壊させられたと言っても過言じゃないぐらいなのだ。

　ど、どういう経緯であの座敷童がやってきたかは知らないが、とにかく旅行中、一切の気配を消して発見されないように努めなくては……！

「刑事さん。座敷童がアンタに向けて手を振っているけど」

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　スナッフビデオも真っ青の絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。あ、あ、あのニヤリ笑い。あいつ絶対またとんでもない事考えているに決まってる!!　あいつが人の海パンをこっそりハサミで切っておいたせいで、俺の初恋が終わった事は今でも忘れないぞ!!

　舞は心底鬱うつ陶とうしそうな調子で、

「アンタのそれも才能だよね。妖怪嫌われ体質。すねこすりもさっきから近づいてくれないし。そこまでマイナスパターンが徹底しているなら、むしろ逆に何かに利用できそうなんだけどね」

「す、好きでこんなんになった訳じゃない!!」

「座敷童の隣にいる男の子もそれはそれで面白そうな体質してそうだけど、まーどーでもいーかー。私はすねこすりを愛めでてくるっ!!」

「待って！　一人にしないでー!!」

　すがりつこうとしたが、何だか良く分からない内に床へ倒されていた。ひいいっ！　従業員を説得するのに夢中な忍に相手にされないからって、手持ち無ぶ沙さ汰たになった座敷童がこっち見てる!!　このままじゃ暇潰つぶしで社会人としての必須要素を粉ふん砕さいされかねん!!

「まずい、こうなったらさっさと部屋に入って引き篭こもるしか!!」

　慌あわてて旅行鞄かばんを掴つかもうとしたところで、横から別人の手が伸びた。

　このホテルの従業員のようだ。

「運びましょう。お部屋まででよろしいですか？」

「す、すみません。えーと、松まつ海かいさん？」

　ベストの胸の所にあるネームプレートを見て、俺は思わず相手の名前を呼んでいた。

　松海さんはにこやかな笑え顔がおで言う。

「はい、短い間ですが、よろしくお願いします」




　　　　10（陣じん内ない 忍しのぶ）




　元々ホテルの規模自体が小さいので、客室もやっぱり広くはねえな。まぁ、シングルだからってのもあるんだろうけど。

　ただ、洋室っていうのはそれだけでテンションが上がる。あのかやぶき屋根に文句がある訳じゃねえが、ないものねだりというのはやっぱりあるのだ。

　窓の側に寄った座ざ敷しき童わらしが、感心するような呆あきれるような、妙みような声を発する。

「本当に見渡す限り何もないのね。動物との触れ合い一点突破。これに飽きたら何も残らないんじゃないかな」

「当面最大の問題は、シングルルームだっつーのに何でテメェが同じ部屋にいるのかって事だ」

「ペット扱いだし。単体で部屋をあてがわれるはずないでしょ」

「……本当に通るとはなあ」

　座敷童っていう種族もプラスに働いたのかな？　別にこのホテルに幸福をもたらす訳じゃねえんだが。

　さて。

　冷静なふりはここまでにしておいて、このバックンバックンの心臓をどうするかそろそろ考えようか！　バックンバックン!!　旅行のお誘いを受けた時点では安定的惑まど歌かルート一直線だと思っていたのに、インドア妖よう怪かいの選択一つで事態が一気に混迷しております!!　ていうか社会人だったら実際の行為の有無など関係なしに、二人一いつ緒しよにドアを潜くぐった時点でスキャンダル確定だぜ!!　写真週刊誌の餌え食じきになっちゃうんだぜ!!

　と、そこで座敷童はわずかに鼻を動かすと、

「……不ふ埒らちな匂においを感じる」

「馬ば鹿か野郎っっっ!!　自意識が過か剰じよう過ぎるぜグータラ座敷童！　ここは文章化されれば超優良健全図書指定は確実だっつーエピソードなんですってばよなんだぜ!!」

「忍しのぶ」

「だからそのどっしり重量感あるおっぱいとかやたらとしっとりしたうなじのラインとか緩ゆるやかな腰のラインとか二人きりとかシングルだからベッド一つしかねーじゃんとかその辺全く気にしませんなのですありますですよでござるでありんすよ!!」

「今から反応によって高圧電流が流れる嘘発見器ポリグラフのセンサーを指先に装着した上でいくつか質問をさせてもらうけど、全てイエスで答えてくれるかな」

「はははそんな都合の良いアイテムが……ある!?　何でだ!?　わあ待って待って認める認めます！　思春期男子は年間八割が不ふ埒らちです!!　つーか旅行に必要ねえものを持ってくるから鞄かばんが重たくなるんだよっ!!」

「今時の趣味実用系通信教材と防犯グッズ販売サイトを舐なめてもらっては困るのよ。では問一、忍しのぶのへそくりは学生鞄の二重底に隠してある」

「質問がこの状況と関係ねえし!!」

「……忍の脆ぜい弱じやくな精神的防御力では、ストレートな質問を飛ばした途端に人格が瓦が解かいすると思うの」

「分かっているならやめませんかねこの物理的言葉責め!!」

「問二。忍はあわよくば惑まど歌かと私の両方を一いつ緒しよに食べちゃいたいと考えたり、同時に迫せまられた場合はどっちかと言えばどっちかなーなどと根拠のない自信に満ち溢あふれた精神的童どう貞てい思考の持ち主である」

「瓦解すると分かった上で真正面から来やがった!!　で、でも精神性の話だからね！　俺だってヤル事はヤッてんですからね!!」

「……っ!!」

「何な故ぜそこでショックを受けた顔になる？　そ、そこまで童貞臭しゆうが漂っているのか俺は……？」

「う、嘘うそではないんだよ、ね？」

「嘘ついたらこれ来んだろ！　この指についてる電極からの！　つーか高圧電流って具体的にどのレベル!?　その箱の中に何入ってんの？　車のバッテリーとかじゃねえよな!?」

「と、問三。相手は惑歌である」

「違います。あいつ可愛かわいい顔してるけどブルジョワ過ぎて突破口が見えません。なのでこの旅行は大変良いお日柄だと考えています」

「問四。雪女？」

「それやったら次の朝には凍死してるな」

「ねこ……」

「猫ねこ又またじゃねえよ!!　フォーマットが違い過ぎる！　一体どうやったら実行可能か説明してみろ!!」




　　　　11（座ざ敷しき童わらし・縁ゆかり）




　忍しのぶがベッドに突っ伏してメソメソし始めたので、私は仕方なく部屋の外へ遊びに行く事にした。それにしても、スタンガン嘘発見器ポリグラフなんて本気で信じたのかな？　ハイテク機器は嫌いじゃないけど、作るのが得意かどうかは関係ないはずなのに。はんだごてってあの匂においが駄だ目めなんだよね。

「……ブツブツ、それにしても、忍があれを信じていたという事は、あの時のあの発言はやっぱり……？　うーむ……」

　意外。

　あまりにも意外。

　忍の事など割とどうでも良いが、座ざ敷しき童わらしとして相互干渉している家人の動向を思った以上に把は握あくできていない自分の精度の低さに、少々の懸け念ねんが浮上している。

　いや、私とて忍が本当の事を言っているかどうか、実は根拠がある訳ではない。忍はスタンガン嘘発見器ポリグラフのハッタリを見抜いた上でさらにトボけていた可能性は否定できない。今のままでは確信は何もない。忍の言葉だけで呑のみ込まれるなど愚ぐの骨こつ頂ちようよ。

　忍は基本的に見栄を張りたがる性格をしているし。

　想像妊娠の男性版が存在するのかは不明だけど、忍の妄もう想そう力ならそのオチも十分ありえる。

「クールダウンが必要ね」

　遊びに行くったら遊びに行くのよ。

　ホテルの廊下なんて誰かが歩いているはずがないので、とりあえず人のいる方へ向かってみる。一階のロビーと、そこに面しているラウンジ。厳密にはペット扱いな私が一人でうろつくのは問題なんだろうけど、どうせ怒られるのは飼い主扱いの忍なんだし、私の知った事じゃない。何かあったら責任は全部他人が取ってくれるというのはとても気楽よね。考え方次第では、これってとても美お味いしいポジションじゃないかな。

「座敷童さんですか？」

「そう言うあなたはすねこすりさんね」

「良いですな。全体的に華はながあるし、なんていうか超メジャーです。妖よう怪かい漫画や妖怪映画を作る時には必ず出てくると言っても過言じゃないでしょう」

「動物ポジションというのも捨て難いと思うけど。とりあえずＣＭで好感度が欲しいなら子こ猫ねこや子犬を撮影するのが定番じゃないかしら」

「動物系の妖怪はインフレが起きているのです。猫ねこ又またとか致命誘発体だし、戦闘でも活躍できるマスコットですよ？　しかも犬系なら犬神とかレギュラー選手がいらっしゃるじゃないですか。ぶっちゃけ全然歯が立ちません」

　さて、そうなのかな。

　力がないからこそ成立するマスコットというのもあると思うけど。

「私なんか逆立ちしたって座ざ敷しき童わらしになんて勝てません。こう、インパクト的に。無害な上に女の子型だから需じゆ要ようには事欠かないじゃないですか。主な役割が幸福をもたらすとか、もう明らかに主人公サイドのサポート役でしょう」

「……座敷童って、別に性別については言及されていないし、火事を予言したりするから必ずしも無む邪じや気きな妖よう怪かいという訳でもないんだけどね。何な故ぜ無害な女の子のイメージが強いのかな」

「可愛かわいらしい中に若じやつ干かんの毒が混じっているとか、超エンタメ向けじゃないですか。私なんてすねこすりですよ。すねに擦こするからすねこすり。ドラマが生まれる余地がありません」

「闇やみ夜よの旅路で、足元に何かいるかもという恐怖心から生まれた妖怪なんでしょ？　具体的に言うと毒どく蛇へびとか。成り立ちとしては私よりもスタンダードな道を進んでいると思うけど」

「だったら毒とかの追加攻撃スキルが欲しいところです。すりすりって。そこに恐怖があるとしたら、得体のしれないフェチ野郎に付きまとわれているかもしれないという生理的嫌けん悪お感だけしかないじゃないですか」

「現に私の足にすり寄ってきているしね」

　……哀かなしい習性なのです、と私から目を逸そらしながらもすりすり。むう。悪くはない。小型犬だからかな？　こう、豪ごう奢しやな椅い子すに腰かけて片足をくいって上げると正体不明な優越感に浸ひたれそうね。今度、忍しのぶ辺りで試してみても良いかも。

「すねこすりさんは放牧されている牛とか馬とかとは触れ合ってみた？」

「牧羊犬と勘違いされるようで、羊の群れが全速力で遠ざかるのを目撃して全てを諦あきらめました。あなたはどうするのです？」

「牛と接するより焼肉を食べたい気分ね。ラムでも良い」

「それも座敷童だから許されるコメントですよ。羨うらやましい。私の外見でやるとただ獲物を食い殺したい肉食獣じゆうにしか見えません」

　旅先で出会った妖怪と二人（？）でまったり。

　明確な目的のある旅ではないからある程度は覚悟していたけど、やっぱり暇ね。

　夕食までこんな感じなのかな。

　忍がさっさと回復する事を願うしかないかもしれない。




　　　　12（菱ひし神がみ艶えん美び）




　まだ事件も起きていないのに刑事さんと旅行を満まん喫きつしているとか超珍しい。大抵の場合は事件を追い駆かけている内に同じ現場でバッタリってパターンが多いから、いまいちラブコメに持っていきづらいんだよね。

　年中推理ばっかりしている私だけど、別にシリアスな空気だけが好きな訳じゃない。何事もバランスって大事じゃないかね？

「チャンスチャーンスっと」

　ホテルの部屋のベッドに荷物を放り投げると、すぐに通路へ飛び出す。しかしスマートフォンを置き忘れていた事を思い出して部屋に引き返し、もう一度通路に出たところで部屋のカードキーを閉じ込めてしまった事を思い出した。

　通路にあるインターフォンを使い、フロントに赤っ恥ぱじ全開の報告を行おこなって、従業員さんに部屋の鍵かぎを取り返してもらう。

　……どうにもこうにも、私の思考能力はとある一分野でしか使い物にならないらしい。人の死が関かかわる事。それもすでに終わってしまった事例ではなく、まだ謎なぞが残されている死のみに特化している。

　だから私は学校の期末テストの点数がそれほど高い訳でもないし、刑事さん一人オトすのにあっちでオロオロこっちでアワアワ右往左往したりしている。……爆弾の解除に歴史の問題が出てくれば即答できるし、ヒントを得るために男を惚ほれさせるっていう時は口八丁でいくらでもできるんだけどね。モードがきちんと変わらないとダメみたいだ。

　難儀な事だっていう自覚ぐらいはあるけど、別に特別な事でもないと思う。

　例えば、毎日ブログを書いている人だって小説が書ける訳じゃない。路上でポエムを売って神様扱いされている人だってミリオンセラーの作詞ができる訳じゃない。同じ『文章』でもジャンルがわずかに逸それるだけでスコアは大きく変わる。

　私の思考能力の偏かたよりもその程度のものでしかない。

　そして、人には苦手と分かっていても挑戦しなければならない時もあるのだ。

「……うーむ。ホテルにプールでもあれば刑事さん相手に悩殺できるんだけどなあ」

　今だって水着にパーカーやミニスカートを追加しただけの格かつ好こうなのだが、これも失敗した。普段着として刑事さんに認識されてしまうと特別性が失われるようだ。顔色を観察していたが、発汗や瞳どう孔こうの拡縮などが思いっきり平常値である。あんまりよろしくない状況だ。人は慣れる生き物だが、これ以上のインパクトを求められても正直困ってしまう。

　さてどう打開するべきか。

　ひとまず刑事さんの部屋へ向かって廊下を疾しつ走そうしながら考える。

　考え始めて五秒で諦あきらめた。

「まー苦手なものは考えても無む駄だだ！」

　売店にでも向かおうとしたのか、ちょうどドアから出てきた刑事さん目がけて突っ走りながら、私は自分の両手を思い切り上に伸ばし背を逸そらす事で、水着の胸元に多大な負荷（主に上方向への引っ張り効果）をかけつつ、

「やっほー刑事さん！　今なら水着のポロリぐらいはサービスしてやろう!!」

「キサマ日本の警察ナメてんのか!?」




　　　　13（陣じん内ない 忍しのぶ）




　はー。

　座ざ敷しき童わらしめ、あんな面倒臭くさい事この上ないオモチャを持ってきやがって。

　しかしいつまでも客室でメソメソしていても仕方がない。というか、一人でじっとしていてもつまらない。ここは観光地だぜ！　クラスメイトの大富豪や巨乳の妖よう怪かいと一いつ緒しよにリゾートホテルに来たんだぜ!!　という事で行動開始。さあゲスい欲望に満ちたサービスタイム探索の旅路が始まりますよ。露天風呂とかあったら一〇〇％覗のぞきにトライするぐらいの気持ちなのでございます。洋風のホテルで残念。

「最低でも誰かとハグしよう。旅行で気分が高こう揚ようしている序盤ならさらに盛り上げればノリで何とかなるはず。逆にマンネリ化してくる後半戦は厳しいぜ」

　初期目標設定値はあくまでも低めにして自家生産のプレッシャーに潰つぶされるのを防ぐ。客室のドアを開けて通路に出る。とりあえず人のいる方って言うとやっぱり一階のロビーかラウンジか？　まあ知り合いいなかったら惑まど歌か辺りを携帯電話で呼び出したって良い。

　と、エレベーターを待っていると、同じ階の宿泊客がやってきた。

　なんていうか、派手な格かつ好こうをした女性だ。

　タンクトップにホットパンツが二は〇た歳ちを超えても許される女性って、多分世界に三〇人もいないんじゃないか？

　えーと、そうそう。

　確か叔お父じさんと一緒にいた人だな。

　美人は美人なんだが、正直に言って大人過ぎる女の人って会話の接点がちょっと見えない。中学生と高校生が違う生き物であるように、高校生と大学生が違う生き物であるように、なんていうか、思考の基盤となるフォーマットそのものが違うような気がするのだ。というか、多分この人にアプローチしようと思ったらハリウッドセレブ並の『基盤』が必要になるんじゃねえの？

　エレベーター待ちで暇なのか、女の人は携帯電話を取り出したのだが、

「ここ長いの？　私は今日が初めてでね。一面の牧草地を見てこれから一週間どうしようと途方に暮れているところなんだけど」

　予想に反してこっちに話しかけてきた。

　何だ何だ？

　相手が美人だから嬉うれしいけど、やっぱりちょっと怖いぞ。

　距離感が見えず、無難に頷うなずく事しかできない。

「は、はあ」

「実は近くにカジノがあるとかボーナスステージってないかな？」

「俺も今日来たトコなんで」

「そっかー。素直にすねこすり相手にじゃれつくしかないのかな。そうそう、これ知ってる？」

　言って、女の人が差し出してきたのは携帯電話だった。画面には小さなレンズで撮影したらしい画質の粗あらいホームビデオが映っている。ローカル過ぎて『知ってる？』じゃねえだろとツッコミたい。

　というか、これ何だ？

　京都辺りのお座敷の一番奥みたいな、古めかしい屋内施設の中のようだった。うちみたいな農村ベースのものとは違う、公く家げだの何だのといった言葉が似合いそうな風格がある。そんな中にいるのは一〇歳ぐらいの黒い髪の少女で、着ているのは外車を丸々一台買えそうな着物だった。

　画面の中の少女はカメラを向けられる事に慣れていないようで、顔を真っ赤にして両手をパタパタと振り回している。

『あの、ちょっと、あの！　私は別に構わないのですが、施設内部の様子を映像に収められると、機密保全のため大変困った事になるのですが……』

『スイッチ切ってるって』

『え、あの、本当に……？』

『自意識過か剰じようだなー』

『正直に報告してください。私を撮影して何の得があるのかは理解できませんが、場所さえ変えれば構わないと言っているのですから』

『そんな事言っちゃってー。お嬢じようちゃん、この機から出られないの分かってるくせに』

『やっぱり撮影していますよね？』

　人様に携帯電話の画面を押しつけながら、何な故ぜか女の人はドヤ顔になっている。

「ねー？」

　？？？

「やっぱりこれぐらいの歳としの子が一番保護欲を刺激すると思わない？　ぶっちゃけ可愛かわいい。これがむさ苦しいひげのおっさんなら正直もう見捨ててるよ。まー私はこれぐらいのガキの頃から一切可愛げはなかったと思うんだけどさ。だから余計に憧あこがれるのかもしれないね」

「は、はあ」

　生あい憎にくと、こっちは子供が可愛いと思うほど歳を喰くったつもりはない。むしろ憧れの対象は上に向いている。映像の女の子も、パーツパーツは整っていると思うのだが、そもそも根本的に成長途中であるためか、全体のバランスがどうもおかしくて、なんかフラフラしそうな印象しかない。赤ちゃんよりはマシだろうけど。

　というか。

　俺としては、こんな若い人が一〇歳前後の女の子の母親やっている事の方がはるかにびっくりなんだが。

「まあ全然関係ない家の子なんですけどね」

「いきなりシチュエーションが見えなくなった……!!」

「お守りみたいなものよ。『理科』の授業を『生活』なんて呼んでるぐらいの歳としのヤツが体張って必死に組織を束ねているって思えば、こっちも多少の無茶ぶりは我が慢まんできるもんだしね」

「え？　え？？？」

　最後まで意味不明な事を言って、女の人はやってきたエレベーターに乗っていった。

　それを見送った俺だったが、ふと気づく。

「あれ？　俺もエレベーター待ってたんだった!!」




　　　　14（菱ひし神がみ 舞まい）




　夕飯は早い内に食べるのが私の習慣よ。というのも、私の生活サイクルだと朝食の代わりに夜食を当てはめて、一日三食にしているからだったりする。こっちも朝に起きて夜に寝るなんてカタギな生活できる仕事はしていないのだ。

　となると妹や刑事さんとは時間が合わないので、今は一人きり。ま、あの二人については邪じや魔まをしないようにするのが姉としての務めでしょ。さっさと結婚しちゃえば良いのに。

　ディナー用のサービスが始まった直後にホテル内のレストランへやってきたので、客は私しかいなかった。

　メニューに書かれた料理は結構値が張るが、宿泊券には食事サービスもついているので私が苦労する事はない。仔こ牛うしのレアステーキを中心とした軽いコースを注文する。酒は頼まなかった。酒は酒だけで、専門のバーで呑のむというのが私の楽しみ方。酩めい酊てい感っていうのは食事のついで程度で味わって良いものじゃない。それは海の家にとりあえず並んでいるカレーライスを食べただけで、インド料理の全てを知ったような顔をするのと同じよ。

　食事は悪くはなかった。

　小さなホテルではあるが、流石さすがはインテリビレッジの観光業だけあって、従業員の数は必要以上に多い。本来であれば馬ば鹿か高い金を払う必要のある宿泊料や食事料なんかも、彼らの人件費に消えていくんでしょ。

　一通り最後のデザートまで食事を平らげ、ナプキンで口元を拭ぬぐいながら、私は近くを歩いていた従業員を呼び止める。

「おっすー。気になる事があるんだけど」

「何でしょう？」

「新聞。どこかに販売機があるのかな？」

「フロントにお申しつけいただければ、翌日の朝刊からお部屋の方へ届けさせていただきます。国内全国紙は三紙、英字は二紙対応していますが」

「それは結構。別料金？」

「宿泊料に含まれております」

「……じゃあ頼まないと損だね」

「それだけでしょうか？」

「そうそう、もう一つ。どうでも良い事なんだけどね。松まつ海かいさん」

　私はベストの胸元についているネームプレートに目をやりながら、従業員の名前を呼ぶ。

「何でしょう？」

「失礼だけど、下のお名前はなんていうのかな？」

「松海博と申します」

「へえ」

　この局面でその名前が出てくるか。出てきた上に、躊ちゆう躇ちよなく私にそれを伝えてきたか。私は先日、アンタと全く同じ名前の学者さんを自殺に見せかけてきたばかりなんだけどね。

　とはいえ、偽名に設定されている事から分かる通り、それ自体はあまり珍しい名前でもない。ひょっとしたら、全く同じ名前の可哀かわい想そうな一般人かもしれない。

　仮に向こうが『あの』松海博だとすれば……私がそう考え、悩むであろうと判断しているから、ここではあっさり告げたんだろうけど。

「珍しい名前だね」

「そうでしょうか？」

「この界かい隈わいじゃ珍しいよ。その名前は絶滅危惧種だ」

「姓名ともに、それほど難解な組み合わせとは思えないのですが」

「アンタさ」

　私はニヤリと笑って、こっそりと言う。

「……『死し出での竜たつ姫ひめ』。もう見えているんでしょ？」

「ッ!?」

　馬ば鹿か、顔に出過ぎ。

　向こうも直後に気づいたかな。慌あわてて表情を作り直したけど、もう遅い。『死出の竜姫』が見えたかどうかなんて関係ない。というか、召しよう喚かん用の媒ばい体たいを使って水面から釣つり上げている訳じゃないんだから、見える訳ない。重要なのは、『死出の竜姫』という七文字に反応した事。明確な恐怖をイメージした事。普通の人間ならキョトンとする場面だよ、ここ。

「……、」

「……、」

　私の手がテーブル中央にある飾り用のフォークへ伸び、松まつ海かい博ひろしと名乗る何者かの手が緩ゆるやかに背中へ回される。こいつ、笑え顔がおで『設定』をかなぐり捨ててきたね。

　明確な殺意はない。

　むしろゆったりとした室内音楽がレストランを支配する。

　威圧効果の期待できない相手に殺意を向ける事は、逆にヒントを与えるだけだと知っている者の反応だ。

　楽しいね。

　少なくとも、前の松海さんよりはやり手のようね。後ろに回した手から出てくるのが拳けん銃じゆう程度ならＢ級も良いトコだが、もっとぶっ飛んだものが出てきた時はちょっとした賭かけになりそうな雰ふん囲い気き。……これは攻撃される前に先手必勝した方が安全かも。さて、ナイフとフォークでやれるかな？

　と。

　その時だった。

　場の張りつめた雰囲気をぶち壊しにするように、いくつかの足音がレストランの入り口から聞こえてきた。ヤバいヤバい。一般人のご来場か……と思いきや、妹の友人さんか？　小こ手て蜜みつ惑まど歌か、陣じん内ない忍しのぶ、それに座ざ敷しき童わらし。一度も話していなくたって、名前ぐらい知る方法はいくらでもあるのだよ。

「お腹なか減ったねー」

「牛よ。ひとまず初日は牛を食べたいのよ」

「……お前、あの牧ぼつ歌か的な風景見ながら容よう赦しやなさ過ぎじゃね？」

　問題の松海博さんはと言うと。

　笑え顔がおのまま、背中に片手を回したまま、緩ゆるやかに一歩後ろへ下がった。ひとまずお開きにしましょう。目線がそう語っていた。

　また近い内に、とも。

　なるほどなるほど、なるほどね。

　そういう思考の持ち主か。

　だったら私も応じよう。周りには勘かん付かれない程度の小さな動きで、私は松海博に頷うなずいてみせる。

　松海博もゆっくりと頷き、さらに一歩後ろに下がった。

　直後だった。




　目撃者など構わず、私は『動いた』。




　　　　15（陣じん内ない 忍しのぶ）




　いきなりだった。

　目の前で起きた事を理解するまで、数秒のラグが必要だった。

　そして頭が正しく現実を認識したその時には、すでに従業員の松まつ海かいさんは床の上へ押し倒され、その首へ横から銀色のフォークが突き立てられていた。包丁やアイスピックほど物ぶつ騒そうじゃねえが、明らかに刺さっている場所が危険過ぎる。

「な、なんっ、何だ!?　一体何してやがるんだ!?」

「騒さわぐんじゃないよ坊や。アンタはこっちの登場人物じゃないんだから」

　今さらながら、ついさっきまで女が座っていた椅い子すが後ろへ倒れる音が響き渡る。椅子に座った状態から襲撃完了までが一動作。早い。圧倒的に。この女はチーターか何かなのか!?

　女は俺達の方なんて気にせず、首へフォークを突き刺した松海さんへと視線を投げる。

「さて松海博ひろしマーク２。こんな僻へき地ちで何をしようとしているのかな？　この場面でその名前が出てくるって事は、単なる『パッケージ』製造業って訳でもないんでしょ。才さい子し佳か人じんはどう関かかわっている？　というか、そもそもまだあったの？」

「……、」

「しゃべろうよ。コミュニケーションプリーズ。そのための力も温存してあるんだしさ。もっとも、パスタを絡からめるように手首を捻ひねれば神経も動脈もズタズタだがね。そもそも菱ひし神がみ舞まいさん相手にだんまりなんて通用すると思ってる？」

　松海さんは。

　この局面で意味不明な質問をされながら、何な故ぜかニヤリと笑った。あるいは、彼にとっては意味不明な内容じゃなかったのか。

　直後だった。

　松海さんの体が高圧電流でも受けたように大きく震え、そして口からどろりとした赤黒い血を溢あふれさせた。

「こ、殺したのか……!?」

「自殺用の小細工だよ。アーモンド臭しゆうがするようなものじゃないけどね」

　チッ、と女は適当に舌打ちすると、凶器のフォークを引き抜いて、近くにあったナプキンでくるんだ。証拠を持ち去るつもりだろうか。俺はと言えば、あまりの事態に呆ぼう然ぜんとしながらも、仰あお向むけに転がって動かなくなった松海さんに目を奪われていた。

　まだ助かるんだろうか？

　人工呼吸とか心臓マッサージとか、ドラマや映画なんかじゃ良く聞くけど……。

「駄だ目め駄目。小細工しているって言っているでしょ。今のそいつにチューするとアンタも血染めの泡を噴く羽目になるよ」

　内容自体もギョッとするが、それより恐ろしいのは女の雰ふん囲い気きだ。

　慣れている。

　死体を見るのは初めてじゃねえって面つら構がまえ。どころか、気がついたらネット通販の段ボール箱やコンビニのビニール袋が家に溜たまっていましたって感じで死体を作っていそうなムード。こいつはやっぱり普通じゃねえ。ただの殺人犯でも手に余るのに、レベルが二、三回りは飛び抜けていやがる。

　舌が震える。

　それでももつれるように、かろうじて声を出す。

「動く、な」

「何な故ぜ？」

　何で従わなければいけないのか、という疑問だと思った。

　だが違った。

「何故アンタが主導権を握っていると思うんだ？」

「っ!?」

　この恐怖には自覚的な何かがある。俺が絡からめ取られている事を、すでにこの女は当然のものとして受け入れている。

「好奇心は猫ねこを殺すって言うけど、正義感は国をも滅ぼすんだよ。私はそいつを経験によって実感している。悪い事は言わないから、そんなものは振り回さない方が良いね。ガキのズボンに拳けん銃じゆうが差さっているよりはるかにエグい」

　女がこちらに一歩、踏ふみ出す。

　俺が放った、弱々しい警告を敢あえて踏み潰つぶすために。

　何かが限界を超えた。

　俺は弾はじかれたように後ろへ下がり、そのまま勢い良く振り返り、座ざ敷しき童わらしと惑まど歌かを連れ……！

「い、ねえ!?　あいつら……!!」

　彼女達はすでにレストランから逃げ出していたのだろうか。何でも良い。見捨てられたという怒いかりも何も湧わかねえ。むしろ重荷が取れたという安あん堵どすらある。足をもつれさせ、半なかば転がるようにレストランを飛び出す。

　通路に出ると、少し離れた所に座敷童と惑歌が突っ立っているのが見えた。

「先に逃げたんじゃなかったのか!?」

「何言っているの。呼びかけても答えなかったのは忍しのぶの方でしょ」

　ずっと？

　それは何秒、いや何分ぐらいの事だ？

　そもそもどの時点で俺は呆ほうけていた。あの女の恐怖や異常性に絡め取られた時からか。あるいは従業員が刺される瞬しゆん間かんを見た時からか。

　そう考えると、いつ殺人犯がやってくるか分からねえ状況で、その『ずっと』を待ち続けてくれた座ざ敷しき童わらし達には、むしろ感謝するべきかもしれねえ。

　蒼そう白はくになった惑まど歌かが声をかけてくる。

「ど、どうするの？　これから……」

「惑歌達は、部屋に……部屋に！　座敷童と一いつ緒しよにいろ！　そいつは致命誘発体じゃねえけど、それでも妖よう怪かいだ。並の方法じゃまず死なねえ!!」

　あの赤い浴衣ゆかたの少女が実際の戦闘で役に立つとは思えねえし、あの規格外の女なら致命誘発体だってあっさり仕留めちまいそうな、反則的な何かが匂におうけど。とにかく、『安心』というのが見えねえ。策を弄ろうして死角や隙すき間まから切り込んでくるんじゃねえ。作戦を組む前提や環境そのものをぶっ壊して勝負を決めちまうような、そんな怖さがある。

　座敷童は何な故ぜかこの局面で胸を張って、

「私に戦闘とか期待しないでほしいんだけど」

「俺だってあんなのと戦うつもりはねえよ。そもそも戦いになるとも思えねえ。警察だ。他の従業員達に事情を話すのでも何でも良い。とにかくもっと大きな力にバトンタッチする。目撃者が俺達だけだなんて、もうロックオンされているようなもんだ。だからバトンタッチが終わるまで、お前達は部屋に閉じ籠こもっていてくれよ!!」

　カツン、という足音が響いた。

　レストランの方から。

　決して急いでいるものじゃねえ。だがその歩みには確信がある。何をどう選択したところでいずれ追いついて確実な死を与える。こちらの努力の無む駄だを説とく言葉がにじみ出た、緩ゆるやかな歩み。

「行け!!」

　俺は叫さけぶと、座敷童や惑歌とは正反対の方へと通路を走る。できるだけ足音を大きく鳴らして。よほどの失敗をしねえ限り、あの女の注目はこちらに向くはずだ。

　誰でも良い。誰だって良い。とにかくできるだけ多くの人間に、今あった凶行を知らせる。あの女が掌しよう握あくする『場の支配権』ってヤツを、数の暴力で奪い返す。ホテルの従業員全員が凶行を知れば、女だって動きにくいはずだ。警察が大挙して訪れれば、それ以上の犯行は難しいはずだ。

　このホテルはインテリビレッジの観光業だけあって、施設の規模の割に従業員の数は多い。エレベーターホールに向かうと、どこかへルームサービスの食事を運ぼうとしているのか、ワゴンを押す女の従業員と出くわした。

　ネームプレートには松まつ海かいとある。

　松海？

「ちょ、聞いっ、警察を!!　今すぐ警察に通報してくれ!!」

「はあ……」

「来るっ、あいつがっ、あいつが!!　ここにいるのはヤバい、エレベーターなんて待ってられねえ！　とにかく、非常階段でどこかっ!!」

「苦情でしたらわたくしの方にお聞かせ願えないでしょうか。わたくしどもが何かお客様に不手際でも……？」

　違うっ、違う!!　そんな次元じゃねえ。事態はもうギアが二速ぐらい切り替わってんだ！　でも、ここまでぶっ飛んだ事態をどう説明する!?　変な女が獣けものみてえな速度で従業員に襲いかかってフォークを突き刺した。従業員の方は毒薬みてえなので自殺した。何だそりゃ!?　俺だったらまず信じねえ!!　どんなに好意的に受け止めたとして、まず現場のレストランへ向かって真偽を確かめようとしちまう！

　あの、レストランに？

　どう考えたって死体の数が増えるだけだ。そもそも、あれから何分経った？　レストランはどうなっている？　ウェイターやシェフは異常に気づいてんのか。気づいたとしたら……あの女はどうする？

　素直に逃げるのか。

　そんなビジョンなんてとても思い浮かばねえ。まさかと思うが、もうあそこは一面血の海になってんじゃねえだろうな!?

「あの、お客様？」

「駄だ目めだ……駄目だ」

　こいつらのギアが事態に対応するのなんて待っていられねえ。警察だ。元々こういう事態の対処を生なり業わいにしている連中に直接通報した方が、まだしもショートカットできそうだ。

　俺は慌あわててカメラのレンズすらぶっ壊れている携帯電話を取り出すが、

「通じ、ない？」

　信号音はおろか、電波が通じない旨むねを伝えるメッセージもねえ。雷とかで大規模な停電が起きた時なんかにこういう状態に陥おちいるんだけど……。

　まさか、これもただの事故じゃ、ねえ？

「電話は!!」

「っ、は、はい!?」

「固定電話！　公衆電話はどこにあるんですか!?」

「あ、え、ええと、一階のフロントに……」

　それだけ聞くと、俺は踵きびすを返して非常階段へ走る。あの女の従業員を放っておくのは危険だが、今は一刻も早く警察をこのホテルへ呼び寄せるのが先だ。あそこで俺が盾になったって、何秒もつか分かったものじゃねえ！

　だが駄だ目めだった。

　一階に辿たどり着いて公衆電話の受話器を持ち上げたが、やはり信号音は聞こえねえ。電話機そのものに異常や故障は見られねえから、多分もっと大きな施設が破壊されている。

　連絡できねえ以上、直接こっちから警察署に向かうしかねえ。

　だが、ここは酪農中心のインテリビレッジ風化村。

　ホテルの周囲は二〇～三〇キロにわたって一面牧草地が広がっているだけ。徒歩でどうにかできる距離じゃねえ。

　車？

　もちろん免許なんかねえが、オートマなんてゴーカートと同じだろ。アクセルとブレーキ。来た道は信号もないひたすら真っ直すぐな道だけだから、俺でも何とかできるかもしれねえ。

　何でも良い。

　窓を割ったって鍵かぎ穴あなのプラグをぶっ壊したって良い。

　とにかく車を手に入れて、ここを離れる。

　ホテルの外へ飛び出した俺は、そのまま裏手に回った。何台もの電気自動車が停まっているが、それが従業員のものなのか、客のものかは区別できねえ。何でも良い。でも、このホテルに座ざ敷しき童わらしや惑まど歌かを置いていくのはどうなんだ？　このホテルの高さは三階建てぐらい。ここから大声で叫さけべば、窓から外へ出て合流できるかもしれねえ。カーテンとか結んでロープ代わりにすれば何とかできるはずだ。

　そう思っていたのだが、

「……何だ、こりゃ……」

　駐車場で車の物色をしようとしたところで、思わず絶句した。

　パンクだ。駐車場の車がことごとくパンクしている。ご丁寧に、隅々まで、一台の撃うち漏もらしもなく。ぺしゃんと潰つぶれたタイヤの群れが、極めてシンプルな絶望を人様の脳のう裏りに叩たたき込んでくれた。

　逃げられねえ？

　このホテル、陸の孤島になっちまってんのか？

　ただ、何かがおかしくねえか。あの女は確かに化け物だが、一人でできるような作業なのか？　電話の不通はいつから始まっていた？　これだけの車を残さずパンクさせたのは？　あの松まつ海かいって従業員がレストランで殺されて、さあ大変な事になってきた……という段階で初めてホテルが孤立している事に気づくように仕向けたとしたら、極めて短時間の内に複数の大規模な細工を行わなくてはならなくなる。あの女一人でできるものなのか？

「いや……」

　そんなのは問題じゃねえんだ。

　簡単じゃねえか。

　あの女に共犯がいれば解決しちまう。

「……、」

　改めて、暗くら闇やみの向こうへ溶け込んでいくような大平原へ目をやる。相手が複数犯あるいは組織的な何かだったとして、ヤツらは俺達が外部と連絡を取ったり、逃げ出したりする事を極端に嫌っているはずだ。

　この先へ闇やみ雲くもに進んだとして、ヤツらはそれを黙だまって見過ごすのか？

　犯人の規模は分からねえが、場合によってはすでに包囲されている可能性も考こう慮りよすべきなんじゃねえか？

　目撃者ゼロの、ただ広く長く伸びていくだけの平原。そこで追われる羽目になったら、それこそたっぷり時間をかけて確実に殺される羽目になる。

　もちろん。

　全部ただの妄もう想そうかもしれねえ。

　ド素人しろうとの高校生が全く見当違いな事に怯おびえているだけかもしれねえ。

　だが判断の根拠となるものが何もない以上、この不安を払ふつ拭しよくする事はできねえ。闇の中へ向かう事への躊ちゆう躇ちよを止められねえ。

　だとすればどうする。

　車はない。ちんたら歩いて外を進むのは危険。かと言ってホテルの中にはあの女がいる。辺り一面が死で埋うめ尽つくされてやがる。どうして今までこんな事態に気づかなかったんだ？

「……自衛だ……」

　外部から応援を呼べねえ以上、やっぱりそれしかねえ。ここにいる従業員や宿泊客達のギヤが切り替わるまで時間がかかりそうだが、数の暴力で『場の支配権』を掴つかむ方向で押すしかねえ！

　でも、ド素人の集まりだけでそんなのできるのか？　数を集めたら集めたで、集団が大パニックを起こしたりはしねえのか？

　いや。

　忘れてた。

「……内うち幕まくの叔お父じさんは警察官じゃねえか」

　率直に言って、警察の力は組織あっての事だから、叔父さん一人っていう個人じゃどうにもならねえような気もするが……従業員や宿泊客をまとめ上げる時に、その辺の高校生よりは警察官の方が説得力があるだろう。

　パニック防止になればそれでよし。

　一塊の集団になって、危機を正しく認識できれば、あの女だって手出しはできねえ。

　……はず、だよな？




　　　　16（内うち幕まく 隼はやぶさ）




　腹を空すかせてレストランへ向かったっていうのに、中に入る前から異常な事態が伝わってきた。何だよ、この食欲を丸ごと断ち切るような濃密な匂においは？　鮮血以外の何物でもないぞ!!

　隣を歩く推理マニアが、スープの匂いでも嗅かぐように鼻をひくつかせる。

「駄だ目めかもね。知り合いじゃなければ良いけど」

「っ!?」

　絶句する俺をよそに、レストランの出入口から菱ひし神がみ舞まいが出てきた。

「おやまー、仲のよろしい事で」

「お姉ちゃんだ。知り合いじゃなければ良いけどって思ってたのに」

「申し訳ないね。ところで高校生見なかった？　こう、頭金髪にして、目つき悪そうで、全体的に馬ば鹿かっぽそうな雰ふん囲い気き『作って』いるヤツ」

「……忍しのぶか？」

　俺はピクリと眉まゆを動かしてから、

「そもそも、レストランで一体何があった!?　この血の匂いは尋じん常じようじゃないだろ!!」

「覗のぞきたければ構わないんだけどね、死人に興味がないアンタには退屈だと思う。あと順当な道からはますます遠ざかるよ。ノンキャリアの刑事さん？」

「っ」

「艶えん美びもやめといた方が良いね。多分アンタの手に負える範囲じゃないっていうか、専門分野がちょっと違うから」

「血の匂いの元って、私の知り合い？」

「違うけど」

「あっそ。刑事さんはどうする？」

　この姉妹、共に悪意はないんだろうが、俺の存在意義そのものを揺ゆさぶりにかかってきている。

　確かに、推理マニアでさえ、まっとうな警察官の道を行く俺じゃ制御できない。まして姉の方が関かかわるような事件なんて、触れるとしたら哀あわれな被害者としてしか登場枠がないぐらいぶっ飛んでいる。

　だが。

「俺は警察官だ」

「管かん轄かつ外だし休暇中だから何の権限もないけどね」

「それでも、ここから背を向けたら何にもならないんだよ!!」

　舞の肩を掴つかんで押しのけ、レストランへと一歩大きく踏ふみ込み、




　そして。

　後悔した。




　何秒、何十秒。

　俺は動きを止めていた？

　時間が、意識が、場面が、確実に経過していた。

　目の前に広がっていた光景が焼きついて離れない。『それ』自体は放火事件などに比べれば穏おん便びんな部類に入るはずなのに、鮮烈な印象が拭ぬぐえない。そう、鮮明。鮮やか。俺は本来犯罪を憎にくむ側の人間であるはずなのに、その手並みに惚ほれかねない何かが付ふ随ずいしている。

　耐性は、あるはずなのに。

『それ』と対たい峙じするのが、俺の仕事のはずなのに。

　ドラム缶に詰め込まれた切断死体を覗のぞき込んでも、良く頑張ってるねーと感想を漏もらす事ができる程度には慣れているはずなのに。

　その、俺が。

　異常だ。

　現実を超ちよう越えつした先にある魅力が、たった数歩先の世界に充満している。

「そこで止まって正解だよ」

　おそらくは『それ』を作ったであろう舞まいが俺の肩を掴つかんで、手前へ引き寄せる。力、あるいは意思を失った俺の体はいとも簡単に後退し、レストランから遠ざかった。

「ただの素人しろうとより、剣道とかかじっているヤツの方が『技』や『手際』に魅入られやすいんだ。気をつけた方が良い」

　一方、推理マニアの艶えん美びは、『死体』が関かかわれば異常さを中和できるのか、それとも『いつもの調子』を続ける事で精神の安定を図っているのか……鮮やか過ぎる死体の近くまで歩いていくと、屈かがみ込んで何やら観察を始める。

　片手で大きな虫眼鏡めがねをくるくると回しているが、特にそれで何かを覗き込もうとはしない。手持ち無ぶ沙さ汰たになった時に携帯電話をいじくるのと同じ感覚なのかもしれない。

　艶美は死体の顔色や口元の泡などから何かを判断したらしく、

「フグかあ。まあ入手は簡単だろうけど、自殺用には向いてないはずなのに。掌てのひらに爪つめが喰くい込んでいるのは我が慢まんの証あかしだろうし。というか、こういうのを歯に仕込むのってムズムズしないのかな」

「苦しい死は、任務失敗のペナルティも兼ねているんだろうね」

「任務、か。……お堅い響きだね。平和の国で戦争でもやってるみたい」

「だから妹の出る幕じゃないんだってば。種類が違うの」

　姉妹の会話がとても遠い。

　今も切れ切れになる思考で、俺は何とか口を動かす。

「忍しのぶが、これに、どう関かかわっている……？」

「見られた」

「あいつは！　ただの高校生だ!!　こんなのに関わるような人間じゃない。関わったって何もできない！　アンタが、排除するような価値は……!!」

「勘違いしないでよ。口を封じるつもりで捜さがしているんじゃない。それと言っておくが、私の動きを目撃されたなんて以前に、そもそもの開始地点から全く無関係って訳でもなさそうだよ」

「……？」

「『事態』はもう動いているんだよ刑事さん。だから私も始動した。そして陣じん内ない忍君はそうした『事態』に気づかず、闇やみの中をふらふらとさまよっている。把握しておいた方が良い。落とし穴に落ちる前にね」

「あの、松まつ海かいっていう従業員が……？」

「松海博ひろし。それが組織名って訳でもないんだけどね」

　詳くわしい事情は知りたくもないが、どうやら菱ひし神がみ舞まいと、松海博の属する何かしらの勢力が、このホテルで対立しているらしい。

　菱神舞の側に忍へ危害を加える意図はなくとも、松海博の属する敵対勢力もそうとは限らない、という訳か。

　そもそも、忍はこれにどう関わっている？

　舞の口振りから察するに、単に犯行現場に居合わせたってだけじゃなさそうだが。

「一つ聞いても良いか？」

「自分で判断してよ」

「これも妖よう怪かい絡がらみなのか」

「『パッケージ』の事を言っているんなら、そいつは妹の領域」

　菱神舞は簡単に言う。

「私が出張る時は、基本的にそれ以上だよ」

　当然という調子に、精神的な柱が一気に折れる。この女の住んでいる世界が見えない。妖怪絡みの『パッケージ』だけでも、現代の日本警察は後ご手てに回されているっていうのに。致命誘発体は殺せないし逮捕もできない。それを利用した人間の犯罪者を捕らえて事を収めるのが精一杯だっていうのに。こいつは一体どこに住み、何と戦っているんだ。

　俺よりも事態に慣れている、つまり死体に馴な染じんでいる異常な推理マニアが、革手帳風のカバーをかけたスマホのメモ機能に何かを記入しながら話の先を促うながしていく。

「お姉ちゃんはこれからどうするつもり？」

「それはもちろん、この事態を何とかするよ。ひとまず規模の確認かな。本物の従業員の取り扱いが気になる。履歴書を詐さ称しようして松まつ海かい博ひろしさんだけが潜入していたのか、従業員が全員別人と入れ替わっているのか。……ま、シビアな結果になるとは思うけど」

「私達はどうすれば良い？」

「自分で考えてよ。率直に言って、リスクは変わらない。部屋に閉じ籠こもったって備えつけの鍵かぎだけで凌しのげる暴力じゃないし、私についてくると流れ弾だまを浴びる羽目になるかもね」

「じゃあ私はお姉ちゃんについていくよ。刑事さんはどうする？」

「え、あ……？」

「体面や都合は気にしなくて良いよ。安全地帯はない。自分の人生は自分で決めて」

　艶えん美びに言われ、ドッと全身から汗が噴き出すのが分かる。

　並の『パッケージ』ですら、日本警察の手に余る。まして、この姉妹が踏ふみ込もうとしている場所はさらにその奥だ。組織としての警察の力を借りられない状況で、そんな場所に一いつ介かいの警察官が踏み込んだとして、何ができる？　闇やみを光で照らすなんて甘過ぎる。小さな光点が丸ごとどす黒い闇に呑のみ込まれるのがオチだ。

　だが、

「……忍しのぶがいる。あいつは一足先に、俺達よりも奥へ踏み込んでしまった可能性が高い。忍を確保するまでは下がる訳にはいかない。たとえ警察官としての機能が停止していてもだ」

　それを聞いた舞まいは、何な故ぜかニヤニヤと笑う。

「やるじゃん国家権力」

「そういう台詞せりふを女の子のために言えるようになると、立派な主人公になれるのにね」

「そんなものにならなくても良い。俺はノンキャリアの刑事で良いよ。だから話を先に進めようぜ。どこへ踏み込むつもりだ？」

　ついておいで、と舞が言う。

　彼女の先導に従ってホテルの中を進んでいく。その内に、妙みような事に気づいた。音がない。静せい寂じやくだ。ホテルとしての気配りとか、そんな次元を超えている。ここにあるのは静寂だった。廃はい墟きよの中を歩いているような。人間がそこにいれば、どうしても発してしまう音。それが足りない。

「松海博の正体は露ろ見けんした。向こうも演技を続けるのは無理だって判断したのかもね」

「じゃあ、従業員はみんな松海ってヤツの仲間だったのか？」

「もちろん、ホテルのスタッフって意味じゃないだろうけど」

　やってきたのは一階のフロントだった。ここにも人はいない。だが舞や艶美が見ているのはそれではなかった。フロント奥の壁に掛けてある、巨大な見取り図だった。

「今回の件が初めから全部仕組まれていて、向こうが大掛かりな準備を進めているとしたら、敵さんは不要になった本来の従業員をどこに隠しておくかな？」

「お姉ちゃん。もう死体は運び出されている可能性もあるよ」

「三日四日で扮ふんした訳じゃなければそうなるかな。でも痕こん跡せきは完全に消せない。消す必要もない。全ての指し紋もん血けつ痕こんその他あらゆる痕跡を消して回るっていうなら、即そつ興きようでホテルを建設した方が簡単だ。その方が撃うち漏もらしもないし」

「ボイラー室」

「なに？」

　眉まゆをひそめる舞まいに、艶えん美びは簡単に言う。

「従業員さんの数は、全部で五〇人から一〇〇人ってところ？　死体を運び出すにしても、形がそのままだと運うん搬ぱんが面倒じゃないかな。単純なサイズの問題もそうだし、万が一飲酒運転の検問でも敷かれていたら一巻の終わり。だったら形を変えてから運び出した方が安全よ。速度違反や飲酒運転程度の検問なら、肥料袋に入った灰の成分まで調べようなんて考えないだろうしね」

「いくらだだっ広い平原だからって野焼きする訳にもいかないし、屋内で強きよう烈れつな火力が確保できるって言うならそれが無難かなあ」

「『バスタブに強酸』の可能性もあるけど、物ぶつ騒そうな液体を運搬するのもそれはそれで大変そうだし。あれ、映画みたいに死体を丸ごと放り込める訳じゃないんだよね。溶かす体積が大き過ぎると反応が激しくなって強酸が飛び散ったり、大量の煙が発生したり。あれだけの人数をバラバラにして少しずつ溶かしていくのも面倒だろうし、やっぱり灰にする方が安全だと思う」

　安全。想像するにゾッとする会話だが、ここはすでにこれが当たり前となっている世界だ。呑のまれてはいけない。自己を維持しろ。俺は自分の意思で足を踏ふみ入れたんだ。

　見取り図には、立入禁止の警告カラーでボイラー室の入口が表示されていた。地下への階段があるらしい。俺達は従業員用の区画へ向かい、その階段へと進んでいく。

　階段の入り口は分厚い扉で塞ふさがれていた。

　舞が鉄の扉を開けた、その時だった。

「叔お父じさん!!」

　大声が聞こえた。慌あわてて振り返ると、通路の角から忍しのぶのヤツが出てきたところだった。どうやら無事だったらしい。しかし安あん堵どする暇もなく、事態がおかしな方向へ進んでいく。忍は舞を睨にらみつけたまま、こちらへ近づいてくる。

「そいつから離れろ!!　逮捕とかは考えなくて良い。そいつの殺し方は普通じゃねえ!!」

「あ……」

　まずい。忍のヤツ、何か勘違いをしている。舞が善人だとか悪人だとか、そういう話じゃない。自分の選択や機転さえ失敗しなければ、舞をやり過ごせると思っているところだ。

　挙げ句に、忍は消火器を持っていた。

　自衛のために拾い上げた行為は非難できない。だが条件はさらに悪くなる。

　忍に攻撃の意思はあっただろうか。

　舞まいの方は躊ちゆう躇ちよしない。ポジションの分からない、敵か味方か判断できない者が一定距離まで近づいてきた場合、とりあえずどう対処するかは明白である。

　直後に何かが起こった。

　逮捕術の一環として、柔道や剣道をそれなりにかじっている俺でさえ、動きについていけなかった。単純な速さもそうだが、動き方そのものが予想の範囲を大きく外れ過ぎていた。

　そして、

「やば」

　舞が初めて声を出した。緊迫感のない声。忍しのぶを投げ飛ばした先を見て発したものだった。俺は思わず舞の見ているものを目で追いかけて……そして絶ぜつ叫きようした。

　ボイラー室へ繋つながる扉の向こう。

　下りの階段の暗くら闇やみに向けて、甥おいの体が転がり落ちていく。




　　　　17（陣じん内ない 忍しのぶ）




　ごっ!?

　　　　　　　　　　がっ！

　　　　　　げうっ!?

　　ごええ！




　意識が眩くらむ。上下の区別がつかなくなる。ぼんやりとした視界に、コンクリートの冷たい壁が映る。ここは、どこだ？　不定期に明滅する蛍けい光こう灯とうに照らされているのは、広い空間を埋うめ尽つくす大量のパイプ類や、ちょっとした物置ほどもある鋼鉄の箱型設備。パッと見ただけでは使い方も分からねえが、パイプ類にはアナログのメーターなども取りつけられている。塗装もはげ、所々に錆さびの浮いたそれらは、これまでのホテルの印象とは大きくかけ離れていた。古びた工場、あるいは刑務所のようなイメージがある。

　階段から落ちた。

　事態を認識した途端、床に投げ出された手がぬるりとした感触を捉とらえた。

　頭でも割れたんじゃねえだろうな、とゾッとしたが、指先についてるのは血じゃねえ。

　黒い、油のようなものだった。

「なん、だ、ここ……？」

　ぼんやりした瞳ひとみを周囲に向けるが、そこで足音を聞いた。

　上から。

　誰かが階段を下りてきている……？

「がっ、ぐうう……!!」

　慌あわてて階段から距離を取ろうとしたが、筋肉に力を入れようとした途端、跳はね返るように激痛が発生した。どこかが折れている様子はねえが、動くには時間が必要だ。もちろん、すぐに痛みが引くなんて思っちゃいねえ。意識が痛みに慣れるまでに時間がかかるって意味だ。

　ろくに動けない俺に、階段の上から声がかかる。

「いやー、流石さすがに予想外。悪かったって思ってるよ。でも詳くわしく診みるのは安全を確保してから。ちょっとそこで大人しくしてて」

　何を言っている？　診る？　安全？　そもそも全部の元凶はアンタじゃねえか。

　そう言おうとしたが、頭がぐわんぐわんと不定期に痛みを膨ふくらませ、ろくな言葉が出ねえ。その間にも女は階段を下りてくる。その足が冷てえ床を踏ふんだ途端に背筋が強こわ張ばり、痛みが爆発するが、予想に反して女は俺を避よけた。路上の水たまりを迂う回かいするように。

「……ここが噂うわさのボイラー室。しかしまあひどいね。いちいちルミノール反応調べるまでもないって感じだよ」

　ボイラー？　いや、ルミノールの方が気になる。確か、血の痕あとを調べるために出てくるものじゃなかったか。普通に布で拭ぬぐった程度なら反応を取る事ができるっていう……。

　女はさらに半端な蛍けい光こう灯とうだけでは拭えねえ、暗くら闇やみの奥へと向かい、

「こっちが整備用の点検口……。サイズはそこそこ。人間でも詰め込めそうね。あーあ、髪の毛残ってるし」

　いや、疑問は良い。とにかく今は動くための準備……いや、この激痛に慣れるのが先だ。何だか知らねえがここがヤバ過ぎるのは良く分かった。あの女そのものもそうだが、発言の端はし々ばしに不穏な空気が充満し過ぎている。敵は何だ？　あの女だけじゃねえのか？　それとも、全部含めてあの女が関かかわっているのか？

　体は？

　……動く。

　感覚が危機に対応してきたのか、あるいは単に頭が鈍どん化かしてきているのか。頭の内側へ突き刺すような鋭するどい痛みは、熱っぽい何かに変化しつつある。正直、体が発するＳＯＳ信号が鈍にぶっていくのは手放しでは喜べねえけど、今は贅ぜい沢たくを言っている場合じゃねえ。床に手をつき、膝ひざで体を押し上げ、ゆっくりとだが確実に起き上がる。

　階段へ。

　何でも良い。ここにいるのは危険だ。とにかく階段へ向かわなければ。

「っづ」

　壁に手をついて、完全に二本の足で立つ。振り返るが、女の方はまだボイラー室の奥を調べているようだ。俺はふらつく足取りで、階段を上る。ゆっくり。足音は立てずに。ひょっとしたら四つん這ばいで、手も階段に掛けた方が安全かもしれねえ。それぐらいに視界が揺ゆれる。

　女は追ってこない。

　まだ気づいていねえのか、あるいは泳がされているのか。

　判断に迷う。相手の意図を読んで逆手に取るだけの頭も回らねえ。もうホテルの部屋のベッドでも家の布団でも良い。階段を上って地上に出て、後はゆっくりと寝てしまいたい。

　一階へ着く。

　しかしそこで異変に気づいた。

「……何だ……？」

　静かだ。静か過ぎる。まるで今まで甲かん高だかい笑い声が続いていたバラエティ番組の映っていたテレビのスイッチをいきなり切ったような静せい寂じやく。部屋に一人しかいねえ事を改めて思い出させられるような静寂。静寂、静寂、静寂。ここは、足りない。何かが決定的に足りねえ。ただ息を潜ひそめてじっとしているだけでは得られねえほどの、不自然な静寂がホテルを包んでいる。

　いや。

　そもそも『あれ』はどうなった？

「従業員は全部別物だ。さっきそいつが露ろ見けんして全員行方ゆくえを眩くらませている。不自然なのはそのせいだよ」

　気がつけば、あの女が隣に立っていた。

　いつの間に階段を上ってきたのか、こうした今でも理解できなかった。

　だが、今一番気になるのはそこじゃねえ。

　あの女に一メートル以内へ接近された事を棚上げせざるを得ないほどの異変が起きている。

「おい、どこ行きやがった？」

「なに？」

「ここに叔父さんと女の子がいたはずだろ！　二人はどこ行きやがったって聞いているんだ！」

「……アンタのその惨さん状じよう見て、救急箱でも探しに行ったんじゃないの？」

　噛かみ合わねえ。トボけているかどうかの判断もできねえ。そして何でも良い。俺は女から距離を取り、そのままホテルの廊下を走る。

　まずは見つけるのが先だ。

　どこかに必ずいるはずだ！

　どうやっても見つからねえ、静寂に呑のまれたようにどこかへ消えてしまった、そんな非現実的な想像が脳裏をよぎる。

　しかし、結果として悪夢のような予想は外れた。

　幸い、とつけられなかったのが最悪だが。




　惨さん劇げきが始まったのだ。
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　時間が。

　細こま切ぎれになっている。正確には記憶か。時系列が整せい頓とんされていねえんだ。思い出そうとしてもバラバラにしか浮かばねえ。一場面一場面の鮮烈な光景は焼きついているのに、自分がどういう順路を通って『それ』らに遭遇したのかを辿たどり直す事ができねえ。

　光景は、写真じゃねえ。

　空気を圧迫するような血の匂においが。呼吸と共に口の中へ混じり込んでくる焦こげたような味が。耳みみ障ざわりな音が。ぐずぐずに溶けるような感触が。すでに通り過ぎた『過去』のはずなのに、不定期に思い出されるたびに、何重にも何重にも重なって意識へ突き刺さってくる。

　狂っている。




　叔お父じさんと一いつ緒しよにいた中学生ぐらいの女の子は、レストランの厨ちゆう房ぼうにいた。いや、転がっていた。ガス台の上に。中華料理みたいな音を立てて。可愛かわいらしかった顔は黒く崩れ、華きや奢しやな体のラインも服と一体化して、まともじゃなくなっていた。だらりと下がった右腕だけが炎の難を逃れ、『異性』として認識できるしなやかさを維持していたのが、逆に恐ろしかった。




　誰が？

　考える暇なんてなかった。




　小こ手て蜜みつ惑まど歌かはぶら下がっていた。ホテルのロビーに。天井から、シャンデリアみてえに。くの字の見取り図を隠すような高さで、ぎいぎいと音を立てて左右に揺ゆれるそれは、最初首吊つりかと思った。だったら救いはあっただろうか？　しかし実際には違う。重量二〇〇キロを超えるマグロを釣つるための太い針がある。それを上うわ顎あごに引っ掛けられて、文字通りの使い方をされていた。針の先端の行方ゆくえは分からなかったが、頭の中身がまともな配置を保っていねえのは明白だった。目だ。両目の眼球が、ありえねえほど大きく盛り上がっている。まるで、内側から押し出されたかのように。顔面の損壊。思春期の女の子にとって、これほど悲ひ惨さんな末路はあるだろうか。




　あの女が？

　でも可能か？　手が込み過ぎている。それに距離も。俺が突き落とされた時、少なくとも叔父さんの隣にいたあの女の子は生きていた。あの女が階段を下りてくるまであまり時間は経ってねえ。




　あの女を捜さがす。真実へ近づくためか、死体という現実から逃避するためか。とにかく何でも良い。あの女は俺以上の情報を持っている。はずだ。あの女自身が元凶かどうかはさておいて、一高校生の俺よりも確実な情報を握っているはずだ。

　聞き出さなくちゃならねえ。

　そう思っていたのに。

　ボイラー室の入口まで戻ってきた時だった。扉が不自然な半開きになっていた。覗のぞき込んでみると、階段の途中であの女が倒れていた。仰あお向むけに。首がない。鋭えい利りな刃物とかで切断した訳ではなさそうだ。オモチャの人形の首を引っ張ったが上う手まく外れず、ねじってみましたといった感じで、傷口に不自然な痕あとが残っている。痙けい攣れんを続ける手足を見て、不覚にも生きているかもしれねえと安あん堵どしてしまう自分がいた。しかし直後に気づく。
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　首がねえのに？

　今も傷口から不定期にビュクビュクと血を噴いているのに？

　体から急激に血が失われていくのに従って、手足が本人の意思とは関係なく蠢うごめいているだけだと気づいた時、ようやく俺はこの女の死を認めた。認めて、しまった。でも、何だ？　こうなったら、どうなるんだ？

　この女が真実だったんじゃねえのか。

　全ての元凶だったのか、それとも事件の核心に一番近い何者かだったのか。

　いずれにしても、こいつが最も普通じゃなかった。

　ただ、上限はこの女ではなかった。

　……俺に、何とかできるのか？

　根本的な疑問が生じる。真実を知る知らねえなんてどうでも良い。台風がこれから上陸しますと言われたからって、台風の進路なんて変えられるか？　こっちはただの一高校生だ。てるてるぼうずを吊つるす以外にできる事なんて何もねえ。世界のどこかにいる本当の実力者ってヤツなら、爆撃機でも飛ばして特殊な薬品を空中に散布するとかで気圧を物理的に変化させたり……なんて事もできるかもしれねえが、俺にとっては単なる空想だ。物語だ。手元にある現実からあまりにもかけ離れている。具体的手順はおろか、それが実際に可能かどうかさえ判断できる位置に立ってねえ。




　真実を求めるっていうのは、追う側の人間だ。

　そもそも俺はそこにいねえ。

　現場にいる事を活かせねえ。詳しよう細さいな情報を得るチャンスよりも、視野が狭せばまって情報を整理できなくなるリスクの方がはるかに大きくなってしまう程度の一般人に過ぎねえ。

　あるいは、もっと明確に。

　被害者とでも呼ぶべきか。




　叔お父じさんを見つけた時には、すでに感覚は麻ま痺ひしかかっていた。叔父さんは客室の一つにいた。そこが元々の叔父さんの部屋だったのかどうかは分からねえ。叔父さんの両足は切断され、首はガラスの割れた窓の枠へ不自然に引っ掛けられていた。ゆっくりとした、じわじわと締めつける絞こう殺さつ。頸けい動どう脈みやくの圧迫や頸けい椎ついの破壊といった『実際の首くび吊つりで訪れる一いつ瞬しゆんの死』を許さねえ、苦しみある処刑。足の潰つぶれた切断面で体を支えれば多少は気道を確保できる事から、おそらく一〇分から一五分はもがき続けたと見られる……と、冷静に考えてしまえるほどに、俺の人格から情じよう緒ちよが失われつつあった。

　精神が破損を始めている。

　明確に、それが分かる。




　事件の数は、死体の量は、それだけヒントを残すはずだった。しかし何も掴つかめねえ。糸口があったとしても、それを掴むべきは刑事とかであるべきだ。あまりにも唐とう突とつな断絶は、次の新しいヒントを探そうという気き概がいすらもへし折っていた。

　他の宿泊客はどうなったのか。

　他の従業員はどうなったのか。

　いちいち考えているだけの余裕がねえ。自分自身の呼吸さえおかしくなってきた。頭が正常に回らない。全滅。皆殺し。レストランで異常の端が見えたところから、何十分の出来事だ？　俺はこれでも十数年は生きてきた。こんなのが『人生の落とし穴』として存在して良いなら、今の今まで生きてこれた事が逆に不思議に思えてくる。

　……あれ？

「何だ……。何か引っ掛かるぞ……」

　違和感を覚えたのはどこだ。自分の頭の中で考えていたはずの言葉の羅ら列れつに、何か不自然なものを感じるのだ。何十分……というところじゃねえ。レストラン、でもない。そう、そもそもだ。大前提として、俺はこの状況をどう把握している？

　全滅。

　皆殺し。

　いいや、違うんだ。別に俺が生きているから全滅じゃねえとかいう話をしたいんじゃない。根本的な話をしよう。免まぬがれているヤツがいる。この事態は全滅でも皆殺しでもねえ。少なくとも、まだ安否を確認できていないヤツがいるじゃねえか。

　そう。

　そうだ。

「……座ざ敷しき、童わらしは……？」

　違和感の亀き裂れつが広がる。何かおかしい。座敷童の不在だけじゃねえ。例えば。各おの々おのの惨さん劇げきの順番を俺は思い出せねえ。でも。血の様子はどうだった？　時間の経過に伴ともなって、きちんと固まりつつあったか？　それで死体の順番は分かるはずだ。にも拘かかわらず順番が不明のままという事は。まるで映画やドラマのように、どの場面でも血はドロドロに流れていなかったか？

　来た道を、振り返ろうとする。

　今まで自分が見てきたものが、本当に同じ場所にあるのかどうかを確かめるために。

　その時だった。

　乱暴に、右肩を叩たたかれた。

　後ろから呼び止められたのかと思った。

　だが違う。




「おい、大丈夫なの？」




　女の声は、真正面から聞こえた。

　死んだはずの、あの女の声が。
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　違和感が許容量を超えた途端、あまりにも不自然な静せい寂じやくが破られるのを確かに感じた。音。自分以外の人がそこにいる音。それが復活している。微弱だが、ホテル全域は相変わらずの静寂に包まれているが、それでも俺の近くに人が生きている音を感じる。

　最初は、真正面。

　レストランで松まつ海かいさんを刺したあの女が、俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「う、ああ!?」

「何を見ていたの？　化かされていた訳じゃないよね」

　化かす。絵本に出てくるような単語を頭に浮かべ、俺は何な故ぜその事態を連想しなかったのだろうと逆に疑問に思った。非現実的な現象が起きたら、非現実的な存在が関かかわっている可能性が一番高いって事なんじゃねえのか。

　つまり。

　妖よう怪かいが。

「アンタ、アンタ……」

「何よ」

「ボイラー室で死んでいたんじゃなかったのか……？」

「やっぱり、何か見たね」

　女は詳くわしく聞き出そうとしたようだが、不意に中断された。

　原因は音。

　今まで安心感を与えていたそれに、嫌いやな異物が混じる。一定の間隔で鳴り響くそれは、足音と捉とらえて良いのだろうか？

　ただし、俺の知っているものとは明らかに違う。

　腐った魚でも潰つぶしているような音。

　ぐじゅぐじゅという、液化した何かが、ゆっくりと近づいてくる。

　しかし、どこから？

　薄うす闇やみの向こうから音が聞こえるんだけど、その正体が見えねえ。いいや、そもそも、この薄闇は何なんだ？　夜とは言ってもホテルの通路には明かりがあるはずなのに。この空間に馴な染じみ過ぎるブラインドは一体……？

「ヤバいね」

　いつの間にか、女は掌てのひらにすっぽり収まるような自動拳けん銃じゆうを握っていた。小型サイズの割に、五〇〇ミリのペットボトルみたいなサプレッサーをつけているので台無しになっているように見える。

　本物……なんだろうか？

　猟りよう銃じゆう以外の銃器に現実味を感じられない一方、この局面で玩具を出すヤツがいたら、それはそれで相当だとも思ってしまう。

「かなりヤバいよ。この菱ひし神がみ舞まいさんが、ここまでやられてやっと『事態』の核に気づくなんてね。……ところで、これが何だか分かるかな少年」

「マニアじゃねえんだ。拳けん銃じゆう自慢なんてされてもサッパリ分からねえよ」

「そっちじゃない」

　そこで初めて気づいた。

　あれだけ余裕のあった女の顔に、うっすらと汗が滲にじんでいる。

　あの、女が……？

「私がこいつに頼るようになったら、もう八割負けてるって事。私は自分で言うのも何だけど、使える人間だとは思う。百ひやつ鬼き夜や行こうから頻ひん繁ぱんに依頼を受けるぐらいにはね。でも別に最強って訳でも無敵って訳でもない。負けるヤツには負けるって事よ」

「何を、言っているんだ？」

「そろそろ厄やつ介かいなのが出てくると思ってたけど、それにしてもまず過ぎる。憑つき物もの筋なんてレベルじゃない。あの野郎、ほとんど空爆用のＧＰＳみたいに病魔を呼び込んでる。都を滅ぼすような、どこぞの貴族の怨おん念ねんクラスかな。個人に向ける兵力じゃないでしょ……」

　後半は意味を把握できなかった。女自身、頭の中で整理しきっていないのかもしれねえ。あの女が、これほどに混乱する相手、事態。一いつ瞬しゆん、あの原因不明の幻覚（？）の続きに接続されたのかと思って、こっちの頭までパニックに陥おちいりかける。

　そんな俺に、女は薄うす闇やみの向こうを睨にらみながら何かを投げてきた。

　無線機？　携帯電話？　いや……。

「衛星携帯電話。日本じゃ普及してないけど、映画とか海外ドラマとかで見た事ない？　そいつなら基地局関係なしに電話が繋つながるはずよ」

「警察に、通報しろって事か？」

「それで解決するレベルの事件だったら私も助かる。でも多分そうはならない」

　女はこちらを見ないまま、

「００１５。それでロックが解除される。後は普通の携帯電話と一いつ緒しよ。頭に国番号を入力する必要があるけど、登録メモリを呼び出して電話を掛ける分には関係ない。……百鬼夜行って登録番号があるの。そこに掛ければ、ようやく揃そろうんだ。今回の登場人物全員が」

「今回のって、何が!?　そもそもこのホテルでは何が起きているんだ！　お前が松まつ海かいさんを刺したのは!?　俺が見た妙みような幻覚は!?　俺は自分が見たものが正しいのかどうかも分かっていねえんだぞ!!」

「事件の規模は、このホテルの中だけなんてものじゃ済まない！」

「なん……」

「とにかく行け。アンタが見たのが私の予想している通りのものだった場合、多分この事件を解決できるのはアンタだけよ。プロの私じゃなくて素人しろうとのアンタが！　不本意だけど、こっちとしてはアンタに命を預けるしかない!!」

「待てよ。待ってくれ！　事態が呑のみ込めねえ。ここにいた叔お父じさんや女の子はどうなった!?　惑まど歌かは!!」

「刑事さんと私の妹なら逃がしたよ！　だから私は窮きゆう地ちにいる。小こ手て蜜みつ惑歌ってヤツは見てない。でも、多分アンタが見てきたような何かは『まだ』起こっていない!!」

　ぐず、という湿った足音が一歩近づいてきた。

　とても人間が発しているものとは思えない音。

　女は過敏に反応した。

「行け!!　ここにいたらアンタは間違いなく死ぬ。私だって長くはもたない。だからアンタがその衛星携帯電話を使いこなせ！　さっきも言った通り、多分アンタにしかできない!!」

「くそ……」

　事態は掴つかめねえが、とにかくグジュグジュという異様な足音に気け圧おされる形で、俺はその場から遠ざかる。女は踏ふみ留とどまっていた。普通じゃねえ。その精神の源みなもとは、果たして単純に勇気って呼んで良いものなのか？

　女を残し、俺は廊下を走る。逃げる。

　ついさっきまで見ていたのが幻覚のようなものなら、惑歌や叔父さん達はまだ生きているはずだ。ひとまず彼らの部屋を訪ねてみるべきだろう。それに、座ざ敷しき童わらし。確認してみる必要がある。

　同時に、あの幻覚は何だったのだろうと考える。

　おそらくは妖よう怪かい絡がらみ。しかし、どんな妖怪が関かかわっているのか見当もつかねえ。そして、本当に俺が巻き込まれたのは『ただの』幻覚だったのだろうか？

　それなら良い。

　いつの間に割り込まれたのか分からねえぐらい精密な幻覚というのも十分に恐ろしいが、まだ救いようがある。

　しかし、例えば……、

「予言、みてえなものだった場合、ヤバ過ぎるだろ……」

　実際、そういう役割を果たす妖怪もいる。例えば、くだん。人の顔に牛の体を持つ、人の死の予言ばかりを吐はき出す不吉な妖怪。そうしたものが組み込まれた『パッケージ』を仕掛けられた場合、あの幻覚を無視する事はできなくなる。

　病魔がどうとか、まるでタイミングを計ったように、『俺達を皆殺しにしかねない誰か』も現れた事だし。

　あの幻覚の意味やメリットは掴つかめねえが、不可解な現象を起こすにも相当の準備が必要だ。何の目的もなく仕掛けてくる事はねえだろう。何かがある。それを把握する事が、この意味不明な事態を打開するための鍵かぎになるはずだ。

　これをやって得をする人間は誰か。

　そして、そのために利用されている妖よう怪かいは何か。

「……あれ？」

　ホテルのフロントまで出たところで、ふと気づいた。

　敵の正体の一端が掴めたかもしれねえ。

　不吉な未来を暗示するもの。

　人から眺ながめた見た目を変化させるもの。

　心当たりが。

　ある。




　　　　20（座ざ敷しき童わらし・縁ゆかり）




　レストランで変な女が暴れたせいで、まだご飯を食べていない。イライラが募つのる。惑まど歌かはさっきから何も言わない。忍しのぶの事を心配しているのかもしれないけど、生あい憎にく、座ざ敷しき童わらしには人の心を読む能力はないから詳くわしい事は分からない。

　すると、乱暴なノックをされた。忍かな？　キーは私が預かっているので、彼にドアを開ける事はできないし。ドアスコープから廊下の様子を覗のぞき込んでみると、あら珍しい。内うち幕まく隼はやぶさがいる。隣に見知らぬ女の子を連れて。女の子の足元にすねこすりもいる。哀かなしい習性と言っていたけど、やはり個人の性せい癖へきも関かかわっているんじゃないかな。それにしても、あの内幕隼が私の元を訪ねてくるなんて不思議なものね。もっとも、用があるのは忍の方かもしれないけど。

　アームロックをかけたまま、ドアをうっすらと開く。

　隙すき間まから顔を見せると、思った通り内幕隼は体全体でびくつきを表現した。しかしそこで終わらない。何かが彼の背中を押しているようで、私に言葉を投げかけてくる。

「そっちは無事か？」

「まるで危険なものが迫せまっているような口振りね」

　心当たりはあるんだけど。

　一応、レストランで人が刺される瞬しゆん間かんを目まの当たりにしている訳だしね。

　女の子の方が割り込むように声をかけてくる。

「惑歌の知り合いなんだよね。どこに行ったか心当たりはある？　部屋にはいないようなの」

「一いつ緒しよにいる」

「忍は……まだこっちには来ていないのか？」

「警察に通報するって言ったきりね。状況から考えて、あまり好ましい展開にはなっていないようだけど」

「警察？」

「殺人事件が起きたんだし」

「くそ、舞まいのヤツ、忍しのぶを解放していないのか……？」

「ねえ」

　私は割り込むように口を挟はさんだ。

「随ずい分ぶん慣れているのね。こういう異常な事態に」

「そりゃ、俺はこれでも刑事だし」

「あなたじゃない。隣にいる女の子の方よ」

「残念だけど、私は刑事さんよりは死体に慣れているよ」

　サラリと言った言葉に、足元のすねこすりがビクッと震えた。それでも華きや奢しやな足へすりすりしているというのだから、ある意味根性のある妖よう怪かいだったのね。

　私は気になっていた事を伝える。

「それは、妖怪絡がらみの事件でも？」

「ええ、ま、一応。この前も座ざ礁しよう島っていうところで舟ふな幽ゆう霊れいの『パッケージ』に巻き込まれたばっかりだし。こっちの刑事さんと一いつ緒しよに」

「すねこすりさんは？」

「えっ!?　わ、私ですか。私は無関係ですよ！　菱ひし神がみ舞さんが勝手にやったんです!!　おかげでしばらくうなされて、『本拠地』に帰る事もできなかったぐらいなんですよ！　風化村で静養していたのにまた再会しちゃうし!!」

　ふうん。

　それに、忍と、惑まど歌かと、私。

　最初は気づかなかったけど、異常な事態への不自然に手慣れた対応に、だんだん事情が分かってきた。普通の人って、殺人事件が起きたら、もっと、こう、支し離り滅めつ裂れつなパニックを起こすはずよね。順序立ててものを考えられている時点で普通じゃない。しかも、『それ以上』まで関かかわっているとなれば、目の前で起きた不可解な現象に振り回されるのが精一杯、ってなるはず。なのに彼らはそうならなかった。集められたのは、揃そろいも揃って妖怪絡みの事件の関係者だったのね。

　とはいえ、私はペット扱いの飛び入り参加。

　その発想まで第三者に誘導されたものだとすれば、バックボーンは相当なものよね。あの時、忍の手には宿泊チケットさえ存在しなかった。チケットという単語が忍の口から出ただけだった。そこから羨うらやましいという感情を作為的に引き出していた……とするなら、それはこのホテルでちまちまとした小細工を施ほどこすよりよっぽど難易度が高いはずよ。まして、それを対象者全員にこっそりと仕掛けていたとするなら、もう呪のろいと呼んでも良いかも。

　そんなものを自在に操あやつるためには、事件の規模をホテル内に留とどめず、もっと大きなものにする必要がある。それこそ、最低でも日本全国に根を張るレベルには。

　でも。

　妖よう怪かい絡がらみの事件の関係者を集めて一体何をしようとしているのかしら。










　　　　21（陣じん内ない 忍しのぶ）




　エレベーターホールでエレベーターがやってくるのを待っている間、俺は女から渡された衛星携帯電話をいじくっていた。

　アンテナが極端に太く、ボディもゴツい。携帯電話というより大型無線機に近い外観だった。００１５。教えられた番号を入力してロックを解除するが、機能も実にシンプルだというのが分かる。通話とメール。それだけ。メモ帳すらない。しかも記録は抹まつ消しようする主義なのか、メールボックスには何もねえ。

　アドレス帳を開くと、いくつかの番号が出てくる。

　表示されているのは、いずれも人名とは思えなかった。企業名とも思えねえ。何かの団体のものらしいが、一つとして聞いた事はなかった。

　その内の一つ。

　百ひやつ鬼き夜や行こうと書かれているものにカーソルを合わせる。

　最後の登場人物。

　衛星携帯電話があるとはいえ、そう何度もコンタクトが取れる相手じゃねえだろう。向こうが電話を切ってしまえばそれまでなのだ。最初の一回目が勝負。ここで取るに足らない相手と思われるようでは、おそらく細い糸は完全に切れてしまう。

　もっとも。

　俺は百鬼夜行なんてヤツ（？）と出会った事はねえ。

　そして。

　出会った事もねえのに関かかわりがあるとすれば、おそらく俺と百鬼夜行の接点はあそこだけだ。

　そもそも。

『あれ』は一ヵ所に固着するとは限らねえ。明確な所有権も存在しねえ。常に遊離の可能性を秘めている。そうなった場合に何が起きるかも説明されている事から、遊離の可能性はそれほど低くないはずだ。

　だったらありえる。

　俺と百鬼夜行が繋つながっている可能性も。

「……、」

　通話ボタンに親指がかかる。

　躊ちゆう躇ちよする。

　しかし押す。

　コール音は鳴らなかった。本来ならその機能があるのだろうが、鳴る前に相手が出た。

『もしもし』

　小学生ぐらいの少女の声だった。

　しかし年齢に反して、妙みようにしっとりとした雰ふん囲い気きのある声だ。

　会った事はないのに、どこかで聞いた事がある……と思ったら、あの女が事件の前に携帯電話で見せてくれた、ホームビデオのものと同じ声だった。

『菱ひし神がみ舞まいの演技をする必要はありません。すでに電話が彼女の手を離れている事は把握しています』

　把握。

　それは単に見ているだけか。それともこの少女が全てを仕組んでいるのか。

「俺は、俺とアンタの繋つながりを知っている」

『要件はそれだけですか？』

「座ざ敷しき童わらし」

　俺は言う。

　下へ手たな小細工をするより、単刀直入に切り出す。

　そちらで与えるショックの方が、まだしも相手を揺ゆさぶれそうだと判断したからだ。

「あれは家を守る妖よう怪かいだけど、常に一ヵ所に定住するとは限らねえ。座敷童が離れた家は衰退するっていう話が有名なぐらいだからな。俺はあいつ……縁ゆかりが以前にどこの家にいたかなんて知らねえ。ずっと俺の家にいるもんだと思ってた。でも、もしかしたら、以前はアンタの屋敷にいた可能性だってある」

『だったら何か問題が？』

「今さっき俺の身に起きた事も『把握』しているんだとすりゃ分かるだろ。大有りだ。座敷童にはこんな機能がある。一つ、大人には見えねえ。二つ、その家の火事など、家系全体に関かかわる不吉な予言をする」

　もっとも、うちの座敷童は爺じいちゃんや婆ばあちゃんにも問題なく見えているようだけど。火事の予言なんてのも聞いた事はねえ。

　ただ。

　それは個人の問題であって、種族としての力はやはりあるはずだ。

「見ている者の情報を書き換え、不穏な情報を与えてくる。……見方によっては、俺が経験したあの幻覚と条件が合致するな。このホテルに何をした。この電話を渡してきた女の話が本当なら、というか、あれが幻覚でなければ、従業員が入れ替わっているって話だった。アンタ、ここを座ざ敷しき童わらしに手を加えるための『パッケージ』として整備したんだろ」

『知っているのはそこまでですか？』

「なに？」

『知っているのはそこまでですかと尋たずねているのです。だとすれば、残念ですが私はこれ以上あなたと会話を続ける必要性を感じられません』

「……このホテルに座敷童を誘い出すのが最優先目標だとして」

　俺は言いながらも、頭の中で考える。

　まだ足りねえ。

　こっちはこれでも手一杯なのに、急いで手札を揃そろえねえと、電話という細い糸が切られてしまう！

「ホテルの宿泊チケットは、惑まど歌かから俺に向かってきた。気になる。座敷童へ直接それを渡す方法はあったはずだ」

『残念ですが』

「迂う回かいしたのが気になるんじゃねえ。座敷童がペット宣言をしてでもついてくるって事を断言できるぐらい、アンタ達の誘導が精密だったってだけだろうから。俺が言いたいのはそうじゃなくて……そこまで精密に人間を操あやつれるなら、俺や惑歌を辞退させて、座敷童だけをホテルに誘い出す誘導ルートもあったんじゃねえかって事だ」

　つまり、と俺は一度区切って、

「アンタはわざと俺や惑歌を巻き込ませた。座敷童を誘い出すのとは関係なく」

　頭の中で、それで良いのかと疑問が出る。だがいちいち深く考こう慮りよしている余裕はねえ。黙だまれば電話は切られておしまいだ。しかし一方で、何か糸口のようなものが見えてきたのも事実だ。

「となると、俺や惑歌以外の宿泊客だって気になる。本当に偶然ここにいるのか。そこには何か法則性はねえのか。俺と惑歌だけの話で言わせてもらえば、接点は少ねえ。同じ学校の同じクラス、なんてチンケな条件で選ばれたんじゃねえとすれば、後は一つしかねえ。……『サナトリウム』で起こった妖よう怪かい絡がらみの事件関係者ってトコだけだ」

『他の宿泊客も、全て「パッケージ」ないし妖怪に深く関かかわっている、と？』

「根拠はねえが、揃そろえようと思えば揃えられる」

『彼らを一ヵ所に集めて、私達に何の得が？』

「アンタは一度妖怪絡みの事件を切り抜けた人間をかき集めた上で、このホテルでさらに座敷童を軸にした怪奇現象を起こした」

　あの幻覚。

　精密である事を除けば、一見何の金銭的価値もないと思える怪奇現象。

　でも違う。

　起きた現象なんてどうでも良い。それ以上の付加価値がこのホテルには存在する。

「つまり、構図はこうだ。仮に座ざ敷しき童わらしの『パッケージ』がホテルを丸まる呑のみして、俺達全員が翻ほん弄ろうされるなり殺害されるなりすれば大成功。柔軟性っていうのかな。様々な種類の事件に関かかわってきた人間を丸呑みできる、ブラックホールみたいにどうしようもねえ力を『パッケージ』に与える事で、『パッケージ』の高ブランド化が見込めるって訳だ」

　そう。

　田舎いなかというクリーンなイメージを描えがき出すため、最さい新しん鋭えいのテクノロジーをふんだんに使って農作物のブランドイメージを徹底的に強化するインテリビレッジと同じ。

　こいつらは、百ひやつ鬼き夜や行こうは。

　妖よう怪かいという商品の価値を極限まで高めるため、今回の事件を画策した。

　それで実際に商品の売買を行うのか、あるいは製造技術の確立や応用研究が狙ねらいなのかは分からねえが。

『……踏ふみ込みましたね』

「そりゃどうも」

『ですがやはり、会話を続ける意義は薄そうです。払ふつ拭しよくできていない。これはあなたにとっての有意義な答え合わせであって、私にとって価値のあるものとは思えません』

「そうでもねえ。だったらあの女は俺に衛星携帯電話を渡さねえ。自分で会話を進めて交渉なり脅きよう迫はくなりを試みようとする。でもそれをやらなかった。この小さな糸口を俺に託たくした。何な故ぜだと思う？」

『……、』

「今回の事件の核が、うちの座敷童だからだ。そして接点は家人の俺が握っている。所有権を主張するつもりはねえ。元々はアンタの屋敷にいたものなんだろう。でも、今この時点で最も強い繋つながりを持っているのは、多分俺だ。アンタじゃない」

『その繋がりとやらで、我々のアセンブルに干渉できるとでも？』

「できねえと思うか？」

　……。

　もちろんハッタリ。俺にそんな技術はねえし、繋がりというのも具体的に目で見えるものじゃねえ。どれだけの価値があるかも不明のまま。そもそも一高校生の言葉なんて真に受けるような規模の敵とも思えねえ。

　だが。

　俺個人はどうであれ、おそらくこの少女は『あの女』の行動を無視できねえ。

　衛星携帯電話を渡したという行動を。

『……再興ですよ』

「なに？」

『ホテルで実際に動いていたのは、主には百鬼夜行ではなく才さい子し佳か人じんです。松まつ海かい博ひろしという名前には聞き覚えがあるでしょう。あれは、先日百ひやつ鬼き夜や行こうが吸収しました。まぁ、そのために姥うば捨すて村むら跡地の件でわざと弱体化をさせたのですけど。でも、それでも駄だ目めだった。再興には程遠い。それ以上の材料を我々は欲していたんです』

「何を言っている？」

『座ざ敷しき童わらしが離れた家は衰すい退たいする。ええ、仰おつしやる通りです。それが数百年かけて、ゆっくりと百鬼夜行を傾けさせました。ですから私達は、手っ取り早くアレの回収を目もく論ろんだ。新しく呼ぶのではなく、失われたものを元に戻す形でね。ただしそのままの力で埋うめ合わせても、この凋ちよう落らくは止められません。元々百鬼夜行は倒れかかっているのですから。その前に、あらん限りの力と技術でもって、該がい当とうする座敷童の力を底上げしておかなければ』

「答えろ!!　アンタは今何を言っている!?」

『……バックボーンに精通していれば、今の会話の内容を読み解けたはずです。それができなかったという事を、私は安心材料の一つとして数えましょう』

　まずい。

　揺ゆさぶられるな。

「あの女が、座敷童とは別のヤツと戦っている。あれもアンタの差し金か？」

『五本指の一角ですね。今の正規百鬼夜行では珍しい生きつ粋すいの術者です。それ自体が凋落を示しているとも言えますが、あれなら菱ひし神がみ舞まいを打倒できる。これはもっと大きな安心材料の一つです。少なくとも相討ち。話が始まる前に座敷童を潰つぶされる事はまずありえない』

　くそ。

　会話がどんどん不ふ明めい瞭りようになっていく。そうなるように、少女の方が明らかに調子を変えている。会話を続ければ続けるほど、こちらの底の浅さが露ろ呈ていさせられそうだ。

　分かっている事は少ねえ。

　百鬼夜行という家なり組織なりが傾いている事。そのきっかけの一つに、座敷童の遊離があった事。彼らはこれ以上の凋落を回避するため、出ていったはずの座敷童を再び呼び戻そうとしている事。

　これだけじゃ反撃の手順に繋つながらねえ。

　こちらが揺ゆさぶられる一方で、向こうを揺さぶるための材料を組み立てられねえ。

　……いや。

　待てよ。

　この少女、さっきなんて言った？

　そしてあの女は、別れ際にこう言ってなかったか。自分は百鬼夜行から頻ひん繁ぱんに依頼を受けているって。

　だとすれば。

『私には百鬼夜行を再興しなければならない義務があります』

　冷れい酷こくな言葉。

　こちらに切り札がないのを悟さとり、早々に電話を切ってしまおうという動き。

『そのためならばいかなる犠牲も厭いといません。才さい子し佳か人じんを呑のみ込み、座ざ敷しき童わらしを回収し……あなた達は、その過程で使い潰つぶされる質の良い肥料として機能する。残念ですが、この決定は覆くつがえりませんし、覆すほどの材料も見つけられませんでした』

「いいや、お別れの前に一つだけ言わせてもらって良いか？」

『何でしょう』

　妖よう怪かいだの裏社会だのの話じゃ素人しろうと学生の俺に勝算はない。

　切り込み方を変える。

『学生』の俺の方が上に立てるような方法に。

「お嬢じようちゃんは妖よう怪かい絡がらみのプロみたいだけど、逆に『理科』って得意じゃねえ方なのか？」

『何ですか唐とう突とつに』

「わー、数字に弱いお馬ば鹿かさんの立てた陰いん謀ぼうで死ぬ人の気持ちになってほしいなー。だからそこは是ぜ非ひ否定していただきたい。どうせ陰謀で死ぬなら天才の陰謀で死にたいんだなー！」

『何なんだか……。それは昔の呼び方と聞いています。私達で言う「生活」なら嫌いではありませんよ。科学と歴史を組み合わせて一つの授業にしようという考えは悪くないでしょう？　私は通信教材のテキストでしか知らないものではありますが』

「ははっ」

　思わずといった調子で笑う。

　実際には演技臭くささが出ていないか心配だったが。

「ゆとり全廃の教育改革が取り沙ざ汰たされて、週休二日を潰してでも授業時間を増やそうとしている最中に、まだ『生活』って呼び方あったっけ？　『理科』になってなかった？」

　わずかに、電話の相手の声が止まる。

　次の言い訳を、先に封じる。

「小学生向けの通信教材テキストだって、カテゴリは学校教育に合わせるはずだ。学校で『生活』が語られなくなったら『理科』のテキストが作られるはずなんだけどな。あれ？　どっちだったっけ？　『理科』かな、『生活』かな？」

　正直。

　高校生の俺も小学生の事情なんぞ分かっていないが、そんなのはどうでも良い。

　いかに相手が実年齢にそぐわない博識だったとしても、本来『現役』であれば肌で理解しているはずのもの。それを語れずに電話の相手が停止した。『知識』だけで知っていたものを改めて『学生』から揺ゆさぶられて、正しいか間違っているかを答えられなくなっているのだ。

　となると。

　やっぱり『当たり』だ。

　そう判断し、俺は大きく踏ふみ込む。

「そろそろ演技はやめようぜ。正直、ネタバレしてるとあんまり楽しくねえし」

『……、』

「これだけじゃ足りねえか？　若作りは見苦しいからやめようぜって言ったんだ」

　言った。

　これまでの流れを追っていれば自然と浮かぶ疑問だろう。そもそも、根本的に。今電話をしている相手は、あの女が衛星携帯電話で話してほしいと思っていた人物と同じものなのかという事に。

　平たく言おう。

　ホテルの従業員と同じく、別の誰かに入れ替わっている可能性を否定できるか？




『はは、は』




　そして。

　笑えみがあった。声色は同じ。可か憐れんな少女のそれ。だが明らかに雰ふん囲い気きが変わる。粗そ野やで下げ衆すな、男のようなものに切り替わる。

『ははははは。はははははははははは！　はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!』

「演技は良いよ。どうせ電話じゃ顔は分からねえ」

『どこで気づきました？　理科や生活の話は自分の背中を押すためのオプションに過ぎなかった。もっと明確な根拠があったはずでしょう』

　言葉に乗せる感情を徐々に修正し、再び少女（？）は言う。

　答えるのは簡単だ。

「あの女は、自分は百ひやつ鬼き夜や行こうから頻ひん繁ぱんに依頼を受けているって言っていた。なのにあいつは、才さい子し佳か人じんの従業員……松まつ海かいさん、だっけか？　そいつを躊ちゆう躇ちよなくフォークで刺していた。すでに百鬼夜行に取り込まれているんだとしたら、筋が通らねえ。顔を見ただけで殺すなんて対応にはならねえはずだ」

『論理が成立していません。結局はヤマ勘ですか』

　どう成立していないのかの説明はなかった。俺がそれだけ百鬼夜行という組織やあの女の行動パターンを把握しきれていねえという事なのだろうか。

『ですが正答を射抜いたのは認めましょう。より正確には、百鬼夜行は分離しています。一定の秩ちつ序じよを守るために、外部の人間に依頼を託たくそうとする妥だ協きようした開国派と、内部の人間だけで事を収めるために、あらゆる秩序を切り捨ててでも自己の強化を図ろうとする鎖国派によってね。もっとも、明確な「除去」が始まったのは一週間ほど前ですから、当時欧おう州しゆうで暗あん躍やくしていた菱ひし神がみ舞まいが事態に気づいているかは不明ですが』

　どちらが秩ちつ序じよを守り、どちらが秩序を破ろうとしているか。

　現状を見れば、自分達の敵が誰なのかは明白だ。

　力で奪った多数派に、民主主義の理想なんて宿らねえぞ。

「予定通りに事が進んでいる割に、えらく淡たん泊ぱくな口振りなんだな」

『もっと勝ち誇ほこったり自慢してほしかったりしましたか？　ぐわははははは。無能な首脳陣は全て粛しゆく清せいしてやったのだー』

「……なるほど。やって当然潰つぶして当然って考えているから、特に高こう揚ようしたり言い訳に走ったりする必要もねえって訳だ。クーデターって自覚すらしていねえんじゃねえか？」

　ある意味、ベタな大魔王より厄やつ介かいじゃねえか。

　正義感は国をも滅ぼすって誰かが言っていたっけ？

「本当の百ひやつ鬼き夜や行こうは……その子はどうなった？」

『私も百鬼夜行なんですけどね。かちかち山の狸たぬきさんは、お婆ばあさんを殺してから化けていたって話は知りません？』

「……、」

『冗談ですよ。流石さすがにそこまで都合良くは回ってくれない。ただ、分離したと言っても二分ではないんです。比率に大きな偏かたよりがある。その上、我々は才さい子し佳か人じんを吸収してさらに膨ふくらんでいます』

「組織の純化を求めたお前達が、外部と合がつ併ぺいしたって？」

『上書きですよ。改宗の機会を与えただけです。異なる方式を組織内に組み込もうとするから齟そ齬ごが生じる。完全に塗り替えた上で利用してやる分には拒絶反応は生まれません。フォーマットの統一。これがそもそもの大前提となります』

　……？

　自信満々に言われているが、どこかに引っかかるものがある。

　なんというか、思想に血が通っていないような……？

　ある一つのジャンルについて、細かい機微を理解しないまま大おお雑ざつ把ぱに語っている、といった感じだろうか。抹まつ茶ちやとあんこの味がすればみんな和菓子じゃん、みたいな無茶苦茶なくくりでまとめられている。

　だから、本来なら情報と物流の遮しや断だんによって純化を保とうとする『鎖国派』が、外部機関の吸収なんて競合した計画を実行している？

　本当に彼女（？）は鎖国派なのか。

　いいや、そもそも百鬼夜行なのか。

　冷戦時代のテロリストが『大国』の支援を受けていたように、ひょっとしたら今回の騒そう動どうには実行犯の掲げる目標の他に、何か別の目的があるのかもしれねえ。

　それが何だかは不明だが、気に留めておいた方が良さそうだ。

　こちらの思索に気づいているのかいないのか、少女は『目標』に沿った言葉を続けていく。

『旧首脳陣……というか残党は空飛ぶ翼つばさを捨ててどこかの地面にでも潜もぐっているんでしょうが、発見するのは時間の問題ですね。元々、逃げ続けるために翼が必要だったんです。一ヵ所に留とどまればどうなるかは自明の理なんですよ』

　才さい子し佳か人じんを百ひやつ鬼き夜や行こうへ上書きし、吸収して大きくなった……って話だが、これだって、才子佳人によってトリガーが引かれた可能性は否定できねえ。もっとも、実際には双そう方ほうの思惑が複雑に絡からまり、互いを利用しようとしているんだろうが。

　くそ。

　これじゃ交渉どころじゃねえ。あの女が言っていた本来の人物が椅い子すに座ってねえんじゃ、話を始める事すらできやしねえじゃねえか。

「……新しい流れを認めねえ、ってのは、そこまでやるほどの価値があるもんなのか？」

『あなたは明日から二四時間全裸で頑張りましょうと言われて素直に頷うなずくのですか？』

　始めからチェックメイトだったのか？

　あの女ですら把握できないほど、事態の規模が大き過ぎるのか？

「このホテルを舞台に選んだ理由は？」

『一つ目は計画のために加工しやすい構造だったから。でもこれは、実は大した理由じゃない。重要なのは二つ目の、小こ手て蜜みつ惑まど歌かです。登場人物には欠かさず集合してもらいたかったんですが、彼女の誘導には「格式」が必須です。それを「安心」と置き換えている節がありますから。私達の力で新しいホテルを新調しても、用心深い彼女は近づいてくれません。……まぁ、本物の従業員には悪い事をしましたがね』

　高い買い物でした、と少女は言う。

　なんて事のない口調。

　座ざ敷しき童わらしの『パッケージ』のアセンブル過程で俺達が全滅したとしても、彼女はやはり眉まゆ一つ動かさないのだろう。

『しかし、概おおむね計画通りの成果は得られたので問題はないでしょう。いえ、見方によってはそれ以上かもしれません。偶然も私達を補強してくれましたしね』

「なに？」

『人間の欲の恐ろしさってヤツですか。私達は本来、完全な情報統制など不可能だと踏ふんでいました。この衛星携帯電話が良い例です。だから、通報によって警察官が駆かけつけても構わないと思っていた。並の「パッケージ」を乗り越えた人間達をも呑のみ込むような怪奇現象を作ろうと言っているのですから、その他大勢の警察官ぐらいそのまま呑むだろうと踏んでいたのです』

「待て。じゃあ自動車のタイヤがパンクしていたり、電話が通じなかったりしていたのは百ひやつ鬼き夜や行こうとは関係ねえのか!?」

『おかげで座ざ敷しき童わらしのアセンブルの精度は増しそうです。正直、ただ面白いだけの状況ではないんですが……構わないでしょう。得られる結果の方がはるかに大きいのですから』

　そして、と少女は付け足し、

『……これが分からなかったという事は、あなた、本当に事態を把握できていなかったんですね』

　通話が。

　切れた。

　思わずリダイヤルボタンに指が伸び、しかし、押せねえ。今ここで掛け直しても無む駄だだと分かってしまう。向こうはこちらの動きを『把握』していると言った。俺が『現状の百鬼夜行が興味を引くような』行動を取らねえ限り、電話に出る事はまずありえねえだろう。

　それにしても。

「……敵は、百鬼夜行だけじゃなかった。最後の登場人物は、これだけじゃなかった」

　タイヤのパンク。

　電話の不通。

「一体、俺達の敵はどこまで広がっているんだ……？」




　　　　22（内うち幕まく 隼はやぶさ）




　話が噛かみ合わない、と最初に思ったのは、座敷童の部屋で情報共有のために話し合いをしていた時だった。

　座敷童と、忍しのぶのクラスメイトと名乗った小こ手て蜜みつ惑まど歌かは、共にこう言ったのだ。

　忍は警察に通報するためにどこかへ行った。しかし帰ってこないところを見ると、好ましい結果は得られていない。おそらく電話は不通なのだ、と。

　だが。

「通じるぞ」

「どういう事かな？」

「俺の携帯電話はちゃんとアンテナが立っているぞ」

　忍が何かしらの嘘うそをついて別行動を取った、という可能性はある。しかし、それも的まとを外れたようだ。続いて自分の携帯電話を確認した小手蜜が、こんな事を言ってきたのだ。

「私のは駄だ目め。圏外になっています」

「刑事さん。私のスマホも。キャリアが違うから電話会社の都合じゃないね。Wi-fiを利用した定額通話の方もブッツリ切れてる」

　嫌いやな、感じがした。

　この法則性に心当たりがある。そう、電話会社以外にも、俺と彼女達を明確に区切るラインが存在するのだ。

　警察関係者という。

　そして災害時や緊急時などに、回線の混雑が重要な情報伝達を阻そ害がいするのを防ぐため、作為的に通信を制限するシステムがあるのを俺は知っていた。警察、消防、救急、そして自衛隊や政府関係者。これらの人間の携帯電話番号だけが識別され、自由に使えるようになるシステムが。

　だとすれば。

　連絡手段を封じ、このホテルを孤立化させている者の正体は……。

「……まさか」

　携帯電話の通話ボタンを押す。どこの番号も押さずに、ただ通話ボタンを。元から通信が制限されている状況では、掛けられる場所もまた限られている。

　そして、相手が出た。

「繋つながったぞ」

『それだけで私が分かるかね』

「俺の電話が使えるって事は、自衛隊フォーマットの通信制限じゃない。こいつは警察関係だ。だから俺の電話が識別を潜くぐり抜けている。そして警察関係で通信制限を行えるのは機動隊だけだ。だったらアンタは……」

『その程度の情報では、私を特定するのは不可能だよ。当然、この番号を逆探知しようとしたり、私の声せい紋もんを分析しようとしてもね』

「何な故ぜだ？」

　疑問が、自然と口からこぼれた。

「これは警察関連の高位システムだ。こいつを使えるほどの人間が、何故犯罪に手を貸している!?」

『君は「理由」を知っているはずだ』

「なに？」

『最も間近で目撃してきたと言っても良い。秩ちつ序じよの崩壊を。この国のあらゆる犯罪は、警察機関の手によって解決されなくてはならない。それがなされていないから、はびこる。例外が。特例が。裁かれるべき違反を犯した者が、正義として人の世を生きていく』

　一いつ瞬しゆん、何を言われているのか理解できなかった。

　しかし、直後に気づく。

「菱ひし神がみ姉妹の事を……言っているのか？」

『これを許容する事によって、我が国の制度は危機に直面している。当然、彼女達の動きは断片的にしか知られていないだろうが、それでも彼女達に憧あこがれるか、あるいは自分にでもできると思い込んでしまった連中が、賞金稼ぎを名乗り始めている。実際に機能するとは言い難い。捜査活動と称してストーキング行為を正当化したり、破壊行為の言い訳に使うのが関の山だろう。組織的に十分な調査を行わずに「犯人」を断定し、私刑に走るケースも予測される。この流れは断たち切らねばならん』

「そんなに分かりやすく誘導されるのか」

『君が良い例だ』

「話が飛んでいるぞ」

『いいや飛んでいない。君がそこにいるのは何な故ぜだ。唐とう突とつに七日間も有給休暇を取って遊びに行く？　普段の君であれば、国家公務員としての常識と照らし合わせて、まずありえないと思ったはずだ。だが現実にはそこに君がいる。菱神姉妹のやる事だから仕方がないと思ったのではないか？　そしてその異変は、何も君にだけ起こっているのではない』

「だが空いた穴はどう埋うめる？　あの姉妹が、まぁ、正直道を外れた連中だっていうのは認めるが、妖よう怪かい絡がらみの事件でかなりの好成績を挙げているのも事実だぞ。というか、今の日本警察のシステムで根本的に『パッケージ』を潰つぶすのは不可能だ。せいぜい、『パッケージ』を運用する人間の犯罪者を捕まえるのが精一杯。根底、核となっている致命誘発体の妖よう怪かいそのものに干渉するのはほぼ不可能だ」

　だから一度確立した『パッケージ』は被害を増やしていく。人から人へと渡っていく形で。振り込め詐さ欺ぎが蔓まん延えんしたように。

「残念ながら、菱ひし神がみ姉妹は必要だ。それを覆くつがえすほどの力を、俺達警察は持っていない」

『だから菱神姉妹を許容するという理由にはならない』

　即答だった。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなかった。

『我々日本警察は国内で起こる犯罪行為を未然に防ぎ、また起きた事件を解決する事を旨むねとする。理由の如何いかんは関係ない。たとえ菱神姉妹が地球に落ちてくる小惑星を止める唯一の方法を知っていたとしても、彼女達が法に抵触した行為を行っていれば即刻逮捕しなければならない。それが警察だ』

「……つまり、何も考えていないのか」

『考えるから譲じよう歩ほが生まれる』

「菱神姉妹の穴を埋うめるものは何もないのか!?　国内で起こる妖怪絡みの事件の被害者が飛ひ躍やく的に増加するのも構わず、ただ警察の縄なわ張ばりを荒らされた逆さか恨うらみで菱神姉妹を消去しようとしているって言うのか!?」

『正直、あれが通常の規格に収まる範囲の行動力に留とどまるとは思っていない。我々の用意できる手順で事を進めても、菱神姉妹を確実に排除するのは難しいだろう』

　くそ。

　こっちの話なんて聞いてはいないか。

『……だが状況がこちらに味方をしている。正直、あのような集団が国内を闊かつ歩ぽしているのも重大な問題ではあるが、そちらは後で対処する。最優先は菱ひし神がみ姉妹だ。オカルト同士の潰つぶし合いに、的確な横よこ槍やりを入れさせてもらうよ』

「そのためなら、今生きている人間も殺し、これからの未来で死ぬかもしれない人間も放置するって言うつもりか？」

『だったら何かね？』

「テメェは俺が憎むべき犯罪者と同列だろうよ」

　返事はなかった。

　ブツッと。

　唐とう突とつに、電話は切られた。いくつかの緊急番号に掛けてみるが、今度は全く繋つながらない。おそらく通信制限用のシステムから、俺の番号が外されたのだろう。

「窓から離れろ。外に出るのも難しそうだ」

　俺はとりあえず、結果だけを室内の全員に伝える。

「多分ホテルは機動隊に取り囲まれている。ただでさえ厄やつ介かいな妖よう怪かい絡がらみの事件が進行しているのに、そいつをさらに利用しようとしているヤツがいるみたいだ」




　　　　23（陣じん内ない 忍しのぶ）




　エレベーターに乗って三階へ。扉が開いたところで、衛星携帯電話に着信があった。

　さっきとは違う番号だ。

　しかし通話ボタンを押すと、さっきと同じ少女の声が聞こえてきた。

『……ジジ……、菱神、舞まいさんですか、ザザザ……』

　電話の持ち主について気づいてねえのか？

　となると、

「まさか、本物の百ひやつ鬼き夜や行こうなのか？」

『あなたはどなたでしょう……ザザ……。いえ、誰であろうと関係はない。その衛星携帯電話が菱神舞の手を離れたという事は、彼女は敗北しましたか？』

　率直に言って、クーデターを起こしたさっきの少女（？）が演技して遊んでいる可能性も否定できねえ。だが、それをやる意図が読めねえ。相手はこちらを『把握』していると言っていた。別人を装い、こちらが隠している情報を聞き出そうとする、といった努力をする必要はねえはずだ。

「衛星携帯電話はあの女から直接手渡された。どっかで戦っているけど、詳くわしい事は分からねえ。何だっけ？　病魔……だったかな。そんなのと戦っているみたいだけど」

『五本指の一角……？　その組み合わせはまずい。力の大小ではなく、相性が悪過ぎる……』

「何が言いてえんだ？」

『いえ。ジジ、あなたが何者であれ、菱ひし神がみ舞まいで敵かなわないモノへ対処できるとは思えません。冷たいようですが方針を変えた方が良さそうです』

　ムチャクチャ言っているような気がしないでもねえが、今から踵きびすを返してあの女に加勢しろと言われても無理な相談なのは事実だ。

『あなたはホテルの関係者ですね。従業員か、宿泊客か。ザザザ、鎖国派……と名乗っている何者かが用意した「パッケージ」はホテル全域に及ぶため、まだホテル内に残っているなら宿泊客だと思いますが』

　敵についての呼び方が回りくどい。

　わざわざそんな迂う回かいをしたという事は、彼女も違和感を覚えているのか？

「客の一人だよ。宿泊チケットに誘われた」

『妖よう怪かいに関する事件に巻き込まれた生存者の一人ですね。であれば、同じホテル内に座ざ敷しき童わらしと深く関与している者がいるはずです。その方とコンタクトを取ってください。それ以外に、事態を収拾する方法はありません』

　……来た。

　仮にこの少女が擬態だった場合、最も気にしているのは衛星携帯電話で俺が放ったハッタリだろう。計画の中核にある座敷童に干渉できる。可能性は極めて低い……と思いつつも、完全に無視はできねえはずだ。

　対処をするためには、俺の口から情報を聞き出す必要がある。

　クーデターを起こした百ひやつ鬼き夜や行こうは事態を『把握』していると言っていたが、事が起こる前にリスクを排除してしまいたいと考えてもおかしくはねえんだ。

　そして。

　この少女がたとえ本物だったとしても、この少女もまた百鬼夜行だ。

　そもそも、衛星携帯電話にコンタクトを入れてきた理由も不明。彼女も彼女で、鎖国派を名乗る誰かとは別の『目的』や『利害』を持っているかもしれねえ。

　そのために。

　座敷童を利用しようとしているかもしれねえ。

　……いずれにしても、ここからの会話は慎重に進める必要がある。慎重に進めている事すら隠さなければならねえほどには。

「百鬼夜行の目的が座敷童の回収だっていうのは掴つかんでいる」

『意味のある行為とは思えません』

「でも、座敷童が元に戻れば再興できるっていう話だったんだろ」

『座ざ敷しき童わらしが去るから家が傾くのではなく、家が傾くから座敷童が去るのです。……ジジジ……座敷童が去ると不幸が訪れるという話は良く聞きますが、座敷童が再び帰ってくるという話がないのもそのためです。根本的に家人が自力で家の問題を解消しない限り、幸福など訪れないのですから』

「原因は百ひやつ鬼き夜や行こうにあるって？」

『現状、あなた達を巻き込んでしまっている時点で明白でしょう』

「アンタ個人の目的が座敷童じゃねえなら、アンタは俺達に何をさせようとしている」

『事態を収拾するためには、「敵」の張り巡らせた「パッケージ」を解明し、破壊するしかありません』

「それがどう繋つながるんだよ」

　相手の言葉を引き出す事に成功しているのかどうかは不明だが、とにかく会話を続ける。

「今回、このホテルから逃げ出す事はできるかもしれねえ。でも百鬼夜行っていう連中は、この先もずっと座敷童を手に入れようとするんだろ。アンタ達がどこにいるかなんて俺は知らない。反撃の糸口が見えねえまま、ずっと襲撃に怯おびえ続けるのが正解だって言うのか？」

『何な故ぜでしょう？』

「は？」

『ホテルを出た後も座敷童が狙ねらわれるとして、ザザ、今回たまたま居合わせたあなたが何故そこまで気にするのでしょう？』

　やばっ!?

　確かに今のは、ホテルさえ切り抜けてしまえば後は他人同士になれる『普通の宿泊客』の反応じゃなかった。明らかにホテルを切り抜けた後も座敷童と一いつ緒しよに行動している者の反応だ。

　相手が変装している誰かなら、こっちの素す性じようはとっくにバレているはずだ。

　だが本物の少女の場合、そして本物の少女も座敷童を利用して何かを画策している場合、俺が座敷童と繋がりがある事は知られねえ方が良い。

　何でも良い。

　とにかくここを切り抜ける何かが欲しい!!

「な、内ない緒しよにしてもらえる？」

『ジジジ、何がでしょう？』

「……一ひと目め惚ぼれしたの……」

『にゃ!?』

　ボソッと呟つぶやくと、電話の向こうから奇怪な叫さけび声が聞こえてきた。

　続いて、何故か相手の方も調子を合わせるような小声になり、

『あっ、いや、その、百鬼夜行の過去の記録にも、えっと、人間が妖よう怪かいと結ばれたという報告がいくつか存在します。ザザ、決して不可能な事ではないはずですが……』

　何で予想外に膨ふくらんでいこうとする？

　まあ話をごまかせたのならそれで良いんだけど。

「座ざ敷しき童わらしの『パッケージ』を解く事が、根本的な事態を解決するのとどう繋つながる？　どうせ黒幕ってのは俺達の手の届かねえ所でゆったり事態を観察していやがるんだろう」

『いいえ』

　少女はきっぱりと否定した。

『確かに、ジジ、あなた達を取り巻く環境は、ザザザザザ……あなた達が思っているよりも広範囲に及んでいます。ジ、ジ、ですが、それは太平洋の上を旋回している、鎖国派を名乗る誰かとて、ザザザ、同じ事なのです』

「？」

『彼らは、ジジ、ジ……まだ気づいていない。自分達が引き金を……ザザザ、引いた事態が、一体どこまで広がっているのかを。ジジジジジ、それが分かっていれば、無防備に「アレ」を置いておくはずがないんです、ザザ。たとえ、ザザザ、ザザ、それが座敷童の「パッケージ」に必要不可欠なパーツだったとしてもギッギジジジザザザザザザガガガガガガ!!』

「おい、何だ？　声が聞こえねえ。『アレ』っていうのは何なんだ!?」

『ザザザザ！　ガリガリガリガリザリザリザリザリガガガガガガガガガザザザザザザザガリガリガリガリガリガリガリガリガリジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ!!』

　あまりの大音量に、思わず衛星携帯電話を耳から遠ざける。そして改めて、恐る恐る電話を耳に近づけたが、もう単調な電子音しか聞こえなかった。画面に目をやると、通話が切れた旨むねの表示が並んでいる。

　百ひやつ鬼き夜や行こうのクーデター組が横よこ槍やりを入れてきた？

　それとも、少女の方で何かしらの異変があったのか？

「……駄だ目めか」

　決定的なヒントは得られなかった。そもそも、あの少女が言っていたのが真実なのか、何かしらの目的を含んだ演技だったのかを見分ける事すらできてねえ。

　とにかく、座敷童と合流するしかねえ。

　事態の核、『パッケージ』の中心にあいつがいるなら、あのインドア妖よう怪かいと合流するのは悪くねえ選択のはずだ。

　俺は自分の部屋の前まで戻り、ドアをノックする。

　一いつ瞬しゆん、誰からも返事がなかったり、ドアを蹴け破やぶったら鮮血が広がっていたり……といった妄もう想そうが頭に浮かぶが、幸い、やや遅れてドアは開いた。どうやらドアスコープを使ってこちらの様子を窺うかがっていたらしい。

　ドアを開けたのは叔お父じさんだった。

「忍しのぶ、無事だったか」

「事態にケリをつけたい。座ざ敷しき童わらしはいる？」

　叔お父じさんは部屋の奥へ引っ込んだ。俺はその後に続いて中に入る。座敷童は……いた。シングルベッドに腰掛けている。惑まど歌かは床に腰を下ろしている。名前も知らない少女がいた。あと、何だ？　座敷童の足の下でうずくまっているのは……犬？　いや、すねこすりか？

「座敷童。話がある」

「愛の告白ならクリスマスイヴまで待って。情け容よう赦しやなく一刀両断して馬ば鹿か笑いする計画が着々と進行しているんだから」

「キサマッ!!　冗談では済まされねえ事がある!!」

　ここ最近チラチラ見えていたデレ成分について、もう一度深く調査してみる必要があるか!?　主に水風呂とか看病とかあのくだり!!

「……で、忍しのぶ。本題は何かな」

　口を開こうとし、そこでわずかに固まった。

　クーデターを起こした鎖国派百ひやつ鬼き夜や行こうは、この事態を『把握』していると言った。それが具体的にどのような方法かは分からねえが……事件の『核心』を伝えてしまう事は、この部屋にいる全員へ余計なリスクを背負わせる羽目にはならねえだろうか？

　単に、このホテルから逃げ出すまでの話じゃねえ。

　逃げた後。その後の人生全てで、常にあいつらから命を狙ねらわれる危険を付きまとわせてしまう事には。

　……知る人間は最小限に留とどめた方が良い。

「外に」

「？」

　俺と座敷童の二人は、部屋から出た所で話を始める。

　座敷童はわずかに顔をしかめて、

「……っ痛……」

「どうした？」

「少し、頭痛がするのよ」

「妖よう怪かいなのに？　並の方法じゃ傷をつける事もできねえだろ」

「私だって熱中症ぐらいにはなるよ」

「ここ最近だと雪女が風呂上がりに毎回ふらふらしてるよな」

「月に一回のアレかもしれない」

「残念ながらそれもねえと思う」

「話は？」

「お前がうちに来る前の話を聞きてえ」

　座敷童は廊下の壁に背中を預け、こめかみに人差し指を押し当てながら、軽く息を吐はいた。

「あそこで生じてあそこの家を守り続けていた、という回答では満足しなさそうな顔ね」

「百ひやつ鬼き夜や行こうって単語がチラついている。心当たりは？」

「忍しのぶ」

　座ざ敷しき童わらしは短く名前を呼んだ。

　それからこう続ける。

「冗談抜きに、死ぬかもしれない。仮に私の持っている情報を駆く使しして今のホテルの事態を切り抜けたとして、その先に後がない。当然、ここに留とどまり続ける事で救いは訪れないけど、解決ルートについては一考してみた方が良いと思う」

「百鬼夜行って単語を知っている時点で、もう踏ふみ込んでいるよ。今さら何を気遣ったところで、俺はもう見逃される事はねえんだ」

　俺の方も、何かを諦あきらめたようにそう答えた。

　そのまま、先を続ける。

「……だからやるなら総力戦だ。徹底的に相手を叩たたき潰つぶす。このホテルを出て、さらにその後もまっとうな人生を生きていくためには、助走をためらったらおしまいだ。崖がけを飛び越える。ビビったら落ちる。元から可能性は低いけどよ、それでも生き残るためには全力の助走が必要だ」

　座敷童は、わずかに首を傾けた。

　長い髪が顔にかかり、その表情が見えにくくなる。

「百鬼夜行はね」

　ポツリと。

　彼女は言葉を続ける。

「色々な事をしていた。昔からね。その中の一つに、座敷童に関するものもあったみたいね。私は家から家へ渡り歩く性質があるから、てっきり百鬼夜行へもたまたま関かかわったのだと思っていたけど、どうも違ったみたい」

「……家を選ぶ過程で、人の手が加わっていたって言うのか？」

「さあね。分かるのはただ不自然だったって事だけ。具体的に何が起こったのか、それは成功だったのか失敗だったのか、そもそも何が狙ねらいだったのかは私にも分からない。百鬼夜行っていうのはね、そのレベルに達しているのよ。妖よう怪かいだから殺せないとか、妖怪の考える事は人間には分からないとか、そんな一〇〇〇年来の定説すら通用しない。そういう集団なのね」

　真の脅きよう威いは、人間か妖怪か。

　いいやそもそも、百鬼夜行は人間の側と呼んでも良いものなのか。

「座敷童はその家の興こう亡ぼうに合わせてふらりと移動を続けるものだけど、私は『そこにあったもの』の一端を見て、初めて自分の意思で離れる決意をした。……結果として逃げられたって事は、百鬼夜行も完璧ではなかったんだね。あるいは、その時点ですでに『崩壊への綻ほころび』を抱かかえていたのか」

「うちに来たのは、その後か？」

「一五〇年ぐらい前から。江戸の終わりの方になると私みたいなのが居着ける場所も減ったから難儀したよ。その後、インテリビレッジなんて言葉で盛り返すとも思っていなかったけど」

「百ひやつ鬼き夜や行こうは……手を出してこなかったのか？」

「意味がないから」

　……？

　簡単に答える座ざ敷しき童わらしだったが……何だ？　俺が知っている情報と食い違うぞ。

「それに、座敷童が離れる時はその家が傾く時よ。百鬼夜行の内部でも少なからずトラブルがあったはず。勢力としての力が強ければ強いほど、その混乱の度合いも増すものだし……何より、百鬼夜行はさっきも言った通り多くの火種を抱かかえていたから、連鎖的に燃え広がる懸け念ねんもあった」

「でも、百鬼夜行はそこでは倒れなかった。今日まで続いているんだからな」

「私はすでに関かかわりを失っていたから、予測しか言えない。でも、多分、失った力を取り戻そうとするために、相当の無茶を重ねたんだろうね。元から歪ゆがんでいた場所だったけど、近代にかけてその歪みは輪をかけている印象がある」

「予測の根拠は？」

「たまに家の近くに流れてくる妖怪から聞いた話とか。後は、そうね。一度離れた座敷童をもう一度連れ戻そうとか、そんな無意味な事を全力で考えるところかな。その理論が間違っている事に気づいていない時点で、近代の百鬼夜行はすでに別の何かに変貌している」

「……ヤツらの狙ねらいに、気づいていたのか……？」

「忍しのぶの口から百鬼夜行って言葉が出てきた時点でね」

　座敷童は重たい息を吐はいた。

　頭痛が広がっているのか、目の前の問題の重さに憂ゆう慮りよしているのか。

「その百鬼夜行が事件の核だと忍は言った。種族としての座敷童ではなく、個体としてのこの私、縁ゆかりに用があるって言うなら狙ねらいはその辺りと推測できるでしょ？　ただ単に座敷童を使った何かを企図しているのなら、『繋つながり』のない別の個体を狙った方が良い。純度の問題からね。開運ブームかスピリチュアルか知らないけど、今は座敷童が厚遇される時代だし、数は決して少なくない。私だけをピンポイントで狙う理由は見当たらないよ」

「……百鬼夜行っていうのは、クーデターで分裂状態にある『らしい』」

　らしい、だから一〇〇％真に受けるなよ、と注意した上で、

「暴走しているのは多分そのため『らしい』。クーデターを収めようとしている勢力からの話だと、問題を解決するには座敷童の『パッケージ』を解く必要がある『らしい』。組み込まれている『らしい』お前自身に、なんか違和感とかヒントとか掴つかめねえか？」

「らしいらしいらしいばっかりね」

「嘘うそをついてどんな得があると思う？」

「さあね」

　座ざ敷しき童わらしは、分からない事は考えないようにする主義らしい。

「『パッケージ』に組み込まれた妖よう怪かいは、その事に自覚がないケースも多いのよ。まして今回の黒幕はあの百ひやつ鬼き夜や行こう。その辺の環境整備は相当繊細なものになるはずよ。私の『頭痛』が現れただけでも奇跡に近いでしょ」

「……そう簡単にはいかねえか」

「ただ、私を『パッケージ』に組み込んで怪奇現象を起こそうとするなら、家や建物に関かかわる何かをキーにするんじゃないかな」

「ホテルそのものが、『パッケージ』の部品だって言うのか？」

「そうとも限らない。ようは、完全に対応した『何か』を用意して、対応させたりしても良い。人形を使って人間を傷つける呪じゆ法ほうのようにね。ホテルの模型、あるいは建築時の設計図とか。探せば色々あるはずよ。現代は昔と違って手先の器用な時代になったものだしね」

　……何だ？

　どこかでそれを見なかったか。

　あの少女は『パッケージ』の核はホテルの中にあると言っていた。単なるイラストやオブジェと違って、厳密で精密な寸法をベースにした『何か』。俺はどこかでそれを見ているぞ。

「……ある」

「？」

「見取り図だ。ホテルの見取り図。確かフロントの壁にあったはずだ!!」




　　　　24（座ざ敷しき童わらし・縁ゆかり）




　ホテルの見取り図？

　とは言っても、それ自体はおそらくホテルのあらゆる場所にあるはず。例えば、ドアの内側。宿泊客に避難経路を知らせるのはナントカ法の義務……だったような気もする。法律で定められていなくたって、常識としてとりあえず表記しておくものだろうし。

　それに避難経路以外にも、レストランなどのサービス施設の案内として見取り図を用意するのは珍しくない。

　ただ。

　そういった見取り図って、正確な寸法を合わせる必要はないのよね。例えば避難経路の場合、非常階段の位置が分かればそれで良いのだから、長い直線の間を端折ってしまっても問題はない。本当に精密な寸法に基づいた見取り図となると、数も限られるかもしれない。

「フロントの見取り図？」

「そうだ。奥の壁にデカデカと掛けてあったヤツ。お前の言う通り、ホテルに対応した『何か』を『パッケージ』のパーツとして利用しているなら、おそらくアレだ」

「でも、見取り図なんてホテル全体でいくつあるか分からない。避難経路やサービス案内、パンフレットみたいなものも調べなくてはならないかもしれない。フロントのものがクロだという確証は？」

「……百ひやつ鬼き夜や行こうは、俺達に見えてねえものをたくさん『把握』しているんだと思う。俺がこうして想像しているもの以上にな」

　エレベーターホールに向かいながら、忍はニヤリと笑う。

「でも、百鬼夜行にも見えてねえものがある。俺は座ざ敷しき童わらしの『パッケージ』に巻き込まれた。不吉な未来を見せる『パッケージ』にな。だからこそ、百鬼夜行にさえ見えてねえものをド素人の俺が『把握』しているって訳だ」

「未来で何を見たの？」

「違和感、あるいは核心を」

「つまりこの先の良いトコは全部私のお手柄って訳ね」

「それを言い出したら百鬼夜行にも頭を下げなきゃいけなくなるぞ」

　エレベーターに乗って一階へ。フロントへやってくると、すでに従業員はいなかった。そして奥の壁。一面にデカデカと飾られているのは、確かにこのホテルの一階部分の見取り図ね。木の板に紙を貼ったものを額に入れているみたい。

　あら。

　近づいて見るまで気づかなかったけど、見取り図のあちこちに何かが跳はねているようね。赤い、血のような点々。これがホテルを見舞う事態と何かしらの対応をしている、とか？

　ただし。

　単純にこれを叩たたき割れば全ての事態が収まるだなんて甘い話じゃないはず。それは精密な時限爆弾をチョップで止めようとするようなものよ。

　まして、今回の『パッケージ』はあの百鬼夜行の技術でアセンブルされているという話だし。

「この見取り図が何だと言うの？」

「『パッケージ』の予知の中で、俺が見たのはこれじゃなかった」

　忍しのぶは言う。

「知り合いの死体がゴロゴロ出てきたんでそれどころじゃなかったけど、冷静に思い返してみれば分かる。ここに飾ってあった見取り図はこれじゃなかったんだ」

　忍はフロントを飛び越え、奥の壁へ向かう。絵画か何かのように掛けてある大きな見取り図へ手を掛けると、それを取り外す。

　その奥から出てきたのは、

「これは……」

「うちの見取り図だな」

　忍しのぶが言う。そう、今の私が守しゆ護ごしている、かやぶき屋根の日本家屋の見取り図よ。となると、忍が予知の中で見たのはこれなのかな？

　そう思っていたが、忍の答えは違った。

「でも、俺が見たのはこれでもねえ」

　さらに見取り図を取り外す。出てきた。三枚目。今度は忍には見覚えはないでしょう。おそらく宿泊客の全員も同じはず。登場人物の中では、おそらく私にしか分からないもの。

「……かつての百ひやつ鬼き夜や行こうの本拠地のものね」

「逆に辿たどれば良い。これは座ざ敷しき童わらし、お前の歴史だ。おそらくこいつを外せば、さらに昔にお前が守護してきた家の見取り図が出てくるだろう。一つずつ歴史を辿たどっていき、一番上にこのホテルの見取り図があった。これにどんな意図を感じる？」

「忍の家から、このホテルに私の所属を移そうとしている？」

「本人の意思を無視してそれができるかどうかは分からねえが、百鬼夜行の目的を考えれば、それこそ最終目標なんだろうな。『パッケージ』としてお前が完全に組み込まれた時に、うちからはがされる仕組みになっているかもしれねえ」

「でも、これって……」

「気づいたか？」

　忍はゆっくりと、情報を整理するように言う。

「お前は家から家へ渡る妖よう怪かいだ。そして『今』ついている家の運気を操あやつる役割を持っているもんだと思っていた。でも違う。座敷童が去った家は傾くんだ。座敷童が見捨てた後も、その家には座敷童の影響が残る。つまり、お前はまだ百鬼夜行と悪影響って形で直結した存在なんだ。百鬼夜行の本拠地がどこにあるかは分からねえ。でも、座敷童。お前に直接干渉できる『何か』があれば、どこにあるかも分からない百鬼夜行の本拠地を攻撃できる。ホテルの見取り図に赤い点々をつけて干渉しようとしたようにな」

　理には適かなっているかもしれない。

　物理法則ではなく、私達の理を基に考えれば。

　でも、

「駄だ目めよ」

「？」

「……これでは駄目。ここにあるものだけでは百鬼夜行へ反撃するにはまだ足りない……」

　そう。

　私は忍が見つけた活路の弱点を知っている。

「百鬼夜行の本拠地は、ずっと昔にすでに失われているのよ。多くの敵を作り過ぎた代償としてね。今は全く別の場所を本拠地として使っているはず。つまり、過去を辿っても百鬼夜行の心臓部は出てこない。百鬼夜行の心臓部は未来にあるから手を出せない。おそらく百鬼夜行は私をホテルへ移した後で、ホテルの見取り図の上から新しい本拠地の見取り図を掛け直す事で、さらに所属を移動させるつもりなんだと思う！」

　私の言葉を聞いたその時の忍しのぶの表情を、私は見ていない。推測はしているけど見てはいない。でも、もしも。私達の手の中にあった希望がこれだけだったとしたら。忍や、忍に情報を与えた何者かの手札がこれしかなかったのなら。私達はこれから




　　　　ヴァウ!?

　　　　　　　　　　なん

　あいつ

　　　　　　ここに!?




　意識が、分断しかかる。フロントから右手側。奥へと繋つながる通路が、薄い闇やみに包まれて見えなくなっている。照明に照らされた中にある、明らかに異様な空間。並の方法ではまず殺されない妖よう怪かいの私が、明確な震えをもって目撃するべき『何か』。不吉。恐怖。私はこの味を知っている。かつてあの場所にいた私は良く知っている。

　百ひやつ鬼き夜や行こう。

　あるいは単純な致命誘発体よりも、はるかにズレた存在。

　フォークで人を刺した女は、行動を起こした後も擬態を続けていた。それはそれで恐ろしいけど、アレは別格。純粋という言葉の意味を知らしめるほどの、分かりやすい恐怖の塊。

　全身から嫌いやな汗を流す私の耳に、単調な電子音が届く。タイミングを計ったような到来。それは忍が手にしている……何？　やたらとゴツい携帯電話のようなものから響いていた。忍は忍で心当たりがあるのか、緊張した面持ちでボタンを押す。

　私の耳まで届く声は、幼い少女のものだった。

　ただし、これは本当に少女のものなの？

『核心に触れましたね』

「おかげさまで」

『病魔の使し役えき者があなたに触れるまで、数分といったところでしょうか。その間、何をしていただいても構いませんが……その見取り図をどうしたところで、私には届きません』

「ホテルの見取り図を破いた程度じゃ、『パッケージ』が解除される事はねえって訳か」

『その場合、あなた達がホテルの倒壊に巻き込まれるだけでしょうね。額は丈夫で前面のガラスも防弾ですから、それさえ難しそうですが』

「百鬼夜行の古い屋敷の見取り図を破いても？」

『すでにその屋敷は焼失しています。敷地内に建てられた無関係な建物などが被害を受ける可能性は否定しませんが、私達には届きません』

　そう。

　このホテルには最後のピースが足りない。

　現状の百ひやつ鬼き夜や行こうが使っている本拠地の見取り図が必要よ。でもそれはここにない。座ざ敷しき童わらし……つまり私を完全に『パッケージ』に組み込み、所属をホテルに移した上で、その上から新しい見取り図を掛ける事で全ては完成する。全てを仕組んだ百鬼夜行としては、今のこの段階でまだ最後の見取り図を登場させる必要はないはずなのよ。




　でも、




「最後に聞きてえんだけどさ」

　忍しのぶが言う。その声色に、私は恐怖の中で眉まゆをひそめる。状況と感情が一致していない。忍の中には、まだ、何かしらの希望が込められている。

「アンタ達が作った座敷童の『パッケージ』は、大人には見えねえとか、家に起こる火事を事前に伝えるとか、そういう機能を逆さか手てに取って『人の死にまつわる不吉な予知の映像を見せる』ものに作り変えるって内容だったんだよな」

『ええ。こちらの都合で一方的に見せておいてなんですが、あなた達の悲劇は確定的です。あなたが何を見たのであろうとも、それは不吉の一語に直結している』

「だろうね。『事態』は、あの女の安あん否ぴも分からなくなるぐらいの難易度だ。どうせ誰かが挑戦したって負けるようにできてんだろ。だから俺が見た予知ってヤツにもかなりの信しん憑ぴよう性はある。黙だまっていたらああなるだろうってぐらいには」

　でも、聞きてえのはそこじゃねえ、と忍は言う。

「アンタが仕掛けた『パッケージ』ってのは、一回限りなのかな？」

『何ですって？』

「ホテルの見取り図は一階部分だけだった。そしてエレベーターで客室に向かってからはそういう幻覚は見ていねえ。って事はさ、ひょっとしたらなんだが……座敷童の予知っていうのは、俺がホテルの一階部分にいる限り、何度でも同じように見続ける羽目になるんじゃねえのか？」

　読めない。

　忍の言っている事の意味が。

　都合の悪い予知を何度眺ながめたところで、危機的状況を退ける事には繋つながらないのに。

　百鬼夜行正規構成員という間近に迫せまった明確な危機も無視して、私の意識が忍の方へ集中する。

「ちくしょう、歪ゆがんでいるぜ。時系列が見えなくなってきた。あの時と同じだ。やっぱりもう一度、俺に座ざ敷しき童わらしの予知が襲いかかってきてやがる」

『だったら、だったら何だと言うのです？　すでに確定した未来の情報を得たところで、あなたに何の活路が？　さっきも言った通り、そのホテルにある見取り図だけで私達を仕留める事はできない。そこには決定的にピースが足りない。それで一体何ができると言うんですか？』

「これじゃねえんだ」

　忍しのぶは遮さえぎるようにそう言った。

　百ひやつ鬼き夜や行こうの人間を前に、対等どころか主導権を握りかねないほどの勢いで。

「予知の中で見た見取り図は、ホテルのものじゃなかった。でも、アンタ達が無む駄だだと言っている百鬼夜行の古い屋敷の見取り図でもなかった」

『なん……』

「あの時俺が見たのは、全翼機とかいう、くの字に近い特殊な旅客機の見取り図だった！　全てが終わったその後で、ホテルの見取り図の上から掛けられるはずの見取り図だったんだ！　確かに『今』、最後のピースは存在しない。だけど『未来』のどこかで最後のピースは現れる。俺は確かにそいつを見た!!」

　チェックイン時に使うペンは、フロントに置きっ放しになっていた。

　忍はそれを勢い良く掴つかむと、フロントのデスクに直接ペン先を向ける。

「今となっちゃ大おお雑ざつ把ぱな輪りん郭かくしか分からねえ。このまま記憶の通りになぞったって詳しよう細さいな見取り図は手に入れられねえ。でも、もう一度。もう一度あの鮮明な映像を見たら！　俺はアンタの弱点を手に入れる。デスクに直接描かく事で、この『今』に全ぜん翼よく機の見取り図を浮かび上がらせてみせる!!」

『ッッッ!!　病魔!!』

　通路の向こうに広がっていた薄うす闇やみが、ぐっと近づいてくるような気がした。だが、何かに押し留とどめられる。何かが引っかかっている。あれだけの怪物に、何かが立ち向かっている!?

「そしてアンタは言ったぞ！　ホテルの見取り図を破けばホテルは倒壊する。百鬼夜行の古い屋敷の見取り図を破けば、その敷地内に新設された建物が壊れるかもしれねえって。だったら。俺が全翼機の見取り図を手に入れたら！　アンタ達を乗せた旅客機は空中分解して落ちるって事だよなあ!!」

　少女が何かを叫さけんだようだが、おそらく忍には聞こえていないはず。

　その体が、がくんと傾かしぐ。

　瞳ひとみが、明確にここにはないものを追いかけ始める。




　　　　25（陣じん内ない 忍しのぶ）




　そして。

　二度と見たくねえと思っていた惨さん劇げきと、俺はもう一度向き合った。




　　　　26（陣じん内ない 忍しのぶ）




　戻ってくる。この場所へ。この『今』へ。あまりの惨劇に全身から異様な汗が噴出するのが分かるが、気にしている場合じゃねえ。改めてペンを握り直し、フロントのデスクへ向かい合う。

　この鮮烈な恐怖が抜け切る前に。

『未来』で手に入れた、あの全翼機の見取り図をこの『今』に浮上させる!!

『不、可能、です……』

　衛星携帯電話から、少女の声が聞こえてくる。

『たとえ見取り図の情報を手に入れたとしても！　素人しろうとのフリーハンドで上う手まく描えがき出せるはずがない！　そのような時間も与えない!!　五本指の一角、病魔の使し役えき者はあなたに届いています。蝕むしばまれて死滅する方がはるかに速い!!』

「よお。確認してえんだけどさ。お前が今いる場所には、本来の主あるじを追い出した鎖国派の百ひやつ鬼き夜や行こうしかいねえんだよな。本物の少女は別の場所に逃げているって話だったし」

『何を……』

「ついでに、そこが海の上だとすごく嬉うれしいな。誰も巻き込まずに決着をつけるには、それが一番だしよ。まあ、太平洋の上を旋回しているらしいって話は聞いているが」

『病魔。予知の内容はどうでも良い。その不確定因子を今すぐ始末しなさい!!』

「悲劇の未来に届くのが先か、今ここで全てを止めるのが先か。ちょいと勝負をしようぜ、お嬢じようちゃん」

　ガッ!!!!!!　と、ペン先が走る。

　同時に、その右手の指先に不自然な黒い斑はん点てんが生まれる。あっという間に増ぞう殖しよくする。これが病魔。あの怪物みたいな女をも圧倒する力の正体。一見すると痛みは感じられねえが、そう思った途端に胃袋の奥から何かがせり上がった。喉のど元もとで堪こらえる事もできず、そのまま一気に吐はき出す。

「がっ、げほっ!!　がばごぼ!!」

　吐と瀉しや物ぶつではなかった。

　俺はこんな真っ赤な食い物を食べた覚えはねえぞ!!

　座ざ敷しき童わらしが何か絶ぜつ叫きようしたが、凄すさまじい耳鳴りが頭を支配していて聞き取れねえ。バランス感覚もおかしくなってきた。だが構わねえ。何でもあっても良い。とにかく『今』は。このホテルに存在しねえはずの弱点を、無理矢理にでも浮き彫りにさせる!!

『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　全身に静かな異変が襲いかかってくる中、全神経を右手に集中させる。素早く、それでいて正確に。記憶の中にしか存在しない正解を現実の世界へ持ってくるため、異様な頭痛や酩めい酊てい感に記憶を潰つぶされるその前に!!　少しでもあの全ぜん翼よく機の全ぜん貌ぼうへ近づいてやる!!

　メキメキという音が聞こえた。音源は骨か筋肉か、あるいは内臓か。全身から異様な汗が噴き出し、あまりの寒気に温度の感覚が消失する。足元がふらつき、船の上にでもいるような錯覚を感じた。血の塊が口の中から出てくるのを止められねえ。その内、内臓でも一いつ緒しよに引きずり出されそうな勢いがある。右手が、震える。持っていたペンから、力が抜ける。落ちる。俺の最大の武器。見取り図を描かくために使っていた一本のペンが。

『おしまいです』

　少女の声で、誰かが言った。

『可能性はあった。ですが、それはあまりにも拙つたなかった。百ひやつ鬼き夜や行こうの五本指の一角、病魔の使し役えき者は「堅実」。勝敗を決めるにあたり、賭かけなどを必要としない「堅実」の象徴です。プロと素人しろうとの違いはそこにある。あなたの持っている手札では、その「堅実」を切り崩す事などできません。絶対に』

「……そう、でも、ねえぞ……」

　血を吐きながら、しゃべるというより気道を確保する感覚で、俺は切れ切れの言葉を発する。

「ペンの有無なんて問題じゃねえ」

『……？』

「そもそも記憶を頼りにフリーハンドで正確な図面なんて描けると思うか？　言っておくが、こっちはただの高校生だぜ。イタコだの自動筆記の使い手だのじゃねえんだ。そんなもんできる訳ねえだろ」

　そして、と。

　呟つぶやき、俺は座ざ敷しき童わらしの帯に挟はさんである、本当の最終兵器を取り出す。

　本来なら俺の物。いつも座敷童が音楽プレーヤーとして勝手に使っている物。

「二一世紀は便利な世の中だ。フリーハンドで頑張らなくたって正確な図面は手に入るんだぜ」

『ま、さか……。スマートフォン、いや、デジタルカメラ機能……!!』

「少なくとも、俺は未来の惨さん劇げきを見た。そこには全ぜん翼よく機の正確な見取り図が掛けてあった。って事はだ、その図面ってのは準備のために、もうこのホテルに運び込まれているって考えても良い訳だよなあ？」

『病魔……、下がりなさい、病魔!!』

「そうだ。その病魔さんだ。計画の要かなめ、寸分の狂いも汚れも許されねえ見取り図が必要なら、絶対一番強いヤツに預けておく。万に一つも、計画が終わる前に壊されないようにな！　だったら俺がやるべき事は簡単だ。できるだけ病魔の使し役えき者とやらを焦あせらせ、『全ぜん翼よく機の見取り図』を持ったボスキャラの守りを崩す！　大きく前へ踏ふみ込ませ、無理を承知で危険なゾーンまで立ち入らせる!!」

　当然、俺はただの高校生だ。

　たとえどれだけ焦らせたって、病魔の使役者なんてＲＰＧに出てきそうなヤツとまともにやり合ったらまず勝てない。一いつ瞬しゆん怯ひるませる事すらできない。ただ一方的に潰つぶされて変死体にされるのがオチだ。

　が。

　俺は知ってる。

　デコイで見取り図を描えがき出そうとした時、止めに入った病魔の使役者の動きが不自然に固まった事を。何かが引っかかるように抵抗していた事を。確実に、いる。あの病魔の使役者に唯一対抗できる、そこらの妖よう怪かいよりもよほどＲＰＧに出てきそうな化け物女が。

　だから俺は、叫さけぶだけで良い。

「倒す必要なんかねえ……。もぎ取れェェええええええええええええええええええええ!!」

　ゴギィ!!　という轟ごう音おんの答えが返ってきた。

　通路の向こうを塞ふさぐ薄うす闇やみが不自然に揺ゆらぎ、そこから何か白いものがチラリと見えた。

　おそらく本来は丸めて保管されていたであろう大判の紙。

　見取り図。

　全翼機の。

　百ひやつ鬼き夜や行こうの本拠地の。

　それは深夜の海に船が沈むように、すぐに薄闇の向こうへ消えてしまった。しかしその時には俺はもうスマホのレンズを突きつけ、ストロボの強烈な光と共に見取り図全体を正確に撮影していた。

　そのスマートフォンをフロントの壁へ軽く放り投げる。額を引っ掛けるための金具に、ヘッドフォンの長いコードが絡からまる。

「……必要なのは、正確な見取り図がフロントの壁に引っ掛かっている事。別に病魔の使役者が持っているものでなければならないって訳じゃあねえよな？」

『な、な……』

「できたぜ、弱点」

　ゆっくりと、確かめるように、俺は言う。

　このスマホ高かったんだけどなあ。しかもバックアップってきちんとやっていたかどうかちょっと自信がない。こりゃ意地でも見合った結果ってヤツを出さないとな。

　対して。

　少女は絶句した。絶句。常に状況の主導権を握り、人間も妖よう怪かいも手出しのできない絶対の象徴として君臨していた百ひやつ鬼き夜や行こうのまとめ役が。

　そこに確信を得る。

　自分自身で取った行動よりも、敵が見せてくれた反応によって。

　さあ。

　後はきっちりとどめを刺そうぜ。




「落ちろよ百鬼夜行、地の底まで!!」

[image: ]




　重たい衛星携帯電話の底部を思い切り自前のスマートフォンに叩たたきつけ、機材を完全に叩き割る。より正確には、画面に表示されていた全ぜん翼よく機の見取り図を。

　衛星携帯電話の向こうからは、乱雑なノイズしか発せられなくなった。

　単に衝撃で衛星携帯電話が破損したから、というだけじゃねえだろう。




　　　　27（菱ひし神がみ 舞まい）




　がばっ!?　げぶげぼぐぼっ!!　がぶがべがぼがぼごふごぼごぼげぼげぐごぼごぼ!?

　うう、死ぬかと思った。

　しかし病魔に内側から食い破られる前に『侵攻』が止まったって事は、何か明確な変化があったようだね。床に手をつき、血の塊を吐はき出すと、それ以上の詰まりはなかった。今ので打ち止め。病魔は私の体から撤退したらしい。

　……それにしてもあのガキ、最後の最後で楽をするなんて。私の狙ねらいはストレートに『予知で見た未来』から全ぜん翼よく機の見取り図引っ張り出してフリーハンドで頑張る、だったんだけど。おかげで病魔の使し役えき者なんて怪物から直接見取り図を奪えだなんて無茶ぶりしてくる始末だ。

　薄うす闇やみが、わずかに遠ざかる。

　私は血が流れ込んで使い物にならなくなった片目を無理に開けて、その薄闇へ声をかける。

「続行は？」

「意義を感じられない」

「弔とむらい合戦って線もあると思うけど」

「俺は感情ではなく合理で動いていた」

「質問したいんだけどさ。アンタら、クーデターまで起こして、何をそんなに焦あせっていた訳？」

「ＭＩ６、ＣＩＡ、ユーロセキュアフォース」

　……ちくしょう、そういう事か。

　あったね、そんな話が。

「サキュバスの使役式を欧おう州しゆうの連中に組み上げられてビビったって事？　あれは私も確かめたけど、とんだ失敗作だったよ。レポートも郵送したはずなんだけど」

「使役式自体はな。だが失敗作のネットワークが、サキュバスを中心としたコミュニティを築きつつあるのも事実だ。計画を主導していた高官達を丸ごと魅了する形でな。見方によってはそちらの方が脅きよう威いのレベルは大きい。人の組織力を手に入れた妖よう魔まが組み上がろうとしているのだから」

　なるほど、そりゃ確かに。

「……でも、そうなるとさ」

「何だ」

「今回の百ひやつ鬼き夜や行こうの内紛って、そのサキュバスとやらに誘導されていたとも受け取れる訳よね。ホテルの宿泊チケットで私達の動きを誘導したのと同じように。……向こうにその意図はなかった、って言い訳させる程度には巧こう妙みような」

「……、」

「新たなコミュニティとしては、古参の百ひやつ鬼き夜や行こうに潰つぶれてほしい理由はいくらでもあるだろうしね」

「そういう見方もできる訳か」

「どこ行く気かな？」

「優先順位の変更だ。どうやら、打倒するべきはお前の他にもいるらしい」

　それだけだった。

　明確に、薄うす闇やみが消失する。ホテルの照明に照らされた通路が伸びているだけ。突き当たりの壁まではっきりと見える。病魔の使し役えき者は本当に去ったらしい。

　ま、黙だまって逃げられるほど甘くはないと思うけど。

　向こうもそれが分かっているから、こんな死にかけを放っておいて、一刻も早く逃走する道を選んだのかな？　あるいは『大きな交渉材料』を探して、百鬼夜行へ許しを請こおうとしているのか。

「大丈夫か!?」

　座ざ敷しき童わらしを伴ともなった陣じん内ない忍しのぶが駆かけ寄ってきた。こいつもこいつで、病魔の影響をちょっと受けたかな。ろくな防壁も持たずに、良く精神論だけで持ち堪こたえたものね。……徹底的に肉体を改造すれば良いトコまで行くんじゃない？

「……や、ヤバいね。率直に言って、これ以上事件が長引くと真剣にまずそうよ」

「百鬼夜行についてはケリをつけた。連中のクーデターは終わったぜ。多分、後は本物の少女の方が何とかするさ」

「それだけじゃない」

　ちくしょう。

　やっぱりか。ここで終わりと思っているって事は、やっぱりそっちの対策はしていなかったか!!

「なあ陣内忍君。お前が見た予知っていうのはどんなだった？　得体のしれないオカルトに襲われて、体中から血を噴き出して死ぬようなものだった？」

「え？　それは」

「じゃないよね。だったらお前は病魔の使役者にもっと警戒していると私は思う。何を見たかは知らないが、そいつはもっと別の死に方のオンパレードだったんじゃないの？」

「あの『未来』が回避されたから、『今』あれとは違う景色が広がっている。……そうじゃねえのか？　『未来』は、あのとんでもねえ『未来』は、これからやってくるって言うのか!?」

「機動隊よ……」

　と、座敷童が呟つぶやいた。

「内うち幕まく隼はやぶさが言っていた。警察の縄なわ張ばりを荒らす菱ひし神がみ姉妹を暗殺するため、機動隊の一部がこのホテルを包囲して、通信手段も遮しや断だんしているって。頃合いを見計らって事態に介入し、普通の手段なら倒せない菱ひし神がみ姉妹を確実に始末するつもりだろうって」

「チッ。陣じん内ない忍しのぶ君、それで合っているか？」

「そうなのか……？　俺が見たのは、確かに、妖よう怪かい絡がらみって感じじゃなかったけど。なんて言うのかな、スプラッター映画みたいな感じだった。銃じゆう器きのプロがスマートに事を進めるっていう風じゃなかった」

「そういう風に見せかけた方が機動隊としても逃げ切りやすい。ひょっとしたら、罪を被せるための連続殺人犯とかも秘密裡りに確保しているかもしれない。……『予知』の中の直接の死因は、病魔の使し役えき者だったかもしれない。でも、その後に死体を加工して猟りよう奇き的な絵え面づらに変えてしまえば、お前が見た印象は『常識的な範囲に収まる連続殺人犯』の方が強くなる」

　しかしまぁ、まずいね。

　病魔の使役者にやられて私も陣内忍も動けない。刑事さんは……まぁ、個人じゃ駄だ目めだろうね。機動隊って集団でやってこられたら一発で呑のみ込まれる。妹は頭脳派なので荒事は論外。小こ手て蜜みつ惑まど歌かってヤツは未知数だけど、使い物になるなら百ひやつ鬼き夜や行こうの時にもっと表に出てきているはずだよねえ。

　となると、『並の方法では殺せない』座ざ敷しき童わらしとすねこすりが最大の鍵かぎになるのかな。

　ただ、

「……座敷童。アンタに任せて何とかなりそう？」

「私にバトルアクションとか期待しないで。ちなみに盾にもなりたくないし」

「だろうね。すねこすりもすごく期待できなさそうだし」

　法的には妖怪の証言は裁判で採用される事はないから、たとえ座敷童やすねこすりが殺せないままであっても、機動隊は無視して宿泊客の皆殺しに走るはず。となると、うーん。総合評価はまずいの一言。私はまだ死にたくないし……妹とか巻き込みたくもないしね。

　となると、

「陣内忍君。アンタに貸した衛星携帯電話は？」

「ほとんどぶっ壊れてる」

　手渡された電話は……まあ、確かにこれは借り物って感じの扱い方じゃないわ。生きて帰れたら後で請求書でも送ってやろうかな。

　一通り操作して、かろうじて通話はできる状態だというのを確認する。

　それなら僥ぎよう倖こう。

　良いトコのなかった最後の登場人物さんに、名誉挽ばん回かいの機会を与えましょう。

「お嬢じようちゃん」

『何でしょう』

「事態の解決は確認できたかな？　陣内忍君の手柄を横取りするようで心苦しいんだけどね。もしもアンタが百ひやつ鬼き夜や行こうの指揮権を取り戻したのなら、是ぜ非ひともお願いしたい事がある」

『良いでしょう。内容を仰おつしやってください』

「外の機動隊を始末しろ」




　魔法の呪じゆ文もんは、迅じん速そくに効果を発揮した。




　　　　28（陣じん内ない 忍しのぶ）




　さんざんな旅行だった。

　惑まど歌かとはニャンニャンする暇もなかったし、座ざ敷しき童わらしはクリスマスイヴに向けて妙みようなドッキリを着々と進めている事が判明したし！　（罠わなと気づいていても食いつかざるを得ない何かをするという宣言だったのだろうか？）推理マニアらしき少女とは接点ゼロだったし、その姉らしき変な女は怖くて近づく事もできなかったし!!

　挙げ句に百ひやつ鬼き夜や行こうとか病魔の使し役えき者とか、触れちゃいけねえものを垣かい間ま見る機会があまりにも多過ぎる!!　こうしてかやぶき屋根の自宅に帰ってきた今も生きた心地がしねえ!!　いつあの脅きよう威いにもう一回放り込まれるか分かったもんじゃねえし!!

　百害あって一利なし。

　しかし本来のテリトリーに帰ってきたはずの座敷童は、早速お茶の間で二つに折った座布団を枕代わりにしてゴロリと寝転がると、

「……帰ってきたら帰ってきたで退屈ね」

「寝転がるんじゃねえ。荷物運ぶの手伝えって」

「退屈が解消できるとは思えないのでパスね」

　結局、座敷童の分の旅行鞄かばんまで俺が運んでやっていると、家の奥からぺったんこな雪女と猫ねこ又またが走り寄ってきた。……やはりあの猫又、婆ばあちゃん辺りを懐柔してこの家に居着く方針にしたようだな。

「……お土産みやげはないのですか……？　……ないなら結婚しましょう……」

「あたしメロン味のご当地ペットフードがあるという話を聞いているんだけどね」

　え？　あの状況でお土産なんて期待できる訳ねえだろ。この二人（？）は知らねえかもしれねえが、ホントに生きているのが不思議なぐらいの事件に巻き込まれたんだっつの。

　というか。

　真剣に、致命誘発体のこいつらを連れていっていれば、多少は難易度も変わっていたんじゃなかったのか？

　まぁ、クーデターを起こした百鬼夜行側も、そういう事態にならねえように俺達を『誘導』していたんだろうけど。

「忍しのぶ」

　母ちゃんが持ってきてくれたマッサージ器をふくらはぎに押し当てながら座ざ敷しき童わらしが（ちなみに女の子が電動マッサージ器を握っている絵え面づらにドキドキする俺は汚れてしまったんでしょうか神様？）俺に話しかけてくる。

「いかなる規模と場合であれ、妖よう怪かいを利用しようなんて考えない方が良い。それは忍しのぶが見てきたものへと繋つながっているんだから」

　……かもな。

　あの女にしても、百ひやつ鬼き夜や行こうにしても、病魔の使し役えき者にしても。

　おそらくスタート地点にあったのはその『想い』だ。それに昔話じゃ、大抵の場合、妙みような連中からもたらされる福は、『無自覚だからこそ』幸せに機能する場合が多い。

　舌切り雀すずめにしても、花さか爺じいさんにしても、鶴つるの恩返しにしても、こぶとり爺さんにしても。

　恩恵はあるかもしれねえ。

　だが目が眩くらめば、後に待っているのは明確な悲劇。

　正直者に幸せが訪れる、なんて奇き麗れいごとじゃねえ。

　分を弁わきまえねえ者には相応の報むくいが訪れるという、冷れい酷こくなサインだ。俺が出会ってきたモノ達は分かりやすい罰は受けていねえかもしれねえが、だからこそ、彼らは大きく道から外れてしまっている。

　俺はああいう風にはなりたくねえ。

　たとえ、手に入れた力によって、事態の中心点に立てるとしても。

　だったら端役のまま終わる方がまだマシだ。

「とはいえ、忍が正直者になっても私は弄もてあそぶだけだけどね。……まあ、でも、確かにそんな忍なら悪くはないかも。忍、今から幼児退行しない？」

　でしょうよ。

　傘かさ地じ蔵ぞうみたいに仏様が噛かんでいる訳じゃねえ。相手は妖怪。恩恵を求めれば手痛いしっぺ返しを受け、討とう伐ばつしようとしても圧倒的な反撃に蹴け散ちらされる。無関心を装ったって向こうからやってくるし、自然体で受け入れようとしたって相手は平気で騙だましてくる。

　利用はできねえ。

　敬う心を忘れれば噛みついてくる。

　しかし気き紛まぐれに振るわれる恩恵によって、時には遭遇した者の人生を救い上げる奇き妙みような存在。




「……仲良くやっていく方法はないもんかね」

「それが分かれば苦労はしないね」




　と、そこへ全体的にこぢんまりした婆ばあちゃんがやってきた。

「忍、忍やー」

「何だよ婆ばあちゃん」

「宅配便が来たんだけど、婆ちゃんじゃ重たくって運べないんだよ」

「？？？　座ざ敷しき童わらし、なんかネット通販でも頼んだか？」

「忍しのぶのアカウントで折り畳み自転車を」

「人のノートパソコンで何してくれてんだテメェ!?　お、おお！　クレジットが激減している、だと!!」

「でも折り畳み自転車なら携帯性を考えて重量は抑えてあるはずよ。持てないほど重い、という事はないはずね」

　とにかく玄関に向かってみると、デカい段ボール箱が置いてあった。確かに、折り畳み自転車ではなさそうだ。もっと大きい。ちょっとした洗濯機ぐらいなら入ってしまいそうなサイズだ。

　そしてそもそも通販サイトの段ボール箱ではない。

「叔お父じさんとかから何か届いたのかな？　荷札はねえのか荷札は……」

　俺は段ボール箱の上面を覗のぞき込もうとした。

　その時だった。




　バリィ!!!!!!　と。

　突然段ボール箱の上面が内側から破れ、そこから突き出た何かが俺の顎あごを強打する。




　視界が揺ゆらぎ、バランス感覚がおかしくなる。気合の入り過ぎたびっくり箱かとも思ったが、違う。顎を片手で押さえて後ろへ下がると、顎を打ったものの正体が判明した。

　頭。

　どうやら段ボール箱の中に女性が隠れていたらしく、上半身の部分が思い切り真上へ突き出ていた。

　……のだが。

「いやー疲れた疲れた。ん？　あれ？　出られない……。開かないならもう良いか。バリバリ破っちゃえー」

「待て。待て待て待て待て!!」

「何な故ぜ人間の形をしたモノが箱詰めされていたか気になるといった顔ですね？」

「そこじゃねえ！」

「しかし世の中には人間の形をしたモノでありながら人間ではないモノも存在するのです」

「そこでもねえ!!　つーか我が家だけですでに妖よう怪かいが三人（？）もいるから重々承知している!!」

「……では何がそこまで疑問なのでしょう？」

　首を傾かしげる『何者か』に、俺はそのまま当人……グラマラスな美女を指差す。

「山や羊ぎみてえに渦うずを巻く角、背中の辺りから生えているコウモリみてえな翼つばさ、矢印状の尻尾しつぽ!!」

「これ以上に典型的な悪魔像もないと思いますが」

「こっちは和風だけで手一杯だっっっ!!　この土ど壇たん場ばでいきなり洋モノとか世界観をぐっと広げてくるんじゃねえ!!」

　あとこの状況とサキュバスの格かつ好こうを見てもにこにこしている婆ばあちゃんはかなりの大物と見た!!

「ちなみに種族的にはサキュバスです。時代のニーズに合わせて日々進化している証拠に、着ているものはエロ水着の入口にして真しん髄ずい、マイクロビキニでございます。だがニーズによっては体操服やメイド服もいけますよ。オプションはいくらでも!!」

[image: ]

「ぬうう!!」

　こめかみから青筋を浮かべる俺に、座ざ敷しき童わらしがボソッと助言してくれた。

「忍しのぶ。その一点突破だけで全てを受け入れようとすると死ぬと思うよ」

「確かに手に余る……。いや、つーか日本列島だけが例外的に変なの溢あふれ返っているっていうのもご都合主義過ぎるから、妥だ当とうっちゃ妥当なんだが……でもこういうのはそれこそ百ひやつ鬼き夜や行こうとかが出で張ばる場面じゃねえのか!?」

「だからその百ひやつ鬼き夜や行こうから逃げてきたんですってば。いやあ、欧おう州しゆうで欲望を軸に高官達を呑のみ込んでＥＵ圏の超国家機関を乗っ取ろうとしたんですけどね、やられたやられた。歴史的なペストの脆ぜい弱じやく性を突いて病魔を差し向けてくるだなんてホントえげつ……」

「やめろ、やめろよっ!!　多分聞いたら命に関かかわる内容満載な上、今さらここで説明されたって消化なんてできる訳がねえ!!　全体的に唐とう突とつ過ぎる!!」

「とも限らないのです」

「は？」

「才さい子し佳か人じんという組織を知っていますか？」

「……百鬼夜行の話でチラッと出ていたような。吸収したとかしねえとか」

「究極の美人を作るために活動している異常性せい癖へき芸術研究集団ですね。もっとも、あらゆる時代や地域の壁を越えた極限の美を作り上げる事ができたならば、その美人を女帝の玉ぎよく座ざに座らせて信しん仰こうするつもりだったようですけど」

「……、おい……」

「あら鋭するどい！　見込み大ですねご主人様!!　どこかで見た具体的には欧州辺りで見たサキュバスを中心とした欲望のコミュニティに似ていると思いませんかねここだけのハナシ!!」

「あれはお前の組織だったのか!?　あと勝手にご主人様って呼ぶなグッと来るから！　敵対したり吸収したりで百鬼夜行のパワーバランスを望む方向に刺激していたとしたら、今回のクーデターの黒幕って……!!」

「いや流石さすがに西せい欧おう文化流入前から存在する純和風組織の成り立ちにまでは関かかわっていませんよ。ただ、才子佳人は美人の作製に失敗していましてね。意気消しよう沈ちんしていたところへ小さな夢を見せたのは事実ですが」

　抜け殻になっていた組織を乗っ取ってやがったって事か!?

　欧州のナントカってのもひっそりと百鬼夜行に悪影響を及ぼしていた場合、国内と国外の両方から百鬼夜行を圧迫している事になるんじゃねえか！

　明確に巨大な力を持たねえものの、巨大組織の抱かかえる闇やみや間かん隙げきを縫って、その力を自在に引き出す者。正直、洋モノの怪物は見慣れねえが、考え方によっては百鬼夜行みてえな直球勝負より危険な相手かもしれねえぞ!?

「……待てよ……？　そ、そもそも、百鬼夜行の自称『鎖国派』を束ねていたのだって……」

　少女の形をし。

　権力欲という一種の欲望を軸に。

　巨大組織から冷静さを奪い、主導権を握った存在。

　何より、『鎖国派』を名乗った少女（？）と衛星携帯電話で話した時の違和感。

　百鬼夜行の細かい機き微びを理解せず、大おお雑ざつ把ぱな枠組みで語ろうとしたために、どこか矛盾のあるような言動。

　そう。

　日本の『外側』にいる人間が、聞きかじった知識で『中身』について語っていたようなあれは……。

　まさか？

「ち、ちょっと待て!!　つまりあれか、『鎖国派』のリーダーもサキュバスだったんじゃねえだろうな!?」

「いえいえそこまで行くと深読みですよ。流石さすがの私もプラナリアみたいな分裂機能は有していません。というかそれができれば逃げ回る必要はない訳ですしね。……ほら、私は欧おう州しゆうで欲望を軸にしたコミュニティ、ユーロセキュアフォースを構築して加盟国の高官達を片っ端から骨抜きにしてきましてですね。あれはその一員だった、というのが大正解です」

「何それ一点の曇くもりもねえ元凶じゃねえか!!」

「うーん。先に手を出してきたのは百ひやつ鬼き夜や行こうの方だったんですけどね。なんかやたらと覗のぞき見しているヤツらがいるからどんなもんかと調べていたんですけど、意外にチョロそうだったのでそのまま深く食い込むように指示を出していたんですよ。まあ引き際を間違ったせいで見事に惨ざん敗ぱいした訳ですが。いやー、何事も甘く見るのは良くない良くない」

　あれだけの騒そう乱らんを起こしておいて、簡単に言ってのけるサキュバスに、思わず血の気が引いていく。

　単純な欲望の制御者。

　極めて複雑な構造を持つ人間の精神の、一番下の土台を司つかさどる者。

　故ゆえに、応用次第では個人の人格から社会の制度まで、人間が作るシステムを丸まる呑のみする可能性を持つ存在。

　そこまで考えて、俺は不意にゾッとした寒気に襲われた。

　あれ？　何か俺の本能が看かん過かできねえ危険信号を受信しているんだが。

「という訳で立派な登場人物だったわたくしに愛の手を。より正確には思った以上に手て強ごわい百鬼夜行をかわす事ができないので匿かくまってチョ☆」

「そこじゃね!?　超軽く言われたけどそこなんじゃね問題は!?　お前がここにやってきた事が連中に知れれば俺達まで巻き込まれかねねえ!!　そもそもお前は何でうちを選んでやってきたんだ!?」

「そもそもですね。欧州関連の強力なネットワーク、ユーロセキュアフォースは百鬼夜行の直接攻撃で全滅してしまいましてね」

「はいはい」

「となると残っているラインは日本関連だけなんだけど、才さい子し佳か人じんも百鬼夜行に吸収された時点で私の制御を離れていたんです。まぁもっとも、元々揺ゆさぶり用の使い捨てのつもりで乗っ取った組織だったんですけどね」

「そして!!」

「そうすると、後は私の関係者って言ったら『あの事件』に関かかわった登場人物ぐらいしかない訳じゃないですか」

「からの!!」

「その中で一番警戒が緩ゆるそうだったのがあなただったから」

「それだけかァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　何の勝算もねえ！　逃げ切ったっていう確証すらねえ!!　これで百ひやつ鬼き夜や行こうに襲われたら、まず間違いなく俺達まで全滅コースまっしぐらだと思うんですけど！

　一応致命誘発体が二人（？）に座ざ敷しき童わらしもいるっちゃいるが、見るからに超越しちゃってそうなあの連中は人間どころか妖よう怪かいの常識まで軽くぶっちぎってしまっている印象がある。率直に言って勝てる見込みがまるでねえ!!

　心なしか、壁と家具の隙すき間まや柱の陰、囲い炉ろ裏りの煙を逃がす穴などにわだかまっている闇やみの奥からキシキシという爪を引っかくような音が聞こえてきているような気がしないでもない中、全ての元凶たるサキュバスはにっこりと微笑ほほえんでこう言った。

「そんな訳で、よろしきゅ☆」




　人間の望む望まざるなど関係なく、ヤツらは来る。

　もたらされるのは恩恵か災厄か。

　早いトコ『仲良くやっていく方法』とやらを見つけねえと大変な事になりそうだ。







　　　あとがき







　という訳で新作!!　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回のお話は電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥという雑誌用に作った設定を広げる形で作ってみました。

　舞台となるインテリビレッジは、インデックスに出てくる学園都市とは真逆のプロセスで設定してみました。健康や大自然が極端な贅ぜい沢たくブランドとなり、田舎いなかの地価が大幅な上昇をしている世界、という感じで。一見田舎な風に見えて、実はＳＦ的なアレンジをしている……と思われる方もいるかもしれませんが、実際の一次産業でも林業用の木登りして枝を払うマシンなど、色々なロボットが開発されていたりして、スマートとかテクノロジーとかいう言葉とも密接に関わっているようです。コントラストがはっきりしていて面白いので、今回はその辺をエスカレートさせて舞台のカラーを演出してみました。

　また、今回は妖よう怪かいのお話です。寿じゆ命みようという概がい念ねんがない（というか付つく藻も神がみや、化ばけ猫ねこなど動物ベースの妖怪を思い浮かべてもらえば分かる通り、時間が経てば経つほど強大な妖怪になる　→　つまり失うモノは何もないので特に慌あわてる必要はない）ため、『パッケージ』だの四文字グループだのといった人間がコソコソ悪わる巧だくみしている割に、妖怪の方の時間の流れはえらくゆったりしている事にお気づきでしたでしょうか？　ラストに登場したあいつだけは妖怪ルールが適用されないため、なんか妙みように人間臭くさいプランを練ったりしているのですが、その辺りの違いから『話では語られていない世界観の広がり』とか想像していただけると、作者としてはとても嬉うれしかったりします。




　強いヤツほど直接的な戦闘描びよう写しやを省いていく事で『想像させる楽しみ』を付加させたり、章ごとにお話の規模を膨ふくらませる事で『坂道を転がり落ち、加速の調整ができなくなる』感覚を提示させようとしたり……この作品はこの作品で、いろんな『実験』を施ほどこしています。そちらが機能しているかどうかのご確認も。肝試しやお化け屋敷を猛ダッシュで走って楽しむ人がいないように、この作品は妖怪が出てくるものの加速優先でホラーとは言い難い構成になっています。それでも『この作者のこれまでの話とはちょっとジャンルが違う感じがするな』と思っていただければ、こちらで用意した『実験』はほぼ成功となります。




　イラストの真ま早はやさんと担当の三み木きさんには感謝を。これが一冊の文庫として店頭に並ぶ事になったのは雑誌企画時にいただいた設定ラフのパワーのおかげですし、プロットも作らずいきなり原稿をドンと出して（つまり忍にん法ぽう刊行スケジュールとか練ねり直しの術）も最終的な年間予定が崩れない『柔軟性のあるプラン』を組んでもらっていたおかげでもあると思います。本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。一冊目なのに結構いろんな実験をやっている本ですが、お付き合いいただきありがとうございます。




　では今回はこの辺りで。

　二冊目も書ければ良いなぁとお祈りするばかりです。




　巨乳の座ざ敷しき童わらしって時点ですでに実験作です


鎌かま池ち和かず馬ま



















初出　「寄り道の場合」──「電撃文庫MAGAZINE Vol.22」掲載（二〇一一年一〇月一一日発行）

　　　第一章～第四章──書きおろし
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鎌かま池ち和かず馬ま

今回は従来の都市と進化した田舎でカラーを大きく変えてみましたが、機会があれば写真のような、都会の中にある自然や緑地化と絡めた話もやってみたいものです。
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真ま早はや

第17回電撃イラスト大賞にて金賞を頂いたことがきっかけで本作品にて挿絵デビュー。猫とサッカーが好き。ちなみに作中キャラではダントツで縁さんが好きです。
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インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし








鎌かま池ち和かず馬ま
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